
交 規 第 4 2 8 号

令 和 ３ 年 1 1 月 ９ 日

各 所 属 長 殿

青 森 県 警 察 本 部 長

踏切道改良促進法等の一部を改正する法律等の施行に伴う交通警察の対応に

ついて

令和３年３月31日に公布された踏切道改良促進法等の一部を改正する法律（令和

３年法律第９号。以下「改正法」という。別添１）のうち、改正法附則第１条第２

号に掲げられた規定が同年９日25日から施行された。

また、踏切道改良促進法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う関係政令の

整備等に関する政令（令和３年政令第261号。以下「改正令」という。別添２）、道

路法施行規則等の一部を改正する省令（令和３年国土交通省令第58号。以下「改正

規則」という。別添３）、道路標識、区画線及び道路標示に関する命令の一部を改

正する命令（令和３年内閣府・国土交通省令第４号。以下「改正標識標示令」とい

う。別添４）及び交通の方法に関する教則の一部を改正する件（令和３年国家公安

委員会告示第52号。別添５）が同月24日に公布され、いずれも同月25日に施行され

た。

改正法による改正後の道路法（昭和27年法律第180号。以下「法」という。）、改

正令による改正後の道路法施行令（昭和27年政令第479号。以下「令」という。）、

改正規則による改正後の道路法施行規則（昭和27年建設省令第25号。以下「規則」

という。）等のうち交通警察に関係する部分、対応上の留意事項等は下記のとおり

であるので、事務処理上遺憾のないようにされたい。

なお、本通達の内容については、警察庁において国土交通省と協議済みである。

また、国土交通省から発出された施行通知を参考として添付する。

記

第１ 改正の概要

１ 届出対象区域関係（法第44条の２）

道路管理者は、沿道区域の全部又は一部を届出対象区域として指定すること

ができることとされ、当該指定をしようとする場合においては、あらかじめ、



その旨及びその区域を公示しなければならないこととされた。

また、届出対象区域の区域内において、工作物の設置に関する行為をしよう

とする者は、当該行為に着手する日の30日前までに、条例（指定区間内の国道

にあっては、国土交通省令）で定める事項を道路管理者に届け出なければなら

ないこととされた。

さらに、道路管理者は、届出があった場合において、当該届出に係る行為

が、災害が発生した場合において道路の構造に損害を及ぼすおそれ又は交通に

危険を及ぼすおそれがあると認めるときは、当該届出をした者に対し、当該届

出に係る行為に関し場所又は設計の変更その他の必要な措置を講ずべきことを

勧告することができることとされた。

２ 防災拠点自動車駐車場関係

⑴ 防災拠点自動車駐車場の指定制度の創設（法第48条の29の２）

国土交通大臣は、道路の附属物である自動車駐車場のうち、その規模、そ

の接する道路の構造及び交通の状況並びにその近傍における災害応急対策に

係る施設の立地その他の事情を勘案して、災害が発生した場合における円滑

な避難又は緊急輸送の確保を図るため、広域災害応急対策の拠点としての機

能の確保を図ることが特に必要と認められるものについて、あらかじめ、当

該自動車駐車場の道路管理者に協議し、その同意を得た上で、防災拠点自動

車駐車場として指定することができることとされた。

この点、広域災害応急対策については、規則第４条の16の２において、

ア 緊急輸送の確保

イ 消防、水防その他の応急措置

ウ 被災者の救難、救助その他保護

エ 施設及び設備の応急の復旧

オ 前各号に掲げるもののほか、災害の拡大の防止を図るため実施すべき応

急の対策

と定められているところ、上記オには、犯罪の予防、交通の規制その他災害

地における社会秩序の維持に関する事項が含まれる。

なお、防災拠点自動車駐車場に指定される自動車駐車場は、いわゆる道の

駅、サービスエリア、パーキングエリア等が想定されている。

⑵ 防災拠点自動車駐車場の利用の禁止又は制限（法第48条の29の３及び第48

条の29の４）

道路管理者は、災害が発生した場合における被害の拡大を防ぎ、又は災害

の速やかな復旧を図るため、防災拠点自動車駐車場の広域災害応急対策の拠

点としての機能を緊急に確保することが特に必要であると認めるときは、当



該防災拠点自動車駐車場について、広域災害応急対策の拠点としての利用以

外の利用を禁止し、又はその利用を制限すること（以下「利用制限」とい

う。）ができることとされ、利用制限を実施しようとする場合は、当該防災

拠点自動車駐車場の入口その他必要な場所に、利用制限の対象を明らかにし

た道路標識を設けなければならないこととされた。

また、法第103条第７号において、利用制限に違反して防災拠点自動車駐車

場を利用したときは、その違反行為をした者は、６月以下の懲役又は30万円

以下の罰金に処することとされている。

なお、利用制限には、防災拠点自動車駐車場の一部範囲をその対象とする

ものも含まれる。

⑶ 災害応急対策施設管理協定の締結等（法第48条の29の５）

道路管理者は、災害時における広域災害応急対策の拠点としての機能の確

保を図るため必要があると認めるときは、あらかじめ、防災拠点自動車駐車

場に隣接する土地の区域に存する駐車場、備蓄倉庫、発電施設、通信設備そ

の他災害応急対策に必要なものとして政令で定める工作物又は施設（以下

「道路外災害応急対策施設」という。）の所有者等との間において、災害応

急対策施設管理協定を締結して、当該道路外災害応急対策施設の管理を行う

ことができることとされた。

この点、道路外災害応急対策施設については、令第35条の７において、広

告塔、看板、街灯その他これらに類する工作物であって、災害時において住

民等に対する災害情報の伝達の用に供することができるもの等が定められて

いるところ、当該災害情報には交通情報が含まれ得る。

⑷ 防災拠点自動車駐車場内における道路占用許可の基準の特例（法第33条第

２項）

法第32条第１項第１号、第５号又は第７号に掲げる工作物、物件又は施設

のうち、防災拠点自動車駐車場内に設けられる工作物又は施設で、災害応急

対策に資するものとして政令で定めるものについては、法第33条第１項の規

定に基づく政令で定める基準に適合すれば、同項の規定にかかわらず、法第

32条第１項又は第３項の許可を与えることができることとされた（無余地性

の基準の適用除外）。

また、法第32条第１項第７号に掲げる工作物、物件又は施設については、

令第７条において、防災拠点自動車駐車場に設ける備蓄倉庫、非常用電気等

供給施設その他これらに類する施設で、災害応急対策の的確かつ円滑な実施

のため必要であると認められるものが新たに追加された。

⑸ 都道府県公安委員会との調整（法第95条の２第１項）



道路管理者は、利用制限を実施しようとするときは、当該地域を管轄する

都道府県公安委員会（以下「公安委員会」という。）の意見を聴かなければ

ならないこととされた。ただし、緊急を要するためやむを得ないと認められ

るときは、この限りでないものとされ、この場合には、事後において、速や

かに利用制限の内容及び理由を通知しなければならないこととされた。

⑹ 規制標識「広域災害応急対策車両専用（325の７）」の新設

改正標識標示令により、道路管理者が防災拠点自動車駐車場の入口及び防

災拠点自動車駐車場内の必要な地点に設置する規制標識「広域災害応急対策

車両専用（325の７）」を新設するとともに、交通の方法に関する教則（昭和

53年国家公安委員会告示第３号）についても所要の改正を行った。

なお、当該規制標識については、運用上、可搬型の標識を用いるなどし

て、利用制限を実施するときに限り表示することとされている。

３ 避難施設関係

法第32条第１項第７号に掲げる工作物、物件又は施設として、令第７条第３

号において、洪水又は高潮からの一時的な避難場所としての機能を有する堅固

な施設（以下「洪水等避難施設」という。）が新たに規定された。

この点、洪水等避難施設の道路占用の場所に関する基準については、従前ど

おり、令第11条の７の規定が適用されることとなる。

第２ 交通警察の対応

１ 届出対象区域関係

必要に応じて、法第44条の２第２項の規定により公示された内容の把握に努

め、災害時における交通対策の検討の参考とすること。

なお、同条第４項第３号の規定により、国又は地方公共団体が行う行為につい

ては同条第３項に規定する届出は不要とされているところ、公安委員会は同号

に規定する地方公共団体に含まれることから、公安委員会が行う行為について

も、当該届出は不要である。

２ 防災拠点自動車駐車場関係

⑴ 防災拠点自動車駐車場の指定に係る調整

法第48条の29の２第１項の規定による国土交通大臣の防災拠点自動車駐車場

の指定に先立ち、同条第２項の規定による国土交通大臣から道路管理者への協

議が行われた際、運用上、当該道路管理者は、公安委員会との間で必要な調整

を行うこととされていることから、当該道路管理者から連絡を受けた際は、警

備部門とも調整の上、過去の災害時における状況、緊急交通路指定予定路線と

の整合性、周辺道路の交通規制、交通状況等を勘案して、交通管理上必要な意

見を申し述べること。



⑵ 利用制限の実施に係る意見聴取への対応

ア 利用制限の実施に係る意見聴取

法第95条の２第１項の規定により、道路管理者から、利用制限の実施に係

る意見聴取が行われた際は、過去の災害時における状況、当該利用制限の実

施による交通流・量の変動、周辺道路の交通規制、交通状況等を勘案して、

交通管理上必要な意見を申し述べること。

イ 利用制限を実施する区域の範囲に関する調整

運用上、道路管理者は、地域住民や道路利用者の避難場所としての利用に

支障を生じさせないよう、あらかじめ、災害時に利用制限を実施する区域の

おおむねの範囲について、広域災害応急対策の実施予定者等の関係機関と調

整することとされていることから、道路管理者から連絡を受けた際は、利用

制限の実施時に警察関係者・車両が支障なく当該防災拠点自動車駐車場を利

用できるよう必要な調整を行うとともに、過去の災害時における状況、当該

利用制限の実施による交通流・量の変動、周辺道路の交通規制、交通状況等

を勘案して、交通管理上必要な意見を申し述べること。

ウ 防災拠点自動車駐車場を利用する車両に関する調整

運用上、道路管理者は、平時から、広域災害応急対策の実施予定者から利

用予定の車両情報を収集し、利用制限の実施時には、広域災害応急対策の実

施者から利用する車両情報の報告を受け、疑義があれば個別に調整を行うな

ど、広域災害応急対策の拠点としての利用者を地域住民や道路利用者等の一

般利用者と区別して適切に確認するよう努めることとされていることから、

利用制限の実施時に警察関係者・車両が支障なく当該防災拠点自動車駐車場

を利用できるよう、平時から、必要とされる情報を道路管理者と適切に共有

すること。

⑶ 道路外災害応急対策施設から提供される災害情報に関する調整

運用上、道路管理者は、その管理する道路外災害応急対策施設から提供され

る災害情報の内容等について、公安委員会との間で事前に調整することとされ

ていることから、道路管理者から連絡を受けた際は、過去の災害時における状

況、当該災害情報の提供による交通流・量の変動、周辺道路の交通規制、交通

状況等を勘案して、交通管理上必要な意見を申し述べること。

３ 避難施設関係

運用上、洪水等避難施設については、改正令による改正前の道路法施行令第７

条第３号に掲げられていた、津波からの一時的な避難場所としての機能を有する

堅固な施設と同様の道路占用許可基準を適用することとされていることから、道

路における洪水等避難施設の設置について、各警察署と道路管理者との間で、道



路交通法（昭和35年法律第105号)第79条又は法第32条第５項に規定する協議を実

施する際は、従前どおり、当該基準の内容を十分把握した上で、適切に対応する

とともに、当該協議を踏まえ、道路使用許可の可否を判断すること。

担当 交通規制課 規制第一係
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町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
べ
き
旨
の
申
出
を
す
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
当
該
指
定
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


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第
三
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、「
平
成
二
十
八
年
度
以
降
の
五
箇
年
間
に
お
い
て
」を
削
り
、

同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
つ
い
て
は
、
道
路
又
は
鉄
道
に
関
す
る
国
の
計
画
の
達
成
に
資
す
る
よ
う
行
う
と

と
も
に
、
踏
切
道
の
改
良
を
優
先
的
に
実
施
す
る
必
要
性
、
踏
切
道
の
周
辺
の
地
域
の
地
形
及
び
土
地
利
用
の
状

況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
と
き
は
」
の
下
に
「
、
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
」
を
加
え
、「
当
該
」を「
同

項
の
規
定
に
よ
る
」
に
、「
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の

た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
保
安
設
備
の
整
備
、
歩
行
者
と
車
両
と
を
分
離
し
て
通
行
さ
せ
る
た
め
の
踏
切
道
の
着
色
そ
の
他
の

比
較
的
短
期
間
に
完
了
す
る
踏
切
道
の
改
良
の
方
法
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
改
良
す
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
四
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
は
、
当
該
踏
切
道
に
係
る
他
の
道
路
管
理
者
が
管
理
す
る
踏
切
道
密
接
関
連

道
路
の
改
良
の
方
法
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
を
削
り
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
十
二
項
」を
加
え
、

同
項
を
同
条
第
十
八
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
十
二
項
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条

第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
八
項
」
を
「
第
十
四
項
」
に
改
め
、「
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
十
二
項
」

を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
第
六
条
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
十
二
項
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第

十
四
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
、
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
前
項
」
を
加
え
、「
第
六
条
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条

第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
記
載
し
よ
う
と
す
る
」
を
「
記
載
す
る
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

10

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
立
体
交
差
化
に
よ
る
踏
切
道
の
改
良
を
行
お
う
と
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、

第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
第
十
六
条
第
一
項
の
地
方
踏
切
道
改
良
協
議
会
に
お
け
る
協

議
を
経
て
、
当
該
期
日
ま
で
に
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
、
そ
の
旨
、
当
該
特
別
の
事
情
及
び
地
方
踏
切
道
改
良

計
画
を
提
出
す
る
期
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
計
画
提
出
期
日
」
と
い
う
。）を
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

11

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出
に
係
る
計
画
提
出
期
日

が
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
計
画
提
出
期
日
の
変
更
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
示
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
変
更
後
の
計
画
提
出
期
日
を
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

12

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
届
出
に
係
る
計
画
提
出
期
日
（
前
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
指
示
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
同
項
の
規

定
に
よ
る
変
更
後
の
計
画
提
出
期
日
）
ま
で
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
協
議
に
よ
り
地
方

踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
第
五
項
中
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
項
及
び
次
項
並
び
に
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
項

を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

５

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
に
他
の
道
路
管
理
者
が
管
理

す
る
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
の
改
良
の
方
法
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
と
き
は
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
、
あ
ら

か
じ
め
、
当
該
他
の
道
路
管
理
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成

す
る
前
に
、
道
路
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
に
お
い
て
、
当
該
事
項
の
記
載
に
つ
い
て
協

議
が
成
立
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６

第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
は
、
踏
切
道
に
接
続
す
る
道
路
の
構
造
の
改
良
を
行
う
こ
と
に
よ
り
歩
行
者

又
は
自
転
車
利
用
者
の
滞
留
の
用
に
供
す
る
部
分
を
確
保
す
る
こ
と
が
当
該
道
路
の
構
造
又
は
周
辺
の
土
地
利
用

の
状
況
に
よ
り
困
難
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
踏
切
道
に
お
け
る
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
を
図
る
た

め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
道
路
外
滞
留
施
設
（
踏
切
道
に
接
続
す
る
道
路
に
沿
つ
て
設
け
ら
れ

た
通
路
そ
の
他
の
当
該
道
路
の
区
域
外
に
あ
る
施
設
で
あ
つ
て
歩
行
者
又
は
自
転
車
利
用
者
の
滞
留
の
用
に
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
次
項
及
び
第
八
条
第
一
項
に
お
い
て
同

じ
。）の
整
備
又
は
管
理
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
に
道
路
外
滞
留
施
設
の
整
備

又
は
管
理
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
と
き
は
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
道
路
外
滞
留
施
設
所
有

者
等
（
当
該
道
路
外
滞
留
施
設
の
所
有
者
、
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
所
有
者
又
は
当
該
土
地
の
使
用
及
び
収
益

を
目
的
と
す
る
権
利
（
臨
時
設
備
そ
の
他
一
時
的
に
使
用
す
る
施
設
の
た
め
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の

を
除
く
。）を
有
す
る
者
を
い
う
。
第
八
条
及
び
第
十
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
及
び
第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
の
変
更
）

第
五
条

前
条
第
一
項
又
は
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
を
提
出
し
た
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路

管
理
者
は
、
当
該
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
に
つ
い
て
、
協
議
に
よ
り
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
を

し
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
を
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
土
交

通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
条
第
三
項
か
ら
第
九
項
ま
で
及
び
第
十
三
項
か
ら
第
十
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
地
方
踏

切
道
改
良
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
一
項
又
は
前
項
」

と
あ
り
、
並
び
に
同
条
第
十
四
項
及
び
第
十
六
項
か
ら
第
十
八
項
ま
で
の
規
定
中
「
第
一
項
又
は
第
十
二
項
」
と

あ
る
の
は
、「
次
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
国
踏
切
道
改
良
計
画
）

第
六
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
鉄
道
と
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
で
あ

る
道
路
と
が
交
差
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
踏
切
道
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
し
た
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る

踏
切
道
の
改
良
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
国
踏
切
道
改
良
計
画
」
と
い
う
。）を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２

国
踏
切
道
改
良
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

踏
切
道
の
名
称

二

踏
切
道
の
改
良
の
方
法

三

踏
切
道
の
改
良
に
要
す
る
期
間

四

踏
切
道
の
改
良
と
一
体
と
な
つ
て
そ
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
事
業
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
内

容
五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項

３

第
四
条
第
三
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
り
、
及
び
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
六

条
第
二
項
第
二
号
」
と
、
同
条
第
五
項
、
第
七
項
及
び
第
九
項
中
「
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
」
と
あ
る
の

は
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
、
同
条
第
六
項
及
び
第
八
項
中
「
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
条
第
二
項
第

四
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
当
該
踏
切
道
に
係
る
鉄
道
事
業
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
同
項

の
規
定
に
よ
り
国
踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
す
る
前
に
、
当
該
鉄
道
事
業
者
と
国
土
交
通
大
臣
と
の
間
に
国
踏
切

道
改
良
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
協
議
が
成
立
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
す
る
と
き
は
、
鉄
道
の
整
備
及
び
安

全
の
確
保
並
び
に
鉄
道
事
業
の
発
達
、
改
善
及
び
調
整
に
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
国
踏
切
道
改
良
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
三
条
中
「
国
土
交
通
大
臣
以
外
の
道
路
管
理
者
」
を
「
道
路
管
理
者
（
国
土
交
通
大
臣
で
あ
る
道
路
管
理
者

を
除
く
。）」
に
改
め
、「
状
況
」
の
下
に
「
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
踏
切
道
の
管
理
の
実
施
体
制
」
を
加

え
、
同
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
十
二
条
中
「
改
良
」
の
下
に
「
及
び
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
踏
切
道
の
適
確
な
管
理
」
を
加
え
、
同

条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。


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第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
一
項
（
同
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
提

出
さ
れ
た
」、「
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
」
及
び「（
当
該
国
踏
切
道
改
良
計
画
の
変
更
が
あ
つ
た

と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）」を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
保
安
設
備
の
整
備
に
よ
る
」
を
削
り
、「
を
実
施
す
る
」
を
「
又
は
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
指
定
踏
切
道
の
適
確
な
管
理
の
た
め
に
保
安
設
備
を
整
備
す
る
」
に
、「
そ
の
実
施
」
を
「
そ
の
整
備
」
に
改

め
、
同
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
第
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
十
三
条
第
一
項
」
を
加
え
、「
次
項
及
び
」
を
「
以
下
こ

の
条
及
び
」
に
改
め
、「
改
良
」
の
下
に
「
又
は
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
指
定
踏
切
道
の
管
理
」
を
、「
道
路

管
理
者
」
の
下
に「（
特
定
道
路
改
良
に
係
る
他
の
道
路
管
理
者
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
保
安
設
備

の
整
備
に
よ
る
」
を
削
り
、「
の
実
施
」
を
「
又
は
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
指
定
踏
切
道
の
適
確
な
管
理
の

た
め
に
行
う
保
安
設
備
の
整
備
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

（
災
害
時
の
管
理
の
方
法
を
定
め
る
べ
き
踏
切
道
の
指
定
）

第
十
三
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
円
滑
な
避
難
又
は
緊
急
輸
送
の
確
保
を
図
る
必

要
性
、
踏
切
道
を
通
過
す
る
列
車
の
運
行
の
状
況
、
踏
切
道
の
周
辺
に
お
け
る
鉄
道
と
道
路
と
の
交
差
の
状
況
そ

の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
踏
切
道
の
う
ち
、
踏
切
道
災
害
時
管
理
基

準
（
災
害
時
に
お
い
て
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
が
と
る
べ
き
措
置
の
具
体
的
内
容
及
び
手
順
を
定
め
た
対

処
要
領
の
作
成
、
当
該
措
置
に
関
す
る
訓
練
の
実
施
そ
の
他
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
踏
切
道
の
適
確

な
管
理
の
た
め
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
を
い
う
。
次
項
、
次
条
第
二
項
及
び
第

十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
適
合
す
る
管
理
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
指
定

す
る
も
の
と
す
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
存
す
る
踏
切
道
で
あ
つ
て
前
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

基
準
に
該
当
す
る
も
の
の
う
ち
、
踏
切
道
災
害
時
管
理
基
準
に
適
合
す
る
管
理
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
踏
切
道
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
べ
き
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
申
し
出
る
こ
と
が

で
き
る
。

３

第
三
条
第
四
項
、
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
」
と
あ
り
、
及
び
同
条
第
七
項
中
「
第
三
項
又
は
第
五
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
十
三
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
関
係
市
町
村
長
（
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
が
あ
つ
た
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
関
係
市
町
村
長
及
び
当
該
申
出
を
し
た
市
町
村
長
）」と
あ
る
の
は
「
関
係
市
町
村
長
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
地
方
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
）

第
十
四
条

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
鉄
道
と
国
土
交
通
大
臣
が
道

路
管
理
者
で
あ
る
道
路
と
が
交
差
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
踏
切
道
に
係
る
も
の
を
除
く
。）が
あ
つ
た
と
き
は
、

国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
協
議
に
よ
り
同
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
に
係
る
踏
切
道
の
管
理
の
方
法
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
「
地
方
踏
切
道

災
害
時
管
理
方
法
」
と
い
う
。）を
定
め
、
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

地
方
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
は
、
踏
切
道
災
害
時
管
理
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
協
議
が
成
立
せ
ず
、
又
は
協
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
当
該
鉄
道
事
業
者
又
は
道
路
管

理
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
裁
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
四
条
第
十
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

５

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
裁
定
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
当
該
鉄
道
事
業
者
と
道
路
管
理
者
と
の
協
議
が
成
立
し
た
も
の
と
み
な
す
。

６

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
を
定
め
よ
う
と
す

る
場
合
に
お
い
て
、
第
十
六
条
第
一
項
の
地
方
踏
切
道
改
良
協
議
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
地
方
踏

切
道
改
良
協
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
へ
の
地
方
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
の
提
出
（
鉄
道
事
業
者
及
び
都
道

府
県
又
は
道
路
法
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
市
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
行
う
も
の
を
除
く
。）は
、
政
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
地
方
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
が
著
し
く
不
適
当
で

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
変
更
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
場
合
を
含
む
。）」
に
、「
こ
の
条
」
を
「
こ
の
項
及
び
次
項
」
に
、「
同
項
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
地
方
踏
切
道
改
良

計
画
又
は
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
従
つ
て
」
に
、「
期
限
を
定
め
て
、
踏
切
道
改
良
基
準
に
適
合
す
る
改
良
の
方
法
に

よ
り
」
を
「
当
該
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
又
は
当
該
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
従
つ
て
」
に
改
め
、同
条
第
二
項
中「
前

条
第
二
項
」
を
「
第
十
一
条
第
二
項
」
に
、「
な
く
当
該
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
又
は
当
該
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
従

つ
て
」
を
「
な
く
踏
切
道
改
良
基
準
に
適
合
す
る
改
良
の
方
法
に
よ
り
」
に
、「
、
当
該
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
又
は

当
該
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
従
つ
て
」
を
「
、
期
限
を
定
め
て
、
踏
切
道
改
良
基
準
に
適
合
す
る
改
良
の
方
法
に
よ

り
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
各
項
」
に
、「
踏
切
道
の
改
良
」
を
「
措
置
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
第
十
一
条
第
一
項
又

は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
踏
切
道
の
改
良
の
完
了
後
に
お
い
て
も
な
お
第
三
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
踏
切
道
に
つ
い
て
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
特
に
必
要

で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
十
二
条
第
二
項
の
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
に
対
し
て
、
期
限
を
定
め
て
、

当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
が
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
踏
切
道
の
改
良
を
実
施
し
た
場
合
に
あ

つ
て
は
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
、
当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
が
同
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
踏
切
道
の
改
良
を
実
施
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
の
作
成
そ
の
他
の
必
要
な
措

置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
十
四
条
第
一
項
の
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
が
正
当
な
理
由
が
な
く
同
項
の
規
定

に
よ
り
地
方
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
を
定
め
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理

者
に
対
し
て
、
当
該
踏
切
道
に
係
る
地
方
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
を
定
め
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
八
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
同
項
に
規
定
す
る
期
間
に
お
い
て
、
踏
切
道
改
良
基
準
に
適
合
す
る
改
良
の
方
法
に
よ
り
」

を
「
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
又
は
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
従
い
、」に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
鉄
道
事
業

者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
踏
切
道
改
良
基
準
に
適
合
す
る
改
良
の
方
法
に
よ
り
当
該
踏
切
道
の
改
良
を
実
施
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
四
条
第
四
項
及
び
第
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
五
条
第
二
項
又
は
第
六
条
第
三
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
特
定
道
路
改
良
に
関
す
る
事
項

が
記
載
さ
れ
た
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
又
は
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
係
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
中
「
道
路
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
、「
道
路
管
理
者
並
び
に
特
定
道
路
改
良
に
係
る
他
の
道
路
管
理
者
」
と
す

る
。

第
七
条
を
第
十
一
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

（
評
価
）

第
十
二
条

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
前
条
第
一
項
又
は
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
踏
切
道
の
改
良
を
完
了
し
た
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
踏

切
道
の
改
良
の
完
了
後
の
踏
切
道
に
お
け
る
交
通
量
、
踏
切
事
故
の
発
生
状
況
そ
の
他
の
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通

の
確
保
に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て
、
自
ら
評
価
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
（
国
土
交
通
大
臣
で
あ
る
道
路
管
理
者
を
除
く
。）は
、
同
項
の
評
価
を

実
施
し
た
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
評
価
の
結
果
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


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９

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
た
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路

管
理
者
は
、
当
該
地
方
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
に
つ
い
て
、
協
議
に
よ
り
そ
の
内
容
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、

そ
の
変
更
後
の
地
方
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
を
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
土
交
通
大
臣

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10

第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
地
方
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
の
変
更
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

（
国
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
）

第
十
五
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
鉄
道
と
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者

で
あ
る
道
路
と
が
交
差
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
踏
切
道
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
し
た
と
き
は
、
当
該
指
定
に

係
る
踏
切
道
の
管
理
の
方
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
」
と
い
う
。）を
決
定
す
る

も
の
と
す
る
。

２

国
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
は
、
踏
切
道
災
害
時
管
理
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
を
決
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
当
該
踏
切
道
に
係
る
鉄
道
事
業
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣

が
同
項
の
規
定
に
よ
り
国
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
を
決
定
す
る
前
に
、
当
該
鉄
道
事
業
者
と
国
土
交
通
大
臣
と

の
間
に
国
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
に
つ
い
て
協
議
が
成
立
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
を
決
定
す
る
と
き
は
、
鉄
道
の
整
備

及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
鉄
道
事
業
の
発
達
、
改
善
及
び
調
整
に
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
三
項
の
規
定
は
、
国
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
地
方
踏
切
道
改
良
協
議
会
）

第
十
六
条

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
（
国
土
交
通
大
臣
で
あ
る
道
路
管
理
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。）は
、
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
の
作
成
及
び
実
施
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
踏
切
道
の
適
確
な

管
理
そ
の
他
の
踏
切
道
の
改
良
の
促
進
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
た
め
、
地
方
踏
切
道
改
良
協

議
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
協
議
会
」
と
い
う
。）を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
つ
て
構
成
す
る
。

一

当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者

二

踏
切
道
の
所
在
地
を
そ
の
区
域
に
含
む
都
道
府
県
の
知
事

三

踏
切
道
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
整
備
局
長
又
は
北
海
道
開
発
局
長

四

踏
切
道
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
会
を
組
織
す
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
協
議
会
に
、
次
に
掲
げ
る
者
を
構
成
員
と
し
て
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

関
係
市
町
村
長

二

踏
切
道
密
接
関
連
道
路
の
道
路
管
理
者

三

道
路
協
力
団
体

四

そ
の
他
当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
が
必
要
と
認
め
る
者

４

第
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
五
項
又
は
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
都
道
府
県
知

事
又
は
市
町
村
長
は
、
当
該
申
出
に
係
る
踏
切
道
に
つ
い
て
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
会
が
組
織
さ
れ
て
い
な

い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
踏
切
道
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
に
対
し
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
協

議
会
を
組
織
す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

協
議
会
に
お
い
て
協
議
が
調
つ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
の
構
成
員
は
、
そ
の
協
議
の
結
果
を
尊
重
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
協
議
会
が
定
め
る
。

（
滞
留
施
設
協
定
の
縦
覧
等
）

第
九
条

前
条
第
一
項
の
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
滞
留
施
設
協
定
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国

土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公
告
し
、
当
該
滞
留
施
設
協
定
を
当
該
公
告
の
日
か
ら
二
週

間
利
害
関
係
人
の
縦
覧
に
供
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
つ
た
と
き
は
、
利
害
関
係
人
は
、
同
項
の
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
当
該

滞
留
施
設
協
定
に
つ
い
て
、
当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
滞
留
施
設
協
定
を
締
結
し
た
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
公
示
し
、
か
つ
、
当
該
滞
留
施
設
協
定
の
写
し
を
当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路

管
理
者
の
事
務
所
に
備
え
て
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、
滞
留
施
設
協
定
に
お
い
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
協
定
滞
留
施
設
又
は
そ
の
敷
地
内
の
見
や
す
い
場
所
に
、
当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
の
事
務
所
に

お
い
て
こ
れ
を
閲
覧
に
供
し
て
い
る
旨
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
条
第
二
項
及
び
前
三
項
の
規
定
は
、
滞
留
施
設
協
定
に
お
い
て
定
め
た
事
項
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
滞
留
施
設
協
定
の
効
力
）

第
十
条

前
条
第
三
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
公
示
の
あ
つ
た
滞
留
施

設
協
定
は
、
そ
の
公
示
の
あ
つ
た
後
に
お
い
て
協
定
滞
留
施
設
の
道
路
外
滞
留
施
設
所
有
者
等
と
な
つ
た
者
に
対

し
て
も
、
そ
の
効
力
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
六
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
の
改
良
の
特
例
）

第
七
条

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係
る
道
路
管
理
者
は
、
道
路
法
第
十
二
条
た
だ
し
書
、
第
十
三
条

第
一
項
、
第
十
五
条
、
第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
四
条
第

四
項
（
第
五
条
第
二
項
又
は
前
条
第
三
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
又
は
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
記
載
さ
れ
た
他
の
道
路
管

理
者
（
国
土
交
通
大
臣
で
あ
る
道
路
管
理
者
を
除
く
。）が
管
理
す
る
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
の
改
良
（
以
下
こ
の

条
、
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
「
特
定
道
路
改
良
」と
い
う
。）を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
道
路
管
理
者
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
道
路
改
良
を
行
お
う
と
す
る
と
き
、
及
び
当
該
特
定
道
路

改
良
の
全
部
又
は
一
部
を
完
了
し
た
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
道
路
管
理
者
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
道
路
改
良
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
特
定
道
路
改
良
に
係
る
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
そ
の
権
限
を

行
う
も
の
と
す
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
道
路
改
良
に
係
る
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
そ
の
権
限
を

行
う
第
一
項
の
道
路
管
理
者
は
、
道
路
法
第
八
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
の

道
路
管
理
者
と
み
な
す
。

（
滞
留
施
設
協
定
の
締
結
等
）

第
八
条

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
第
四
条
第
六
項
（
第
五

条
第
二
項
又
は
第
六
条
第
三
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
又
は
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
記
載
さ
れ
た
道
路
外
滞
留
施
設
の
整

備
又
は
管
理
を
行
う
た
め
、
道
路
外
滞
留
施
設
所
有
者
等
と
の
間
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
協
定

（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に
お
い
て
「
滞
留
施
設
協
定
」
と
い
う
。）を
締
結
し
て
、
当
該
道
路
外
滞
留
施

設
の
整
備
又
は
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

滞
留
施
設
協
定
の
目
的
と
な
る
道
路
外
滞
留
施
設
（
以
下
こ
の
項
、次
条
第
三
項
及
び
第
十
条
に
お
い
て「
協

定
滞
留
施
設
」
と
い
う
。）

二

協
定
滞
留
施
設
の
整
備
又
は
管
理
の
方
法

三

滞
留
施
設
協
定
の
有
効
期
間

四

滞
留
施
設
協
定
に
違
反
し
た
場
合
の
措
置

五

次
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
滞
留
施
設
協
定
の
掲
示
の
方
法

六

そ
の
他
協
定
滞
留
施
設
の
整
備
又
は
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項

２

滞
留
施
設
協
定
に
つ
い
て
は
、
道
路
外
滞
留
施
設
所
有
者
等
の
全
員
の
合
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


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（
事
務
の
区
分
）

第
二
十
三
条

第
三
条
第
五
項
、
第
四
条
第
十
七
項
（
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第

十
四
条
第
七
項
（
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す

る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

（
道
路
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
十
一
条
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
」
に
、「
第
九
節

歩
行
者
利
便
増
進
道
路
（
第
四
十
八
条
の
二

十

第
四
十
八
条
の
二
十
九
）」を
「
第
九
節

歩
行
者
利
便
増
進
道
路
（
第
四
十
八
条
の
二
十

第
四
十
八
条
の
二

第
九
節
の
二

防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
（
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
二

第

十
九
）

四
十
八
条
の
二
十
九
の
七
）」に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
八
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

８

都
道
府
県
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
指
定
市
以
外
の
市
町
村
か
ら
要
請
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該

市
町
村
に
お
け
る
道
路
の
維
持
又
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
の
実
施
体
制
そ
の
他
の
地
域
の
実
情
を
勘
案
し

て
、
当
該
市
町
村
が
管
理
す
る
指
定
区
間
外
の
国
道
、
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
（
当
該
都
道
府
県
が
管
理
す

る
道
路
と
交
通
上
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
維
持
（
道
路
の
啓
開
の
た
め
に
行
う
も
の
に

限
る
。）又
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
を
当
該
市
町
村
に
代
わ
つ
て
自
ら
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
と
き
は
、
前
条
並
び
に
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
事
務
の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範
囲

内
で
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
鉄
道
事
業
者
」
の
下
に「（
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
一
条
の
二
に
お
い
て
「
鉄
道
事
業
者

等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
本
条
」
を
「
こ
の
条
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

４

国
土
交
通
大
臣
及
び
他
の
工
作
物
に
関
す
る
主
務
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に

基
づ
い
て
裁
定
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
又
は
他
の
工
作
物
の
管
理
者
の

意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
は
、
意
見
を
提
出
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
指
定
区
間
外
の
国
道
に
あ
つ
て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
都
道
府
県
の
議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
他

の
道
路
に
あ
つ
て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
条
第
五
項
中
「
第
三
項
及
び
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
第
六
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
中
「
、
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
」
を
「
若
し
く
は
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
」
に
、「
ま
で
又
は
」

を
「
ま
で
、」に
改
め
、「
第
四
十
八
条
の
十
九
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
四
十
八
条
の
二
十
二
第
一
項
」を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
八
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

都
道
府
県
は
、
第
十
七
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
区
間
外
の
国
道
、
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
の
維
持

又
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
道
路
の
道
路

管
理
者
に
代
わ
つ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
道
路
管
理
者
は
、」の
下
に
「
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
（
踏
切
道
改
良
促
進
法
（
昭

和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
を
い
う
。）そ
の
他
の
」
を

加
え
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道

路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又
は
」
を
削
り
、「
鉄
道
事
業
者
の
」
を
「
鉄
道
事
業
者
等
の
」
に
、「
道
路
管
理
者
は
、」を

「
道
路
管
理
者
及
び
」
に
、「
鉄
道
事
業
者
と
」
を
「
鉄
道
事
業
者
等
は
、」に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
と
独
立
行
政

法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又
は
鉄
道
事

業
者
」
を
「
と
鉄
道
事
業
者
等
」
に
、「
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
独
立
行
政
法
人

日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又
は
鉄
道
事
業
者
」
を
「
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
づ
い
て
裁
定
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

道
路
の
道
路
管
理
者
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
等
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

該
道
路
の
道
路
管
理
者
は
、
意
見
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
指
定
区
間
外
の
国
道
に
あ
つ
て
は
当
該
道
路

管
理
者
で
あ
る
都
道
府
県
の
議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
他
の
道
路
に
あ
つ
て
は
当
該
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共

団
体
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
一
条
第
四
項
中
「
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道

路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
」
を
「
当
該
鉄
道
事
業
者
等
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
独
立

行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又
は
」

を
削
り
、「
鉄
道
事
業
者
の
鉄
道
」
を
「
鉄
道
事
業
者
等
の
鉄
道
」
に
、「
自
ら
そ
の
」
を「
自
ら
当
該
国
道
の
」に
、「
当

該
鉄
道
事
業
者
」
を
「
当
該
鉄
道
事
業
者
等
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
こ
れ
ら
の
者
」
を
「
当
該
鉄
道
事
業

者
等
」
に
改
め
、
第
三
章
第
二
節
中
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
道
路
と
鉄
道
と
の
交
差
部
分
の
管
理
の
方
法
）

第
三
十
一
条
の
二

指
定
区
間
外
の
国
道
、
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
と
鉄
道
事
業
者
等
の
鉄
道
と
が
相
互
に
交

差
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
及
び
当
該
鉄
道
事
業
者
等
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

交
差
の
方
式
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
、
こ
れ
を
成
立
さ
せ
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
号
に
規
定
す
る
交
差
部
分
に
つ
い
て
踏
切
道
改
良
促
進
法
第
十
三
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

立
体
交
差

当
該
立
体
交
差
に
係
る
道
路
及
び
鉄
道
施
設
の
維
持
、
修
繕
（
当
該
修
繕
を
効
率
的
に
行
う
た

め
の
点
検
を
含
む
。）そ
の
他
の
管
理
の
方
法
で
あ
つ
て
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
に
必
要
な
も
の
と
し
て

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

二

立
体
交
差
以
外
の
交
差

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
交
差
部
分
の
管
理
の
方
法
で
あ
つ
て
安
全

か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
に
必
要
な
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

２

道
路
管
理
者
又
は
鉄
道
事
業
者
等
の
一
方
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
求
め
た
と
き
は
、
当
該
協
議
を
求
め

ら
れ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
道
路
管
理
者
又
は
鉄
道
事
業
者
等
の
一
方
が
第
一
項
の
協
議
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

他
の
一
方
が
当
該
協
議
に
応
じ
ず
、
又
は
当
該
協
議
が
調
わ
な
か
つ
た
場
合
で
、
当
該
協
議
を
求
め
た
者
か
ら
申

立
て
が
あ
つ
た
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
当

該
協
議
を
求
め
ら
れ
た
者
に
対
し
、
そ
の
協
議
の
開
始
又
は
再
開
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

指
定
区
間
内
の
国
道
と
鉄
道
事
業
者
等
の
鉄
道
と
が
相
互
に
交
差
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
大

臣
は
、
当
該
鉄
道
事
業
者
等
の
意
見
を
聴
い
て
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
交
差
の
方
式
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
管
理
の
方
法
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
に
よ
る
当
該
管
理
の
方
法
の
決

定
前
に
国
土
交
通
大
臣
と
当
該
鉄
道
事
業
者
等
と
の
間
に
当
該
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
が
成
立
し
た
と
き
、

又
は
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
交
差
部
分
に
つ
い
て
踏
切
道
改
良
促
進
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
す
る
と
き
は
、
鉄
道
の
整
備
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に

鉄
道
事
業
の
発
達
、
改
善
及
び
調
整
に
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
三
条
第
二
項
第
五
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

四

前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
五
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
の
う
ち
、
第
四
十
八
条
の

二
十
九
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
内
に
設
け
ら
れ
る
工
作
物
又
は
施
設
で
、
災
害
応

急
対
策
（
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
災
害

応
急
対
策
を
い
う
。
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
二
第
一
項
及
び
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一
項
に
お
い
て

同
じ
。）に
資
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
道
路
管
理
者
は
、」の
下
に
「
道
路
の
沿
道
の
土
地
、
竹
木
又
は
工
作
物
が
」
を
加
え
、

同
項
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
、「
こ
え
る
」
を
「
超
え
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
に
係
る
沿
道
区
域
及
び
次
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
の
対
象

と
な
る
土
地
、
竹
木
又
は
工
作
物
を
定
め
る
も
の
と
し
、
道
路
管
理
者
は
、
当
該
指
定
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な

く
こ
れ
ら
の
事
項
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。


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第
四
十
四
条
第
三
項
中
「
沿
道
区
域
」
の
下
に
「
の
区
域
」
を
加
え
、「
の
管
理
者
」
を「（
前
項
の
規
定
に
よ
り
公

示
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
管
理
者
」
に
、「
を
設
け
、」を
「
の
設
置
」
に

改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
を
設
け
、」を
「
の
設
置
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
の
二
を
第
四
十
四
条
の
三
と
し
、
第
四
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
届
出
対
象
区
域
内
に
お
け
る
工
作
物
の
設
置
の
届
出
等
）

第
四
十
四
条
の
二

道
路
管
理
者
は
、
沿
道
区
域
（
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
措
置

の
対
象
と
な
る
も
の
と
し
て
工
作
物
が
公
示
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）の
全
部
又
は
一
部
の
区
域
を
、
届
出
対
象
区

域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

道
路
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
対
象
区
域
の
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、条
例（
指

定
区
間
内
の
国
道
に
あ
つ
て
は
、
国
土
交
通
省
令
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
区
域
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

届
出
対
象
区
域
の
区
域
内
に
お
い
て
、
工
作
物
（
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）の

設
置
に
関
す
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
行
為
に
着
手
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
条
例
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
行
為
の
種
類
、
場
所
、
設
計
又
は
施
行
方
法
、
着
手
予
定
日
そ
の
他
の
条
例
で
定
め
る
事
項
を

道
路
管
理
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

次
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一

軽
易
な
行
為
そ
の
他
の
行
為
で
条
例
で
定
め
る
も
の

二

非
常
災
害
の
た
め
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
行
う
行
為

三

国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
行
う
行
為

５

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
は
、
そ
の
届
出
に
係
る
事
項
の
う
ち
条
例
で
定
め
る
事
項
を
変
更
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
事
項
の
変
更
に
係
る
行
為
に
着
手
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
条
例
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
道
路
管
理
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

道
路
管
理
者
は
、
第
三
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
届
出
に
係
る
行
為

が
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
道
路
の
構
造
に
損
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
又
は
交
通
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
そ
の
届
出
に
係
る
行
為
に
関
し
場
所
又
は
設
計
の
変

更
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
を
設
け
、」を
「
の
設
置
」
に
改
め
る
。

第
三
章
第
九
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
九
節
の
二

防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場

（
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の
指
定
）

第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
二

国
土
交
通
大
臣
は
、
道
路
の
附
属
物
で
あ
る
自
動
車
駐
車
場
の
う
ち
、
そ
の
規
模
、

そ
の
接
す
る
道
路
の
構
造
及
び
交
通
の
状
況
並
び
に
そ
の
近
傍
に
お
け
る
災
害
応
急
対
策
に
係
る
施
設
の
立
地
そ

の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
円
滑
な
避
難
又
は
緊
急
輸
送
の
確
保
を
図
る
た
め
、

重
要
物
流
道
路
の
維
持
（
道
路
の
啓
開
の
た
め
に
行
う
も
の
に
限
る
。）そ
の
他
の
広
域
災
害
応
急
対
策
（
一
の
都

道
府
県
の
区
域
を
越
え
て
行
わ
れ
る
緊
急
輸
送
の
確
保
そ
の
他
の
災
害
応
急
対
策
で
あ
つ
て
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
も
の
を
い
う
。
次
条
及
び
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
拠
点
と
し
て
の
機
能
の

確
保
を
図
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
指
定
に
係
る

自
動
車
駐
車
場
の
道
路
管
理
者
（
国
土
交
通
大
臣
で
あ
る
道
路
管
理
者
を
除
く
。）に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
変
更
し
、
又
は
廃
止
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

（
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の
利
用
の
禁
止
又
は
制
限
）

第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
三

道
路
管
理
者
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
又
は
災

害
の
速
や
か
な
復
旧
を
図
る
た
め
、
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の
広
域
災
害
応
急
対
策
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を

緊
急
に
確
保
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
に
つ
い
て
、
広

域
災
害
応
急
対
策
の
拠
点
と
し
て
の
利
用
以
外
の
利
用
を
禁
止
し
、又
は
そ
の
利
用
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の
利
用
の
制
限
等
の
表
示
）

第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
四

道
路
管
理
者
は
、前
条
の
規
定
に
よ
り
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の
利
用
を
禁
止
し
、

又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の
入
口
そ
の
他
必
要
な
場
所
に
、

禁
止
又
は
制
限
の
対
象
を
明
ら
か
に
し
た
道
路
標
識
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
の
締
結
等
）

第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五

道
路
管
理
者
は
、
そ
の
管
理
す
る
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
に
つ
い
て
、
災
害
時
に

お
け
る
広
域
災
害
応
急
対
策
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
の
確
保
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
道
路
外
災
害
応
急
対
策
施
設
所
有
者
等
（
当
該
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
に
隣
接
す
る
土
地
の
区
域
に

存
す
る
駐
車
場
、
備
蓄
倉
庫
、
発
電
施
設
、
通
信
設
備
そ
の
他
災
害
応
急
対
策
に
必
要
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定

め
る
工
作
物
又
は
施
設
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
道
路
外
災
害
応
急
対
策
施
設
」
と
い
う
。）の
所
有
者
又
は
当

該
道
路
外
災
害
応
急
対
策
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
（
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
道
路
外
災
害
応
急
対
策
施
設

が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
う
ち
当
該
道
路
外
災
害
応
急
対
策
施

設
に
係
る
部
分
の
も
の
）
の
所
有
者
若
し
く
は
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
（
臨
時
設
備
そ
の
他
一
時
的

に
使
用
す
る
施
設
の
た
め
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
除
く
。）を
有
す
る
者
を
い
う
。
次
項
及
び
第
四

十
八
条
の
二
十
九
の
七
に
お
い
て
同
じ
。）と
の
間
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
協
定
（
以
下
こ
の
条

か
ら
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
七
ま
で
に
お
い
て
「
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
」
と
い
う
。）を
締
結
し
て
、

当
該
道
路
外
災
害
応
急
対
策
施
設
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
の
目
的
と
な
る
道
路
外
災
害
応
急
対
策
施
設
（
以
下
こ
の
項
、
次
条
第
三
項

及
び
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
七
に
お
い
て
「
協
定
災
害
応
急
対
策
施
設
」
と
い
う
。）

二

協
定
災
害
応
急
対
策
施
設
の
管
理
の
方
法

三

災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
の
有
効
期
間

四

災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
に
違
反
し
た
場
合
の
措
置

五

次
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
の
掲
示
の
方
法

六

そ
の
他
協
定
災
害
応
急
対
策
施
設
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項

２

災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
に
つ
い
て
は
、
道
路
外
災
害
応
急
対
策
施
設
所
有
者
等
の
全
員
の
合
意
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
の
縦
覧
等
）

第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
六

道
路
管
理
者
は
、
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公
告
し
、
当
該
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
を
当
該
公

告
の
日
か
ら
二
週
間
利
害
関
係
人
の
縦
覧
に
供
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
つ
た
と
き
は
、
利
害
関
係
人
は
、
同
項
の
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
当
該

災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
に
つ
い
て
、
道
路
管
理
者
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

道
路
管
理
者
は
、
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
を
締
結
し
た
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
公
示
し
、
か
つ
、
当
該
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
の
写
し
を
道
路
管
理
者
の

事
務
所
に
備
え
て
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
に
お
い
て
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
協
定
災
害
応
急
対
策
施
設
又
は
そ
の
敷
地
内
の
見
や
す
い
場
所
に
、
道
路
管
理
者
の
事
務
所
に
お
い
て

こ
れ
を
閲
覧
に
供
し
て
い
る
旨
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
条
第
二
項
及
び
前
三
項
の
規
定
は
、
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
に
お
い
て
定
め
た
事
項
の
変
更
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
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（
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
の
効
力
）

第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
七

前
条
第
三
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
公

示
の
あ
つ
た
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
は
、
そ
の
公
示
の
あ
つ
た
後
に
お
い
て
協
定
災
害
応
急
対
策
施
設
の

道
路
外
災
害
応
急
対
策
施
設
所
有
者
等
と
な
つ
た
者
に
対
し
て
も
、
そ
の
効
力
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
八
条
の
三
十
七
第
一
項
中
「
部
分
」
の
下
に
「
の
も
の
」
を
加
え
、「
一
時
使
用
」
を
「
一
時
的
に
使
用
す

る
施
設
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
の
五
十
一
中「（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
条
第
六
項
（
同
条
第
十
三
項
」
を
「
第

四
条
第
八
項
及
び
第
九
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
五
条
第
二
項
又
は
第
六
条
第
三
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
、「
に
規
定
す
る
同
意
を
し
た
同
条
第
一
項
」
を
「
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
四
条
第
一

項
」
に
、「
第
五
条
第
三
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
条
第

六
項
に
規
定
す
る
同
意
を
し
た
同
法
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、「（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
同
意
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
等
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、「
同
意
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
等
に
」
を
「
地
方
踏
切
道

改
良
計
画
又
は
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
」
に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
及
び
第
六
十
四
条
第
一
項
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
七
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
七
項
」
に
改

め
る
。

第
九
十
一
条
第
二
項
中
「
、
第
四
十
四
条
の
二
」
を
「
か
ら
第
四
十
四
条
の
三
ま
で
」
に
改
め
、「
第
四
十
八
条
」

の
下
に
「
、
第
四
十
八
条
の
四
十
五
（
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」

を
加
え
る
。

第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
指
定
を
し
」
の
下
に
「
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
三
の
規
定
に
よ
り
防
災
拠
点

自
動
車
駐
車
場
の
利
用
を
禁
止
し
、
若
し
く
は
制
限
し
」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
又
は
制
限
し
よ
う
」を「
若

し
く
は
制
限
し
、
又
は
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
三
の
規
定
に
よ
り
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の
利
用
を
禁
止
し
、

若
し
く
は
制
限
し
よ
う
」
に
改
め
る
。

第
九
十
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
並
び
に
同
条
第
二
項
」
を
「
、
同
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
同
項

第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

第
十
七
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
国
道
に
関
し
て
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

第
九
十
七
条
の
二
た
だ
し
書
中
「
及
び
同
条
第
五
項
本
文
」
を
「
、
同
条
第
五
項
本
文
及
び
第
三
十
一
条
の
二
第

四
項
本
文
」
に
改
め
、「
決
定
」
の
下
に
「
並
び
に
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
」
を
加
え
る
。

第
百
条
第
一
項
中
「
を
し
た
」
の
下
に
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
者
」

を
「
と
き
」
に
改
め
る
。

第
百
一
条
中
「
生
じ
さ
せ
た
」
の
下
に
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
る
。

第
百
二
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
各
号
中
「
者
」を「
と

き
。」に
改
め
る
。

第
百
三
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
者
」
を

「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
違
反
し
た
者
」
を
「
違
反
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
三
号
か
ら
第
五
号

ま
で
の
規
定
中
「
通
行
し
た
者
」
を
「
通
行
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
違
反
し
た
者
」
を
「
違
反
し

た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
九
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、同
条
第
八
号
中「
者
」

を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第

八
号
と
し
、
同
条
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
三
の
規
定
に
よ
る
禁
止
又
は
制
限
に
違
反
し
て
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
を
利
用

し
た
と
き
。

第
百
四
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
通
行
さ

せ
た
者
」
を
「
通
行
さ
せ
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
三
号
か
ら
第

五
号
ま
で
の
規
定
中
「
違
反
し
た
者
」
を
「
違
反
し
た
と
き
。」に
改
め
る
。

第
百
五
条
中
「
者
は
」
を
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
、「
違
反
し
た
者
に
」
を
「
違
反
し
た
と

き
に
」
に
改
め
る
。

第
百
六
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
違
反
し

た
者
」
を
「
違
反
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、

同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
て
、

同
条
第
三
項
又
は
第
五
項
に
規
定
す
る
行
為
を
し
た
と
き
。

第
百
九
条
中
「
又
は
第
四
十
八
条
の
十
九
第
二
項
」
を
「
、
第
四
十
八
条
の
十
九
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
二

十
二
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
第
二
十
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
三
の
二

道
路
法
第
四
十
四
条
の
二
第
六
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
。

第
八
条
第
一
項
第
二
十
四
号
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
」
に
、「
第
四
十
四

条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
」
に
、「
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
三

項
」
に
、「
第
四
十
四
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
」
に
、「
第
四
十
四
条
の
二
第
五
項
」
を
「
第

四
十
四
条
の
三
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
五
号
中
「
及
び
第
四
十
八
条
の
十
一
第
二
項
」
を
「
、
第
四
十
八

条
の
十
一
第
二
項
及
び
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
四
」
に
改
め
、
同
項
第
三
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
四
の
二

道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
三
の
規
定
に
よ
り
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の
利
用
を
禁
止

し
、
又
は
制
限
す
る
こ
と
。

第
八
条
第
四
項
中
「
第
三
十
五
号
」
を
「
第
三
十
四
号
の
二
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
か
ら
第
三
十
五
号
ま

で
」
を
「
、
第
三
十
四
号
、
第
三
十
五
号
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
第
十
号
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
」
に
、「
第
四
十
四
条
の

二
第
二
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
」
に
、「
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
三
項
」

に
、「
第
四
十
四
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
」
に
、「
第
四
十
四
条
の
二
第
五
項
」
を
「
第
四
十

四
条
の
三
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
中
「
及
び
第
四
十
八
条
の
十
一
第
二
項
」
を
「
、
第
四
十
八
条
の
十

一
第
二
項
及
び
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
会
社
は
、」を
「
高
速
自
動
車
国
道
と
」

に
、「
の
鉄
道
と
」
を「（
以
下
「
鉄
道
事
業
者
等
」
と
い
う
。）の
鉄
道
と
が
」
に
、「
高
速
自
動
車
国
道
の
」
を
「
場
合

に
お
い
て
、
会
社
が
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
当
該
高
速
自
動
車
国
道
の
」
に
改
め
、「
と
き
は
」
の
下
に

「
、
会
社
及
び
当
該
鉄
道
事
業
者
等
は
」
を
加
え
、「
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
機
構

又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
と
」
を
削
り
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
項
を
同
条
第
十
一
項
と

し
、
同
条
第
九
項
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
」
に
、「
第
四
十
四
条
の
二
第
四

項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
」
に
、「
第
四
十
四
条
の
二
第
五
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
五
項
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、「
第
五
項
」
の
下
に
「
又
は
第
六

項
」
を
加
え
、「
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
機
構
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
」
を
「
当
該

鉄
道
事
業
者
等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施

設
整
備
支
援
機
構
、
機
構
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
」
を
「
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八

項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」に
、「
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、

機
構
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
」
を
「
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
等
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

会
社
が
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う
高
速
道
路
と
鉄
道
事
業
者
等
の
鉄
道
と
が

相
互
に
交
差
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
会
社
及
び
当
該
鉄
道
事
業
者
等
は
、
道
路
法
第
三
十
一
条
の
二
第
四

項
又
は
高
速
自
動
車
国
道
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
道
路
法
第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
各
号

に
掲
げ
る
交
差
の
方
式
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
、
こ
れ
を
成
立
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
交
差
部
分
に
つ
い
て
踏
切
道
改
良
促
進
法
（
昭
和

三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
つ
た
と
き
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
七
条
第
一
項
第
十
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
九
の
二

道
路
法
第
四
十
四
条
の
二
第
六
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
。
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第
十
七
条
第
一
項
第
二
十
号
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
」
に
、「
第
四
十
四

条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
」
に
、「
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
三

項
」
に
、「
第
四
十
四
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
」
に
、「
第
四
十
四
条
の
二
第
五
項
」
を
「
第

四
十
四
条
の
三
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
一
号
中
「
及
び
第
四
十
八
条
の
十
一
第
二
項
」
を
「
、
第
四
十
八

条
の
十
一
第
二
項
及
び
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
四
」
に
改
め
、
同
項
第
三
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
の
二

道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
三
の
規
定
に
よ
り
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の
利
用
を
禁
止
し
、

又
は
制
限
す
る
こ
と
。

第
十
七
条
第
三
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」
を
「
第
一
項
の
」に
、「
前
項
第
二
十
五
号
」

を
「
第
一
項
第
二
十
五
号
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
前
項
第
九
号
」
を
「
第
一
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

２

地
方
道
路
公
社
が
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
い
、
又
は
第
十
五
条
第
一
項
の

許
可
を
受
け
て
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う
道
路
と
鉄
道
事
業
者
等
の
鉄
道
と
が
相
互
に
交
差
し
て
い
る

場
合
に
お
い
て
は
、
地
方
道
路
公
社
及
び
当
該
鉄
道
事
業
者
等
は
、
道
路
法
第
三
十
一
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
交
差
の
方
式
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
管
理
の
方
法
に

つ
い
て
協
議
し
、
こ
れ
を
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
交
差
部
分
に
つ

い
て
踏
切
道
改
良
促
進
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
な
い
と
き
は
、
地
方
道
路
公
社
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
等
は
、
国
土
交
通

大
臣
に
裁
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
づ
い
て
裁
定
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
地
方

道
路
公
社
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
等
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
づ
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
裁
定
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
地
方
道
路
公
社
と
当
該
鉄
道
事
業
者
等
と
の
協
議
が
成
立
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
三
十
条
第
一
項
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
の
二

道
路
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の

規
定
に
よ
り
沿
道
区
域
の
全
部
又
は
一
部
の
区
域
を
届
出
対
象
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
。

第
三
十
条
第
一
項
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
の
二

道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
す
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
の
二

道
路
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の

規
定
に
よ
り
沿
道
区
域
の
全
部
又
は
一
部
の
区
域
を
届
出
対
象
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
第
一
項
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七
の
二

道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
す
る
こ
と
。

第
三
十
五
条
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
」に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
た
だ
し
書
中
「
第
九
条
第
六
項
」
を
「
第
九
条
第
七
項
及
び
第
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
高
速
自
動
車
国
道
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
又
は
鉄
道
事
業
者
」
の
下
に「（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
鉄
道
事
業
者
等
」
と
い
う
。）」

を
加
え
、「
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返

済
機
構
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
」
を
「
当
該
鉄
道
事
業
者
等
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
こ
れ
ら
の
者
」を「
当

該
鉄
道
事
業
者
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
本
文
」
を
「
第
一
項
本
文
又
は
前
項
本
文
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

高
速
自
動
車
国
道
と
鉄
道
事
業
者
等
の
鉄
道
と
が
相
互
に
交
差
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣

は
、
当
該
鉄
道
事
業
者
等
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
交
差
部
分
の
管
理
の
方
法
で
あ
つ
て
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通

の
確
保
に
必
要
な
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
の
決
定
前
に
、
国
土
交
通
大
臣
と
当
該
鉄
道
事
業
者
等
と
の
間
に
当
該
管
理
の
方
法
に
つ

い
て
協
議
が
成
立
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
第
四
十
七
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
中
「
条
例
（
指
定
区
間
内

の
国
道
に
あ
つ
て
は
、
国
土
交
通
省
令
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
省
令
」
と
、

同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
中
「
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
省
令
」
と
、
同
法
第
四
十
七
条
の
二

第
四
項
」
に
、「
又
は
第
四
十
八
条
の
十
九
第
二
項
」
を
「
、
第
四
十
八
条
の
十
九
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
二
十

二
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
二
た
だ
し
書
中
「
第
十
二
条
第
一
項
本
文
」
の
下
に
「
及
び
第
二
項
本
文
」
を
加
え
る
。

（
鉄
道
事
業
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
三
中
「
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
一
時
材
料
置
場
と
し
て
」
を
「
次
に
掲
げ
る
目
的
の
た
め
一
時
的
に
」
に
改
め
、
同
項

に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

材
料
置
場
の
設
置

二

天
災
、
事
変
そ
の
他
の
非
常
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
道
路
運
送
車
両
（
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和

二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
運
送
車
両
を
い
う
。）の
置
場
、
土
石
の
捨

場
、
作
業
場
又
は
索
道
の
設
置

第
二
十
二
条
の
三
を
第
二
十
二
条
の
四
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
二
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
前
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
六
項
」
に
改

め
、
同
条
を
第
二
十
二
条
の
三
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
乗
継
円
滑
化
措
置
等
）」を
付
す
る
。

第
二
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
植
物
等
の
伐
採
等
）

第
二
十
二
条
の
二

鉄
道
事
業
者
は
、
植
物
若
し
く
は
土
石
が
鉄
道
線
路
そ
の
他
の
輸
送
の
安
全
の
確
保
に
必
要
な

鉄
道
施
設
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
に
障
害
を
及
ぼ
し
、
若
し
く
は
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又

は
植
物
若
し
く
は
土
石
が
当
該
鉄
道
施
設
に
関
す
る
測
量
、
実
地
調
査
若
し
く
は
工
事
に
支
障
を
及
ぼ
す
場
合
に

お
い
て
、
や
む
を
得
な
い
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
、
そ
の
植
物
を
伐
採
し
、
若
し
く
は
移
植

し
、
又
は
そ
の
土
石
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

鉄
道
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
植
物
を
伐
採
し
、
若
し
く
は
移
植
し
、又
は
土
石
を
除
去
す
る
と
き
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
植
物
又
は
土
石
の
所
有
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
通
知
す

る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、
伐
採
若
し
く
は
移
植
又
は
除
去
の
後
、
遅
滞
な
く
、
通
知
す
る
こ
と
を
も
つ
て
足
り

る
。

３

前
条
第
三
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
植
物
の
伐
採
若
し
く
は
移
植
又
は
土
石

の
除
去
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
十
七
条
中
「
一
に
該
当
す
る
」
を
「
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
」
に
改
め
、

同
条
各
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
中
「
一
に
該
当
す
る
」
を
「
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
」
に
改
め
、

同
条
各
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
る
。

第
六
十
九
条
中
「
該
当
す
る
」
の
下
に
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
」
を
加
え
、
同
条
各
号
中
「
者
」
を

「
と
き
。」に
改
め
る
。

第
七
十
条
中
「
者
は
」
を
「
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で

の
規
定
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
八
号
中
「
第
二
十
二
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
第

三
項
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
九
号
中
「
選
任
し
な
か
つ
た
者
」
を
「
選
任
し
な
か
つ
た
と
き
。」

に
改
め
、
同
条
第
十
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
中
「
違
反
し
た
者
」
を「
違
反
し
た
と
き
」

に
、「
者
を
除
く
。）」
を
「
場
合
を
除
く
。）。」に
改
め
、
同
条
第
十
二
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
の
規
定
中
「
者
」を「
と

き
。」に
改
め
る
。

第
七
十
一
条
中
「
一
に
該
当
す
る
」
を
「
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
」
に
改
め
、

同
条
各
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
る
。


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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号

に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
条
（
道
路
法
第
十
七
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
二
十
四
条
の
改
正
規
定（「
、
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
」

を
「
若
し
く
は
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）、
同
法
第
二
十
七
条
の
改
正
規
定
及
び
同

法
第
九
十
七
条
第
一
項
の
改
正
規
定
に
限
る
。）の
規
定
並
び
に
附
則
第
七
条
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法

律
第
六
十
七
号
）
別
表
第
一
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
の
項
第
一
号
の
改
正
規
定
に
限
る
。）

及
び
第
八
条
の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

二

第
二
条
（
道
路
法
の
目
次
の
改
正
規
定（「
第
三
十
一
条
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
」に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）、

同
法
第
十
七
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
二
十
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
二
十
四
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
二
十
七

条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
三
十
一
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
三
章

第
二
節
中
同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
四
十
八
条
の
五
十
一
の
改
正
規
定
、
同
法
第
九
十
七

条
第
一
項
の
改
正
規
定
、
同
法
第
九
十
七
条
の
二
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
百
九
条
の
改
正
規
定
を
除

く
。）、
第
三
条
（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
九
条
の
改
正
規
定
（
同
条
第
一
項
第
十
号
及
び
第
十
一
号
の
改
正
規

定
を
除
く
。）、
同
法
第
十
七
条
の
改
正
規
定
（
同
条
第
一
項
の
改
正
規
定
を
除
く
。）及
び
同
法
第
五
十
六
条
た
だ

し
書
の
改
正
規
定
を
除
く
。）及
び
第
四
条
（
高
速
自
動
車
国
道
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
改
正
規
定（「
又
は
第
四

十
八
条
の
十
九
第
二
項
」
を
「
、
第
四
十
八
条
の
十
九
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
二
十
二
第
三
項
」
に
改
め
る

部
分
を
除
く
。）に
限
る
。）の
規
定
並
び
に
附
則
第
十
二
条
（
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法

律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
八
条
の
改
正
規
定
を
除
く
。）の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

三

第
五
条
（
鉄
道
事
業
法
第
十
九
条
の
三
の
改
正
規
定
を
除
く
。）の
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

（
踏
切
道
改
良
促
進
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
附
則
第
四
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。）前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
踏
切
道
改
良
促
進
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
っ
た
踏
切
道
の
改
良
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

（
道
路
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
次
条
に
お
い
て
「
第
二
号
施
行
日
」
と
い
う
。）前
に
第

二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
沿
道
区
域
に
お
け
る
土
地

等
の
管
理
者
の
損
害
予
防
義
務
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

施
行
日
か
ら
第
二
号
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
道
路
整
備
特
別

措
置
法
第
九
条
第
十
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四

十
四
条
の
二
第
一
項
」
と
、「
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
の
二
第
四
項
」
と
、「
第
四
十

四
条
の
三
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
の
二
第
五
項
」
と
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
条

前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置

を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
六
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
規

定
に
つ
い
て
、
そ
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基

づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

地
方
自
治
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
の
項
第
一
号
イ
中
「
並
び
に
同
条
第
二
項
」
を
「
、
同

条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ホ
と
し
、
同
号
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

第
十
七
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
国
道
に
関
し
て
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務

別
表
第
一
踏
切
道
改
良
促
進
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
の
項
中
「
第
四
条
第
十
一
項
（
同
条
第

十
三
項
」
を
「
第
三
条
第
五
項
、
第
四
条
第
十
七
項
（
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第

十
四
条
第
七
項
（
同
条
第
十
項
」
に
改
め
る
。

（
道
路
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
条

道
路
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。附

則
第
三
項
中
「
第
十
七
条
第
八
項
」
を
「
第
十
七
条
第
九
項
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
十
条
第
三
項
」
を
「
第
十
九
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
第
十
三
項
中
「
第
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第
十
七
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

（
日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
」
を
「
第
十
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
」
に
、「
第
九
条
第
九

項
及
び
第
十
項
」
を
「
第
九
条
第
十
項
及
び
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。

（
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
道
路
法
第
百
六
条
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
六
条
中
第
三
号
を
第
八
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
五
号
を
加
え
る
。

三

第
四
十
七
条
の
七
第
一
項
又
は
第
四
十
七
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届

出
を
し
た
と
き
。

四

第
四
十
八
条
の
五
十
三
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
帳
簿
を
備
え
付
け
ず
、
帳
簿
に
記
載
せ
ず
、
若
し

く
は
帳
簿
に
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
帳
簿
を
保
存
し
な
か
つ
た
と
き
。

五

第
四
十
八
条
の
五
十
三
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

六

第
四
十
八
条
の
五
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項

の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
若
し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て

答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
と
き
。

七

第
四
十
八
条
の
五
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
な
い
で
登
録
等
事
務
の
全
部
を
廃
止
し
た
と

き
。

第
四
条
の
う
ち
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
八
条
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
第
三
十
六
号
と
し
」
の
下
に
「
、
第

三
十
四
号
の
二
を
第
三
十
五
号
の
二
と
し
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
の
改
正
規
定
中
「
第
三
十
五
号
」
を
「
第
三
十

四
号
の
二
」
に
、「
第
三
十
六
号
」
を
「
第
三
十
五
号
の
二
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
の
改
正
規
定
中
「
か
ら
第
三
十

五
号
ま
で
」
を
「
、
第
三
十
四
号
、
第
三
十
五
号
」
に
、「
か
ら
第
三
十
六
号
ま
で
」
を
「
、
第
三
十
五
号
、
第
三
十

六
号
」
に
改
め
、
同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
第
三
十
二
号
と
し
」
の
下
に
「
、
第
三
十
号
の
二
を
第

三
十
一
号
の
二
と
し
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
の
改
正
規
定
中
「
第
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
第
六
項
」
に

改
め
る
。

附
則
第
八
条
の
う
ち
踏
切
道
改
良
促
進
法
第
四
条
第
五
項
の
改
正
規
定
中
「
第
四
条
第
五
項
」
を
「
第
四
条
第
八

項
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

総
務
大
臣

武
田

良
太

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉


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踏
切
道
改
良
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

新
旧
対
照
条
文 

〇 

踏
切
道
改
良
促
進
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
） 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 
 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
で
「
踏
切
道
」
と
は
、
鉄
道
（
新
設
軌
道
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
と
道
路
（
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
に
よ
る
道
路

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
が
交
差
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
踏
切
道
を
い
う

。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
で
「
踏
切
道
」
と
は
、
鉄
道
（
新
設
軌
道
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
と
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
に
よ
る
道
路
と
が
交

差
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
踏
切
道
を
い
う
。 

 
 

（
改
良
す
べ
き
踏
切
道
の
指
定
） 

第
三
条 

国
土
交
通
大
臣
は
、
踏
切
道
に
お
け
る
交
通
量
、
踏
切
事
故
の
発
生
状

況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
踏

切
道
の
う
ち
、
踏
切
道
改
良
基
準
（
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
の
た
め
に

必
要
な
踏
切
道
の
改
良
（
当
該
踏
切
道
と
交
通
上
密
接
な
関
連
を
有
す
る
道
路

（
以
下
「
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
」
と
い
う
。
）
の
改
良
を
含
む
。
以
下
同
じ

。
）
の
方
法
に
関
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

）
に
適
合
す
る
改
良
の
方
法
に
よ
り
改
良
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も

の
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
つ
い
て
は
、
道
路
又
は
鉄
道
に
関
す
る
国
の
計

画
の
達
成
に
資
す
る
よ
う
行
う
と
と
も
に
、
踏
切
道
の
改
良
を
優
先
的
に
実
施

す
る
必
要
性
、
踏
切
道
の
周
辺
の
地
域
の
地
形
及
び
土
地
利
用
の
状
況
そ
の
他

の
事
情
を
勘
案
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

３ 

都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
存
す
る
踏
切
道
で
あ
つ
て

第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
の
う
ち
、
踏
切
道

（
指
定
） 

第
三
条 

国
土
交
通
大
臣
は
、
踏
切
道
に
お
け
る
交
通
量
、
踏
切
事
故
の
発
生
状

況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
踏

切
道
の
う
ち
、
平
成
二
十
八
年
度
以
降
の
五
箇
年
間
に
お
い
て
踏
切
道
改
良
基

準
（
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
踏
切
道
の
改
良
の
方
法

に
関
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
適
合
す

る
改
良
の
方
法
に
よ
り
改
良
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
指
定
す

る
も
の
と
す
る
。 

 
（
新
設
） 

   

２ 

都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
存
す
る
踏
切
道
で
あ
つ
て

前
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
の
う
ち
、
平
成
二
十
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改
良
基
準
に
適
合
す
る
改
良
の
方
法
に
よ
り
改
良
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
踏
切
道
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
べ
き
旨
を
国
土
交
通

大
臣
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

４ 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す

べ
き
旨
の
申
出
を
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
指
定
に
係
る
鉄
道
事
業

者
（
軌
道
経
営
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
道
路
管
理
者
（
道
路
の
管
理

者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
第
十
六
条
第
一
項
の
地
方
踏
切
道
改
良
協
議
会

が
組
織
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
地
方
踏
切
道
改
良
協
議
会
。
第

六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
関
係
市
町
村
長
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

５ 

市
町
村
長
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
存
す
る
踏
切
道
で
あ
つ
て
第
一
項

の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
の
う
ち
、
踏
切
道
に
お
け

る
移
動
等
円
滑
化
（
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
移
動

等
円
滑
化
を
い
う
。
）
の
促
進
の
必
要
性
そ
の
他
の
地
域
の
事
情
を
考
慮
し
て

、
踏
切
道
改
良
基
準
に
適
合
す
る
改
良
の
方
法
に
よ
り
改
良
す
る
こ
と
が
必
要

と
認
め
ら
れ
る
踏
切
道
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
べ
き
旨
を

、
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る

。 

６ 

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
べ
き

旨
の
申
出
を
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
指
定
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及

び
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
指
定
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路

管
理
者
並
び
に
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お

い
て
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
告
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

８ 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
第
四
項
の
関
係
市
町

村
長
（
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
関
係

八
年
度
以
降
の
五
箇
年
間
に
お
い
て
踏
切
道
改
良
基
準
に
適
合
す
る
改
良
の
方

法
に
よ
り
改
良
す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
踏
切
道
に
つ
い
て
、
同
項
の

規
定
に
よ
る
指
定
を
す
べ
き
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る

。 

３ 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す

べ
き
旨
の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
指
定
に
係
る

鉄
道
事
業
者
（
軌
道
経
営
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
道
路
管
理
者
（
前
条

に
規
定
す
る
道
路
の
管
理
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
関
係
市
町
村
長
の

意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

（
新
設
） 

        

（
新
設
） 

  

４ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
指
定
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路

管
理
者
並
び
に
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合

に
お
い
て
は
当
該
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、

告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
関
係
市
町
村
長
に
対

し
、
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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市
町
村
長
及
び
当
該
申
出
を
し
た
市
町
村
長
）
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

（
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
） 

第
四
条 

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

（
鉄
道
と
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
で
あ
る
道
路
と
が
交
差
し
て
い
る
場

合
に
お
け
る
踏
切
道
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
が
あ
つ
た
と
き
は
、
国
土
交
通

大
臣
が
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

協
議
に
よ
り
同
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係
る
踏
切
道
の
改
良
に
関
す
る
計
画

（
以
下
「
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
て
、
国
土
交
通
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
保
安
設
備
の
整
備
、
歩
行
者
と

車
両
と
を
分
離
し
て
通
行
さ
せ
る
た
め
の
踏
切
道
の
着
色
そ
の
他
の
比
較
的
短

期
間
に
完
了
す
る
踏
切
道
の
改
良
の
方
法
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も

の
に
よ
り
改
良
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
は
、
当
該
踏
切
道
に
係
る
他
の
道
路
管
理

者
が
管
理
す
る
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
の
改
良
の
方
法
に
関
す
る
事
項
を
記
載

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
改
良

計
画
に
他
の
道
路
管
理
者
が
管
理
す
る
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
の
改
良
の
方
法

に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
と
き
は
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、

当
該
他
の
道
路
管
理
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
地
方
踏

切
道
改
良
計
画
を
作
成
す
る
前
に
、
道
路
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
協
議
会
に
お
い
て
、
当
該
事
項
の
記
載
に
つ
い
て
協
議
が
成
立
し
た
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

６ 

第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
は
、
踏
切
道
に
接
続
す
る
道
路
の
構
造
の

改
良
を
行
う
こ
と
に
よ
り
歩
行
者
又
は
自
転
車
利
用
者
の
滞
留
の
用
に
供
す
る

部
分
を
確
保
す
る
こ
と
が
当
該
道
路
の
構
造
又
は
周
辺
の
土
地
利
用
の
状
況
に

よ
り
困
難
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
踏
切
道
に
お
け
る
安
全
か
つ
円
滑
な

交
通
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
道
路
外
滞

（
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
） 

第
四
条 

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

（
鉄
道
と
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
で
あ
る
道
路
と
が
交
差
し
て
い
る
場

合
に
お
け
る
踏
切
道
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
が
あ
つ
た
と
き
は
、
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
協
議
に
よ
り
当
該
指
定
に
係
る
踏
切
道
の
改

良
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し

て
、
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

    

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

第
二
項
第
三
号
の
期
間
は
、
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
に
お
い
て
当
該

踏
切
道
を
改
良
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
当

該
期
間
を
超
え
る
期
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
新
設
） 

      
（
新
設
） 
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留
施
設
（
踏
切
道
に
接
続
す
る
道
路
に
沿
つ
て
設
け
ら
れ
た
通
路
そ
の
他
の
当

該
道
路
の
区
域
外
に
あ
る
施
設
で
あ
つ
て
歩
行
者
又
は
自
転
車
利
用
者
の
滞
留

の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を

い
う
。
次
項
及
び
第
八
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
整
備
又
は
管
理
に
関

す
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

７ 

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
改
良

計
画
に
道
路
外
滞
留
施
設
の
整
備
又
は
管
理
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
と
き

は
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
道
路
外
滞
留
施
設
所
有
者
等
（
当

該
道
路
外
滞
留
施
設
の
所
有
者
、
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
所
有
者
又
は
当
該

土
地
の
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
（
臨
時
設
備
そ
の
他
一
時
的
に
使

用
す
る
施
設
の
た
め
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
除
く
。
）
を
有
す

る
者
を
い
う
。
第
八
条
及
び
第
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
同
意
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

８ 

第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
は
、
道
路
協
力
団
体
（
道
路
法
第
四
十
八

条
の
四
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
道
路
協
力
団
体
を
い
う
。
以

下
こ
の
項
及
び
次
項
並
び
に
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
る
歩

行
者
と
車
両
と
を
分
離
し
て
通
行
さ
せ
る
た
め
の
踏
切
道
の
着
色
、
踏
切
事
故

の
発
生
の
防
止
に
つ
い
て
通
行
者
の
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
の
看
板
の
設
置
そ

の
他
の
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
が
実
施
す
る
踏
切
道
の
改
良
に
道
路
協

力
団
体
の
協
力
が
必
要
な
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

９ 

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
改
良

計
画
に
道
路
協
力
団
体
の
協
力
が
必
要
な
事
項
を
記
載
す
る
と
き
は
、
当
該
事

項
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
道
路
協
力
団
体
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

10 

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
立
体
交
差
化
に
よ
る
踏
切
道
の
改
良
を

行
お
う
と
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
国
土
交

通
大
臣
が
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
第
十
六
条
第
一
項
の
地
方
踏
切
道
改

良
協
議
会
に
お
け
る
協
議
を
経
て
、
当
該
期
日
ま
で
に
、
国
土
交
通
大
臣
に
対

し
、
そ
の
旨
、
当
該
特
別
の
事
情
及
び
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
を
提
出
す
る
期

     

（
新
設
） 

       

５ 

第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
は
、
道
路
協
力
団
体
（
道
路
法
第
四
十
八

条
の
四
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
道
路
協
力
団
体
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
に
よ
る
歩
行
者
と
車
両
と
を
分
離
し
て
通
行
さ
せ
る
た
め
の
踏
切

道
の
着
色
、
踏
切
事
故
の
発
生
の
防
止
に
つ
い
て
通
行
者
の
注
意
を
喚
起
す
る

た
め
の
看
板
の
設
置
そ
の
他
の
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
が
実
施
す
る
踏

切
道
の
改
良
に
道
路
協
力
団
体
の
協
力
が
必
要
な
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 

６ 

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
改
良

計
画
に
道
路
協
力
団
体
の
協
力
が
必
要
な
事
項
を
記
載
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

、
当
該
事
項
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
道
路
協
力
団
体
の
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
新
設
） 

 
 

    



 

 

- 5 - 

日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
計
画
提
出
期
日
」
と
い
う
。
）
を
届
け
出
る
こ

と
が
で
き
る
。 

11 

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
届
出
に
係
る
計
画
提
出
期
日
が
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

、
当
該
計
画
提
出
期
日
の
変
更
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
当
該
指
示
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
変
更
後
の
計
画

提
出
期
日
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

12 

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
と

き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
届
出
に
係
る
計
画
提
出
期
日
（

前
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
指
示
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る

変
更
後
の
計
画
提
出
期
日
）
ま
で
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
協
議
に
よ
り
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
提

出
す
る
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

13 

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方

踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
十
六
条
第
一
項

の
地
方
踏
切
道
改
良
協
議
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
地
方
踏
切
道

改
良
協
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

14 

第
一
項
又
は
第
十
二
項
の
協
議
が
成
立
せ
ず
、
又
は
協
議
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
は
、
当
該
鉄
道
事
業
者
又
は
道
路
管
理
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に

裁
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

15 

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
づ
い
て
裁
定
を
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
（
第
十
六
条

第
一
項
の
地
方
踏
切
道
改
良
協
議
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
鉄
道

事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
並
び
に
当
該
地
方
踏
切
道
改
良
協
議
会
）
の
意
見
を

聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
道
路
管
理
者
は
、
意

見
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
道
路
法
第
十
三
条
第
一
項
の
指
定
区
間
外

の
国
道
に
あ
つ
て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
議
会
に
諮
問
し
、

そ
の
他
の
道
路
に
あ
つ
て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議

決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

16 

第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
裁
定
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は

  

（
新
設
） 

    

（
新
設
） 

     

７ 

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
改

良
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
第
一
項
の
地
方
踏
切

道
改
良
協
議
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
地
方
踏
切
道
改
良
協
議
会

の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

８ 

第
一
項
の
協
議
が
成
立
せ
ず
、
又
は
協
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は

、
当
該
鉄
道
事
業
者
又
は
道
路
管
理
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
裁
定
を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

９ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
づ
い
て
裁
定
を
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
（
第
六
条
第

一
項
の
地
方
踏
切
道
改
良
協
議
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
鉄
道
事

業
者
及
び
道
路
管
理
者
並
び
に
当
該
地
方
踏
切
道
改
良
協
議
会
）
の
意
見
を
聴

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
道
路
管
理
者
は
、
意
見

を
提
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
道
路
法
第
十
三
条
第
一
項
の
指
定
区
間
外
の

国
道
に
あ
つ
て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
議
会
に
諮
問
し
、
そ

の
他
の
道
路
に
あ
つ
て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決

を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

10 

第
八
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
裁
定
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
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、
第
一
項
又
は
第
十
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
鉄
道
事
業
者
と

道
路
管
理
者
と
の
協
議
が
成
立
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

17 

第
一
項
又
は
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
へ
の
地
方
踏
切
道
改

良
計
画
の
提
出
（
鉄
道
事
業
者
及
び
都
道
府
県
又
は
道
路
法
第
七
条
第
三
項
に

規
定
す
る
指
定
市
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
行
う
も
の
を
除
く
。
）
は
、
政
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

18 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
地

方
踏
切
道
改
良
計
画
が
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
変
更

を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
削
る
） 

  

（
削
る
） 

   

第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
鉄
道
事
業
者
と
道
路
管
理
者
と
の

協
議
が
成
立
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

11 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
へ
の
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
の
提
出

（
鉄
道
事
業
者
及
び
都
道
府
県
又
は
道
路
法
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定

市
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
行
う
も
の
を
除
く
。
）
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

12 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
地
方
踏
切
道
改
良

計
画
が
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
変
更
を
指
示
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

13 

前
各
項
の
規
定
は
、
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
の
は

、
「
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

14 

第
十
一
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
都

道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受

託
事
務
と
す
る
。 

 
 

（
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
の
変
更
） 

第
五
条 

前
条
第
一
項
又
は
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
を

提
出
し
た
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
当
該
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
に

つ
い
て
、
協
議
に
よ
り
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
を
し
た
と
き

は
、
そ
の
変
更
後
の
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
を
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
条
第
三
項
か
ら
第
九
項
ま
で
及
び
第
十
三
項
か
ら
第
十
八
項
ま
で
の
規
定

は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
一
項
又
は
前
項
」
と
あ
り
、

並
び
に
同
条
第
十
四
項
及
び
第
十
六
項
か
ら
第
十
八
項
ま
で
の
規
定
中
「
第
一

項
又
は
第
十
二
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
次
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。 

（
国
踏
切
道
改
良
計
画
） 

第
五
条 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
鉄
道
と
国

土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
で
あ
る
道
路
と
が
交
差
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る

踏
切
道
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
た
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る
踏
切
道

の
改
良
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
国
踏
切
道
改
良
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成

す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

国
踏
切
道
改
良
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 
踏
切
道
の
名
称 

二 
踏
切
道
の
改
良
の
方
法 

三 

踏
切
道
の
改
良
に
要
す
る
期
間 

四 

踏
切
道
の
改
良
と
一
体
と
な
つ
て
そ
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の

事
業
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
内
容 
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五 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項 

３ 

前
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
第
二
号
」
と
あ
る

の
は
「
次
条
第
二
項
第
二
号
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
第
三
号
」
と
あ

る
の
は
「
次
条
第
二
項
第
三
号
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
項
第
四
号
」
と

あ
る
の
は
「
次
条
第
二
項
第
四
号
」
と
、
「
道
路
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
国

土
交
通
大
臣
で
あ
る
道
路
管
理
者
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
鉄
道
事
業
者
及
び

道
路
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

。 

４ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
踏
切
道
に
係
る
鉄
道
事

業
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
同
項

の
規
定
に
よ
り
国
踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
す
る
前
に
、
当
該
鉄
道
事
業
者
と

国
土
交
通
大
臣
と
の
間
に
国
踏
切
道
改
良
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
協
議
が
成
立

し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

５ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
す

る
と
き
は
、
鉄
道
の
整
備
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
鉄
道
の
事
業
の
発
達
、
改

善
及
び
調
整
に
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
国
踏
切
道
改
良
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

準
用
す
る
。 

 
 

（
国
踏
切
道
改
良
計
画
） 

第
六
条 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
鉄
道
と
国

土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
で
あ
る
道
路
と
が
交
差
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る

踏
切
道
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
た
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る
踏
切
道

の
改
良
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
国
踏
切
道
改
良
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成

す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

国
踏
切
道
改
良
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

踏
切
道
の
名
称 

 

（
地
方
踏
切
道
改
良
協
議
会
） 

第
六
条 

地
方
踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路

管
理
者
は
、
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
の
作
成
及
び
実
施
に
関
し
必
要
な
協
議
を

行
う
た
め
、
地
方
踏
切
道
改
良
協
議
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
協
議
会
」

と
い
う
。
）
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

２ 

協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
つ
て
構
成
す
る
。 

一 

地
方
踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理

者 
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二 

踏
切
道
の
改
良
の
方
法 

三 
踏
切
道
の
改
良
に
要
す
る
期
間 

四 
踏
切
道
の
改
良
と
一
体
と
な
つ
て
そ
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め

の
事
業
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
内
容 

五 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項 

３ 

第
四
条
第
三
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
第
二
号
」
と
あ

り
、
及
び
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
条
第
二
項

第
二
号
」
と
、
同
条
第
五
項
、
第
七
項
及
び
第
九
項
中
「
鉄
道
事
業
者
及
び
道

路
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
、
同
条
第
六
項
及
び
第
八
項

中
「
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
条
第
二
項
第
四
号
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。 

４ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
踏
切
道
に
係
る
鉄
道
事
業
者
の
意

見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
同
項
の
規
定
に

よ
り
国
踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
す
る
前
に
、
当
該
鉄
道
事
業
者
と
国
土
交
通

大
臣
と
の
間
に
国
踏
切
道
改
良
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
協
議
が
成
立
し
た
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

５ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
踏
切
道
改
良
計
画
を
作
成
す

る
と
き
は
、
鉄
道
の
整
備
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
鉄
道
事
業
の
発
達
、
改
善

及
び
調
整
に
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
国
踏
切
道
改
良
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

準
用
す
る
。 

二 

踏
切
道
の
所
在
地
を
そ
の
区
域
に
含
む
都
道
府
県
の
知
事 

三 

踏
切
道
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
整
備
局
長
又
は
北
海
道
開
発
局
長 

四 

踏
切
道
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長 

  ３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
会
を
組
織
す
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者

は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
協
議

会
に
、
次
に
掲
げ
る
者
を
構
成
員
と
し
て
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

関
係
市
町
村
長 

二 

道
路
協
力
団
体 

三 

そ
の
他
当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
が
必
要
と
認
め
る
者 

 

４ 

協
議
会
に
お
い
て
協
議
が
調
つ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
の
構
成
員
は

、
そ
の
協
議
の
結
果
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

    

５ 

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

協
議
会
が
定
め
る
。 

 

 
 

（
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
の
改
良
の
特
例
） 

第
七
条 

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係
る
道
路
管
理
者
は
、
道
路
法

第
十
二
条
た
だ
し
書
、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
五
条
、
第
十
六
条
及
び
第
十

七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
四
条
第
四
項
（
第

五
条
第
二
項
又
は
前
条
第
三
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
改

 
（
新
設
） 
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良
計
画
又
は
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
記
載
さ
れ
た
他
の
道
路
管
理
者
（
国
土
交

通
大
臣
で
あ
る
道
路
管
理
者
を
除
く
。
）
が
管
理
す
る
踏
切
道
密
接
関
連
道
路

の
改
良
（
以
下
こ
の
条
、
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て

「
特
定
道
路
改
良
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
道
路
管
理
者
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
道
路
改
良
を
行
お
う
と

す
る
と
き
、
及
び
当
該
特
定
道
路
改
良
の
全
部
又
は
一
部
を
完
了
し
た
と
き
は

、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
の
道
路
管
理
者
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
道
路
改
良
を
行
う
場

合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
特
定
道
路
改
良
に
係

る
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の

と
す
る
。 

４ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
道
路
改
良
に
係
る
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
の
道
路

管
理
者
に
代
わ
つ
て
そ
の
権
限
を
行
う
第
一
項
の
道
路
管
理
者
は
、
道
路
法
第

八
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
の
道
路
管
理

者
と
み
な
す
。 

 
 

（
滞
留
施
設
協
定
の
締
結
等
） 

第
八
条 

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管

理
者
は
、
第
四
条
第
六
項
（
第
五
条
第
二
項
又
は
第
六
条
第
三
項
（
同
条
第
六

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
又
は
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
記
載
さ

れ
た
道
路
外
滞
留
施
設
の
整
備
又
は
管
理
を
行
う
た
め
、
道
路
外
滞
留
施
設
所

有
者
等
と
の
間
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
協
定
（
以
下
こ
の
条

か
ら
第
十
条
ま
で
に
お
い
て
「
滞
留
施
設
協
定
」
と
い
う
。
）
を
締
結
し
て
、

当
該
道
路
外
滞
留
施
設
の
整
備
又
は
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

滞
留
施
設
協
定
の
目
的
と
な
る
道
路
外
滞
留
施
設
（
以
下
こ
の
項
、
次
条

第
三
項
及
び
第
十
条
に
お
い
て
「
協
定
滞
留
施
設
」
と
い
う
。
） 

二 

協
定
滞
留
施
設
の
整
備
又
は
管
理
の
方
法 

三 

滞
留
施
設
協
定
の
有
効
期
間 

 

（
新
設
） 
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四 

滞
留
施
設
協
定
に
違
反
し
た
場
合
の
措
置 

五 
次
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
滞
留
施
設
協
定
の
掲
示
の
方
法 

六 
そ
の
他
協
定
滞
留
施
設
の
整
備
又
は
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項 

２ 

滞
留
施
設
協
定
に
つ
い
て
は
、
道
路
外
滞
留
施
設
所
有
者
等
の
全
員
の
合
意

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

（
滞
留
施
設
協
定
の
縦
覧
等
） 

第
九
条 

前
条
第
一
項
の
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
滞
留
施
設
協
定
を

締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ

の
旨
を
公
告
し
、
当
該
滞
留
施
設
協
定
を
当
該
公
告
の
日
か
ら
二
週
間
利
害
関

係
人
の
縦
覧
に
供
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
つ
た
と
き
は
、
利
害
関
係
人
は
、
同
項
の
縦

覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
当
該
滞
留
施
設
協
定
に
つ
い
て
、
当
該
鉄
道
事
業

者
及
び
道
路
管
理
者
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
滞
留
施
設
協
定
を
締
結
し
た
と
き
は
、

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
公
示
し
、

か
つ
、
当
該
滞
留
施
設
協
定
の
写
し
を
当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
の

事
務
所
に
備
え
て
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、
滞
留
施
設
協
定
に
お
い

て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
協
定
滞
留
施
設
又
は
そ
の
敷
地
内
の
見
や
す
い
場

所
に
、
当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
の
事
務
所
に
お
い
て
こ
れ
を
閲
覧

に
供
し
て
い
る
旨
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

前
条
第
二
項
及
び
前
三
項
の
規
定
は
、
滞
留
施
設
協
定
に
お
い
て
定
め
た
事

項
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
新
設
） 

 
 

（
滞
留
施
設
協
定
の
効
力
） 

第
十
条 

前
条
第
三
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
よ
る
公
示
の
あ
つ
た
滞
留
施
設
協
定
は
、
そ
の
公
示
の
あ
つ
た
後
に
お

い
て
協
定
滞
留
施
設
の
道
路
外
滞
留
施
設
所
有
者
等
と
な
つ
た
者
に
対
し
て
も

、
そ
の
効
力
が
あ
る
も
の
と
す
る
。 

 
（
新
設
） 
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（
改
良
の
実
施
） 

第
十
一
条 

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路

管
理
者
は
、
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
又
は
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
従
い
、
当
該

踏
切
道
の
改
良
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
前
項
の
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
踏
切
道
改
良
基
準

に
適
合
す
る
改
良
の
方
法
に
よ
り
当
該
踏
切
道
の
改
良
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

   

３ 

第
四
条
第
四
項
及
び
第
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
五
条
第
二
項
又
は
第
六

条
第
三
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
特
定
道
路
改
良
に
関
す
る
事
項
が
記

載
さ
れ
た
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
又
は
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
係
る
第
一
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
道
路
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
、
「
道
路

管
理
者
並
び
に
特
定
道
路
改
良
に
係
る
他
の
道
路
管
理
者
」
と
す
る
。 

（
改
良
の
実
施
） 

第
七
条 

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管

理
者
は
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
に
お
い
て
、
踏
切
道
改
良
基
準
に
適
合
す
る

改
良
の
方
法
に
よ
り
当
該
踏
切
道
の
改
良
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
第
四
条
第
一
項
（
同
条
第
十
三

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
改
良
計

画
を
提
出
し
た
場
合
又
は
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
踏
切
道
改
良
計
画

が
作
成
さ
れ
た
場
合
（
当
該
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
つ
い
て
変
更
が
あ
つ
た
場

合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
地
方
踏
切

道
改
良
計
画
又
は
当
該
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
従
い
、
当
該
踏
切
道
の
改
良
を

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
新
設
） 

 
 

（
評
価
） 

第
十
二
条 

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路

管
理
者
は
、
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
踏
切
道
の
改
良
を
完
了

し
た
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
踏
切
道
の
改

良
の
完
了
後
の
踏
切
道
に
お
け
る
交
通
量
、
踏
切
事
故
の
発
生
状
況
そ
の
他
の

安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て
、
自
ら
評
価
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
（
国
土
交
通
大
臣
で
あ
る
道
路
管
理

者
を
除
く
。
）
は
、
同
項
の
評
価
を
実
施
し
た
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
評
価
の
結
果
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

（
新
設
） 
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（
災
害
時
の
管
理
の
方
法
を
定
め
る
べ
き
踏
切
道
の
指
定
） 

第
十
三
条 

国
土
交
通
大
臣
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
円
滑
な
避
難

又
は
緊
急
輸
送
の
確
保
を
図
る
必
要
性
、
踏
切
道
を
通
過
す
る
列
車
の
運
行
の

状
況
、
踏
切
道
の
周
辺
に
お
け
る
鉄
道
と
道
路
と
の
交
差
の
状
況
そ
の
他
の
事

情
を
考
慮
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
踏
切
道
の
う
ち
、

踏
切
道
災
害
時
管
理
基
準
（
災
害
時
に
お
い
て
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者

が
と
る
べ
き
措
置
の
具
体
的
内
容
及
び
手
順
を
定
め
た
対
処
要
領
の
作
成
、
当

該
措
置
に
関
す
る
訓
練
の
実
施
そ
の
他
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
踏

切
道
の
適
確
な
管
理
の
た
め
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め

る
基
準
を
い
う
。
次
項
、
次
条
第
二
項
及
び
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ

。
）
に
適
合
す
る
管
理
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を

指
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
存
す
る
踏
切
道
で
あ
つ
て

前
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
の
う
ち
、
踏
切
道
災

害
時
管
理
基
準
に
適
合
す
る
管
理
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ

る
踏
切
道
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
べ
き
旨
を
国
土
交
通
大

臣
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

第
三
条
第
四
項
、
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

指
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
」

と
あ
り
、
及
び
同
条
第
七
項
中
「
第
三
項
又
は
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十

三
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
関
係
市
町
村
長
（
第
五
項
の
規
定
に
よ

る
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
関
係
市
町
村
長
及
び
当
該
申
出
を

し
た
市
町
村
長
）
」
と
あ
る
の
は
「
関
係
市
町
村
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。 

 

（
新
設
） 

 
 

（
地
方
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
） 

第
十
四
条 

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指

定
（
鉄
道
と
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
で
あ
る
道
路
と
が
交
差
し
て
い
る

場
合
に
お
け
る
踏
切
道
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
が
あ
つ
た
と
き
は
、
国
土
交

通
大
臣
が
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

 

（
新
設
） 
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、
協
議
に
よ
り
同
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係
る
踏
切
道
の
管
理
の
方
法
（
以

下
こ
の
条
及
び
第
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
「
地
方
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法

」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

地
方
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
は
、
踏
切
道
災
害
時
管
理
基
準
に
適
合
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
の
協
議
が
成
立
せ
ず
、
又
は
協
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は

、
当
該
鉄
道
事
業
者
又
は
道
路
管
理
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
裁
定
を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

第
四
条
第
十
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

５ 

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
裁
定
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、

第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
鉄
道
事
業
者
と
道
路
管
理
者
と
の

協
議
が
成
立
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

６ 

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
災

害
時
管
理
方
法
を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
十
六
条
第
一
項
の
地

方
踏
切
道
改
良
協
議
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
地
方
踏
切
道
改
良

協
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
へ
の
地
方
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法

の
提
出
（
鉄
道
事
業
者
及
び
都
道
府
県
又
は
道
路
法
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す

る
指
定
市
で
あ
る
道
路
管
理
者
が
行
う
も
の
を
除
く
。
）
は
、
政
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

８ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
地
方
踏
切
道
災
害

時
管
理
方
法
が
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
変
更
を
指
示

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

９ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
を
国
土
交
通
大
臣
に

提
出
し
た
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
は
、
当
該
地
方
踏
切
道
災
害
時
管
理

方
法
に
つ
い
て
、
協
議
に
よ
り
そ
の
内
容
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
変
更

後
の
地
方
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
を
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

10 

第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
地
方
踏
切
道
災

害
時
管
理
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 
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（
国
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
） 

第
十
五
条 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
鉄
道

と
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
で
あ
る
道
路
と
が
交
差
し
て
い
る
場
合
に
お

け
る
踏
切
道
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
し
た
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る
踏

切
道
の
管
理
の
方
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法

」
と
い
う
。
）
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

国
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
は
、
踏
切
道
災
害
時
管
理
基
準
に
適
合
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
を

決
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
踏
切
道
に
係
る
鉄
道
事
業

者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
同
項
の

規
定
に
よ
り
国
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
を
決
定
す
る
前
に
、
当
該
鉄
道
事
業

者
と
国
土
交
通
大
臣
と
の
間
に
国
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
に
つ
い
て
協
議
が

成
立
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

４ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
を

決
定
す
る
と
き
は
、
鉄
道
の
整
備
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
鉄
道
事
業
の
発
達

、
改
善
及
び
調
整
に
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

前
三
項
の
規
定
は
、
国
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す

る
。 

 

（
新
設
） 

 
 

（
地
方
踏
切
道
改
良
協
議
会
） 

第
十
六
条 

鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
（
国
土
交
通
大
臣
で
あ
る
道
路
管
理

者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
の

作
成
及
び
実
施
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
踏
切
道
の
適
確
な
管
理
そ

の
他
の
踏
切
道
の
改
良
の
促
進
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
た

め
、
地
方
踏
切
道
改
良
協
議
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
協
議
会
」
と
い
う

。
）
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
つ
て
構
成
す
る
。 

一 

当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者 

 

（
新
設
） 
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二 

踏
切
道
の
所
在
地
を
そ
の
区
域
に
含
む
都
道
府
県
の
知
事 

三 
踏
切
道
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
整
備
局
長
又
は
北
海
道
開
発
局
長 

四 
踏
切
道
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
会
を
組
織
す
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者

は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
協
議

会
に
、
次
に
掲
げ
る
者
を
構
成
員
と
し
て
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

関
係
市
町
村
長 

二 

踏
切
道
密
接
関
連
道
路
の
道
路
管
理
者 

三 

道
路
協
力
団
体 

四 

そ
の
他
当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
が
必
要
と
認
め
る
者 

４ 

第
三
条
第
三
項
若
し
く
は
第
五
項
又
は
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申

出
を
し
よ
う
と
す
る
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
当
該
申
出
に
係
る
踏

切
道
に
つ
い
て
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
会
が
組
織
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に

あ
つ
て
は
、
当
該
踏
切
道
に
係
る
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
に
対
し
て
、

同
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
会
を
組
織
す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

協
議
会
に
お
い
て
協
議
が
調
つ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
の
構
成
員
は

、
そ
の
協
議
の
結
果
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

協
議
会
が
定
め
る
。 

 
 

（
勧
告
等
） 

第
十
七
条 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者

（
国
土
交
通
大
臣
で
あ
る
道
路
管
理
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
が
正
当
な
理
由
が
な
く
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
又
は
国
踏
切
道

改
良
計
画
に
従
つ
て
踏
切
道
の
改
良
を
実
施
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、

当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
に
対
し
て
、
当
該
地
方
踏
切
道
改
良
計
画

又
は
当
該
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
従
つ
て
当
該
踏
切
道
の
改
良
を
実
施
す
べ
き

こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
条

（
勧
告
等
） 

第
八
条 

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
（

国
土
交
通
大
臣
で
あ
る
道
路
管
理
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。

）
が
正
当
な
理
由
が
な
く
同
項
の
規
定
に
よ
る
踏
切
道
の
改
良
を
実
施
し
て
い

な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
に
対
し
て
、
期

限
を
定
め
て
、
踏
切
道
改
良
基
準
に
適
合
す
る
改
良
の
方
法
に
よ
り
当
該
踏
切

道
の
改
良
を
実
施
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

２ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
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第
一
項
の
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
が
正
当
な
理
由
が
な
く
踏
切
道
改
良

基
準
に
適
合
す
る
改
良
の
方
法
に
よ
り
当
該
踏
切
道
の
改
良
を
実
施
し
て
い
な

い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
に
対
し
て
、
期
限

を
定
め
て
、
踏
切
道
改
良
基
準
に
適
合
す
る
改
良
の
方
法
に
よ
り
当
該
踏
切
道

の
改
良
を
実
施
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
場
合

に
お
い
て
、
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
踏
切
道
の
改
良
の

完
了
後
に
お
い
て
も
な
お
第
三
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に

該
当
す
る
こ
と
と
な
る
踏
切
道
に
つ
い
て
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
を

図
る
こ
と
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
十
二
条
第
二
項
の
鉄
道

事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
に
対
し
て
、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
鉄
道
事
業
者
及

び
道
路
管
理
者
が
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
踏
切
道
の
改
良
を
実
施
し

た
場
合
に
あ
つ
て
は
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
、
当
該
鉄

道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
が
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
踏
切
道
の
改
良
を

実
施
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
の
作
成
そ
の
他
の
必
要
な

措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
十
四
条
第
一
項
の
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
が

正
当
な
理
由
が
な
く
同
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
を
定

め
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
に
対
し

て
、
当
該
踏
切
道
に
係
る
地
方
踏
切
道
災
害
時
管
理
方
法
を
定
め
る
べ
き
こ
と

を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

前
各
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
が
正

当
な
理
由
が
な
く
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
実
施
し
て
い
な
い
と
き
の
措
置
は

、
鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
（

第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
（
軌
道
法
（
大
正
十
年
法
律
第
七
十
六
号
）

第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
又
は
道
路
法
第
七

十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

項
の
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
が
正
当
な
理
由
が
な
く
当
該
地
方
踏
切
道

改
良
計
画
又
は
当
該
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
従
つ
て
当
該
踏
切
道
の
改
良
を
実

施
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
に
対

し
て
、
当
該
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
又
は
当
該
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
従
つ
て

当
該
踏
切
道
の
改
良
を
実
施
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
新
設
） 

    
 

      

（
新
設
） 

    

３ 

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
が
正

当
な
理
由
が
な
く
そ
の
勧
告
に
係
る
踏
切
道
の
改
良
を
実
施
し
て
い
な
い
と
き

の
措
置
は
、
鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
二
十
三
条

第
一
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
（
軌
道
法
（
大
正
十
年
法
律
第
七

十
六
号
）
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
又
は
道

路
法
第
七
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

。 

 
 

（
費
用
の
負
担
） 

（
費
用
の
負
担
） 
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第
十
八
条 

第
三
条
第
一
項
又
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た

踏
切
道
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
指
定
踏
切
道
」
と
い
う

。
）
の
改
良
又
は
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
指
定
踏
切
道
の
管
理
の
実

施
に
要
す
る
費
用
（
次
項
の
費
用
を
除
く
。
）
は
、
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管

理
者
（
特
定
道
路
改
良
に
係
る
他
の
道
路
管
理
者
を
含
む
。
）
が
協
議
し
て
負

担
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
踏
切
道
の
改
良
又
は
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
指
定
踏
切
道
の

適
確
な
管
理
の
た
め
に
行
う
保
安
設
備
の
整
備
に
要
す
る
費
用
は
、
鉄
道
事
業

者
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
九
条 

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
踏
切
道
（
次
項
及
び
次
条

第
一
項
に
お
い
て
「
指
定
踏
切
道
」
と
い
う
。
）
の
改
良
の
実
施
に
要
す
る
費

用
（
次
項
の
費
用
を
除
く
。
）
は
、
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
が
協
議
し

て
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。 

  

２ 

保
安
設
備
の
整
備
に
よ
る
指
定
踏
切
道
の
改
良
の
実
施
に
要
す
る
費
用
は
、

鉄
道
事
業
者
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

（
補
助
） 

第
十
九
条 

国
は
、
指
定
踏
切
道
の
改
良
又
は
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る

指
定
踏
切
道
の
適
確
な
管
理
の
た
め
に
保
安
設
備
を
整
備
す
る
鉄
道
事
業
者
（

政
令
で
定
め
る
者
に
限
る
。
）
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
政
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

２
・
３ 

（
略
） 

（
補
助
） 

第
十
条 

国
は
、
保
安
設
備
の
整
備
に
よ
る
指
定
踏
切
道
の
改
良
を
実
施
す
る
鉄

道
事
業
者
（
政
令
で
定
め
る
者
に
限
る
。
）
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
政

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
実
施
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

 

２
・
３ 

（
略
） 

 
 

（
資
金
の
貸
付
け
） 

第
二
十
条 

国
は
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
立
体
交
差
化
工
事
施
行
者
（
鉄
道

事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
の
同
意
を
得
て
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
又
は
国
踏
切

道
改
良
計
画
に
係
る
立
体
交
差
化
に
よ
る
踏
切
道
の
改
良
の
工
事
（
政
令
で
定

め
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
お
う
と
す
る
者
で
あ
つ
て
国
土
交
通
大
臣
が
政
令

で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
る
も
の
を
い
う
。
）
に
対
し
当
該
工
事
に

要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

貸
付
け
の
条
件
が
次
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
当

該
貸
付
け
に
必
要
な
資
金
の
一
部
を
無
利
子
で
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
に

貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

（
資
金
の
貸
付
け
） 

第
十
一
条 

国
は
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
立
体
交
差
化
工
事
施
行
者
（
鉄
道

事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
の
同
意
を
得
て
第
四
条
第
一
項
（
同
条
第
十
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
地
方
踏
切
道

改
良
計
画
又
は
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
国
踏
切
道
改
良
計

画
（
当
該
国
踏
切
道
改
良
計
画
の
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も

の
）
に
係
る
立
体
交
差
化
に
よ
る
踏
切
道
の
改
良
の
工
事
（
政
令
で
定
め
る
も

の
に
限
る
。
）
を
行
お
う
と
す
る
者
で
あ
つ
て
国
土
交
通
大
臣
が
政
令
で
定
め

る
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
る
も
の
を
い
う
。
）
に
対
し
当
該
工
事
に
要
す
る

費
用
に
充
て
る
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
貸
付
け

の
条
件
が
次
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該
貸
付

け
に
必
要
な
資
金
の
一
部
を
無
利
子
で
当
該
都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
貸
し
付
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２ 
（
略
） 

け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

（
略
） 

 
 

（
資
金
の
確
保
に
関
す
る
措
置
） 

第
二
十
一
条 
国
土
交
通
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
踏
切
道
の
改
良
及

び
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
踏
切
道
の
適
確
な
管
理
に
つ
い
て
、
鉄
道

事
業
者
が
必
要
と
す
る
資
金
の
確
保
に
関
す
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。 

（
資
金
の
確
保
に
関
す
る
措
置
） 

第
十
二
条 

国
土
交
通
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
踏
切
道
の
改
良
に
つ

い
て
、
鉄
道
事
業
者
が
必
要
と
す
る
資
金
の
確
保
に
関
す
る
措
置
を
講
ず
る
よ

う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

（
報
告
の
徴
収
） 

第
二
十
二
条 

国
土
交
通
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て

、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
鉄
道
事
業
者
又
は
道
路
管
理
者

（
国
土
交
通
大
臣
で
あ
る
道
路
管
理
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
踏
切
道
の
改
良

の
実
施
の
状
況
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
踏
切
道
の
管
理
の
実
施
体

制
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
報
告
の
徴
収
） 

第
十
三
条 

国
土
交
通
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
鉄
道
事
業
者
又
は
国
土
交
通
大
臣

以
外
の
道
路
管
理
者
に
対
し
、
踏
切
道
の
改
良
の
実
施
の
状
況
そ
の
他
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

（
事
務
の
区
分
） 

第
二
十
三
条 

第
三
条
第
五
項
、
第
四
条
第
十
七
項
（
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
十
四
条
第
七
項
（
同
条
第
十
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
事
務
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。 

 

（
新
設
） 
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〇 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
） 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 
 

目
次 第

一
章
・
第
二
章 

（
略
） 

第
三
章 

道
路
の
管
理 

第
一
節 

（
略
） 

第
二
節 

道
路
の
構
造
（
第
二
十
九
条
―
第
三
十
一
条
の
二
） 

第
三
節
～
第
八
節 

（
略
） 

第
九
節 

歩
行
者
利
便
増
進
道
路
（
第
四
十
八
条
の
二
十
―
第
四
十
八
条
の
二

十
九
） 

第
九
節
の
二 

防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
（
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
二
―
第

四
十
八
条
の
二
十
九
の
七
） 

第
十
節
～
第
十
三
節 

（
略
） 

第
四
章
～
第
八
章 

（
略
） 

附
則 

目
次 第

一
章
・
第
二
章 

（
略
） 

第
三
章 

道
路
の
管
理 

第
一
節 

（
略
） 

第
二
節 

道
路
の
構
造
（
第
二
十
九
条
―
第
三
十
一
条
） 

第
三
節
～
第
八
節 

（
略
） 

第
九
節 

歩
行
者
利
便
増
進
道
路
（
第
四
十
八
条
の
二
十
―
第
四
十
八
条
の
二

十
九
） 

（
新
設
） 

 

第
十
節
～
第
十
三
節 

（
略
） 

第
四
章
～
第
八
章 

（
略
） 

附
則 

 
 

（
管
理
の
特
例
） 

第
十
七
条 

（
略
） 

２
～
７ 

（
略
） 

８ 

都
道
府
県
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
指
定
市
以
外
の
市
町
村
か

ら
要
請
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
市
町
村
に
お
け
る
道
路
の
維
持
又
は
災
害
復
旧
に

関
す
る
工
事
の
実
施
体
制
そ
の
他
の
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
、
当
該
市
町
村
が

管
理
す
る
指
定
区
間
外
の
国
道
、
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
（
当
該
都
道
府
県

が
管
理
す
る
道
路
と
交
通
上
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て

維
持
（
道
路
の
啓
開
の
た
め
に
行
う
も
の
に
限
る
。
）
又
は
災
害
復
旧
に
関
す
る

工
事
を
当
該
市
町
村
に
代
わ
つ
て
自
ら
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

（
管
理
の
特
例
） 

第
十
七
条 

（
略
） 

２
～
７ 

（
略
） 

（
新
設
） 
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と
き
は
、
前
条
並
び
に
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
事
務

の
遂
行
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

９ 

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
前
三
項
の
場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
の
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

  

８ 

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
前
二
項
の
場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
の
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

 
 

（
兼
用
工
作
物
の
管
理
） 

第
二
十
条 

道
路
と
堤
防
、
護
岸
、
ダ
ム
、
鉄
道
又
は
軌
道
用
の
橋
、
踏
切
道
（
道

路
と
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
独
立
行
政
法
人
日

本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
若
し
く
は
鉄
道
事
業
者
（
第
三
十
一
条
及
び

第
三
十
一
条
の
二
に
お
い
て
「
鉄
道
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
の
鉄
道
又
は
軌
道

法
（
大
正
十
年
法
律
第
七
十
六
号
）
に
よ
る
新
設
軌
道
と
の
交
差
部
分
を
い
う
。

）
、
駅
前
広
場
そ
の
他
公
共
の
用
に
供
す
る
工
作
物
又
は
施
設
（
以
下
こ
れ
ら
を

「
他
の
工
作
物
」
と
総
称
す
る
。
）
と
が
相
互
に
効
用
を
兼
ね
る
場
合
に
お
い
て

は
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
及
び
他
の
工
作
物
の
管
理
者
は
、
当
該
道
路
及
び

他
の
工
作
物
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十

五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
協
議
し
て
別
に
そ
の
管
理
の

方
法
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
私
人
で
あ

る
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
に
つ
い
て
は
、
道
路
に
関
す
る
工
事
（
道
路
の
新
設

、
改
築
又
は
修
繕
に
関
す
る
工
事
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
維
持
以
外
の
管

理
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

２ 

（
略
） 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
す
る
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
以
外
の
道

路
管
理
者
と
他
の
工
作
物
の
管
理
者
と
の
協
議
が
成
立
し
な
い
と
き
は
、
当
該
道

路
の
道
路
管
理
者
又
は
他
の
工
作
物
の
管
理
者
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
が
国
又
は
都

道
府
県
で
あ
る
と
き
は
国
土
交
通
大
臣
及
び
当
該
他
の
工
作
物
に
関
す
る
主
務
大

臣
に
、
そ
の
他
の
と
き
は
都
道
府
県
知
事
（
他
の
工
作
物
に
関
す
る
主
務
大
臣
の

事
務
を
分
掌
す
る
地
方
支
分
部
局
の
長
が
あ
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
及
び
当

該
支
分
部
局
の
長
。
以
下
こ
の
条
並
び
に
第
五
十
五
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
裁
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

国
土
交
通
大
臣
及
び
他
の
工
作
物
に
関
す
る
主
務
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は

（
兼
用
工
作
物
の
管
理
） 

第
二
十
条 

道
路
と
堤
防
、
護
岸
、
ダ
ム
、
鉄
道
又
は
軌
道
用
の
橋
、
踏
切
道
（
道

路
と
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
独
立
行
政
法
人
日

本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
若
し
く
は
鉄
道
事
業
者
の
鉄
道
又
は
軌
道
法

（
大
正
十
年
法
律
第
七
十
六
号
）
に
よ
る
新
設
軌
道
と
の
交
差
部
分
を
い
う
。
）

、
駅
前
広
場
そ
の
他
公
共
の
用
に
供
す
る
工
作
物
又
は
施
設
（
以
下
こ
れ
ら
を
「

他
の
工
作
物
」
と
総
称
す
る
。
）
と
が
相
互
に
効
用
を
兼
ね
る
場
合
に
お
い
て
は

、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
及
び
他
の
工
作
物
の
管
理
者
は
、
当
該
道
路
及
び
他

の
工
作
物
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
五

条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
協
議
し
て
別
に
そ
の
管
理
の
方

法
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
私
人
で
あ
る

場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
に
つ
い
て
は
、
道
路
に
関
す
る
工
事
（
道
路
の
新
設
、

改
築
又
は
修
繕
に
関
す
る
工
事
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
維
持
以
外
の
管
理

を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

２ 

（
略
） 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
す
る
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
以
外
の
道

路
管
理
者
と
他
の
工
作
物
の
管
理
者
と
の
協
議
が
成
立
し
な
い
と
き
は
、
当
該
道

路
の
道
路
管
理
者
又
は
他
の
工
作
物
の
管
理
者
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
が
国
又
は
都

道
府
県
で
あ
る
と
き
は
国
土
交
通
大
臣
及
び
当
該
他
の
工
作
物
に
関
す
る
主
務
大

臣
に
、
そ
の
他
の
と
き
は
都
道
府
県
知
事
（
他
の
工
作
物
に
関
す
る
主
務
大
臣
の

事
務
を
分
掌
す
る
地
方
支
分
部
局
の
長
が
あ
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
及
び
当

該
支
分
部
局
の
長
。
以
下
本
条
並
び
に
第
五
十
五
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
に
裁
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

第
七
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
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、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
づ
い
て
裁
定
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
又
は
他
の
工
作
物
の
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
は
、
意
見
を

提
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
指
定
区
間
外
の
国
道
に
あ
つ
て
は
道
路
管
理
者
で

あ
る
都
道
府
県
の
議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
他
の
道
路
に
あ
つ
て
は
道
路
管
理
者
で

あ
る
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

   

５ 

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
と
当
該
他
の
工
作
物
に
関
す
る
主
務
大

臣
と
の
協
議
が
成
立
し
た
場
合
又
は
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
及
び

当
該
他
の
工
作
物
に
関
す
る
主
務
大
臣
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
が
裁
定
を
し
た

場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
と
他
の

工
作
物
の
管
理
者
と
の
協
議
が
成
立
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

 

６ 

（
略
） 

お
い
て
、
第
七
条
第
六
項
中
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣

及
び
他
の
工
作
物
に
関
す
る
主
務
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
と
、
「
関
係
都
道

府
県
知
事
の
意
見
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
又
は
他
の
工
作
物

の
管
理
者
の
意
見
」
と
、
「
関
係
都
道
府
県
知
事
は
、
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
道

路
の
道
路
管
理
者
は
、
」
と
、
「
当
該
都
道
府
県
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
区
間
外
の
国
道
に
あ
つ
て
は
道
路
管
理
者
で

あ
る
都
道
府
県
の
議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
他
の
道
路
に
あ
つ
て
は
道
路
管
理
者
で

あ
る
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。 

５ 

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
と
当
該
他
の
工
作
物
に
関
す
る
主
務
大

臣
と
の
協
議
が
成
立
し
た
場
合
又
は
第
三
項
及
び
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七

条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
及
び
当
該
他
の
工
作
物
に
関
す
る
主
務

大
臣
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
が
裁
定
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
と
他
の
工
作
物
の
管
理
者
と
の
協
議
が
成

立
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

６ 

（
略
） 

 
 

（
道
路
管
理
者
以
外
の
者
の
行
う
工
事
） 

第
二
十
四
条 

道
路
管
理
者
以
外
の
者
は
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
第
三
項
、
第
十

七
条
第
四
項
若
し
く
は
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
二
条

の
二
ま
で
、
第
四
十
八
条
の
十
九
第
一
項
又
は
第
四
十
八
条
の
二
十
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
場
合
の
ほ
か
、
道
路
に
関
す
る
工
事
の
設
計
及
び
実
施
計
画
に
つ
い

て
道
路
管
理
者
の
承
認
を
受
け
て
道
路
に
関
す
る
工
事
又
は
道
路
の
維
持
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
道
路
の
維
持
で
政
令
で
定
め
る
軽
易
な
も
の
に
つ
い

て
は
、
道
路
管
理
者
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

（
道
路
管
理
者
以
外
の
者
の
行
う
工
事
） 

第
二
十
四
条 

道
路
管
理
者
以
外
の
者
は
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
第
三
項
、
第
十

七
条
第
四
項
、
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
二
条
の
二
ま

で
又
は
第
四
十
八
条
の
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
場
合
の
ほ
か
、
道
路
に
関
す

る
工
事
の
設
計
及
び
実
施
計
画
に
つ
い
て
道
路
管
理
者
の
承
認
を
受
け
て
道
路
に

関
す
る
工
事
又
は
道
路
の
維
持
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
道
路
の
維
持

で
政
令
で
定
め
る
軽
易
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
の
承
認
を
受
け
る
こ

と
を
要
し
な
い
。 

 
 

（
自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場
の
駐
車
料
金
及
び
割
増
金
） 

第
二
十
四
条
の
二 

道
路
管
理
者
（
指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
つ
て
は
、
国
。
第
三

項
（
第
四
十
八
条
の
三
十
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

三
十
九
条
第
一
項
、
第
四
十
四
条
第
五
項
及
び
第
七
項
、
第
四
十
四
条
の
三
第
八

（
自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場
の
駐
車
料
金
及
び
割
増
金
） 

第
二
十
四
条
の
二 

道
路
管
理
者
（
指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
つ
て
は
、
国
。
第
三

項
（
第
四
十
八
条
の
三
十
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

三
十
九
条
第
一
項
、
第
四
十
四
条
第
五
項
及
び
第
七
項
、
第
四
十
四
条
の
二
第
八
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項
、
第
四
十
八
条
の
七
第
一
項
、
第
四
十
八
条
の
三
十
五
第
一
項
、
第
四
十
九
条

、
第
五
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
三
項
、
第
六
十
一
条
第
一
項
、
第
六
十

四
条
第
一
項
、
第
六
十
九
条
第
一
項
、
第
七
十
条
第
一
項
、
第
七
十
二
条
第
一
項

及
び
第
三
項
、
第
七
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
八
十
五
条
第
三
項
並

び
に
第
九
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公

共
団
体
の
条
例
（
指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
つ
て
は
、
政
令
）
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
道
路
の
附
属
物
で
あ
る
自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場
に
自
動
車

（
道
路
運
送
車
両
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
自
転
車
を
駐
車
さ
せ
る
者
か
ら
、
駐
車
料
金

を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
道
路
交
通
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規

定
す
る
緊
急
自
動
車
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
自
動
車
又
は
自
転
車
を
駐
車
さ
せ
る

場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２
・
３ 

（
略
） 

項
、
第
四
十
八
条
の
七
第
一
項
、
第
四
十
八
条
の
三
十
五
第
一
項
、
第
四
十
九
条

、
第
五
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
三
項
、
第
六
十
一
条
第
一
項
、
第
六
十

四
条
第
一
項
、
第
六
十
九
条
第
一
項
、
第
七
十
条
第
一
項
、
第
七
十
二
条
第
一
項

及
び
第
三
項
、
第
七
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
八
十
五
条
第
三
項
並

び
に
第
九
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公

共
団
体
の
条
例
（
指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
つ
て
は
、
政
令
）
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
道
路
の
附
属
物
で
あ
る
自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場
に
自
動
車

（
道
路
運
送
車
両
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
自
転
車
を
駐
車
さ
せ
る
者
か
ら
、
駐
車
料
金

を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
道
路
交
通
法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規

定
す
る
緊
急
自
動
車
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
自
動
車
又
は
自
転
車
を
駐
車
さ
せ
る

場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２
・
３ 

（
略
） 

 
 

（
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
） 

第
二
十
七
条 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

都
道
府
県
は
、
第
十
七
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
区
間
外
の
国
道
、
都
道

府
県
道
又
は
市
町
村
道
の
維
持
又
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
を
行
う
場
合
に
お

い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ

て
そ
の
権
限
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

５ 

（
略
） 

（
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
） 

第
二
十
七
条 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

（
新
設
） 

   

４ 

（
略
） 

 
 

（
協
議
会
） 

第
二
十
八
条
の
二 

交
通
上
密
接
な
関
連
を
有
す
る
道
路
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
密
接
関
連
道
路
」
と
い
う
。
）
の
管
理
を
行
う
二
以
上
の
道
路
管
理
者
は
、
踏

切
道
密
接
関
連
道
路
（
踏
切
道
改
良
促
進
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五

号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
を
い
う
。
）
そ
の
他
の

密
接
関
連
道
路
の
管
理
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
必
要
な
協
議
を
行
う
た
め
の
協

議
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
組
織
す
る
こ
と
が
で

（
協
議
会
） 

第
二
十
八
条
の
二 

交
通
上
密
接
な
関
連
を
有
す
る
道
路
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
密
接
関
連
道
路
」
と
い
う
。
）
の
管
理
を
行
う
二
以
上
の
道
路
管
理
者
は
、
密

接
関
連
道
路
の
管
理
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
必
要
な
協
議
を
行
う
た
め
の
協
議

会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 
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き
る
。 

２
～
４ 

（
略
） 

 

２
～
４ 

（
略
） 

 
 

（
道
路
と
鉄
道
と
の
交
差
） 

第
三
十
一
条 
道
路
と
鉄
道
事
業
者
等
の
鉄
道
と
が
相
互
に
交
差
す
る
場
合
（
当
該

道
路
が
国
道
で
あ
り
、
か
つ
、
国
土
交
通
大
臣
が
自
ら
そ
の
新
設
又
は
改
築
を
行

う
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
及
び
当
該
鉄
道
事

業
者
等
は
、
当
該
交
差
の
方
式
、
そ
の
構
造
、
工
事
の
施
行
方
法
及
び
費
用
負
担

に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
協
議
し
、
こ
れ
を
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
当
該
道
路
の
交
通
量
又
は
当
該
鉄
道
の
運
転
回
数
が
少
な
い
場
合
、
地
形

上
や
む
を
得
な
い
場
合
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
当
該
交
差
の

方
式
は
、
立
体
交
差
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

   

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
す
る
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
以
外
の
道
路

管
理
者
と
鉄
道
事
業
者
等
と
の
協
議
が
成
立
し
な
い
と
き
は
、
当
該
道
路
の
道
路

管
理
者
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
等
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
裁
定
を
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 

  

３ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
づ
い
て
裁
定
を
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
等
の

意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
道
路
の
道
路
管

理
者
は
、
意
見
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
指
定
区
間
外
の
国
道
に
あ
つ
て

は
当
該
道
路
管
理
者
で
あ
る
都
道
府
県
の
議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
他
の
道
路
に
あ

つ
て
は
当
該
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

  

（
道
路
と
鉄
道
と
の
交
差
） 

第
三
十
一
条 

道
路
と
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
独

立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又
は
鉄
道
事
業
者
の
鉄
道
と

が
相
互
に
交
差
す
る
場
合
（
当
該
道
路
が
国
道
で
あ
り
、
か
つ
、
国
土
交
通
大
臣

が
自
ら
そ
の
新
設
又
は
改
築
を
行
う
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路

の
道
路
管
理
者
は
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
独

立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
と
当

該
交
差
の
方
式
、
そ
の
構
造
、
工
事
の
施
行
方
法
及
び
費
用
負
担
に
つ
い
て
、
あ

ら
か
じ
め
協
議
し
、
こ
れ
を
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
道

路
の
交
通
量
又
は
当
該
鉄
道
の
運
転
回
数
が
少
な
い
場
合
、
地
形
上
や
む
を
得
な

い
場
合
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
当
該
交
差
の
方
式
は
、
立
体

交
差
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
す
る
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
以
外
の
道
路

管
理
者
と
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
独
立
行
政
法

人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又
は
鉄
道
事
業
者
と
の
協
議
が
成
立
し

な
い
と
き
は
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施

設
整
備
支
援
機
構
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又
は

鉄
道
事
業
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
裁
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

第
七
条
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
七
条
第
六
項
中
「
関
係
都
道
府
県
知
事
の
意
見
」
と
あ
る
の
は
「
当

該
道
路
の
道
路
管
理
者
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構

、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者

の
意
見
」
と
、
「
関
係
都
道
府
県
知
事
は
、
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
道
路
の
道
路

管
理
者
は
、
」
と
、
「
当
該
都
道
府
県
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
区
間
外
の
国
道
に
あ
つ
て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
都
道

府
県
の
議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
他
の
道
路
に
あ
つ
て
は
当
該
道
路
管
理
者
で
あ
る

地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
読
み
替
え
る
も
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４ 
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
裁
定
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
と
当
該
鉄
道
事
業

者
等
と
の
協
議
が
成
立
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

 

５ 

国
道
と
鉄
道
事
業
者
等
の
鉄
道
と
が
相
互
に
交
差
す
る
場
合
に
お
い
て
、
国
土

交
通
大
臣
が
自
ら
当
該
国
道
の
新
設
又
は
改
築
を
行
う
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
鉄
道
事
業
者
等
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
交
差
の
方
式

、
そ
の
構
造
、
工
事
の
施
行
方
法
及
び
費
用
負
担
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
の
決
定
前
に
、
国
土
交
通
大
臣
と
当
該
鉄
道
事
業
者
等
と

の
間
に
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い
て
協
議
が
成
立
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

。 

  

６
・
７ 

（
略
） 

の
と
す
る
。 

４ 

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
裁
定
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
と
独
立
行
政
法
人

鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・

債
務
返
済
機
構
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
と
の
協
議
が
成
立
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

５ 

国
道
と
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
独
立
行
政
法

人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又
は
鉄
道
事
業
者
の
鉄
道
と
が
相
互
に

交
差
す
る
場
合
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
自
ら
そ
の
新
設
又
は
改
築
を
行
う

と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸

施
設
整
備
支
援
機
構
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又

は
当
該
鉄
道
事
業
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
交
差
の
方
式
、
そ
の
構
造
、
工
事

の
施
行
方
法
及
び
費
用
負
担
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
大

臣
の
決
定
前
に
、
国
土
交
通
大
臣
と
こ
れ
ら
の
者
と
の
間
に
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ

い
て
協
議
が
成
立
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

６
・
７ 

（
略
） 

 
 

（
道
路
と
鉄
道
と
の
交
差
部
分
の
管
理
の
方
法
） 

第
三
十
一
条
の
二 

指
定
区
間
外
の
国
道
、
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
と
鉄
道
事

業
者
等
の
鉄
道
と
が
相
互
に
交
差
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路
の
道

路
管
理
者
及
び
当
該
鉄
道
事
業
者
等
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
交
差
の
方
式
の
区

分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
、
こ
れ
を
成
立

さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
号
に
規
定
す
る
交
差
部

分
に
つ
い
て
踏
切
道
改
良
促
進
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
つ

た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

立
体
交
差 

当
該
立
体
交
差
に
係
る
道
路
及
び
鉄
道
施
設
の
維
持
、
修
繕
（

当
該
修
繕
を
効
率
的
に
行
う
た
め
の
点
検
を
含
む
。
）
そ
の
他
の
管
理
の
方
法

で
あ
つ
て
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
に
必
要
な
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の 

二 

立
体
交
差
以
外
の
交
差 

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
交
差
部
分

の
管
理
の
方
法
で
あ
つ
て
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
に
必
要
な
も
の
と
し

 

（
新
設
） 
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て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の 

２ 
道
路
管
理
者
又
は
鉄
道
事
業
者
等
の
一
方
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
を
求
め

た
と
き
は
、
当
該
協
議
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き

、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
道
路
管
理
者
又
は
鉄
道
事
業
者
等
の
一
方
が
第
一
項
の
協

議
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
他
の
一
方
が
当
該
協
議
に
応
じ
ず
、
又
は
当
該
協

議
が
調
わ
な
か
つ
た
場
合
で
、
当
該
協
議
を
求
め
た
者
か
ら
申
立
て
が
あ
つ
た
と

き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
認
め
る
場
合

を
除
き
、
当
該
協
議
を
求
め
ら
れ
た
者
に
対
し
、
そ
の
協
議
の
開
始
又
は
再
開
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

指
定
区
間
内
の
国
道
と
鉄
道
事
業
者
等
の
鉄
道
と
が
相
互
に
交
差
し
て
い
る
場

合
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
当
該
鉄
道
事
業
者
等
の
意
見
を
聴
い
て
、

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
交
差
の
方
式
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
管
理

の
方
法
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
に
よ
る
当
該
管
理

の
方
法
の
決
定
前
に
国
土
交
通
大
臣
と
当
該
鉄
道
事
業
者
等
と
の
間
に
当
該
管
理

の
方
法
に
つ
い
て
協
議
が
成
立
し
た
と
き
、
又
は
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
交
差

部
分
に
つ
い
て
踏
切
道
改
良
促
進
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ

つ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

５ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
す
る
と
き
は
、
鉄
道
の

整
備
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
鉄
道
事
業
の
発
達
、
改
善
及
び
調
整
に
特
に
配
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

（
道
路
の
占
用
の
許
可
基
準
） 

第
三
十
三
条 

（
略
） 

２ 

次
に
掲
げ
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
で
前
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め

る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
の
た
め
の
道
路
の
占
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
前
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
許
可
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一
～
三 

（
略
） 

四 

前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
五
号
又
は
第
七
号
に
掲
げ
る
工
作
物
、
物
件
又
は

施
設
の
う
ち
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
防
災
拠
点
自

（
道
路
の
占
用
の
許
可
基
準
） 

第
三
十
三
条 

（
略
） 

２ 

次
に
掲
げ
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
で
前
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め

る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
の
た
め
の
道
路
の
占
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
前
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
許
可
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一
～
三 
（
略
） 

（
新
設
） 
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動
車
駐
車
場
内
に
設
け
ら
れ
る
工
作
物
又
は
施
設
で
、
災
害
応
急
対
策
（
災
害

対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
五
十
条
第
一
項
に

規
定
す
る
災
害
応
急
対
策
を
い
う
。
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
二
第
一
項
及
び

第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
資
す
る
も
の
と
し

て
政
令
で
定
め
る
も
の 

五
・
六 

（
略
） 

３
～
６ 

（
略
） 

     

四
・
五 

（
略
） 

３
～
６ 

（
略
） 

 
 

（
沿
道
区
域
に
お
け
る
土
地
等
の
管
理
者
の
損
害
予
防
義
務
） 

第
四
十
四
条 

道
路
管
理
者
は
、
道
路
の
沿
道
の
土
地
、
竹
木
又
は
工
作
物
が
道
路

の
構
造
に
及
ぼ
す
べ
き
損
害
を
予
防
し
、
又
は
道
路
の
交
通
に
及
ぼ
す
べ
き
危
険

を
防
止
す
る
た
め
、
道
路
に
接
続
す
る
区
域
を
、
条
例
（
指
定
区
間
内
の
国
道
に

あ
つ
て
は
、
政
令
）
で
定
め
る
基
準
に
従
い
、
沿
道
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
道
路
の
各
一
側
に
つ
い
て
幅
二
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
区

域
を
沿
道
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
に
係
る
沿
道
区
域
及
び
次

項
の
規
定
に
よ
る
措
置
の
対
象
と
な
る
土
地
、
竹
木
又
は
工
作
物
を
定
め
る
も
の

と
し
、
道
路
管
理
者
は
、
当
該
指
定
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
こ
れ
ら
の
事
項

を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

沿
道
区
域
の
区
域
内
に
あ
る
土
地
、
竹
木
又
は
工
作
物
（
前
項
の
規
定
に
よ
り

公
示
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
管
理

者
は
、
そ
の
土
地
、
竹
木
又
は
工
作
物
が
道
路
の
構
造
に
損
害
を
及
ぼ
し
、
又
は

交
通
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の

損
害
又
は
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
施
設
の
設
置
そ
の
他
そ
の
損
害
又
は
危
険
を

防
止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

道
路
管
理
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
損
害
又
は
危
険
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
土
地
、
竹
木
又
は
工
作
物
の
管
理

者
に
対
し
て
、
同
項
に
規
定
す
る
施
設
の
設
置
そ
の
他
そ
の
損
害
又
は
危
険
を
防

止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５
～
７ 

（
略
） 

（
沿
道
区
域
に
お
け
る
土
地
等
の
管
理
者
の
損
害
予
防
義
務
） 

第
四
十
四
条 

道
路
管
理
者
は
、
道
路
の
構
造
に
及
ぼ
す
べ
き
損
害
を
予
防
し
、
又

は
道
路
の
交
通
に
及
ぼ
す
べ
き
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
道
路
に
接
続
す
る
区
域

を
、
条
例
（
指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
つ
て
は
、
政
令
）
で
定
め
る
基
準
に
従
い

、
沿
道
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
道
路
の
各
一
側
に
つ
い

て
幅
二
十
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
区
域
を
沿
道
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
沿
道
区
域
を
指
定
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
者

は
、
遅
滞
な
く
そ
の
区
域
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

３ 

沿
道
区
域
内
に
あ
る
土
地
、
竹
木
又
は
工
作
物
の
管
理
者
は
、
そ
の
土
地
、
竹

木
又
は
工
作
物
が
道
路
の
構
造
に
損
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
交
通
に
危
険
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
損
害
又
は
危
険
を
防
止

す
る
た
め
の
施
設
を
設
け
、
そ
の
他
そ
の
損
害
又
は
危
険
を
防
止
す
る
た
め
必
要

な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
４ 
道
路
管
理
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
損
害
又
は
危
険
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
土
地
、
竹
木
又
は
工
作
物
の
管
理

者
に
対
し
て
、
同
項
に
規
定
す
る
施
設
を
設
け
、
そ
の
他
そ
の
損
害
又
は
危
険
を

防
止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５
～
７ 

（
略
） 



 

 

- 27 - 

 
 

（
届
出
対
象
区
域
内
に
お
け
る
工
作
物
の
設
置
の
届
出
等
） 

第
四
十
四
条
の
二 

道
路
管
理
者
は
、
沿
道
区
域
（
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
の
対
象
と
な
る
も
の
と
し
て
工
作
物
が
公
示
さ
れ

た
も
の
に
限
る
。
）
の
全
部
又
は
一
部
の
区
域
を
、
届
出
対
象
区
域
と
し
て
指
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

道
路
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
対
象
区
域
の
指
定
を
し
よ
う
と
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
条
例
（
指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
つ
て
は
、
国
土
交
通
省

令
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め

、
そ
の
旨
及
び
そ
の
区
域
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

届
出
対
象
区
域
の
区
域
内
に
お
い
て
、
工
作
物
（
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

公
示
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
の
設
置
に
関
す
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

当
該
行
為
に
着
手
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、
行
為
の
種
類
、
場
所
、
設
計
又
は
施
行
方
法
、
着
手
予
定
日
そ
の
他
の
条
例
で

定
め
る
事
項
を
道
路
管
理
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

次
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

一 

軽
易
な
行
為
そ
の
他
の
行
為
で
条
例
で
定
め
る
も
の 

二 

非
常
災
害
の
た
め
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
行
う
行
為 

三 

国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
行
う
行
為 

５ 

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
は
、
そ
の
届
出
に
係
る
事
項
の
う
ち
条

例
で
定
め
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
事
項
の
変
更
に
係
る
行

為
に
着
手
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の

旨
を
道
路
管
理
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

道
路
管
理
者
は
、
第
三
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
届
出
に
係
る
行
為
が
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
道
路
の
構
造

に
損
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
又
は
交
通
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
そ
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
そ
の
届
出
に
係
る
行
為
に
関
し
場
所
又

は
設
計
の
変
更
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 

 

（
新
設
） 
 

 
 



 

 

- 28 - 

第
四
十
四
条
の
三 

（
略
） 

第
四
十
四
条
の
二 

（
略
） 

 
 

（
道
路
保
全
立
体
区
域
内
の
制
限
） 

第
四
十
八
条 
道
路
保
全
立
体
区
域
内
に
あ
る
土
地
、
竹
木
又
は
建
築
物
そ
の
他
の

工
作
物
の
所
有
者
又
は
占
有
者
は
、
そ
の
土
地
、
竹
木
又
は
建
築
物
そ
の
他
の
工

作
物
が
道
路
の
構
造
に
損
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
交
通
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
損
害
又
は
危
険
を
防
止
す
る
た
め

の
施
設
の
設
置
そ
の
他
そ
の
損
害
又
は
危
険
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

道
路
管
理
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
損
害
又
は
危
険
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
所
有
者
又
は
占
有
者

に
対
し
て
、
同
項
に
規
定
す
る
施
設
の
設
置
そ
の
他
そ
の
損
害
又
は
危
険
を
防
止

す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３
・
４ 

（
略
） 

（
道
路
保
全
立
体
区
域
内
の
制
限
） 

第
四
十
八
条 

道
路
保
全
立
体
区
域
内
に
あ
る
土
地
、
竹
木
又
は
建
築
物
そ
の
他
の

工
作
物
の
所
有
者
又
は
占
有
者
は
、
そ
の
土
地
、
竹
木
又
は
建
築
物
そ
の
他
の
工

作
物
が
道
路
の
構
造
に
損
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
交
通
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
損
害
又
は
危
険
を
防
止
す
る
た
め

の
施
設
を
設
け
、
そ
の
他
そ
の
損
害
又
は
危
険
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

道
路
管
理
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
損
害
又
は
危
険
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
所
有
者
又
は
占
有
者

に
対
し
て
、
同
項
に
規
定
す
る
施
設
を
設
け
、
そ
の
他
そ
の
損
害
又
は
危
険
を
防

止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３
・
４ 

（
略
） 

 
 

第
九
節
の
二 

防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場 

（
新
設
） 

 
 

（
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の
指
定
） 

第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
二 

国
土
交
通
大
臣
は
、
道
路
の
附
属
物
で
あ
る
自
動
車

駐
車
場
の
う
ち
、
そ
の
規
模
、
そ
の
接
す
る
道
路
の
構
造
及
び
交
通
の
状
況
並
び

に
そ
の
近
傍
に
お
け
る
災
害
応
急
対
策
に
係
る
施
設
の
立
地
そ
の
他
の
事
情
を
勘

案
し
て
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
円
滑
な
避
難
又
は
緊
急
輸
送
の
確
保

を
図
る
た
め
、
重
要
物
流
道
路
の
維
持
（
道
路
の
啓
開
の
た
め
に
行
う
も
の
に
限

る
。
）
そ
の
他
の
広
域
災
害
応
急
対
策
（
一
の
都
道
府
県
の
区
域
を
越
え
て
行
わ

れ
る
緊
急
輸
送
の
確
保
そ
の
他
の
災
害
応
急
対
策
で
あ
つ
て
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
も
の
を
い
う
。
次
条
及
び
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

も
の
に
つ
い
て
、
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
当
該
指
定
に
係
る
自
動
車
駐
車
場
の
道
路
管
理
者
（
国
土
交
通
大
臣

 

（
新
設
） 
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で
あ
る
道
路
管
理
者
を
除
く
。
）
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
を
変
更
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。 

３ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を

公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
、
又
は
廃
止
し
た
と
き
も
、
同
様

と
す
る
。 

 
 

（
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の
利
用
の
禁
止
又
は
制
限
） 

第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
三 

道
路
管
理
者
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る

被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
又
は
災
害
の
速
や
か
な
復
旧
を
図
る
た
め
、
防
災
拠
点
自

動
車
駐
車
場
の
広
域
災
害
応
急
対
策
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
緊
急
に
確
保
す
る

こ
と
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
に

つ
い
て
、
広
域
災
害
応
急
対
策
の
拠
点
と
し
て
の
利
用
以
外
の
利
用
を
禁
止
し
、

又
は
そ
の
利
用
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
新
設
） 

 
 

 

（
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の
利
用
の
制
限
等
の
表
示
） 

第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
四 

道
路
管
理
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
防
災
拠
点
自

動
車
駐
車
場
の
利
用
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の
入
口
そ
の
他
必
要
な
場
所
に
、
禁
止
又
は
制
限

の
対
象
を
明
ら
か
に
し
た
道
路
標
識
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
新
設
） 

 
 

（
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
の
締
結
等
） 

第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五 

道
路
管
理
者
は
、
そ
の
管
理
す
る
防
災
拠
点
自
動
車

駐
車
場
に
つ
い
て
、
災
害
時
に
お
け
る
広
域
災
害
応
急
対
策
の
拠
点
と
し
て
の
機

能
の
確
保
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
道
路
外

災
害
応
急
対
策
施
設
所
有
者
等
（
当
該
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
に
隣
接
す
る
土

地
の
区
域
に
存
す
る
駐
車
場
、
備
蓄
倉
庫
、
発
電
施
設
、
通
信
設
備
そ
の
他
災
害

応
急
対
策
に
必
要
な
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
工
作
物
又
は
施
設
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
道
路
外
災
害
応
急
対
策
施
設
」
と
い
う
。
）
の
所
有
者
又
は
当
該

道
路
外
災
害
応
急
対
策
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
（
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に

道
路
外
災
害
応
急
対
策
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
建
築

 

（
新
設
） 
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物
そ
の
他
の
工
作
物
の
う
ち
当
該
道
路
外
災
害
応
急
対
策
施
設
に
係
る
部
分
の
も

の
）
の
所
有
者
若
し
く
は
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
（
臨
時
設
備
そ
の

他
一
時
的
に
使
用
す
る
施
設
の
た
め
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
除
く

。
）
を
有
す
る
者
を
い
う
。
次
項
及
び
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
七
に
お
い
て
同

じ
。
）
と
の
間
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
協
定
（
以
下
こ
の
条
か

ら
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
七
ま
で
に
お
い
て
「
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定

」
と
い
う
。
）
を
締
結
し
て
、
当
該
道
路
外
災
害
応
急
対
策
施
設
の
管
理
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。 

一 

災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
の
目
的
と
な
る
道
路
外
災
害
応
急
対
策
施
設

（
以
下
こ
の
項
、
次
条
第
三
項
及
び
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
七
に
お
い
て
「

協
定
災
害
応
急
対
策
施
設
」
と
い
う
。
） 

二 

協
定
災
害
応
急
対
策
施
設
の
管
理
の
方
法 

三 

災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
の
有
効
期
間 

四 

災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
に
違
反
し
た
場
合
の
措
置 

五 

次
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
の
掲
示
の
方
法 

六 

そ
の
他
協
定
災
害
応
急
対
策
施
設
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項 

２ 

災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
に
つ
い
て
は
、
道
路
外
災
害
応
急
対
策
施
設
所

有
者
等
の
全
員
の
合
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

（
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
の
縦
覧
等
） 

第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
六 

道
路
管
理
者
は
、
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
を

締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の

旨
を
公
告
し
、
当
該
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
を
当
該
公
告
の
日
か
ら
二
週

間
利
害
関
係
人
の
縦
覧
に
供
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
つ
た
と
き
は
、
利
害
関
係
人
は
、
同
項
の
縦
覧

期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
当
該
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
に
つ
い
て
、
道
路

管
理
者
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

道
路
管
理
者
は
、
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
を
締
結
し
た
と
き
は
、
国
土

交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
公
示
し
、
か
つ
、

当
該
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
の
写
し
を
道
路
管
理
者
の
事
務
所
に
備
え
て

 

（
新
設
） 
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一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
に
お
い
て
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
協
定
災
害
応
急
対
策
施
設
又
は
そ
の
敷
地
内
の
見
や
す
い

場
所
に
、
道
路
管
理
者
の
事
務
所
に
お
い
て
こ
れ
を
閲
覧
に
供
し
て
い
る
旨
を
掲

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

前
条
第
二
項
及
び
前
三
項
の
規
定
は
、
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
に
お
い

て
定
め
た
事
項
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
 

（
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
の
効
力
） 

第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
七 
前
条
第
三
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
示
の
あ
つ
た
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
は

、
そ
の
公
示
の
あ
つ
た
後
に
お
い
て
協
定
災
害
応
急
対
策
施
設
の
道
路
外
災
害
応

急
対
策
施
設
所
有
者
等
と
な
つ
た
者
に
対
し
て
も
、
そ
の
効
力
が
あ
る
も
の
と
す

る
。 

 

（
新
設
） 

    

 
 

（
利
便
施
設
協
定
の
締
結
等
） 

第
四
十
八
条
の
三
十
七 

道
路
管
理
者
は
、
そ
の
管
理
す
る
道
路
に
並
木
、
街
灯
そ

の
他
道
路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
利
便
の
確
保
に
資
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で

定
め
る
工
作
物
又
は
施
設
を
設
け
る
こ
と
が
当
該
道
路
の
構
造
又
は
周
辺
の
土
地

利
用
の
状
況
に
よ
り
困
難
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
道
路
の
通
行
者
又
は
利

用
者
の
利
便
の
確
保
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
道
路
の
区
域

外
に
あ
る
そ
れ
ら
の
工
作
物
又
は
施
設
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
道
路
外
利
便

施
設
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
道
路
外
利
便
施
設
所
有
者
等
（
当
該
道
路
外
利

便
施
設
の
所
有
者
又
は
当
該
道
路
外
利
便
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
（
建
築
物
そ

の
他
の
工
作
物
に
道
路
外
利
便
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当

該
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
う
ち
当
該
道
路
外
利
便
施
設
に
係
る
部
分
の
も
の

）
の
所
有
者
若
し
く
は
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
（
臨
時
設
備
そ
の
他

一
時
的
に
使
用
す
る
施
設
の
た
め
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
除
く
。

）
を
有
す
る
者
を
い
う
。
次
項
及
び
第
四
十
八
条
の
三
十
九
に
お
い
て
同
じ
。
）

と
の
間
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
協
定
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

「
利
便
施
設
協
定
」
と
い
う
。
）
を
締
結
し
て
、
当
該
道
路
外
利
便
施
設
の
管
理

（
利
便
施
設
協
定
の
締
結
等
） 

第
四
十
八
条
の
三
十
七 

道
路
管
理
者
は
、
そ
の
管
理
す
る
道
路
に
並
木
、
街
灯
そ

の
他
道
路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
利
便
の
確
保
に
資
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で

定
め
る
工
作
物
又
は
施
設
を
設
け
る
こ
と
が
当
該
道
路
の
構
造
又
は
周
辺
の
土
地

利
用
の
状
況
に
よ
り
困
難
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
道
路
の
通
行
者
又
は
利

用
者
の
利
便
の
確
保
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
道
路
の
区
域

外
に
あ
る
そ
れ
ら
の
工
作
物
又
は
施
設
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
道
路
外
利
便

施
設
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
道
路
外
利
便
施
設
所
有
者
等
（
当
該
道
路
外
利

便
施
設
の
所
有
者
又
は
当
該
道
路
外
利
便
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
（
建
築
物
そ

の
他
の
工
作
物
に
道
路
外
利
便
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当

該
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
う
ち
当
該
道
路
外
利
便
施
設
に
係
る
部
分
）
の
所

有
者
若
し
く
は
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
（
臨
時
設
備
そ
の
他
一
時
使

用
の
た
め
設
定
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
を
除
く
。
）
を
有
す
る
者
を
い
う

。
次
項
及
び
第
四
十
八
条
の
三
十
九
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
の
間
に
お
い
て
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
協
定
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
利
便
施
設
協
定
」
と

い
う
。
）
を
締
結
し
て
、
当
該
道
路
外
利
便
施
設
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
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を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

一
～
六 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

。 一
～
六 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

 
 

（
踏
切
道
の
改
良
へ
の
協
力
） 

第
四
十
八
条
の
五
十
一 

道
路
協
力
団
体
は
、
踏
切
道
改
良
促
進
法
第
四
条
第
八
項

及
び
第
九
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
五
条
第
二
項
又
は
第
六
条
第
三
項
（
同

条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
踏
切
道
改
良
計
画

又
は
同
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
踏
切
道
改
良
計
画
に
道
路
協
力
団
体
の

協
力
が
必
要
な
事
項
が
記
載
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
又
は

国
踏
切
道
改
良
計
画
に
基
づ
き
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
が
実
施
す
る
踏
切

道
（
同
法
第
二
条
に
規
定
す
る
踏
切
道
を
い
う
。
）
の
改
良
に
協
力
す
る
も
の
と

す
る
。 

（
踏
切
道
の
改
良
へ
の
協
力
） 

第
四
十
八
条
の
五
十
一 

道
路
協
力
団
体
は
、
踏
切
道
改
良
促
進
法
（
昭
和
三
十
六

年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
条
第
六
項
（
同
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
同
意
を
し
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
踏
切

道
改
良
計
画
又
は
同
法
第
五
条
第
三
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
同
意
を
し
た

同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
踏
切
道
改
良
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
同
意
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
等
」
と
い
う
。
）
に
道
路
協
力
団
体
の
協
力
が
必

要
な
事
項
が
記
載
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
同
意
地
方
踏
切
道
改
良
計
画
等
に
基
づ

き
鉄
道
事
業
者
及
び
道
路
管
理
者
が
実
施
す
る
踏
切
道
（
同
法
第
二
条
に
規
定
す

る
踏
切
道
を
い
う
。
）
の
改
良
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

（
負
担
金
の
通
知
及
び
納
入
手
続
等
） 

第
六
十
三
条 

第
四
十
四
条
の
三
第
七
項
及
び
第
五
十
八
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定

に
よ
る
負
担
金
の
額
の
通
知
及
び
納
入
手
続
そ
の
他
負
担
金
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
政
令
で
定
め
る
。 

（
負
担
金
の
通
知
及
び
納
入
手
続
等
） 

第
六
十
三
条 

第
四
十
四
条
の
二
第
七
項
及
び
第
五
十
八
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定

に
よ
る
負
担
金
の
額
の
通
知
及
び
納
入
手
続
そ
の
他
負
担
金
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
政
令
で
定
め
る
。 

 
 

（
収
入
の
帰
属
） 

第
六
十
四
条 

第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
駐
車
料
金
及
び
同
条
第

三
項
（
第
四
十
八
条
の
三
十
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
基
づ
く
割
増
金
、
第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
料
金
、
第
四
十
八
条
の

七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
連
結
料
、
第
四
十
四
条
の
三
第
七
項
、
第
五
十
八
条

か
ら
第
六
十
一
条
ま
で
及
び
第
六
十
二
条
後
段
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金
、
第
四

十
八
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
停
留
料
金
並
び
に
自
動
車
駐
車
場
等

運
営
権
の
設
定
の
対
価
は
、
道
路
管
理
者
の
収
入
と
し
、
第
三
十
九
条
の
規
定
に

基
づ
く
占
用
料
は
、
政
令
で
定
め
る
区
分
に
従
い
、
道
路
管
理
者
又
は
第
十
三
条

（
収
入
の
帰
属
） 

第
六
十
四
条 

第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
駐
車
料
金
及
び
同
条
第

三
項
（
第
四
十
八
条
の
三
十
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
基
づ
く
割
増
金
、
第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
料
金
、
第
四
十
八
条
の

七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
連
結
料
、
第
四
十
四
条
の
二
第
七
項
、
第
五
十
八
条

か
ら
第
六
十
一
条
ま
で
及
び
第
六
十
二
条
後
段
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金
、
第
四

十
八
条
の
三
十
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
停
留
料
金
並
び
に
自
動
車
駐
車
場
等

運
営
権
の
設
定
の
対
価
は
、
道
路
管
理
者
の
収
入
と
し
、
第
三
十
九
条
の
規
定
に

基
づ
く
占
用
料
は
、
政
令
で
定
め
る
区
分
に
従
い
、
道
路
管
理
者
又
は
第
十
三
条
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第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
区
間
内
の
国
道
の
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
以
外

の
管
理
を
行
う
都
道
府
県
若
し
く
は
指
定
市
の
収
入
と
す
る
。 

２ 

（
略
） 

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
区
間
内
の
国
道
の
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
以
外

の
管
理
を
行
う
都
道
府
県
若
し
く
は
指
定
市
の
収
入
と
す
る
。 

２ 

（
略
） 

 
 

（
道
路
予
定
区
域
） 

第
九
十
一
条 

（
略
） 

２ 

道
路
の
区
域
が
決
定
さ
れ
た
後
道
路
の
供
用
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い

て
も
、
道
路
管
理
者
が
当
該
区
域
に
つ
い
て
の
土
地
に
関
す
る
権
原
を
取
得
し
た

後
に
お
い
て
は
、
当
該
区
域
又
は
当
該
区
域
内
に
設
置
さ
れ
た
道
路
の
附
属
物
と

な
る
べ
き
も
の
（
以
下
「
道
路
予
定
区
域
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
四
条

、
第
三
章
第
三
節
、
第
四
十
三
条
、
第
四
十
四
条
か
ら
第
四
十
四
条
の
三
ま
で
、

第
四
十
七
条
の
十
一
、
第
四
十
八
条
、
第
四
十
八
条
の
四
十
五
（
第
三
十
二
条
第

一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
七
十
一
条
、
第

七
十
二
条
、
第
七
十
二
条
の
二
（
第
二
項
を
除
く
。
）
、
第
七
十
三
条
、
第
七
十

五
条
、
第
八
十
七
条
及
び
次
条
か
ら
第
九
十
五
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

３
・
４ 

（
略
） 

（
道
路
予
定
区
域
） 

第
九
十
一
条 

（
略
） 

２ 

道
路
の
区
域
が
決
定
さ
れ
た
後
道
路
の
供
用
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い

て
も
、
道
路
管
理
者
が
当
該
区
域
に
つ
い
て
の
土
地
に
関
す
る
権
原
を
取
得
し
た

後
に
お
い
て
は
、
当
該
区
域
又
は
当
該
区
域
内
に
設
置
さ
れ
た
道
路
の
附
属
物
と

な
る
べ
き
も
の
（
以
下
「
道
路
予
定
区
域
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
四
条

、
第
三
章
第
三
節
、
第
四
十
三
条
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
四
条
の
二
、
第
四
十

七
条
の
十
一
、
第
四
十
八
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
二
条
、
第
七
十
二
条
の
二

（
第
二
項
を
除
く
。
）
、
第
七
十
三
条
、
第
七
十
五
条
、
第
八
十
七
条
及
び
次
条

か
ら
第
九
十
五
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

 

３
・
４ 

（
略
） 

 
 

（
都
道
府
県
公
安
委
員
会
と
の
調
整
） 

第
九
十
五
条
の
二 

道
路
管
理
者
は
、
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
（

高
速
自
動
車
国
道
及
び
自
動
車
専
用
道
路
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ

。
）
に
区
画
線
（
道
路
交
通
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
第
十

六
号
の
道
路
標
示
と
み
な
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。

）
を
設
け
、
第
四
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
第
四
十
七
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
若
し
く
は
制
限
し
、
第
四
十
八
条
の

二
十
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
の
指
定
を

し
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
三
の
規
定
に
よ
り
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の
利

用
を
禁
止
し
、
若
し
く
は
制
限
し
、
又
は
横
断
歩
道
橋
を
設
け
、
道
路
の
交
差
部

分
及
び
そ
の
付
近
の
道
路
の
部
分
の
改
築
で
政
令
で
定
め
る
も
の
若
し
く
は
歩
行

安
全
改
築
を
行
い
、
道
路
上
に
道
路
の
附
属
物
で
あ
る
自
動
車
駐
車
場
を
設
け
、

若
し
く
は
道
路
に
接
し
て
特
定
車
両
停
留
施
設
を
設
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当

（
都
道
府
県
公
安
委
員
会
と
の
調
整
） 

第
九
十
五
条
の
二 

道
路
管
理
者
は
、
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
（

高
速
自
動
車
国
道
及
び
自
動
車
専
用
道
路
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ

。
）
に
区
画
線
（
道
路
交
通
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
第
十

六
号
の
道
路
標
示
と
み
な
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。

）
を
設
け
、
第
四
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
第
四
十
七
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
若
し
く
は
制
限
し
、
第
四
十
八
条
の

二
十
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
の
指
定
を

し
、
又
は
横
断
歩
道
橋
を
設
け
、
道
路
の
交
差
部
分
及
び
そ
の
付
近
の
道
路
の
部

分
の
改
築
で
政
令
で
定
め
る
も
の
若
し
く
は
歩
行
安
全
改
築
を
行
い
、
道
路
上
に

道
路
の
附
属
物
で
あ
る
自
動
車
駐
車
場
を
設
け
、
若
し
く
は
道
路
に
接
し
て
特
定

車
両
停
留
施
設
を
設
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
地
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県

公
安
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
四
十
六
条
第
一
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該
地
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
た
だ
し
、
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
若
し

く
は
制
限
し
、
又
は
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
三
の
規
定
に
よ
り
防
災
拠
点
自
動

車
駐
車
場
の
利
用
を
禁
止
し
、
若
し
く
は
制
限
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、

緊
急
を
要
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

も
の
と
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
事
後
に
お
い
て
、
速
や
か
に
当
該
禁
止
又
は
制
限

の
内
容
及
び
理
由
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

（
略
） 

項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お

い
て
、
緊
急
を
要
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
も
の
と
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
事
後
に
お
い
て
、
速
や
か
に
当
該
禁
止
又

は
制
限
の
内
容
及
び
理
由
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

   

２ 

（
略
） 

 
 

（
事
務
の
区
分
） 

第
九
十
七
条 

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
事
務
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号

に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
次
項
に
お
い
て
「
第
一
号
法
定
受
託
事
務

」
と
い
う
。
）
と
す
る
。 

一 

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
、
指
定
市
又
は
第
十
七
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
都
道
府
県
の
同
意
を
得
た
市
（
次
項
に
お
い
て
「
都
道
府
県
等
」
と

い
う
。
）
が
、
指
定
区
間
外
の
国
道
の
道
路
管
理
者
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
事
務
（
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
（
第
四
十
八
条
の

三
十
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
九
条
第
一
項

（
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
四
条

第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
七
条
の
二
第
三
項
、
第
四
十
八
条
の
三

十
五
第
一
項
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
四
条
第
一
項
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
第
十
九
条
第
二
項
、
第
五
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七

条
第
六
項
、
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

十
九
条
の
二
第
二
項
、
第
五
十
四
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条

第
六
項
、
第
五
十
五
条
第
一
項
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条

第
三
項
、
第
五
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
第
六
項
、
第
五
十

八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
六
十
条
、
第
六
十
一
条

第
一
項
、
第
六
十
九
条
第
一
項
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四

（
事
務
の
区
分
） 

第
九
十
七
条 

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
事
務
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
一
号

に
規
定
す
る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
次
項
に
お
い
て
「
第
一
号
法
定
受
託
事
務

」
と
い
う
。
）
と
す
る
。 

一 

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
、
指
定
市
又
は
第
十
七
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
都
道
府
県
の
同
意
を
得
た
市
（
次
項
に
お
い
て
「
都
道
府
県
等
」
と

い
う
。
）
が
、
指
定
区
間
外
の
国
道
の
道
路
管
理
者
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
事
務
（
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
（
第
四
十
八
条
の

三
十
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
九
条
第
一
項

（
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
四
条

第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
七
条
の
二
第
三
項
、
第
四
十
八
条
の
三

十
五
第
一
項
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
四
条
第
一
項
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
第
十
九
条
第
二
項
、
第
五
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七

条
第
六
項
、
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

十
九
条
の
二
第
二
項
、
第
五
十
四
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条

第
六
項
、
第
五
十
五
条
第
一
項
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条

第
三
項
、
第
五
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
第
六
項
、
第
五
十

八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
六
十
条
、
第
六
十
一
条

第
一
項
、
第
六
十
九
条
第
一
項
並
び
に
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
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条
第
六
項
及
び
第
七
項
、
第
七
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
七
十

一
条
第
四
項
（
道
路
監
理
員
の
任
命
に
係
る
部
分
に
限
り
、
第
九
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十
二
条
第
一
項
（
第
九
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十
二
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
七
十
二
条
第
三
項

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
、
第
七
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
十
一
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十
五
条
第
五
項
並
び
に

同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八

十
五
条
第
三
項
、
第
九
十
一
条
第
三
項
並
び
に
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
四
十
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
指
定
区
間
外
の
国
道
を
構
成
し
て
い
た
不
用
物
件

の
管
理
者
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
（
第
九
十
五
条
（
第
九

十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
処
理
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
） 

二
・
三 

（
略
） 

四 

第
十
七
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
国
道
に
関
し
て
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
事
務 

五 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

十
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
、
第
七
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第

七
十
一
条
第
四
項
（
道
路
監
理
員
の
任
命
に
係
る
部
分
に
限
り
、
第
九
十
一
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十
二
条
第
一
項
（
第
九

十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十
二
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
並
び
に
第
七
十
二
条
第

三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
七
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十
五
条
第
五
項
並

び
に
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
（
こ

れ
ら
の
規
定
を
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
八
十
五
条
第
三
項
、
第
九
十
一
条
第
三
項
並
び
に
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準

用
す
る
第
四
十
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
指
定
区
間
外
の
国
道
を
構
成
し
て
い
た
不
用

物
件
の
管
理
者
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
（
第
九
十
五
条
（

第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
処

理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
） 

二
・
三 

（
略
） 

（
新
設
） 

 

四 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

 
 

（
権
限
の
委
任
） 

第
九
十
七
条
の
二 

こ
の
法
律
及
び
こ
の
法
律
に
基
づ
く
政
令
に
規
定
す
る
国
土
交

通
大
臣
の
権
限
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一
部
を
地
方
整
備
局

長
又
は
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
裁
定
、
同
条
第
五
項
本
文
及
び
第
三
十
一
条
の
二
第
四
項

本
文
の
規
定
に
よ
る
決
定
並
び
に
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
つ
い
て
は

、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
権
限
の
委
任
） 

第
九
十
七
条
の
二 

こ
の
法
律
及
び
こ
の
法
律
に
基
づ
く
政
令
に
規
定
す
る
国
土
交

通
大
臣
の
権
限
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一
部
を
地
方
整
備
局

長
又
は
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
裁
定
及
び
同
条
第
五
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
つ
い

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 
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第
百
条 

偽
計
又
は
威
力
を
用
い
て
、
占
用
入
札
等
の
公
正
を
害
す
べ
き
行
為
を
し

た
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
二
百
五

十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。 

２ 

占
用
入
札
等
に
つ
き
、
公
正
な
価
額
を
害
し
又
は
不
正
な
利
益
を
得
る
目
的
で

、
談
合
し
た
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。 

第
百
条 

偽
計
又
は
威
力
を
用
い
て
、
占
用
入
札
等
の
公
正
を
害
す
べ
き
行
為
を
し

た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
二
百
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又

は
こ
れ
を
併
科
す
る
。 

２ 

占
用
入
札
等
に
つ
き
、
公
正
な
価
額
を
害
し
又
は
不
正
な
利
益
を
得
る
目
的
で

、
談
合
し
た
者
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。 

 
 

第
百
一
条 

み
だ
り
に
道
路
（
高
速
自
動
車
国
道
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
損
壊
し
、
若
し
く
は
道
路
の
附
属
物
を
移
転
し
、
若
し
く
は
損
壊
し

て
道
路
の
効
用
を
害
し
、
又
は
道
路
に
お
け
る
交
通
に
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
と
き

は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
。 

第
百
一
条 

み
だ
り
に
道
路
（
高
速
自
動
車
国
道
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
損
壊
し
、
若
し
く
は
道
路
の
附
属
物
を
移
転
し
、
若
し
く
は
損
壊
し

て
道
路
の
効
用
を
害
し
、
又
は
道
路
に
お
け
る
交
通
に
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
者
は

、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

 
 

第
百
二
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た

者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

一 

第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
道
路
又
は
道
路
予
定
区
域
を
占
用
し
た
と
き

。 

二 

第
三
十
七
条
第
一
項
又
は
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
又
は
制
限
に
違
反
し
て
道
路
又
は
道
路
予
定

区
域
を
占
用
し
た
と
き
。 

三 

第
四
十
三
条
（
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。 

四 

正
当
の
事
由
が
な
く
て
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
土
地
の
一
時
使

用
又
は
土
石
、
竹
木
そ
の
他
の
物
件
の
使
用
、
収
用
若
し
く
は
処
分
を
拒
み
、

又
は
妨
げ
た
と
き
。 

第
百
二
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五

十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

一 

第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
道
路
又
は
道
路
予
定
区
域
を
占
用
し
た
者 

 

二 

第
三
十
七
条
第
一
項
又
は
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
又
は
制
限
に
違
反
し
て
道
路
又
は
道
路
予
定

区
域
を
占
用
し
た
者 

三 

第
四
十
三
条
（
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
違
反
し
た
者 

四 

正
当
の
事
由
が
な
く
て
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
土
地
の
一
時
使

用
又
は
土
石
、
竹
木
そ
の
他
の
物
件
の
使
用
、
収
用
若
し
く
は
処
分
を
拒
み
、

又
は
妨
げ
た
者 

 
 

第
百
三
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た

者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

一 

第
三
十
二
条
第
三
項
（
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
道
路
又
は
道
路
予
定
区
域
を
占
用
し
た
と
き
。 

第
百
三
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
三

十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

一 

第
三
十
二
条
第
三
項
（
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
道
路
又
は
道
路
予
定
区
域
を
占
用
し
た
者 
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二 

第
三
十
九
条
の
九
（
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。 

三 
第
四
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
又
は
制
限
に
違
反
し

て
道
路
を
通
行
し
た
と
き
。 

四 

第
四
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
又
は
制
限
に
違
反
し
て
水
底
ト
ン

ネ
ル
を
通
行
し
た
と
き
。 

五 

第
四
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
若
し
く
は
制
限
に
違
反
し
、
又
は

同
項
の
規
定
に
よ
り
通
行
が
禁
止
さ
れ
、
若
し
く
は
制
限
さ
れ
て
い
る
道
路
の

通
行
に
関
し
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
が
付
し
た

条
件
に
違
反
し
て
道
路
を
通
行
し
た
と
き
。 

六 

第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
同
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め

る
最
高
限
度
を
超
え
る
車
両
の
通
行
に
関
し
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
道
路
管
理
者
が
付
し
た
条
件
に
違
反
し
て
車
両
を
通
行
さ
せ
て
い
る
者

に
対
す
る
第
四
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
命
令
（
第

七
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
監
理
員
の
命
令
を
含
む
。
）
に
違
反
し

た
と
き
。 

七 

第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
三
の
規
定
に
よ
る
禁
止
又
は
制
限
に
違
反
し
て
防

災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
を
利
用
し
た
と
き
。 

八 

第
四
十
八
条
の
三
十
二
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
特
定
車
両

停
留
施
設
に
車
両
を
停
留
さ
せ
た
と
き
。 

九 

第
六
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
土
地
の
立
入
り
又
は
一
時
使
用
を
拒
み
、

又
は
妨
げ
た
と
き
。 

十 

第
九
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。 

二 

第
三
十
九
条
の
九
（
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
命
令
に
違
反
し
た
者 

三 

第
四
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
又
は
制
限
に
違
反
し

て
道
路
を
通
行
し
た
者 

四 

第
四
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
又
は
制
限
に
違
反
し
て
水
底
ト
ン

ネ
ル
を
通
行
し
た
者 

五 

第
四
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
若
し
く
は
制
限
に
違
反
し
、
又
は

同
項
の
規
定
に
よ
り
通
行
が
禁
止
さ
れ
、
若
し
く
は
制
限
さ
れ
て
い
る
道
路
の

通
行
に
関
し
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
が
付
し
た

条
件
に
違
反
し
て
道
路
を
通
行
し
た
者 

六 

第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
同
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め

る
最
高
限
度
を
超
え
る
車
両
の
通
行
に
関
し
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
道
路
管
理
者
が
付
し
た
条
件
に
違
反
し
て
車
両
を
通
行
さ
せ
て
い
る
者

に
対
す
る
第
四
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
命
令
（
第

七
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
監
理
員
の
命
令
を
含
む
。
）
に
違
反
し

た
者 

（
新
設
） 

 

七 

第
四
十
八
条
の
三
十
二
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
特
定
車
両

停
留
施
設
に
車
両
を
停
留
さ
せ
た
者 

八 

第
六
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
土
地
の
立
入
り
又
は
一
時
使
用
を
拒
み
、

又
は
妨
げ
た
者 

九 

第
九
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者 

 
 

第
百
四
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た

者
は
、
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

一 

第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
同
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め

る
最
高
限
度
を
超
え
る
車
両
の
通
行
に
関
し
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
道
路
管
理
者
が
付
し
た
条
件
に
違
反
し
て
車
両
を
通
行
さ
せ
た
と
き
。 

二 

第
四
十
七
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
違
反
し
て
許
可
証
を
備
え
付
け
な
か
つ

第
百
四
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

す
る
。 

一 
第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
、
又
は
同
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め

る
最
高
限
度
を
超
え
る
車
両
の
通
行
に
関
し
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
道
路
管
理
者
が
付
し
た
条
件
に
違
反
し
て
車
両
を
通
行
さ
せ
た
者 

二 

第
四
十
七
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
違
反
し
て
許
可
証
を
備
え
付
け
な
か
つ
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た
と
き
。 

三 
第
四
十
七
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
命
令
に
違
反
し
た

と
き
。 

四 

第
七
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
（
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
こ
れ
ら

の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
命
令
に

違
反
し
た
と
き
。 

五 

第
七
十
一
条
第
四
項
（
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
道
路
監
理
員
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。 

た
者 

三 

第
四
十
七
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
命
令
に
違
反
し
た

者 

四 

第
七
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
（
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
こ
れ
ら

の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
命
令
に

違
反
し
た
者 

五 

第
七
十
一
条
第
四
項
（
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
道
路
監
理
員
の
命
令
に
違
反
し
た
者 

 
 

第
百
五
条 

第
四
十
三
条
の
二
、
第
四
十
八
条
第
四
項
、
第
四
十
八
条
の
十
二
若
し

く
は
第
四
十
八
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
命
令
又
は
第
四
十
七
条

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
政
令
で
定
め
る
基
準
を
超
え
る
車
両
を
通
行
さ
せ
て
い
る

者
に
対
す
る
第
四
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
命
令
に
違

反
し
た
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

る
。
第
七
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
監
理
員
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き

に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。 

第
百
五
条 

第
四
十
三
条
の
二
、
第
四
十
八
条
第
四
項
、
第
四
十
八
条
の
十
二
若
し

く
は
第
四
十
八
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
命
令
又
は
第
四
十
七
条

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
政
令
で
定
め
る
基
準
を
超
え
る
車
両
を
通
行
さ
せ
て
い
る

者
に
対
す
る
第
四
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
命
令
に
違

反
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
第
七
十
一
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
る
道
路
監
理
員
の
命
令
に
違
反
し
た
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。 

 
 

第
百
六
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た

者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

一 

第
四
十
四
条
第
四
項
又
は
第
四
十
八
条
第
二
項
（
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理

者
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。 

二 

第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
届
出
を
せ
ず

、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
て
、
同
条
第
三
項
又
は
第
五
項
に
規
定
す
る
行
為
を

し
た
と
き
。 

三 

第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
報
告
を
せ
ず

、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、

若
し
く
は
妨
げ
た
と
き
。 

第
百
六
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
す
る
。 

一 

第
四
十
四
条
第
四
項
又
は
第
四
十
八
条
第
二
項
（
第
九
十
一
条
第
二
項
に

お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
道
路

管
理
者
の
命
令
に
違
反
し
た
者 

（
新
設
） 

  
二 
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
報
告
を
せ

ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒

み
、
若
し
く
は
妨
げ
た
者 

 
 



 

 

- 39 - 

第
百
九
条 

第
十
三
条
第
二
項
、
第
二
十
七
条
、
第
四
十
八
条
の
十
九
第
二
項
又
は

第
四
十
八
条
の
二
十
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
そ
の
権

限
を
行
う
者
は
、
本
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
と
み
な
す
。 

第
百
九
条 

第
十
三
条
第
二
項
、
第
二
十
七
条
又
は
第
四
十
八
条
の
十
九
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
そ
の
権
限
を
行
う
者
は
、
本
章
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
と
み
な
す
。 
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〇 

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
（
抄
）
（
第
三
条
関
係
） 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 
 

（
機
構
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
） 

第
八
条 

機
構
は
、
会
社
が
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
高
速
道
路
を
新
設

し
、
若
し
く
は
改
築
す
る
場
合
又
は
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
高
速
道
路
の
維

持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
高
速
道
路
の
道
路

管
理
者
に
代
わ
つ
て
、
そ
の
権
限
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
を
行
う
も
の
と
す

る
。 

一
～
二
十
三 

（
略
） 

二
十
三
の
二 

道
路
法
第
四
十
四
条
の
二
第
六
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
講
ず

べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
。 

二
十
四 

道
路
法
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
自
ら

除
去
し
、
又
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
に
除
去
さ
せ
、
同
法

第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
保
管
し
、
同
法
第
四

十
四
条
の
三
第
三
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
同
法
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
（
同

法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

り
違
法
放
置
等
物
件
を
売
却
し
、
及
び
代
金
を
保
管
し
、
並
び
に
同
法
第
四

十
四
条
の
三
第
五
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
廃
棄
す
る
こ
と
。 

二
十
五 

道
路
法
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
七
条
の
五
、
第
四
十
八
条
の

十
一
第
二
項
及
び
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
四
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
べ
き

道
路
標
識
又
は
区
画
線
を
定
め
る
こ
と
。 

（
機
構
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
） 

第
八
条 

機
構
は
、
会
社
が
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
高
速
道
路
を
新
設

し
、
若
し
く
は
改
築
す
る
場
合
又
は
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
高
速
道
路
の
維

持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
高
速
道
路
の
道
路

管
理
者
に
代
わ
つ
て
、
そ
の
権
限
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
を
行
う
も
の
と
す

る
。 

一
～
二
十
三 

（
略
） 

（
新
設
） 

  

二
十
四 

道
路
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
自
ら

除
去
し
、
又
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
に
除
去
さ
せ
、
同
法

第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
保
管
し
、
同
法
第
四

十
四
条
の
二
第
三
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
同
法
第
四
十
四
条
の
二
第
四
項
（
同

法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

り
違
法
放
置
等
物
件
を
売
却
し
、
及
び
代
金
を
保
管
し
、
並
び
に
同
法
第
四

十
四
条
の
二
第
五
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
廃
棄
す
る
こ
と
。 

二
十
五 
道
路
法
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
七
条
の
五
及
び
第
四
十
八
条

の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
べ
き
道
路
標
識
又
は
区
画
線
を
定
め

る
こ
と
。 
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二
十
六
～
三
十
四 

（
略
） 

三
十
四
の
二 

道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
三
の
規
定
に
よ
り
防
災
拠
点

自
動
車
駐
車
場
の
利
用
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
る
こ
と
。 

三
十
五
～
四
十
一 

（
略
） 

二
十
六
～
三
十
四 

（
略
） 

（
新
設
） 

 

三
十
五
～
四
十
一 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

機
構
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
速
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
そ

の
権
限
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
権
限
が
同
項
第
一
号
、
第
三

号
、
第
五
号
、
第
六
号
、
第
九
号
、
第
十
一
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
、
第
二

十
三
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
、
第
二
十
七
号
か
ら
第
二
十
九
号
ま
で
、
第
三

十
一
号
か
ら
第
三
十
三
号
ま
で
又
は
第
三
十
四
号
の
二
か
ら
第
四
十
号
ま
で
に

掲
げ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
会
社
の
意
見
を
聴
き
、
同
項
第

一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
又
は
第
九
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限
（
同

項
第
二
号
に
掲
げ
る
権
限
に
あ
つ
て
は
高
速
自
動
車
国
道
法
第
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
、
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
権
限
に
あ
つ

て
は
道
路
法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
会
社
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
に
限
る
。
）
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て

は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
会
社
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

第
一
項
第
三
号
、
第
四
号
、
第
十
三
号
、
第
十
四
号
、
第
十
八
号
、
第
十
九

号
、
第
二
十
八
号
、
第
三
十
三
号
、
第
三
十
四
号
、
第
三
十
五
号
及
び
第
四
十

号
の
規
定
に
よ
り
高
速
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
機
構
が
行
う
許
可
、

承
認
又
は
認
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
に
提
出
す
べ
き
申
請
書
そ
の
他
の
書
類
は

、
会
社
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
道
路
法
第
三
十

二
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
道
路
管
理
者
」
と
あ
る

の
は
、
「
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
会
社
（
以
下
「

会
社
」
と
い
う
。
）
」
と
す
る
。 

６
～
10 

（
略
） 
 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

機
構
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
高
速
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
そ

の
権
限
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
権
限
が
同
項
第
一
号
、
第
三

号
、
第
五
号
、
第
六
号
、
第
九
号
、
第
十
一
号
か
ら
第
二
十
一
号
ま
で
、
第
二

十
三
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
、
第
二
十
七
号
か
ら
第
二
十
九
号
ま
で
、
第
三

十
一
号
か
ら
第
三
十
三
号
ま
で
又
は
第
三
十
五
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
に
掲
げ

る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
会
社
の
意
見
を
聴
き
、
同
項
第
一
号

か
ら
第
七
号
ま
で
又
は
第
九
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限
（
同
項
第

二
号
に
掲
げ
る
権
限
に
あ
つ
て
は
高
速
自
動
車
国
道
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定

す
る
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
、
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
権
限
に
あ
つ
て
は

道
路
法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
会
社
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
に
限
る
。
）
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、

遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
会
社
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

第
一
項
第
三
号
、
第
四
号
、
第
十
三
号
、
第
十
四
号
、
第
十
八
号
、
第
十
九

号
、
第
二
十
八
号
、
第
三
十
三
号
か
ら
第
三
十
五
号
ま
で
及
び
第
四
十
号
の
規

定
に
よ
り
高
速
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
機
構
が
行
う
許
可
、
承
認
又

は
認
定
に
つ
い
て
は
、
機
構
に
提
出
す
べ
き
申
請
書
そ
の
他
の
書
類
は
、
会
社

を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
道
路
法
第
三
十
二
条
第

四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
道
路
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
、

「
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
会
社
（
以
下
「
会
社
」

と
い
う
。
）
」
と
す
る
。 

６
～
10 

（
略
） 

 

 
 

（
会
社
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
） 

第
九
条 

会
社
は
、
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
高
速
道
路
を
新
設
し
、
若

し
く
は
改
築
す
る
場
合
又
は
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
高
速
道
路
の
維
持
、
修
繕

（
会
社
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
） 

第
九
条 

会
社
は
、
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
高
速
道
路
を
新
設
し
、
若

し
く
は
改
築
す
る
場
合
又
は
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
高
速
道
路
の
維
持
、
修
繕
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及
び
災
害
復
旧
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
高
速
道
路
の
道
路
管
理
者
に

代
わ
つ
て
、
そ
の
権
限
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一
～
九 
（
略
） 

十 

道
路
法
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
自
ら
除
去

し
、
又
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
に
除
去
さ
せ
、
同
法
第
四

十
四
条
の
三
第
二
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
保
管
し
、
同
法
第
四
十
四

条
の
三
第
三
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
同
法
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
（
同
法
第

九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違

法
放
置
等
物
件
を
売
却
し
、
及
び
代
金
を
保
管
し
、
並
び
に
同
法
第
四
十
四

条
の
三
第
五
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
廃
棄
す
る
こ
と
。 

十
一 

前
条
第
一
項
第
二
十
五
号
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
定
め
た
道
路
標
識
又

は
区
画
線
を
、
道
路
法
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
七
条
の
五
、
第
四
十

八
条
の
十
一
第
二
項
及
び
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
四
の
規
定
に
よ
り
設
け

る
こ
と
。 

十
二
～
十
四 

（
略
） 

及
び
災
害
復
旧
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
高
速
道
路
の
道
路
管
理
者
に

代
わ
つ
て
、
そ
の
権
限
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一
～
九 

（
略
） 

十 

道
路
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
自
ら
除
去

し
、
又
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
に
除
去
さ
せ
、
同
法
第
四

十
四
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
保
管
し
、
同
法
第
四
十
四

条
の
二
第
三
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
同
法
第
四
十
四
条
の
二
第
四
項
（
同
法
第

九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違

法
放
置
等
物
件
を
売
却
し
、
及
び
代
金
を
保
管
し
、
並
び
に
同
法
第
四
十
四

条
の
二
第
五
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
廃
棄
す
る
こ
と
。 

十
一 

前
条
第
一
項
第
二
十
五
号
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
定
め
た
道
路
標
識
又

は
区
画
線
を
、
道
路
法
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
七
条
の
五
及
び
第
四

十
八
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
こ
と
。 

 

十
二
～
十
四 

（
略
） 

２
～
４ 

（
略
） 

５ 

高
速
自
動
車
国
道
と
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構

、
機
構
又
は
鉄
道
事
業
者
（
以
下
「
鉄
道
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
の
鉄
道
と

が
相
互
に
交
差
す
る
場
合
に
お
い
て
、
会
社
が
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け

て
当
該
高
速
自
動
車
国
道
の
新
設
又
は
改
築
を
行
う
と
き
は
、
会
社
及
び
当
該

鉄
道
事
業
者
等
は
、
高
速
自
動
車
国
道
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
当
該
交
差
の
構
造
、
工
事
の
施
行
方
法
及
び
費
用
負
担
に
つ
い
て
、
あ

ら
か
じ
め
協
議
し
、
こ
れ
を
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

会
社
が
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う
高
速
道

路
と
鉄
道
事
業
者
等
の
鉄
道
と
が
相
互
に
交
差
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、

会
社
及
び
当
該
鉄
道
事
業
者
等
は
、
道
路
法
第
三
十
一
条
の
二
第
四
項
又
は
高

２
～
４ 

（
略
） 

５ 

会
社
は
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
機
構
又

は
鉄
道
事
業
者
の
鉄
道
と
相
互
に
交
差
す
る
高
速
自
動
車
国
道
の
新
設
又
は
改

築
を
行
う
と
き
は
、
高
速
自
動
車
国
道
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
機
構
又
は
当

該
鉄
道
事
業
者
と
当
該
交
差
の
構
造
、
工
事
の
施
行
方
法
及
び
費
用
負
担
に
つ

い
て
、
あ
ら
か
じ
め
協
議
し
、
こ
れ
を
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
新
設
） 
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速
自
動
車
国
道
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
道
路
法
第
三
十

一
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
交
差
の
方
式
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
、
こ
れ
を
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
交
差
部
分
に
つ
い
て
踏
切
道
改
良
促

進
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
指
定
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

７ 

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
な
い
と
き
は
、
会
社
又
は
当
該
鉄
道

事
業
者
等
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
裁
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

８ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
づ
い
て
裁
定
を
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
会
社
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
等
の
意
見
を
聴
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

９ 

第
七
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
づ
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
裁
定
を
し
た
場

合
に
お
い
て
は
、
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
会
社
と

当
該
鉄
道
事
業
者
等
と
の
協
議
が
成
立
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

 

10 

会
社
は
、
第
一
項
第
十
号
の
規
定
に
よ
り
高
速
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ

つ
て
道
路
法
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
自
ら
除
去
し

、
若
し
く
は
除
去
さ
せ
、
同
法
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
（
同
法
第
九
十
一
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物

件
を
売
却
し
、
若
し
く
は
同
法
第
四
十
四
条
の
三
第
五
項
（
同
法
第
九
十
一
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物

件
を
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
第
一
項
第
十
三
号
の
規
定
に
よ
り
高
速
道

路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
同
法
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

車
両
を
移
動
し
、
若
し
く
は
移
動
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
機
構
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

11
・
12 

（
略
） 

 

      

６ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
な
い
と
き
は
、
会
社
、
独
立
行
政
法
人

鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
機
構
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
は
、
国

土
交
通
大
臣
に
裁
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

７ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
づ
い
て
裁
定
を
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
会
社
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整

備
支
援
機
構
、
機
構
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

８ 

第
六
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
づ
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
裁
定
を
し
た
場

合
に
お
い
て
は
、
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
会
社
と
独
立
行
政
法

人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
機
構
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
と
の

協
議
が
成
立
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

９ 

会
社
は
、
第
一
項
第
十
号
の
規
定
に
よ
り
高
速
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ

つ
て
道
路
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
自
ら
除
去
し

、
若
し
く
は
除
去
さ
せ
、
同
法
第
四
十
四
条
の
二
第
四
項
（
同
法
第
九
十
一
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物

件
を
売
却
し
、
若
し
く
は
同
法
第
四
十
四
条
の
二
第
五
項
（
同
法
第
九
十
一
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物

件
を
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
第
一
項
第
十
三
号
の
規
定
に
よ
り
高
速
道

路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
同
法
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

車
両
を
移
動
し
、
若
し
く
は
移
動
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
機
構
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

10
・
11 

（
略
） 
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（
地
方
道
路
公
社
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
） 

第
十
七
条 

地
方
道
路
公
社
は
、
第
十
条
第
一
項
の
許
可
若
し
く
は
第
十
二
条
第

一
項
の
許
可
を
受
け
て
道
路
を
新
設
し
、
若
し
く
は
改
築
す
る
場
合
、
第
十
四

条
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う
場
合
又
は
第
十

五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
道
路
の
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う
場

合
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
、
そ
の
権
限
の
う
ち

次
に
掲
げ
る
も
の
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一
～
十
九 

（
略
） 

十
九
の
二 

道
路
法
第
四
十
四
条
の
二
第
六
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ

き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
。 

二
十 

道
路
法
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
自
ら
除

去
し
、
又
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
に
除
去
さ
せ
、
同
法
第

四
十
四
条
の
三
第
二
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
保
管
し
、
同
法
第
四
十

四
条
の
三
第
三
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
同
法
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
（
同
法

第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り

違
法
放
置
等
物
件
を
売
却
し
、
及
び
代
金
を
保
管
し
、
並
び
に
同
法
第
四
十

四
条
の
三
第
五
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
廃
棄
す
る
こ
と
。 

二
十
一 

道
路
法
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
七
条
の
五
、
第
四
十
八
条
の

十
一
第
二
項
及
び
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
四
の
規
定
に
よ
り
道
路
標
識
又

は
区
画
線
を
設
け
る
こ
と
。 

二
十
二
～
三
十 

（
略
） 

三
十
の
二 

道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
三
の
規
定
に
よ
り
防
災
拠
点
自

動
車
駐
車
場
の
利
用
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
る
こ
と
。 

三
十
一
～
三
十
八 

（
略
） 

２ 

地
方
道
路
公
社
が
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を

（
地
方
道
路
公
社
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
） 

第
十
七
条 

地
方
道
路
公
社
は
、
第
十
条
第
一
項
の
許
可
若
し
く
は
第
十
二
条
第

一
項
の
許
可
を
受
け
て
道
路
を
新
設
し
、
若
し
く
は
改
築
す
る
場
合
、
第
十
四

条
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う
場
合
又
は
第
十

五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
道
路
の
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う
場

合
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
、
そ
の
権
限
の
う
ち

次
に
掲
げ
る
も
の
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一
～
十
九 

（
略
） 

（
新
設
） 

  

二
十 

道
路
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
自
ら
除

去
し
、
又
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
に
除
去
さ
せ
、
同
法
第

四
十
四
条
の
二
第
二
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
保
管
し
、
同
法
第
四
十

四
条
の
二
第
三
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
同
法
第
四
十
四
条
の
二
第
四
項
（
同
法

第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り

違
法
放
置
等
物
件
を
売
却
し
、
及
び
代
金
を
保
管
し
、
並
び
に
同
法
第
四
十

四
条
の
二
第
五
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
廃
棄
す
る
こ
と
。 

二
十
一 

道
路
法
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
七
条
の
五
及
び
第
四
十
八
条

の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
標
識
又
は
区
画
線
を
設
け
る
こ
と
。 

 
二
十
二
～
三
十 

（
略
） 

（
新
設
） 

 

三
十
一
～
三
十
八 

（
略
） 

（
新
設
） 
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行
い
、
又
は
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧

を
行
う
道
路
と
鉄
道
事
業
者
等
の
鉄
道
と
が
相
互
に
交
差
し
て
い
る
場
合
に
お

い
て
は
、
地
方
道
路
公
社
及
び
当
該
鉄
道
事
業
者
等
は
、
道
路
法
第
三
十
一
条

の
二
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
交
差
の
方

式
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
、
こ

れ
を
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
交

差
部
分
に
つ
い
て
踏
切
道
改
良
促
進
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
な
い
と
き
は
、
地
方
道
路
公
社
又
は
当

該
鉄
道
事
業
者
等
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
裁
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
づ
い
て
裁
定
を
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
地
方
道
路
公
社
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
等
の
意
見

を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
づ
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
裁
定
を
し
た
場

合
に
お
い
て
は
、
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
地
方
道
路
公
社
と
当

該
鉄
道
事
業
者
等
と
の
協
議
が
成
立
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

        

（
新
設
） 

 

（
新
設
） 

  

（
新
設
） 

 

６ 

地
方
道
路
公
社
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代

わ
つ
て
そ
の
権
限
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
権
限
が
同
項
第
一

号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
き
、

そ
の
権
限
が
同
項
第
九
号
、
第
十
号
、
第
十
二
号
、
第
二
十
五
号
、
第
二
十
九

号
、
第
三
十
二
号
又
は
第
三
十
五
号
に
掲
げ
る
も
の
（
同
項
第
十
二
号
に
掲
げ

る
権
限
に
あ
つ
て
は
道
路
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
入
札
占
用
指
針
を

定
め
る
こ
と
に
限
り
、
第
一
項
第
二
十
五
号
に
掲
げ
る
権
限
に
あ
つ
て
は
同
法

第
四
十
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
で
あ
る

と
き
は
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
の
同
意
を
得
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
権
限
を
行

つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
に

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
項
第
九
号
、
第
十
号
、
第
十
二

号
又
は
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
権
限
に
あ
つ
て
は
、
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に

及
ぼ
す
支
障
が
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
道
路
の
占
用
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に

２ 

地
方
道
路
公
社
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ

つ
て
そ
の
権
限
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
権
限
が
同
項
第
一
号

に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
き
、
そ

の
権
限
が
同
項
第
九
号
、
第
十
号
、
第
十
二
号
、
第
二
十
五
号
、
第
二
十
九
号

、
第
三
十
二
号
又
は
第
三
十
五
号
に
掲
げ
る
も
の
（
同
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る

権
限
に
あ
つ
て
は
道
路
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
入
札
占
用
指
針
を
定

め
る
こ
と
に
限
り
、
前
項
第
二
十
五
号
に
掲
げ
る
権
限
に
あ
つ
て
は
同
法
第
四

十
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
で
あ
る
と
き

は
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
の
同
意
を
得
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
権
限
を
行
つ
た

場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
道
路
の
道
路
管
理
者
に
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
項
第
九
号
、
第
十
号
、
第
十
二
号
又
は

第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
権
限
に
あ
つ
て
は
、
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
及
ぼ
す

支
障
が
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
道
路
の
占
用
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
係
る
場
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係
る
場
合
に
限
る
。 

７ 
（
略
） 

合
に
限
る
。 

３ 

（
略
） 

 
 

（
会
社
管
理
高
速
道
路
の
道
路
管
理
者
が
権
限
を
行
う
場
合
の
意
見
の
聴
取
等 

 

） 

第
三
十
条 

道
路
管
理
者
は
、
会
社
管
理
高
速
道
路
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
権

限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
機
構
及
び
会
社
の
意
見
を
聴
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
五 

（
略
） 

五
の
二 

道
路
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
沿
道
区
域
の
全
部
又
は
一

部
の
区
域
を
届
出
対
象
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
。 

六
～
九 

（
略
） 

九
の
二 

道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
す

る
こ
と
。 

十
～
十
四 

（
略
） 

（
会
社
管
理
高
速
道
路
の
道
路
管
理
者
が
権
限
を
行
う
場
合
の
意
見
の
聴
取
等 

） 

第
三
十
条 

道
路
管
理
者
は
、
会
社
管
理
高
速
道
路
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
権

限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
機
構
及
び
会
社
の
意
見
を
聴
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
五 

（
略
） 

（
新
設
） 

  

六
～
九 

（
略
） 

（
新
設
） 

 

十
～
十
四 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

 
 

（
公
社
管
理
道
路
の
道
路
管
理
者
が
権
限
を
行
う
場
合
の
意
見
の
聴
取
等
） 

第
三
十
一
条 

道
路
管
理
者
は
、
地
方
道
路
公
社
が
第
十
条
第
一
項
の
許
可
を
受

け
て
新
設
し
、
若
し
く
は
改
築
し
、
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
維
持
、
修
繕
及

び
災
害
復
旧
を
行
い
、
若
し
く
は
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
維
持
、

修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う
道
路
又
は
第
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
新

設
し
、
若
し
く
は
改
築
し
、
若
し
く
は
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
維
持
、
修
繕

及
び
災
害
復
旧
を
行
う
指
定
都
市
高
速
道
路
（
以
下
「
公
社
管
理
道
路
」
と
総

称
す
る
。
）
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
当
該
地
方
道
路
公
社
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
三 

（
略
） 

三
の
二 

道
路
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
沿
道
区
域
の
全
部
又
は
一

（
公
社
管
理
道
路
の
道
路
管
理
者
が
権
限
を
行
う
場
合
の
意
見
の
聴
取
等
） 

第
三
十
一
条 

道
路
管
理
者
は
、
地
方
道
路
公
社
が
第
十
条
第
一
項
の
許
可
を
受

け
て
新
設
し
、
若
し
く
は
改
築
し
、
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
維
持
、
修
繕
及

び
災
害
復
旧
を
行
い
、
若
し
く
は
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
維
持
、

修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う
道
路
又
は
第
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
新

設
し
、
若
し
く
は
改
築
し
、
若
し
く
は
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
維
持
、
修
繕

及
び
災
害
復
旧
を
行
う
指
定
都
市
高
速
道
路
（
以
下
「
公
社
管
理
道
路
」
と
総

称
す
る
。
）
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
当
該
地
方
道
路
公
社
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
～
三 
（
略
） 

（
新
設
） 
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部
の
区
域
を
届
出
対
象
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
。 

四
～
七 

（
略
） 

七
の
二 
道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
す

る
こ
と
。 

八
～
十
二 
（
略
） 

 

四
～
七 

（
略
） 

（
新
設
） 

 

八
～
十
二 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

 
 

（
違
法
放
置
等
物
件
の
保
管
に
つ
い
て
の
道
路
法
の
規
定
の
適
用
） 

第
三
十
五
条 

第
八
条
第
一
項
第
二
十
四
号
、
第
九
条
第
一
項
第
十
号
又
は
第
十

七
条
第
一
項
第
二
十
号
の
規
定
に
よ
り
道
路
法
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
に
規

定
す
る
道
路
管
理
者
の
権
限
を
代
わ
つ
て
行
う
機
構
等
又
は
会
社
が
同
条
第
一

項
に
規
定
す
る
違
法
放
置
等
物
件
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
売
却
し
た
代

金
を
含
む
。
）
を
保
管
す
る
場
合
に
お
け
る
同
条
第
八
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中
「
道
路
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
、
「
機
構
等
又
は
会
社
」
と

す
る
。 

（
違
法
放
置
等
物
件
の
保
管
に
つ
い
て
の
道
路
法
の
規
定
の
適
用
） 

第
三
十
五
条 

第
八
条
第
一
項
第
二
十
四
号
、
第
九
条
第
一
項
第
十
号
又
は
第
十

七
条
第
一
項
第
二
十
号
の
規
定
に
よ
り
道
路
法
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規

定
す
る
道
路
管
理
者
の
権
限
を
代
わ
つ
て
行
う
機
構
等
又
は
会
社
が
同
条
第
一

項
に
規
定
す
る
違
法
放
置
等
物
件
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
売
却
し
た
代

金
を
含
む
。
）
を
保
管
す
る
場
合
に
お
け
る
同
条
第
八
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中
「
道
路
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
、
「
機
構
等
又
は
会
社
」
と

す
る
。 

 
 

（
収
入
の
帰
属
） 

第
四
十
二
条 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
道
路
法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
く
占
用
料
、
第
三
十
四
条
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
四
十
八
条
の
七
第
一
項
若
し
く
は

高
速
自
動
車
国
道
法
第
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
連
結
料
、
第
三

十
六
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
道
路
法
第
四
十
七
条
の
二
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
く
手
数
料
、
第
八
条
第
一
項
第
二
十
四
号
若
し
く
は
第
十
七

条
第
一
項
第
二
十
号
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
四

項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
権
限
を
機
構
等
が
代
わ
つ
て
行
つ
た
場

合
に
お
け
る
同
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金
、
第
四
十
条
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金

又
は
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
五
十
八

（
収
入
の
帰
属
） 

第
四
十
二
条 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
道
路
法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
く
占
用
料
、
第
三
十
四
条
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
四
十
八
条
の
七
第
一
項
若
し
く
は

高
速
自
動
車
国
道
法
第
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
連
結
料
、
第
三

十
六
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
道
路
法
第
四
十
七
条
の
二
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
く
手
数
料
、
第
八
条
第
一
項
第
二
十
四
号
若
し
く
は
第
十
七

条
第
一
項
第
二
十
号
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
四

項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の
権
限
を
機
構
等
が
代
わ
つ
て
行
つ
た
場

合
に
お
け
る
同
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金
、
第
四
十
条
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金

又
は
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
五
十
八
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条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
三
項
、
第
六
十
条
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
六
十
二

条
後
段
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
占
用
料
若
し
く
は
連
結

料
を
徴
収
し
、
当
該
手
数
料
の
納
付
を
受
け
、
又
は
当
該
負
担
金
を
負
担
さ
せ

た
機
構
等
の
収
入
と
す
る
。 

４ 

第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
九
条
第
一
項
第
十
号
の
規
定
に
よ
り

道
路
法
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理

者
の
権
限
を
会
社
が
代
わ
つ
て
行
つ
た
場
合
に
お
け
る
同
条
第
七
項
の
規
定
に

基
づ
く
負
担
金
並
び
に
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
同
法
第
五
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
三
項
、
第
六
十
条
た
だ
し
書
及

び
第
六
十
二
条
後
段
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
負
担
金
の

負
担
を
求
め
た
会
社
の
収
入
と
す
る
。 

条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
三
項
、
第
六
十
条
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
六
十
二

条
後
段
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
占
用
料
若
し
く
は
連
結

料
を
徴
収
し
、
当
該
手
数
料
の
納
付
を
受
け
、
又
は
当
該
負
担
金
を
負
担
さ
せ

た
機
構
等
の
収
入
と
す
る
。 

４ 

第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
九
条
第
一
項
第
十
号
の
規
定
に
よ
り

道
路
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理

者
の
権
限
を
会
社
が
代
わ
つ
て
行
つ
た
場
合
に
お
け
る
同
条
第
七
項
の
規
定
に

基
づ
く
負
担
金
並
び
に
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
同
法
第
五
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
三
項
、
第
六
十
条
た
だ
し
書
及

び
第
六
十
二
条
後
段
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
負
担
金
の

負
担
を
求
め
た
会
社
の
収
入
と
す
る
。 

 
 

（
権
限
の
委
任
） 

第
五
十
六
条 

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一
部
を
地
方
整
備
局
長
又
は
北
海
道
開
発

局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
第
七
項
及
び
第
十
七
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
基
づ
く
裁
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

。 

（
権
限
の
委
任
） 

第
五
十
六
条 

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一
部
を
地
方
整
備
局
長
又
は
北
海
道
開
発

局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る

申
請
に
基
づ
く
裁
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 
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〇 

高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
（
抄
）
（
第
四
条
関
係
） 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 
 

（
高
速
自
動
車
国
道
と
鉄
道
と
の
交
差
） 

第
十
二
条 

高
速
自
動
車
国
道
と
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支

援
機
構
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又
は
鉄
道
事

業
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
鉄
道
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
の
鉄
道
と
が

相
互
に
交
差
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当

該
鉄
道
事
業
者
等
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
交
差
の
構
造
、
工
事
の
施
行
方
法

及
び
費
用
負
担
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
の
決
定

前
に
、
国
土
交
通
大
臣
と
当
該
鉄
道
事
業
者
等
と
の
間
に
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ

い
て
協
議
が
成
立
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

２ 

高
速
自
動
車
国
道
と
鉄
道
事
業
者
等
の
鉄
道
と
が
相
互
に
交
差
し
て
い
る
場

合
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
当
該
鉄
道
事
業
者
等
の
意
見
を
聴
い
て

、
当
該
交
差
部
分
の
管
理
の
方
法
で
あ
つ
て
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
に

必
要
な
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
決
定

す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
の
決
定
前
に
、
国
土
交
通
大
臣

と
当
該
鉄
道
事
業
者
等
と
の
間
に
当
該
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
が
成
立
し

た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
本
文
又
は
前
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
す

る
と
き
は
、
鉄
道
の
整
備
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
鉄
道
事
業
の
発
達
、
改
善

及
び
調
整
に
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
高
速
自
動
車
国
道
と
鉄
道
と
の
交
差
） 

第
十
二
条 

高
速
自
動
車
国
道
と
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支

援
機
構
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又
は
鉄
道
事

業
者
の
鉄
道
と
が
相
互
に
交
差
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
、
独
立

行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又
は
当
該
鉄
道
事
業
者
の
意

見
を
聴
い
て
、
当
該
交
差
の
構
造
、
工
事
の
施
行
方
法
及
び
費
用
負
担
を
決
定

す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
国
土
交
通
大
臣
の
決
定
前
に
、
国
土
交
通
大
臣

と
こ
れ
ら
の
者
と
の
間
に
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い
て
協
議
が
成
立
し
た
と
き
は

、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
新
設
） 

      

２ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
す
る
と
き
は
、
鉄
道

の
整
備
及
び
安
全
の
確
保
並
び
に
鉄
道
事
業
の
発
達
、
改
善
及
び
調
整
に
特
に

配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
道
路
法
の
適
用
） 

第
二
十
五
条 

高
速
自
動
車
国
道
の
新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
そ

の
他
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
道
路
法
及
び

 

（
道
路
法
の
適
用
） 

第
二
十
五
条 
高
速
自
動
車
国
道
の
新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
そ

の
他
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
道
路
法
及
び
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同
法
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
法
第
二
条
第
二
項
第
二
号
、
第
五
号
、
第
七
号
又
は
第
八
号
中
「
第
十

八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
」
と

、
同
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
九
条
第
二
項
、
第
三
十
九
条
の
二

第
五
項
、
第
四
十
八
条
の
三
十
五
第
一
項
又
は
第
六
十
一
条
第
二
項
中
「
道
路

管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
条
例
（
指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
つ
て
は
、

政
令
）
」
と
あ
る
の
は
「
政
令
」
と
、
同
法
第
二
十
四
条
の
三
中
「
条
例
（
国

道
に
あ
つ
て
は
、
国
土
交
通
省
令
）
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
省
令
」
と
、

同
法
第
四
十
四
条
第
一
項
又
は
第
七
十
三
条
第
二
項
中
「
条
例
（
指
定
区
間
内

の
国
道
に
あ
つ
て
は
、
政
令
）
」
と
あ
る
の
は
「
政
令
」
と
、
同
法
第
四
十
四

条
の
二
第
二
項
中
「
条
例
（
指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
つ
て
は
、
国
土
交
通
省

令
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
省
令
」
と

、
同
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
中
「
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交

通
省
令
」
と
、
同
法
第
四
十
七
条
の
二
第
四
項
中
「
当
該
許
可
に
関
す
る
権
限

を
行
う
者
が
国
土
交
通
大
臣
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
政
令
で
、
そ
の
他
の
者

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
条
例
で

」
と
あ
る
の
は
「
政
令
で
」
と
、
同
法
第
百
九
条
中
「
第
十
三
条
第
二
項
、
第

二
十
七
条
、
第
四
十
八
条
の
十
九
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
二
十
二
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
」
と
あ
る
の
は
「
高
速
自
動
車
国
道

法
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
に
代
わ
つ
て
」
と
、
「
道
路
管
理
者

と
み
な
す
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
と
み
な
す
」
と
す
る
。 

２ 

（
略
） 

同
法
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
法
第
二
条
第
二
項
第
二
号
、
第
五
号
、
第
七
号
又
は
第
八
号
中
「
第
十

八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
」
と

、
同
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
九
条
第
二
項
、
第
三
十
九
条
の
二

第
五
項
、
第
四
十
八
条
の
三
十
五
第
一
項
又
は
第
六
十
一
条
第
二
項
中
「
道
路

管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
条
例
（
指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
つ
て
は
、

政
令
）
」
と
あ
る
の
は
「
政
令
」
と
、
同
法
第
二
十
四
条
の
三
中
「
条
例
（
国

道
に
あ
つ
て
は
、
国
土
交
通
省
令
）
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
省
令
」
と
、

同
法
第
四
十
四
条
第
一
項
又
は
第
七
十
三
条
第
二
項
中
「
条
例
（
指
定
区
間
内

の
国
道
に
あ
つ
て
は
、
政
令
）
」
と
あ
る
の
は
「
政
令
」
と
、
同
法
第
四
十
七

条
の
二
第
四
項
中
「
当
該
許
可
に
関
す
る
権
限
を
行
う
者
が
国
土
交
通
大
臣
で

あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
政
令
で
、
そ
の
他
の
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該

道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
条
例
で
」
と
あ
る
の
は
「
政
令
で
」
と

、
同
法
第
百
九
条
中
「
第
十
三
条
第
二
項
、
第
二
十
七
条
又
は
第
四
十
八
条
の

十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
」
と
あ
る
の
は
「
高
速

自
動
車
国
道
法
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
に
代
わ
つ
て
」
と
、
「

道
路
管
理
者
と
み
な
す
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
と
み
な
す
」
と
す
る

。 

   

２ 

（
略
） 

 

（
権
限
の
委
任
） 

第
二
十
五
条
の
二 

前
章
及
び
こ
の
章
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一
部
を
地
方
整
備
局
長
又
は

北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
十
二
条
第
一
項

本
文
及
び
第
二
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

。 

 

（
権
限
の
委
任
） 

第
二
十
五
条
の
二 

前
章
及
び
こ
の
章
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一
部
を
地
方
整
備
局
長
又
は

北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
十
二
条
第
一
項

本
文
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 
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〇 

鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）
（
抄
）
（
第
五
条
関
係
） 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 
 

（
国
土
交
通
大
臣
に
よ
る
輸
送
の
安
全
に
関
わ
る
情
報
の
公
表
） 

第
十
九
条
の
三 

国
土
交
通
大
臣
は
、
毎
年
度
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
に

係
る
事
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
係
る
事
項
、
踏
切
道

改
良
促
進
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
七
条
第
一
項
か
ら

第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
係
る
事
項
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
輸
送
の
安
全
に
関
わ
る
情
報
を
整
理
し
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る

。 

（
国
土
交
通
大
臣
に
よ
る
輸
送
の
安
全
に
関
わ
る
情
報
の
公
表
） 

第
十
九
条
の
三 

国
土
交
通
大
臣
は
、
毎
年
度
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
に

係
る
事
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
係
る
事
項
、
踏
切
道

改
良
促
進
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
に
係
る
事
項
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
輸

送
の
安
全
に
関
わ
る
情
報
を
整
理
し
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

（
土
地
の
立
入
り
及
び
使
用
） 

第
二
十
二
条 

鉄
道
事
業
者
は
、
鉄
道
施
設
に
関
す
る
測
量
、
実
地
調
査
又
は
工

事
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
、
他
人
の
土

地
に
立
ち
入
り
、
又
は
そ
の
土
地
を
次
に
掲
げ
る
目
的
の
た
め
一
時
的
に
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

材
料
置
場
の
設
置 

二 

天
災
、
事
変
そ
の
他
の
非
常
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
道
路
運
送

車
両
（
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
運
送
車
両
を
い
う
。
）
の
置
場
、
土
石
の
捨
場
、

作
業
場
又
は
索
道
の
設
置 

２
～
11 

（
略
） 

 
（
土
地
の
立
入
り
及
び
使
用
） 

第
二
十
二
条 

鉄
道
事
業
者
は
、
鉄
道
施
設
に
関
す
る
測
量
、
実
地
調
査
又
は
工

事
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
、
他
人
の
土

地
に
立
ち
入
り
、
又
は
そ
の
土
地
を
一
時
材
料
置
場
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

（
新
設
） 

（
新
設
） 

   
２
～
11 

（
略
） 

 

 
 

（
植
物
等
の
伐
採
等
） 

第
二
十
二
条
の
二 

鉄
道
事
業
者
は
、
植
物
若
し
く
は
土
石
が
鉄
道
線
路
そ
の
他

の
輸
送
の
安
全
の
確
保
に
必
要
な
鉄
道
施
設
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

も
の
に
障
害
を
及
ぼ
し
、
若
し
く
は
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
植
物
若

 

（
新
設
） 
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し
く
は
土
石
が
当
該
鉄
道
施
設
に
関
す
る
測
量
、
実
地
調
査
若
し
く
は
工
事
に

支
障
を
及
ぼ
す
場
合
に
お
い
て
、
や
む
を
得
な
い
と
き
は
、
国
土
交
通
大
臣
の

許
可
を
受
け
て
、
そ
の
植
物
を
伐
採
し
、
若
し
く
は
移
植
し
、
又
は
そ
の
土
石

を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

鉄
道
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
植
物
を
伐
採
し
、
若
し
く
は
移
植
し

、
又
は
土
石
を
除
去
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
植
物
又
は
土
石
の
所

有
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
通
知
す
る
こ
と

が
困
難
な
と
き
は
、
伐
採
若
し
く
は
移
植
又
は
除
去
の
後
、
遅
滞
な
く
、
通
知

す
る
こ
と
を
も
つ
て
足
り
る
。 

３ 

前
条
第
三
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
植
物

の
伐
採
若
し
く
は
移
植
又
は
土
石
の
除
去
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
 

（
乗
継
円
滑
化
措
置
等
） 

第
二
十
二
条
の
三 

（
略
） 

２
～
４ 

（
略
） 

５ 

第
二
十
二
条
第
六
項
、
第
七
項
及
び
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は

、
前
項
の
裁
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
六
項
及

び
第
七
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
、
同
条

第
九
項
及
び
第
十
一
項
中
「
補
償
金
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
当
事
者
が
取
得
し

、
又
は
負
担
す
べ
き
金
額
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
乗
継
円
滑
化
措
置
等
） 

第
二
十
二
条
の
二 

（
略
） 

２
～
４ 

（
略
） 

５ 

前
条
第
六
項
、
第
七
項
及
び
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項

の
裁
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
六
項
及
び
第
七

項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
、
同
条
第
九
項

及
び
第
十
一
項
中
「
補
償
金
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
当
事
者
が
取
得
し
、
又
は

負
担
す
べ
き
金
額
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

第
二
十
二
条
の
四 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

第
二
十
二
条
の
三 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

 
 

第
六
十
七
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を

し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は

こ
れ
を
併
科
す
る
。 

一 

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
鉄
道
事
業
を
経
営
し
た
と
き
。 

二 

第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
そ
の
名
義
を
他
人
に
鉄
道
事
業
の

た
め
利
用
さ
せ
た
と
き
。 

第
六
十
七
条 

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は

三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。 

 

一 

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
鉄
道
事
業
を
経
営
し
た
者 

二 

第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
そ
の
名
義
を
他
人
に
鉄
道
事
業
の

た
め
利
用
さ
せ
た
者 
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三 

第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
そ
の
事
業
を
他
人
に
そ
の
名
に

お
い
て
経
営
さ
せ
た
と
き
。 

三 

第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
そ
の
事
業
を
他
人
に
そ
の
名
に

お
い
て
経
営
さ
せ
た
者 

 
 

第
六
十
八
条 
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を

し
た
者
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
二
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は

こ
れ
を
併
科
す
る
。 

一 

第
三
十
二
条
の
規
定
に
違
反
し
て
索
道
事
業
を
経
営
し
た
と
き
。 

二 

第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て

そ
の
名
義
を
他
人
に
索
道
事
業
の
た
め
利
用
さ
せ
た
と
き
。 

三 

第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し

て
そ
の
事
業
を
他
人
に
そ
の
名
に
お
い
て
経
営
さ
せ
た
と
き
。 

第
六
十
八
条 

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は

二
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。 

 

一 

第
三
十
二
条
の
規
定
に
違
反
し
て
索
道
事
業
を
経
営
し
た
者 

二 

第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て

そ
の
名
義
を
他
人
に
索
道
事
業
の
た
め
利
用
さ
せ
た
者 

三 

第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し

て
そ
の
事
業
を
他
人
に
そ
の
名
に
お
い
て
経
営
さ
せ
た
者 

 
 

第
六
十
九
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を

し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
百
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又

は
こ
れ
を
併
科
す
る
。 

一 

第
十
条
第
一
項
、
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

検
査
に
合
格
し
て
い
な
い
鉄
道
施
設
を
使
用
さ
せ
、
譲
渡
し
、
又
は
旅
客
若
し

く
は
貨
物
の
運
送
を
行
う
事
業
の
用
に
供
し
た
と
き
。 

二 

第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
（
輸
送
の
安
全
に
関
し
て
さ
れ
た

も
の
に
限
る
。
）
に
違
反
し
た
と
き
。 

三 

第
二
十
五
条
第
一
項
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
違
反
し
て
、
業
務
の
管
理
の
委
託
又
は
受
託
を
し
た
と
き
。 

四 

第
三
十
条
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
る
事
業
の
停
止
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。 

五 

第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
に
合
格
し
て
い
な
い
索
道
施
設
を
索
道
事
業
の

用
に
供
し
た
と
き
。 

第
六
十
九
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
若

し
く
は
百
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。 

 

一 

第
十
条
第
一
項
、
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

検
査
に
合
格
し
て
い
な
い
鉄
道
施
設
を
使
用
さ
せ
、
譲
渡
し
、
又
は
旅
客
若
し

く
は
貨
物
の
運
送
を
行
う
事
業
の
用
に
供
し
た
者 

二 

第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
（
輸
送
の
安
全
に
関
し
て
さ
れ
た

も
の
に
限
る
。
）
に
違
反
し
た
者 

三 

第
二
十
五
条
第
一
項
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
違
反
し
て
、
業
務
の
管
理
の
委
託
又
は
受
託
を
し
た
者 

四 

第
三
十
条
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
る
事
業
の
停
止
の
命
令
に
違
反
し
た
者 

五 

第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
に
合
格
し
て
い
な
い
索
道
施
設
を
索
道
事
業
の

用
に
供
し
た
者 
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第
七
十
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し

た
者
は
、
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

一 
第
七
条
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
（
第
十
二
条
第
四
項
（
第
三
十
八
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
、
第
十
二
条
第
一
項
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
又
は
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受

け
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
を
認
可
を
受
け
な
い
で
し
た
と
き
。 

二 

第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
受
け
な
い
で
車
両
を

旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
を
行
う
事
業
の
用
に
供
し
た
と
き
。 

三 

第
十
六
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
若
し
く
は
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
し
な
い
で
、
又
は
届
け
出
た
運
賃
若
し
く
は
料
金
に
よ
ら
な
い
で
、
運

賃
又
は
料
金
を
収
受
し
た
と
き
。 

四 

第
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
て
、
運
賃
又
は
料
金
を
収

受
し
た
と
き
。 

五 

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
運
行
を
し
た
と
き
。 

六 

第
十
八
条
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
る
届
出
を
し
な
い
で
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
て
、
協
定
を
締
結
し
、
又
は

そ
の
内
容
を
変
更
し
た
と
き
。 

七 

第
十
八
条
の
三
第
一
項
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
、
又
は
届
け
出
た
安
全
管
理
規
程
（
第
十

八
条
の
三
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
八
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
よ
ら
な
い
で
、

事
業
を
行
つ
た
と
き
。 

八 

第
十
八
条
の
三
第
三
項
若
し
く
は
第
七
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
八
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
、
第
二
十

五
条
第
三
項
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
三

十
八
条
及
び
第
三
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。 

九 

第
十
八
条
の
三
第
四
項
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
の
規
定
に
違
反
し
て
、
安
全
統
括
管
理
者
、
運
転
管
理
者
又
は
索
道
技
術
管

第
七
十
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
百
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
す
る
。 

一 

第
七
条
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
（
第
十
二
条
第
四
項
（
第
三
十
八
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
、
第
十
二
条
第
一
項
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
又
は
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受

け
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
を
認
可
を
受
け
な
い
で
し
た
者 

二 

第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
受
け
な
い
で
車
両
を

旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
を
行
う
事
業
の
用
に
供
し
た
者 

三 

第
十
六
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
若
し
く
は
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
し
な
い
で
、
又
は
届
け
出
た
運
賃
若
し
く
は
料
金
に
よ
ら
な
い
で
、
運

賃
又
は
料
金
を
収
受
し
た
者 

四 

第
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
て
、
運
賃
又
は
料
金
を
収

受
し
た
者 

五 

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
運
行
を
し
た
者 

六 

第
十
八
条
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
る
届
出
を
し
な
い
で
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
て
、
協
定
を
締
結
し
、
又
は

そ
の
内
容
を
変
更
し
た
者 

七 

第
十
八
条
の
三
第
一
項
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
、
又
は
届
け
出
た
安
全
管
理
規
程
（
第
十

八
条
の
三
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
八
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
よ
ら
な
い
で
、

事
業
を
行
つ
た
者 

八 

第
十
八
条
の
三
第
三
項
若
し
く
は
第
七
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
三
十
八
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
二
条
の
二
第
三
項
、
第
二
十

五
条
第
三
項
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
三

十
八
条
及
び
第
三
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者 

九 

第
十
八
条
の
三
第
四
項
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
の
規
定
に
違
反
し
て
、
安
全
統
括
管
理
者
、
運
転
管
理
者
又
は
索
道
技
術
管
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理
者
を
選
任
し
な
か
つ
た
と
き
。 

十 
第
十
八
条
の
三
第
五
項
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
き
。 

十
一 

第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
（
前
条
第
二

号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
。 

十
二 

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
、
又
は
虚
偽
の
届

出
を
し
て
、
鉄
道
事
業
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
た
と
き
。 

十
三 

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な

い
で
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
て
、
鉄
道
事
業
の
全
部
又
は
一
部
を
廃
止
し
た

と
き
。 

十
四 

第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
、
又
は
虚
偽
の
届

出
を
し
て
、
索
道
事
業
の
全
部
又
は
一
部
を
再
開
し
た
と
き
。 

十
五 

第
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と

き
。 

十
六 

第
五
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨

げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽

の
陳
述
を
し
た
と
き
。 

十
七 

第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
鉄
道
線
路
を
敷
設
し
た
と
き

。 

理
者
を
選
任
し
な
か
つ
た
者 

十 

第
十
八
条
の
三
第
五
項
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者 

十
一 

第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者
（
前
条
第
二
号

に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
） 

十
二 

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
、
又
は
虚
偽
の
届

出
を
し
て
、
鉄
道
事
業
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
た
者 

十
三 

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な

い
で
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
て
、
鉄
道
事
業
の
全
部
又
は
一
部
を
廃
止
し
た

者 

十
四 

第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
、
又
は
虚
偽
の
届

出
を
し
て
、
索
道
事
業
の
全
部
又
は
一
部
を
再
開
し
た
者 

十
五 

第
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者 

 

十
六 

第
五
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨

げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽

の
陳
述
を
し
た
者 

十
七 

第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
鉄
道
線
路
を
敷
設
し
た
者 

 
 

第
七
十
一
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を

し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

一 

第
九
条
第
三
項
（
第
十
二
条
第
四
項
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
工
事
計
画
を
変
更
し
た
と
き
。 

二 

第
十
二
条
第
二
項
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
て
、
鉄
道
施
設
を
変

更
し
た
と
き
。 

三 

第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を

し
て
、
車
両
を
旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
を
行
う
事
業
の
用
に
供
し
た
と
き
。 

第
七
十
一
条 

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

す
る
。 

一 

第
九
条
第
三
項
（
第
十
二
条
第
四
項
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
工
事
計
画
を
変
更
し
た
者 

二 
第
十
二
条
第
二
項
（
第
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
て
、
鉄
道
施
設
を
変

更
し
た
者 

三 

第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
で
、
又
は
虚
偽
の
届
出

を
し
て
、
車
両
を
旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
を
行
う
事
業
の
用
に
供
し
た
者 
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〇 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
七
条
関
係
） 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 
 

別
表
第
一 

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
） 

備
考 

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上
欄
に
掲
げ
る
法

律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

別
表
第
一 

第
一
号
法
定
受
託
事
務
（
第
二
条
関
係
） 

備
考 

こ
の
表
の
下
欄
の
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
は
、
上
欄
に
掲
げ
る
法

律
に
お
け
る
用
語
の
意
義
及
び
字
句
の
意
味
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

法
律 

事
務 

（
略
） 

（
略
） 

道

路

法

（

昭

和

二

十

七

年

法

律

第

百

八

十
号
） 

一 

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
が
処
理
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の 

イ 

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
、
指
定
市
又
は
第

十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
の
同
意
を
得
た

市
（
次
号
に
お
い
て
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
が
、

指
定
区
間
外
の
国
道
の
道
路
管
理
者
と
し
て
処
理
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
（
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び

第
三
項
（
第
四
十
八
条
の
三
十
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
九
条
第
一
項
（
第
九
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

四
十
四
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を

第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
、
第
四
十
七
条
の
二
第
三
項
、
第
四
十
八
条
の
三
十
五

第
一
項
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
四
条
第
一
項
、
同
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
二
項
、
第
五
十
四

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
第
六
項
、
第
五
十

四
条
の
二
第
一
項
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

法
律 

事
務 

（
略
） 

（
略
） 

道

路

法

（

昭

和

二

十

七

年

法

律

第

百

八

十
号
） 

一 

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
が
処
理
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の 

イ 

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
、
指
定
市
又
は
第

十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
の
同
意
を
得
た

市
（
次
号
に
お
い
て
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
が
、

指
定
区
間
外
の
国
道
の
道
路
管
理
者
と
し
て
処
理
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
（
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び

第
三
項
（
第
四
十
八
条
の
三
十
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
九
条
第
一
項
（
第
九
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

四
十
四
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を

第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
、
第
四
十
七
条
の
二
第
三
項
、
第
四
十
八
条
の
三
十
五

第
一
項
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
四
条
第
一
項
、
同
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
九
条
第
二
項
、
第
五
十
四

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
第
六
項
、
第
五
十

四
条
の
二
第
一
項
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
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十
九
条
の
二
第
二
項
、
第
五
十
四
条
の
二
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
第
七
条
第
六
項
、
第
五
十
五
条
第
一
項
、
同

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
三
項
、
第
五

十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
第
六
項
、
第

五
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、

第
六
十
条
、
第
六
十
一
条
第
一
項
、
第
六
十
九
条
第
一
項

、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
第
六
項

及
び
第
七
項
、
第
七
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項

、
第
七
十
一
条
第
四
項
（
道
路
監
理
員
の
任
命
に
係
る
部

分
に
限
り
、
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
、
第
七
十
二
条
第
一
項
（
第
九
十
一
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十
二

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
第
六
項
及
び

第
七
項
並
び
に
第
七
十
二
条
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を

第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
、
第
七
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
、
第
七
十
五
条
第
五
項
並
び
に
同
条
第
六
項
に

お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
（
こ

れ
ら
の
規
定
を
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
十
五
条
第
三
項
、
第
九
十
一
条

第
三
項
並
び
に
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十

四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
指
定
区
間
外
の
国

道
を
構
成
し
て
い
た
不
用
物
件
の
管
理
者
と
し
て
処
理
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
（
第
九
十
五
条
（
第
九
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
） 

 

ロ
・
ハ 

（
略
） 

十
九
条
の
二
第
二
項
、
第
五
十
四
条
の
二
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
第
七
条
第
六
項
、
第
五
十
五
条
第
一
項
、
同

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
三
項
、
第
五

十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
条
第
六
項
、
第

五
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、

第
六
十
条
、
第
六
十
一
条
第
一
項
、
第
六
十
九
条
第
一
項

並
び
に
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
第

六
項
及
び
第
七
項
、
第
七
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第

四
項
、
第
七
十
一
条
第
四
項
（
道
路
監
理
員
の
任
命
に
係

る
部
分
に
限
り
、
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十
二
条
第
一
項
（
第
九
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七

十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
第
六
項

及
び
第
七
項
並
び
に
第
七
十
二
条
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規

定
を
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
七
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
こ
れ

ら
の
規
定
を
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
、
第
七
十
五
条
第
五
項
並
び
に
同
条
第
六

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
十
五
条
第
三
項
、
第
九
十

一
条
第
三
項
並
び
に
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第

四
十
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
処
理
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
指
定
区
間
外

の
国
道
を
構
成
し
て
い
た
不
用
物
件
の
管
理
者
と
し
て
処

理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
（
第
九
十
五
条
（
第
九

十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く

。
） 

ロ
・
ハ 

（
略
） 
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ニ 

第
十
七
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
国
道
に
関
し
て
都
道

府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務 

ホ 

（
略
） 

二 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

踏

切

道

改

良

促

進

法

（

昭

和

三

十

六

年

法

律

第

百

九

十

五
号
） 

第
三
条
第
五
項
、
第
四
条
第
十
七
項
（
第
五
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
十
四
条
第
七
項
（
同
条

第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り

都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務 

（
略
） 

（
略
） 

 

（
新
設
） 

 

ニ 

（
略
） 

二 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

踏

切

道

改

良

促

進

法

（

昭

和

三

十

六

年

法

律

第

百

九

十

五
号
） 

第
四
条
第
十
一
項
（
同
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
事
務 

（
略
） 

（
略
） 
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〇 

道
路
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
三
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
八
条
関
係
） 

 
 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 
 

附 

則 

１
・
２ 

（
略
） 

３ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
改
正
後
の
法
第
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分

の
間
、
一
般
国
道
（
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
改
正
前
の
法
の
規
定
に
よ
る
一
級

国
道
で
あ
つ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
新
設
又
は
改
築
で
そ
の
行
う
べ
き
も
の
を

、
当
該
新
設
又
は
改
築
に
係
る
一
般
国
道
の
部
分
の
存
す
る
都
道
府
県
又
は
指

定
市
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
法

第
十
七
条
第
九
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

４
～
15 

（
略
） 

附 

則 

１
・
２ 

（
略
） 

３ 

国
土
交
通
大
臣
は
、
改
正
後
の
法
第
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分

の
間
、
一
般
国
道
（
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
改
正
前
の
法
の
規
定
に
よ
る
一
級

国
道
で
あ
つ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
新
設
又
は
改
築
で
そ
の
行
う
べ
き
も
の
を

、
当
該
新
設
又
は
改
築
に
係
る
一
般
国
道
の
部
分
の
存
す
る
都
道
府
県
又
は
指

定
市
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
法

第
十
七
条
第
八
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

４
～
15 

（
略
） 
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〇 

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
九
条
関
係
） 

 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 
 

（
業
務
の
範
囲
） 

第
十
三
条 

（
略
） 

２ 

機
構
は
、
前
項
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
第
三
条
第
一
項
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

（
略
） 

二 

鉄
道
軌
道
整
備
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
六
十
九
号
）
第
八
条
第
七

項
又
は
踏
切
道
改
良
促
進
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十

九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
、
こ
れ
を
財
源
と

し
て
、
鉄
道
事
業
者
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
。 

三
・
四 

（
略
） 

３
・
４ 

（
略
） 

 

（
業
務
の
範
囲
） 

第
十
三
条 

（
略
） 

２ 

機
構
は
、
前
項
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
第
三
条
第
一
項
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

（
略
） 

二 

鉄
道
軌
道
整
備
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
六
十
九
号
）
第
八
条
第
七

項
又
は
踏
切
道
改
良
促
進
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
、
こ
れ
を
財
源
と
し

て
、
鉄
道
事
業
者
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
。 

三
・
四 

（
略
） 

３
・
４ 

（
略
） 
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〇 

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
十
条
関
係
） 
 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 
 

（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
及
び
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整

備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
特
例
） 

第
二
十
八
条 

（
略
） 

２
～
12 

（
略
） 

 

13 

特
定
道
路
公
社
が
民
間
資
金
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
社
管
理

道
路
運
営
権
を
設
定
し
た
場
合
に
お
け
る
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
十
条
第
四

項
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
第
四
項
、
第
十
七
条
第
七
項
、
第
二
十
四
条
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
五
十
二
条
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
条
第
四
項
中
「
、
第
二
号
、
第
五
号
又
は
第
六
号
」

と
あ
る
の
は
「
又
は
第
二
号
」
と
、
同
法
第
十
四
条
中
「
料
金
」
と
あ
る
の
は

「
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
二
十
八
条

第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同

法
第
十
五
条
第
四
項
中
「
、
第
二
号
、
第
四
号
又
は
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「

又
は
第
二
号
」
と
、
同
法
第
十
七
条
第
七
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二

項
並
び
に
第
五
十
二
条
中
「
料
金
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
料
金
」
と
、
同
法
第

二
十
四
条
第
三
項
中
「
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
あ
る
の
は
「
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
公
社
管
理
道
路
運
営
権
者
（
同
項
に
規
定
す
る
公
社
管
理
道
路
運
営
権
者

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
利
用
料
金
を
収
受
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
」
と

、
「
料
金
の
徴
収
を
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
公
社
管
理
道
路
運
営
権
者
が
利
用

料
金
の
徴
収
を
」
と
、
「
料
金
の
徴
収
施
設
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
料
金
の
徴

収
施
設
」
と
、
「
料
金
を
徴
収
さ
れ
る
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
料
金
を
徴
収
さ

れ
る
」
と
、
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
料
金
を
徴
収
し
よ
う
」
と
あ
る
の

は
「
公
社
管
理
道
路
運
営
権
者
に
利
用
料
金
を
収
受
さ
せ
よ
う
」
と
、
「
そ
の

（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
及
び
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整

備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
特
例
） 

第
二
十
八
条 

（
略
） 

２
～
12 

（
略
） 

13 

特
定
道
路
公
社
が
民
間
資
金
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
社
管
理

道
路
運
営
権
を
設
定
し
た
場
合
に
お
け
る
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
十
条
第
四

項
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
第
四
項
、
第
十
七
条
第
三
項
、
第
二
十
四
条
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
五
十
二
条
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
法
第
十
条
第
四
項
中
「
、
第
二
号
、
第
五
号
又
は
第
六
号
」

と
あ
る
の
は
「
又
は
第
二
号
」
と
、
同
法
第
十
四
条
中
「
料
金
」
と
あ
る
の
は

「
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
二
十
八
条

第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同

法
第
十
五
条
第
四
項
中
「
、
第
二
号
、
第
四
号
又
は
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「

又
は
第
二
号
」
と
、
同
法
第
十
七
条
第
三
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二

項
並
び
に
第
五
十
二
条
中
「
料
金
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
料
金
」
と
、
同
法
第

二
十
四
条
第
三
項
中
「
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
あ
る
の
は
「
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
公
社
管
理
道
路
運
営
権
者
（
同
項
に
規
定
す
る
公
社
管
理
道
路
運
営
権
者

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
利
用
料
金
を
収
受
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
」
と

、
「
料
金
の
徴
収
を
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
公
社
管
理
道
路
運
営
権
者
が
利
用

料
金
の
徴
収
を
」
と
、
「
料
金
の
徴
収
施
設
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
料
金
の
徴

収
施
設
」
と
、
「
料
金
を
徴
収
さ
れ
る
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
料
金
を
徴
収
さ

れ
る
」
と
、
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
料
金
を
徴
収
し
よ
う
」
と
あ
る
の

は
「
公
社
管
理
道
路
運
営
権
者
に
利
用
料
金
を
収
受
さ
せ
よ
う
」
と
、
「
そ
の
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額
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
」
と
、
「
当
該
料
金
の
額
又
は
」
と
あ
る
の
は

「
当
該
」
と
し
、
同
法
第
十
一
条
第
四
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

 

額
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
」
と
、
「
当
該
料
金
の
額
又
は
」
と
あ
る
の
は

「
当
該
」
と
し
、
同
法
第
十
一
条
第
四
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 
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〇 

日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
十
一
条
関
係
） 

 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 
 

（
管
理
有
料
高
速
道
路
の
維
持
、
修
繕
等
の
特
例
の
経
過
措
置
） 

第
二
十
六
条 

（
略
） 

２ 

管
理
有
料
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
新
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可

を
受
け
て
新
設
し
、
又
は
改
築
し
た
高
速
道
路
と
み
な
し
て
新
特
別
措
置
法
第

四
条
か
ら
第
七
条
ま
で
、
第
九
条
第
一
項
（
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
係
る

部
分
を
除
く
。
）
及
び
第
十
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十

五
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十
条
第
一
項
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係

る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
第
二
項
、
第
三
十
二
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
、
第

三
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
八
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
条
第
一
項
、
第
四

十
二
条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
五
条
第
三
項
、
第
四
項

前
段
及
び
第
六
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
八
条
、
第

五
十
一
条
第
四
項
、
第
五
項
及
び
第
八
項
、
第
五
十
四
条
第
一
項
（
後
段
に
あ

っ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
技
術
的
読
替
え
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三

項
、
第
五
十
五
条
か
ら
第
五
十
六
条
ま
で
並
び
に
第
五
十
八
条
か
ら
第
六
十
条

ま
で
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
新
特
別
措
置
法
第
九
条
第

十
項
及
び
第
十
一
項
、
第
四
十
五
条
第
三
項
、
第
四
項
前
段
及
び
第
六
項
並
び

に
第
五
十
一
条
第
四
項
中
「
機
構
」
と
あ
る
の
は
「
道
路
管
理
者
」
と
す
る
ほ

か
、
新
特
別
措
置
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、

政
令
で
定
め
る
。 

３
・
４ 

（
略
） 

 

（
管
理
有
料
高
速
道
路
の
維
持
、
修
繕
等
の
特
例
の
経
過
措
置
） 

第
二
十
六
条 

（
略
） 

２ 

管
理
有
料
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
新
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可

を
受
け
て
新
設
し
、
又
は
改
築
し
た
高
速
道
路
と
み
な
し
て
新
特
別
措
置
法
第

四
条
か
ら
第
七
条
ま
で
、
第
九
条
第
一
項
（
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
係
る

部
分
を
除
く
。
）
及
び
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十

五
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十
条
第
一
項
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係

る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
第
二
項
、
第
三
十
二
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
、
第

三
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
八
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
条
第
一
項
、
第
四

十
二
条
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
五
条
第
三
項
、
第
四
項

前
段
及
び
第
六
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
、
第
四
十
七
条
、
第
四
十
八
条
、
第

五
十
一
条
第
四
項
、
第
五
項
及
び
第
八
項
、
第
五
十
四
条
第
一
項
（
後
段
に
あ

っ
て
は
、
政
令
で
定
め
る
技
術
的
読
替
え
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三

項
、
第
五
十
五
条
か
ら
第
五
十
六
条
ま
で
並
び
に
第
五
十
八
条
か
ら
第
六
十
条

ま
で
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
新
特
別
措
置
法
第
九
条
第

九
項
及
び
第
十
項
、
第
四
十
五
条
第
三
項
、
第
四
項
前
段
及
び
第
六
項
並
び
に

第
五
十
一
条
第
四
項
中
「
機
構
」
と
あ
る
の
は
「
道
路
管
理
者
」
と
す
る
ほ
か

、
新
特
別
措
置
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政

令
で
定
め
る
。 

３
・
４ 

（
略
） 
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〇 

道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
三
十
一
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
十
二
条
関
係
） 

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

 
 

第
二
条 

道
路
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

目
次
中
「
第
四
十
七
条
の
六
」
を
「
第
四
十
七
条
の
十
六
」
に
、
「
第
四
十
七

条
の
七
」
を
「
第
四
十
七
条
の
十
七
」
に
、
「
第
十
三
節 

道
路
協
力
団
体
（
第 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
第
十
三
節 

指
定 

四
十
八
条
の
四
十
六
―
第
四
十
八
条
の
五
十
一
）
」
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
十
四
節 

道
路 

 

登
録
確
認
機
関
（
第
四
十
八
条
の
四
十
六
―
第
四
十
八
条
の
五
十
九
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め 

 
 

協
力
団
体
（
第
四
十
八
条
の
六
十
―
第
四
十
八
条
の
六
十
五
） 

 
 

」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

る
。 

 

第
二
条 

道
路
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

目
次
中
「
第
四
十
七
条
の
六
」
を
「
第
四
十
七
条
の
十
六
」
に
、
「
第
四
十
七

条
の
七
」
を
「
第
四
十
七
条
の
十
七
」
に
、
「
第
十
三
節 

道
路
協
力
団
体
（
第 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
第
十
三
節 

指
定 

四
十
八
条
の
四
十
六
―
第
四
十
八
条
の
五
十
一
）
」
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
十
四
節 

道
路 

 

登
録
確
認
機
関
（
第
四
十
八
条
の
四
十
六
―
第
四
十
八
条
の
五
十
九
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め 

 
 

協
力
団
体
（
第
四
十
八
条
の
六
十
―
第
四
十
八
条
の
六
十
五
） 

 
 

」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

る
。 

 

 
 

（
略
） 

第
百
六
条
中
第
三
号
を
第
八
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
五
号
を
加
え
る

。 

三 

第
四
十
七
条
の
七
第
一
項
又
は
第
四
十
七
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
き
。 

四 

第
四
十
八
条
の
五
十
三
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
帳
簿
を
備
え
付

け
ず
、
帳
簿
に
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
帳
簿
に
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は

帳
簿
を
保
存
し
な
か
つ
た
と
き
。 

五 

第
四
十
八
条
の
五
十
三
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。 

六 

第
四
十
八
条
の
五
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く

は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、

（
略
） 

第
百
六
条
中
第
二
号
を
第
七
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
五
号
を
加
え
る

。 

二 

第
四
十
七
条
の
七
第
一
項
又
は
第
四
十
七
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者 

三 

第
四
十
八
条
の
五
十
三
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
帳
簿
を
備
え
付
け

ず
、
帳
簿
に
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
帳
簿
に
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
帳
簿

を
保
存
し
な
か
つ
た
者 

四 
第
四
十
八
条
の
五
十
三
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者 

五 

第
四
十
八
条
の
五
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は

虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
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若
し
く
は
忌
避
し
、
若
し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁

を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
と
き
。 

七 
第
四
十
八
条
の
五
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
な
い
で
登

録
等
事
務
の
全
部
を
廃
止
し
た
と
き
。 

く
は
忌
避
し
、
若
し
く
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず

、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者 

六 

第
四
十
八
条
の
五
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
な
い
で
登

録
等
事
務
の
全
部
を
廃
止
し
た
者 

第
四
条 

道
路
整
備
特
別
措
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
八
条
第
一
項
第
二
十
五
号
中
「
第
四
十
七
条
の
五
」
を
「
第
四
十
七
条
の

十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
九
号
中
「
第
四
十
七
条
の
三
第
二
項
」
の
下
に

「
又
は
第
四
十
七
条
の
十
一
第
一
項
」
を
加
え
、
「
同
条
第
四
項
又
は
第
五
項

」
を
「
同
法
第
四
十
七
条
の
三
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
又
は
第
四
十
七
条
の

十
一
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」
に
改
め
、
「
許
可
基
準
等
」
の
下
に
「
又
は

判
定
基
準
等
」
を
加
え
、
「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
法
第
四
十
七
条
の
三
第
九

項
又
は
第
四
十
七
条
の
十
一
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
中
第
四
十
一
号
を
第
四

十
二
号
と
し
、
第
三
十
七
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同

項
第
三
十
六
号
中
「
第
四
十
八
条
の
五
十
」
を
「
第
四
十
八
条
の
六
十
四
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
十
七
号
と
し
、
同
項
中
第
三
十
五
号
を
第
三
十
六
号

と
し
、
第
三
十
四
号
の
二
を
第
三
十
五
号
の
二
と
し
、
第
三
十
二
号
か
ら
第
三

十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
三
十
一
号
中
「
第
四
十
七
条
の

八
第
一
項
」
を
「
第
四
十
七
条
の
十
八
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三

十
二
号
と
し
、
同
項
第
三
十
号
中
「
第
四
十
七
条
の
四
」
を
「
第
四
十
七
条
の

十
四
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
十
一
号
と
し
、
同
項
第
二
十
九
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。 

三
十 

（
略
） 

第
八
条
第
二
項
中
「
第
三
十
六
号
又
は
第
三
十
九
号
」
を
「
第
三
十
七
号
又

は
第
四
十
号
」
に
、
「
又
は
第
三
十
六
号
」
を
「
又
は
第
三
十
七
号
」
に
改
め

、
「
第
四
十
七
条
の
三
第
二
項
」
の
下
に
「
又
は
第
四
十
七
条
の
十
一
第
一
項

」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
十
三
号
若
し
く
は
第
三
十
六
号
」
を
「
第

三
十
四
号
若
し
く
は
第
三
十
七
号
」
に
改
め
、
「
第
四
十
七
条
の
三
第
二
項
」

の
下
に
「
又
は
第
四
十
七
条
の
十
一
第
一
項
」
を
加
え
、
「
第
一
項
第
三
十
九

号
」
を
「
第
一
項
第
四
十
号
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
三
十
六
号
」

を
「
第
三
十
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
九
号
ま
で
、
第
三
十

第
四
条 

道
路
整
備
特
別
措
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
八
条
第
一
項
第
二
十
五
号
中
「
第
四
十
七
条
の
五
」
を
「
第
四
十
七
条
の

十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
九
号
中
「
第
四
十
七
条
の
三
第
二
項
」
の
下
に

「
又
は
第
四
十
七
条
の
十
一
第
一
項
」
を
加
え
、
「
同
条
第
四
項
又
は
第
五
項

」
を
「
同
法
第
四
十
七
条
の
三
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
又
は
第
四
十
七
条
の

十
一
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」
に
改
め
、
「
許
可
基
準
等
」
の
下
に
「
又
は

判
定
基
準
等
」
を
加
え
、
「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
法
第
四
十
七
条
の
三
第
九

項
又
は
第
四
十
七
条
の
十
一
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
中
第
四
十
一
号
を
第
四

十
二
号
と
し
、
第
三
十
七
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同

項
第
三
十
六
号
中
「
第
四
十
八
条
の
五
十
」
を
「
第
四
十
八
条
の
六
十
四
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
十
七
号
と
し
、
同
項
中
第
三
十
五
号
を
第
三
十
六
号

と
し
、
第
三
十
二
号
か
ら
第
三
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第

三
十
一
号
中
「
第
四
十
七
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
四
十
七
条
の
十
八
第
一
項

」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
十
二
号
と
し
、
同
項
第
三
十
号
中
「
第
四
十
七

条
の
四
」
を
「
第
四
十
七
条
の
十
四
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
十
一
号
と

し
、
同
項
第
二
十
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

三
十 

（
略
） 

第
八
条
第
二
項
中
「
第
三
十
六
号
又
は
第
三
十
九
号
」
を
「
第
三
十
七
号
又

は
第
四
十
号
」
に
、
「
又
は
第
三
十
六
号
」
を
「
又
は
第
三
十
七
号
」
に
改
め

、
「
第
四
十
七
条
の
三
第
二
項
」
の
下
に
「
又
は
第
四
十
七
条
の
十
一
第
一
項

」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
十
三
号
若
し
く
は
第
三
十
六
号
」
を
「
第

三
十
四
号
若
し
く
は
第
三
十
七
号
」
に
改
め
、
「
第
四
十
七
条
の
三
第
二
項
」

の
下
に
「
又
は
第
四
十
七
条
の
十
一
第
一
項
」
を
加
え
、
「
第
一
項
第
三
十
九

号
」
を
「
第
一
項
第
四
十
号
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
三
十
六
号
」

を
「
第
三
十
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
九
号
ま
で
、
第
三
十
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一
号
か
ら
第
三
十
三
号
ま
で
又
は
第
三
十
四
号
の
二
か
ら
第
四
十
号
ま
で
」
を

「
第
三
十
号
ま
で
、
第
三
十
二
号
か
ら
第
三
十
四
号
ま
で
又
は
第
三
十
五
号
の

二
か
ら
第
四
十
一
号
ま
で
」
に
、
「
第
九
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
」
を
「
第
九

号
か
ら
第
四
十
一
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
十
三
号
、
第
三

十
四
号
、
第
三
十
五
号
及
び
第
四
十
号
」
を
「
第
三
十
四
号
、
第
三
十
五
号
、

第
三
十
六
号
及
び
第
四
十
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
十
三
号
又

は
第
三
十
四
号
」
を
「
第
三
十
四
号
又
は
第
三
十
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
九

項
中
「
第
三
十
七
号
」
を
「
第
三
十
八
号
」
に
改
め
る
。 

（
略
） 

第
十
七
条
第
一
項
第
二
十
一
号
中
「
第
四
十
七
条
の
五
」
を
「
第
四
十
七
条

の
十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
五
号
中
「
第
四
十
七
条
の
三
第
二
項
」
の
下

に
「
又
は
第
四
十
七
条
の
十
一
第
一
項
」
を
加
え
、
「
同
条
第
四
項
又
は
第
五

項
」
を
「
同
法
第
四
十
七
条
の
三
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
又
は
第
四
十
七
条

の
十
一
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」
に
改
め
、
「
許
可
基
準
等
」
の
下
に
「
又

は
判
定
基
準
等
」
を
加
え
、
「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
法
第
四
十
七
条
の
三
第

九
項
又
は
第
四
十
七
条
の
十
一
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
中
第
三
十
八
号
を
第

三
十
九
号
と
し
、
第
三
十
三
号
か
ら
第
三
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ

、
同
項
第
三
十
二
号
中
「
第
四
十
八
条
の
五
十
」
を
「
第
四
十
八
条
の
六
十
四

」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
十
三
号
と
し
、
同
項
中
第
三
十
一
号
を
第
三
十

二
号
と
し
、
第
三
十
号
の
二
を
第
三
十
一
号
の
二
と
し
、
第
二
十
八
号
か
ら
第

三
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
二
十
七
号
中
「
第
四
十
七
条
の

八
第
一
項
」
を
「
第
四
十
七
条
の
十
八
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二

十
八
号
と
し
、
同
項
第
二
十
六
号
中
「
第
四
十
七
条
の
四
」
を
「
第
四
十
七
条

の
十
四
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
七
号
と
し
、
同
項
第
二
十
五
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

二
十
六 

（
略
） 

第
十
七
条
第
六
項
中
「
第
二
十
九
号
、
第
三
十
二
号
又
は
第
三
十
五
号
」
を

「
第
三
十
号
、
第
三
十
三
号
又
は
第
三
十
六
号
」
に
改
め
、
「
第
四
十
七
条
の

三
第
二
項
」
の
下
に
「
又
は
第
四
十
七
条
の
十
一
第
一
項
」
を
加
え
、
同
項
た

だ
し
書
中
「
第
三
十
二
号
」
を
「
第
三
十
三
号
」
に
改
め
る
。 

一
号
か
ら
第
三
十
三
号
ま
で
又
は
第
三
十
五
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
」
を
「
第

三
十
号
ま
で
、
第
三
十
二
号
か
ら
第
三
十
四
号
ま
で
又
は
第
三
十
六
号
か
ら
第

四
十
一
号
ま
で
」
に
、
「
第
九
号
か
ら
第
四
十
号
ま
で
」
を
「
第
九
号
か
ら
第

四
十
一
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
十
三
号
か
ら
第
三
十
五
号

ま
で
及
び
第
四
十
号
」
を
「
第
三
十
四
号
か
ら
第
三
十
六
号
ま
で
及
び
第
四
十

一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
十
三
号
又
は
第
三
十
四
号
」
を
「
第

三
十
四
号
又
は
第
三
十
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
第
三
十
七
号
」
を

「
第
三
十
八
号
」
に
改
め
る
。 

（
略
） 

第
十
七
条
第
一
項
第
二
十
一
号
中
「
第
四
十
七
条
の
五
」
を
「
第
四
十
七
条

の
十
五
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
五
号
中
「
第
四
十
七
条
の
三
第
二
項
」
の
下

に
「
又
は
第
四
十
七
条
の
十
一
第
一
項
」
を
加
え
、
「
同
条
第
四
項
又
は
第
五

項
」
を
「
同
法
第
四
十
七
条
の
三
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
又
は
第
四
十
七
条

の
十
一
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」
に
改
め
、
「
許
可
基
準
等
」
の
下
に
「
又

は
判
定
基
準
等
」
を
加
え
、
「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
法
第
四
十
七
条
の
三
第

九
項
又
は
第
四
十
七
条
の
十
一
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
中
第
三
十
八
号
を
第

三
十
九
号
と
し
、
第
三
十
三
号
か
ら
第
三
十
七
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ

、
同
項
第
三
十
二
号
中
「
第
四
十
八
条
の
五
十
」
を
「
第
四
十
八
条
の
六
十
四

」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
十
三
号
と
し
、
同
項
中
第
三
十
一
号
を
第
三
十

二
号
と
し
、
第
二
十
八
号
か
ら
第
三
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項

第
二
十
七
号
中
「
第
四
十
七
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
四
十
七
条
の
十
八
第
一

項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
八
号
と
し
、
同
項
第
二
十
六
号
中
「
第
四

十
七
条
の
四
」
を
「
第
四
十
七
条
の
十
四
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
七

号
と
し
、
同
項
第
二
十
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

二
十
六 

（
略
） 

第
十
七
条
第
二
項
中
「
第
二
十
九
号
、
第
三
十
二
号
又
は
第
三
十
五
号
」
を

「
第
三
十
号
、
第
三
十
三
号
又
は
第
三
十
六
号
」
に
改
め
、
「
第
四
十
七
条
の

三
第
二
項
」
の
下
に
「
又
は
第
四
十
七
条
の
十
一
第
一
項
」
を
加
え
、
同
項
た

だ
し
書
中
「
第
三
十
二
号
」
を
「
第
三
十
三
号
」
に
改
め
る
。 
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（
略
） 

（
略
） 

 
 

附 
則 

第
八
条 

踏
切
道
改
良
促
進
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
四
条
第
八
項
中
「
第
四
十
八
条
の
四
十
六
第
一
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の

六
十
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 

附 

則 

第
八
条 

踏
切
道
改
良
促
進
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
四
条
第
五
項
中
「
第
四
十
八
条
の
四
十
六
第
一
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の

六
十
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

 



五

第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
六
第
一

項
及
び
第
三
項

道
路
管
理
者
は
、

道
路
管
理
者
は
、
道
路
管
理
者

等
が

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
三
条
の
二
第
一
項
中
「
第
四
十
一
条
第
二
項
第
八
号
」
を
「
第
四
十
一
条
第
二
項
第
九
号
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
第
十
九
号
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
」
に
、「
第
四
十
四
条

の
二
第
二
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
」
に
、「
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
」
を「
第
四
十
四
条
の
三
第
三
項
」

に
、「
第
四
十
四
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
」
に
、「
第
四
十
四
条
の
二
第
五
項
」
を
「
第
四
十

四
条
の
三
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
中
第
四
十
七
号
を
第
五
十
号
と
し
、
第
三
十
三
号
か
ら
第
四
十
六
号
ま
で
を
三

号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
三
十
二
号
中
「
第
四
十
八
条
の
四
十
五
」
の
下
に「（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
三
十
五
号
と
し
、同
項
中
第
三
十
一
号
を
第
三
十
四
号
と
し
、

第
三
十
号
を
第
三
十
三
号
と
し
、
第
二
十
九
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

三
十

法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
三
の
規
定
に
よ
り
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の
利
用
を
禁
止
し
、
又
は
制
限

す
る
こ
と
。

三
十
一

法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
四
の
規
定
に
よ
り
道
路
標
識
を
設
け
る
こ
と
。

三
十
二

法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
定
を
締
結
し
、
及
び
道
路
外
災
害
応
急
対
策

施
設
を
管
理
す
る
こ
と
。

踏
切
道
改
良
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
三
年
九
月
二
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
二
百
六
十
一
号

踏
切
道
改
良
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
踏
切
道
改
良
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
九
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、

及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
三
第
二
項
第
三
号
中
「
第
四
十
八
条
の
四
十
五
」
の
下
に「（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

第
一
条
の
七
第
三
項
の
表
四
の
項
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、

同
条
第
四
項
の
表
三
の
項
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、「
第
四
十
八

条
の
二
十
九
」
の
下
に
「
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
三
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
四
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九

の
五
第
一
項
」
を
加
え
、
同
表
四
の
項
中
「
第
四
十
八
条
の
二
十
六
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九

の
六
第
一
項
及
び
第
三
項
」
を
加
え
、
同
条
第
六
項
の
表
九
の
項
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四

条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、「
第
四
十
八
条
の
二
十
九
」
の
下
に
「
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
三
、
第
四
十
八
条
の

二
十
九
の
四
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一
項
」
を
加
え
、
同
表
十
一
の
項
中
「
第
四
十
八
条
の
二
十
六
第
二

項
」
の
下
に
「
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
六
第
一
項
及
び
第
三
項
」
を
加
え
、
同
条
第
七
項
中
「
四
の
項
（
」
の

下
に
「
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
六
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
」
を
加
え
、
同
条
第
八
項
の
表
二
の
項
中
「
第
四

十
七
条
の
五
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
三
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
四
、
第
四
十
八
条
の

二
十
九
の
五
第
一
項
」
を
加
え
、
同
表
中
九
の
項
を
十
の
項
と
し
、
五
の
項
か
ら
八
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下

げ
、
四
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。


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第
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
前
項
第
三
十
八
号
及
び
第
三
十
九
号
」
を「
前
項
第
四
十
一
号
及
び
第
四
十
二
号
」

に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
第
三
十
一
号
、
第
三
十
三
号
、
第
三
十
五
号
か
ら
第
三
十
九
号
ま
で
、
第
四
十

二
号
及
び
第
四
十
三
号
」
を
「
第
三
十
四
号
、
第
三
十
六
号
、
第
三
十
八
号
か
ら
第
四
十
二
号
ま
で
、
第
四
十
五
号

及
び
第
四
十
六
号
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
七
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
七
項
」
に

改
め
、
同
項
第
十
号
中
「
第
四
十
八
条
の
四
十
五
」
の
下
に「（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）」
を
加
え
、
同
項
第
十
九
号
中
「
と
き
及
び
」
を
「
と
き
、
法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
三
の
規
定
に
よ
り

防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の
利
用
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る
と
き
及
び
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
た
だ

し
書
中
「
前
条
第
一
項
第
三
十
八
号
及
び
第
三
十
九
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
四
十
一
号
及
び
第
四
十
二
号
」
に
改

め
る
。

第
四
条
の
三
第
一
項
中
「
第
四
十
七
号
」
を
「
第
五
十
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
第
四
条
第
一

項
第
三
十
八
号
及
び
第
三
十
九
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
及
び
第
四
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
第
三
十
八
号
ま
で
、
第
四
十
号
か
ら
第
四
十
三
号
ま
で
及
び
第
四
十
五
号
か
ら

第
四
十
七
号
ま
で
」
を
「
第
四
十
一
号
ま
で
、
第
四
十
三
号
か
ら
第
四
十
六
号
ま
で
及
び
第
四
十
八
号
か
ら
第
五
十

号
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
第
四
条
第
一
項
第
三
十
八
号
」
を「
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
」

に
改
め
る
。

第
四
条
の
五
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
第
四
条
第
一
項
第
三
十
八
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
」
に
改
め

る
。第

五
条
第
三
号
中
「
第
四
十
四
条
（
」
を
「
第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
に
改
め
、

同
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
又
は
」
を
「
、
第
四
十
八
条
の
二
十

九
の
六
第
三
項
又
は
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
届
出
対
象
区
域
を
指
定
し
、
及
び
こ
れ
を
公
示
す
る
こ
と
。

第
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
第
三
十
二
号
ま
で
、
第
三
十
五
号
か
ら
第
三
十
八
号
ま
で
、
第
四
十
号
、
第
四

十
一
号
及
び
第
四
十
五
号
か
ら
第
四
十
七
号
ま
で
」
を
「
第
三
十
五
号
ま
で
、第
三
十
八
号
か
ら
第
四
十
一
号
ま
で
、

第
四
十
三
号
、
第
四
十
四
号
及
び
第
四
十
八
号
か
ら
第
五
十
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
及
び
法
第
四
十

六
条
第
一
項
又
は
」
を
「
、
法
第
四
十
六
条
第
一
項
又
は
」
に
改
め
、「
に
よ
り
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限

し
よ
う
と
す
る
と
き
」
の
下
に
「
及
び
法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
三
の
規
定
に
よ
り
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の

利
用
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る
と
き
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
第
四
条
第
一
項
第
三
十

八
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
十
九
号
ま
で
、
第
三
十
一
号
、
第
三
十
三
号
、
第
三
十
五
号
か
ら
第
三
十

九
号
ま
で
、
第
四
十
一
号
か
ら
第
四
十
三
号
ま
で
及
び
第
四
十
五
号
か
ら
第
四
十
七
号
ま
で
」
を
「
第
三
十
二
号
ま

で
、
第
三
十
四
号
、
第
三
十
六
号
、
第
三
十
八
号
か
ら
第
四
十
二
号
ま
で
、
第
四
十
四
号
か
ら
第
四
十
六
号
ま
で
及

び
第
四
十
八
号
か
ら
第
五
十
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
七
項
」
を
「
第
四
十
四
条

の
三
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
四
十
八
条
の
四
十
五
」
の
下
に「（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
中「
第
四
条
第
一
項
第
三
十
八
号
及
び
第
三
十
九
号
」

を
「
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
及
び
第
四
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
四
十
七
条
の
八
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一
項
」
を

加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
第
四
十
八
条
の
三
十
七
第
一
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一
項
又
は
第
四
十

八
条
の
三
十
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

指
定
市
以
外
の
市
町
村
は
、
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
次
に
掲
げ
る
権

限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
二
十
二
条
の
二
、
第
四
十
七
条
の
八
第
一
項
又
は
第
四
十
八
条
の
三
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
定

を
締
結
す
る
こ
と
。

二

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
。

三

法
第
四
十
八
条
の
四
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
、
又
は
法
第
四
十
八
条
の
四
十
八
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

第
六
条
第
十
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
及
び
第
二
十
一
号
」
を
「
、
第
二
十
一
号
、
第
三
十

号
及
び
第
三
十
一
号
」
に
、「
こ
の
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
こ
の
条
第
五
項
第
二
号
」
に
、「
第
五
項
第
二
号
」を「
第

六
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
第
一
号
中
「
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
五
項
第

二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
法
」
の
下
に
「
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一
項
又
は
」
を
加
え
、
同
項
を

同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
四
項
各
号
」
を
「
第
五
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、

同
条
第
六
項
中
「
第
四
項
各
号
」
を
「
第
五
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条

第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
第
五
号
中
「
又
は
」
を
「
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一
項
又
は
」
に
改
め
、
同

項
第
七
号
中
「
第
四
十
八
条
の
四
十
五
」
の
下
に「（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」

を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

指
定
市
以
外
の
市
町
村
は
、
法
第
四
十
八
条
の
二
十
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
次
に

掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限

二

法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
。

第
七
条
第
三
号
中
「
津
波
」
を
「
洪
水
、
高
潮
又
は
津
波
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
に
設
け
る
備
蓄
倉
庫
、
非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
第

十
九
条
の
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
非
常
用
電
気
等
供
給
施
設
を
い
う
。）そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
、

災
害
応
急
対
策
（
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す

る
災
害
応
急
対
策
を
い
う
。
第
十
六
条
の
三
第
二
号
イ
並
び
に
第
三
十
五
条
の
七
第
二
号
及
び
第
四
号
に
お
い

て
同
じ
。）の
的
確
か
つ
円
滑
な
実
施
の
た
め
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

第
十
六
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
災
害
応
急
対
策
に
資
す
る
工
作
物
又
は
施
設
）

第
十
六
条
の
三

法
第
三
十
三
条
第
二
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
工
作
物
又
は
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一

広
告
塔
、
通
信
設
備
、
街
灯
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
作
物
又
は
看
板
で
あ
つ
て
、
災
害
時
に
お
い
て
住

民
そ
の
他
の
者
（
次
号
及
び
第
三
十
五
条
の
七
に
お
い
て
「
住
民
等
」
と
い
う
。）に
対
す
る
災
害
情
報
の
伝
達

の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

二

次
に
掲
げ
る
も
の
で
、
災
害
時
に
お
い
て
住
民
等
に
対
す
る
物
資
又
は
電
力
の
供
給
の
用
に
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の

イ

ベ
ン
チ
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
工
作
物
で
あ
つ
て
、
物
資
の
保
管
そ
の
他
災
害
応
急
対
策
の
実
施
に
資
す

る
機
能
を
併
せ
有
す
る
も
の

ロ

貯
水
槽
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
施
設

ハ

第
七
条
第
二
号
又
は
第
八
号
に
掲
げ
る
工
作
物
又
は
施
設

三

第
七
条
第
十
四
号
に
掲
げ
る
施
設

第
十
七
条
中
「
第
三
十
三
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
三
十
三
条
第
二
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
五
及
び
第
十
九
条
の
六
第
一
項
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
三
項
」

に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
七
及
び
第
十
九
条
の
八
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
」
に
改
め

る
。第

三
十
条
の
五
中
「
第
四
条
第
一
項
第
三
十
六
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
三
十
九
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
七
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
の
三
第
一
号
中
「
指
定
は
、」の
下
に
「
道
路
の
沿
道
に
お
け
る
」
を
、「
崩
壊
」
の
下
に
「
、
竹
木
の

倒
伏
、
工
作
物
の
倒
壊
」
を
、「
道
路
」
の
下
に
「
の
沿
道
の
土
地
、
竹
木
又
は
工
作
物
が
道
路
」
を
加
え
、
同
条
第

二
号
中
「
指
定
は
、」の
下
に
「
道
路
の
沿
道
の
土
地
、
竹
木
又
は
工
作
物
が
」
を
加
え
る
。

第
三
十
五
条
の
十
を
第
三
十
五
条
の
十
一
と
す
る
。

第
三
十
五
条
の
九
中
「
第
三
十
五
条
の
七
」
を
「
第
三
十
五
条
の
八
」
に
改
め
、同
条
を
第
三
十
五
条
の
十
と
し
、

第
三
十
五
条
の
八
を
第
三
十
五
条
の
九
と
し
、
第
三
十
五
条
の
七
を
第
三
十
五
条
の
八
と
す
る
。

第
三
十
五
条
の
六
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
道
路
外
災
害
応
急
対
策
施
設
）

第
三
十
五
条
の
七

法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
工
作
物
又
は
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一

広
告
塔
、
看
板
、
街
灯
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
作
物
で
あ
つ
て
、
災
害
時
に
お
い
て
住
民
等
に
対
す
る

災
害
情
報
の
伝
達
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

二

ベ
ン
チ
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
工
作
物
で
あ
つ
て
、
物
資
の
保
管
そ
の
他
災
害
応
急
対
策
の
実
施
に
資
す
る

機
能
を
併
せ
有
す
る
も
の
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別
表
第
七
条
第
八
号
に
掲
げ
る
施
設
、
第
七
条
第
九
号
に
掲
げ
る
施
設
、
第
七
条
第
十
号
に
掲
げ
る
施
設
及
び
自

動
車
駐
車
場
、
第
七
条
第
十
一
号
に
掲
げ
る
応
急
仮
設
建
築
物
、
第
七
条
第
十
二
号
に
掲
げ
る
器
具
及
び
第
七
条
第

十
三
号
に
掲
げ
る
施
設
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ト
ン
ネ
ル
の
上
又
は

高
架
の
道
路
の
路
面

下
（
当
該
路
面
下
の

地
下
を
除
く
。）
に

設
け
る
も
の

Ａ
に
〇
・

〇
一
一
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
四
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
六
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
九
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
二
三
を

乗
じ
て
得

た
額

上
空
に
設
け
る
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

第
七
条

第
八
号

に
掲
げ

る
施
設

地
下
（

ト
ン
ネ

ル
の
上

の
地
下

を

除

く
。）に

設
け
る

も
の

階
数
が
一

の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
〇
五
を
乗
じ
て
得
た
額

階
数
が
二

の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
〇
八
を
乗
じ
て
得
た
額

階
数
が
三

以
上
の
も

の

Ａ
に
〇
・
〇
一
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

第
七
条

第
九
号

に
掲
げ

る
施
設

建
築
物

Ａ
に
〇
・

〇
一
一
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
四
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
六
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
九
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
二
三
を

乗
じ
て
得

た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・

〇
〇
八
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
を
乗

じ
て
得
た

額

Ａ
に
〇
・

〇
一
二
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
三
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
六
を

乗
じ
て
得

た
額

第
七
条

第
十
号

に
掲
げ

る
施
設

及
び
自

動
車
駐

車
場

建
築
物

Ａ
に
〇
・
〇
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・

〇
〇
八
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
を
乗

じ
て
得
た

額

Ａ
に
〇
・

〇
一
二
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
三
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
六
を

乗
じ
て
得

た
額

占
用
面

積
一
平

方
メ
ー

ト
ル
に

つ
き
一

年

第
七
条
第
十
三
号
に
掲
げ
る
施
設

ト
ン
ネ
ル
の
上
又
は
高

速
自
動
車
国
道
若
し
く

は
自
動
車
専
用
道
路

（
高
架
の
も
の
に
限

る
。）の
路
面
下
に
設
け

る
も
の

Ａ
に
〇
・

〇
一
一
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
四
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
六
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
九
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
二
三
を

乗
じ
て
得

た
額

上
空
に
設
け
る
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

第
七
条
第
十
四
号
に
掲
げ
る
施

設

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
号
中
「
及
び
第
十
三
号
」
を
「
、
第
十
三
号
及
び
第
十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
道
路
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
」
を
「
道
路
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
、」に
、「
上
欄
」
を
「
第

二
欄
」
に
、「
中
欄
」
を
「
第
三
欄
」
に
、「
下
欄
」
を
「
第
四
欄
」
に
改
め
、
同
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

項

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
読
み
替

え
る
字
句

機
構
及
び
会
社
が
行

う
道
路
（
高
速
自
動

車
国
道
を
除
く
。）の

管
理
に
つ
い
て
適
用

す
る
場
合

地
方
道
路
公
社
が
行

う
道
路
（
高
速
自
動

車
国
道
を
除
く
。）の

管
理
に
つ
い
て
適
用

す
る
場
合

一

第
二
条
第
二
項
第
二
号

第
十
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
道
路
管
理
者

道
路
整
備
特
別
措
置

法
（
昭
和
三
十
一
年

法
律
第
七
号
）
第
二

条
第
四
項
に
規
定
す

る
会
社
（
以
下
「
会

社
」
と
い
う
。）

地
方
道
路
公
社

二

第
二
条
第
二
項
第
五

号
、
第
七
号
及
び
第
八

号

第
十
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
道
路
管
理
者

会
社

地
方
道
路
公
社

第
七
条

第
十
一

号
に
掲

げ
る
応

急
仮
設

建
築
物

ト
ン
ネ
ル
の
上
又
は

高
架
の
道
路
の
路
面

下
に
設
け
る
も
の

Ａ
に
〇
・

〇
一
一
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
四
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
六
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
九
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
二
三
を

乗
じ
て
得

た
額

上
空
に
設
け
る
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

第
七
条
第
十
二
号
に
掲
げ
る
器

具

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

三

食
事
施
設
、
購
買
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
災
害
時
に
お
い
て
住
民
等
の
支
援
に
係

る
物
資
（
次
号
に
お
い
て
「
支
援
物
資
」
と
い
う
。）の
供
給
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

四

事
務
所
、
店
舗
、
広
場
、
公
園
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
災
害
時
に
お
い
て
住
民
等
若
し

く
は
災
害
応
急
対
策
に
従
事
す
る
者
の
利
用
又
は
支
援
物
資
の
保
管
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

第
四
十
一
条
第
二
項
第
十
六
号
を
同
項
第
十
七
号
と
し
、
同
項
第
十
五
号
中
「
第
三
十
五
条
の
七
」
を
「
第
三
十

五
条
の
八
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
六
号
と
し
、
同
項
中
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
十
三

号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
を
指
定
し
、
同
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
当
該
指
定
に
係
る
自
動
車
駐
車
場
の
道
路
管
理
者
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
、
及
び
同
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
指
定
を
し
た
旨
を
公
示
す
る
こ
と
。





第
十
八
条
第
一
項

第
十
二
条
、
第
十
三
条

第
一
項
若
し
く
は
第
三

項
、
第
十
五
条
、
第
十

六
条
又
は
前
条
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま
で
の
規

定
に
よ
つ
て
道
路
を
管

理
す
る
者
（
指
定
区
間

内
の
国
道
に
あ
つ
て
は

国
土
交
通
大
臣
、
指
定

区
間
外
の
国
道
に
あ
つ

て
は
都
道
府
県
。
以
下

「
道
路
管
理
者
」
と
い

う
。）

独
立
行
政
法
人
日
本

高
速
道
路
保
有
・
債

務
返
済
機
構

地
方
道
路
公
社

三

決
定
し
て

決
定
し
、第
十
二
条
、

第
十
三
条
第
一
項
若

し
く
は
第
三
項
、
第

十
五
条
、
第
十
六
条

又
は
前
条
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
の
規

定
に
よ
つ
て
道
路
を

管
理
す
る
者
（
指
定

区
間
内
の
国
道
に
あ

つ
て
は
国
土
交
通
大

臣
、
指
定
区
間
外
の

国
道
に
あ
つ
て
は
都

道
府
県
。
以
下
「
道

路
管
理
者
」
と
い

う
。）は

決
定
し
、第
十
二
条
、

第
十
三
条
第
一
項
若

し
く
は
第
三
項
、
第

十
五
条
、
第
十
六
条

又
は
前
条
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
の
規

定
に
よ
つ
て
道
路
を

管
理
す
る
者
（
指
定

区
間
内
の
国
道
に
あ

つ
て
は
国
土
交
通
大

臣
、
指
定
区
間
外
の

国
道
に
あ
つ
て
は
都

道
府
県
。
以
下
「
道

路
管
理
者
」
と
い

う
。）は

四

第
十
九
条
の
二
第
一

項
、
第
三
十
一
条
第
一

項
、
第
二
項
及
び
第
四

項
、
第
九
十
三
条

当
該
道
路
の
道
路
管
理

者

会
社

地
方
道
路
公
社

五

第
十
九
条
の
二
第
一
項

道
路
管
理
者
（

道
路
管
理
者
（
当
該

他
の
道
路
が
他
の
会

社
が
管
理
す
る
道
路

整
備
特
別
措
置
法
第

二
十
三
条
第
一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
会

社
管
理
高
速
道
路
で

あ
る
と
き
は
当
該
他

の
会
社
、
同
法
第
三

十
一
条
第
一
項
に
規

定
す
る
公
社
管
理
道

路
で
あ
る
と
き
は
地

方
道
路
公
社
。

道
路
管
理
者
（
当
該

他
の
道
路
が
道
路
整

備
特
別
措
置
法
第
二

十
三
条
第
一
項
第
一

号
に
規
定
す
る
会
社

管
理
高
速
道
路
で
あ

る
と
き
は
会
社
、
他

の
地
方
道
路
公
社
が

管
理
す
る
同
法
第
三

十
一
条
第
一
項
に
規

定
す
る
公
社
管
理
道

路
で
あ
る
と
き
は
当

該
他
の
地
方
道
路
公

社
。

六

第
十
九
条
の
二
第
二
項

そ
の
い
ず
れ
か
が
国
土

交
通
大
臣
で
あ
る
場
合

を
除
き
、
共
用
管
理
施

設
関
係
道
路
管
理
者
の

い
ず
れ
か
が
都
道
府
県

で
あ
る
と
き
は
国
土
交

通
大
臣
に
、
そ
の
他
の

と
き
は
都
道
府
県
知
事

当
該
他
の
道
路
の
道

路
管
理
者
が
国
土
交

通
大
臣
で
あ
る
場
合

を
除
き
、
国
土
交
通

大
臣

当
該
他
の
道
路
の
道

路
管
理
者
が
国
土
交

通
大
臣
で
あ
る
場
合

を
除
き
、
国
土
交
通

大
臣

七

第
十
九
条
の
二
第
三
項

国
土
交
通
大
臣
」
と
あ

る
の
は
「
国
土
交
通
大

臣
又
は
都
道
府
県
知

事
」
と
、「
関
係
都
道
府

県
知
事
」
と
あ
る
の
は

「
共
用
管
理
施
設
関
係

道
路
管
理
者

関
係
都
道
府
県
知
事

の
」と
あ
る
の
は「
共

用
管
理
施
設
関
係
道

路
管
理
者
の
」
と
、

「
関
係
都
道
府
県
知

事
は
」
と
あ
る
の
は

「
当
該
他
の
道
路
の

道
路
管
理
者
（
地
方

公
共
団
体
で
あ
る
も

の
に
限
る
。）は

関
係
都
道
府
県
知
事

の
」と
あ
る
の
は「
共

用
管
理
施
設
関
係
道

路
管
理
者
の
」
と
、

「
関
係
都
道
府
県
知

事
は
」
と
あ
る
の
は

「
当
該
他
の
道
路
の

道
路
管
理
者
（
地
方

公
共
団
体
で
あ
る
も

の
に
限
る
。）は

八

第
十
九
条
の
二
第
五
項

共
用
管
理
施
設
関
係
道

路
管
理
者
は

当
該
道
路
の
道
路
管

理
者
及
び
当
該
他
の

道
路
の
道
路
管
理
者

は

当
該
道
路
の
道
路
管

理
者
及
び
当
該
他
の

道
路
の
道
路
管
理
者

は

九

第
二
十
条
第
一
項

当
該
道
路
の
道
路
管
理

者

独
立
行
政
法
人
日
本

高
速
道
路
保
有
・
債

務
返
済
機
構
（
以
下

「
機
構
」
と
い
う
。）

又
は
会
社
（
他
の
工

作
物
の
管
理
者
が
当

該
会
社
で
あ
る
と
き

は
、
機
構
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同

じ
。）

地
方
道
路
公
社

第
二
十
条
第
三
項

国
土
交
通
大
臣
以
外
の

道
路
管
理
者

機
構
又
は
会
社

地
方
道
路
公
社

当
該
道
路
の
道
路
管
理

者

機
構
若
し
く
は
会
社

地
方
道
路
公
社

十

そ
の
い
ず
れ
か
が
国
又

は
都
道
府
県
で
あ
る
と

き
は
国
土
交
通
大
臣
及

び
当
該
他
の
工
作
物
に

関
す
る
主
務
大
臣
に
、

そ
の
他
の
と
き
は
都
道

府
県
知
事
（
他
の
工
作

物
に
関
す
る
主
務
大
臣

の
事
務
を
分
掌
す
る
地

方
支
分
部
局
の
長
が
あ

る
と
き
は
、
都
道
府
県

知
事
及
び
当
該
支
分
部

局
の
長
。
以
下
こ
の
条

並
び
に
第
五
十
五
条
第

三
項
及
び
第
四
項
に
お

い
て
同
じ
。）

国
土
交
通
大
臣
及
び

当
該
他
の
工
作
物
に

関
す
る
主
務
大
臣

国
土
交
通
大
臣
及
び

当
該
他
の
工
作
物
に

関
す
る
主
務
大
臣

第
二
十
条
第
四
項

主
務
大
臣
又
は
都
道
府

県
知
事

主
務
大
臣

主
務
大
臣

当
該
道
路
の
道
路
管
理

者
又
は

機
構
若
し
く
は
会
社

又
は

地
方
道
路
公
社
又
は
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十
一

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
当
該
道
路

の
道
路
管
理
者
は
、
意

見
を
提
出
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
指
定
区
間

外
の
国
道
に
あ
つ
て
は

道
路
管
理
者
で
あ
る
都

道
府
県
の
議
会
に
諮
問

し
、
そ
の
他
の
道
路
に

あ
つ
て
は
道
路
管
理
者

で
あ
る
地
方
公
共
団
体

の
議
会
の
議
決
を
経
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

な
ら
な
い

な
ら
な
い

十
二

第
二
十
条
第
五
項

第
二
項
の
規
定
に
よ
る

国
土
交
通
大
臣
と
当
該

他
の
工
作
物
に
関
す
る

主
務
大
臣
と
の
協
議
が

成
立
し
た
場
合
又
は
前

二
項

前
二
項

前
二
項

若
し
く
は
都
道
府
県
知

事
が
裁
定

が
裁
定

が
裁
定

十
三

第
二
十
条
第
五
項
、
第

四
十
四
条
の
三
第
一
項

か
ら
第
五
項
ま
で
、
第

六
十
七
条
の
二
第
二
項

か
ら
第
五
項
ま
で
、
第

九
十
五
条
の
二

道
路
管
理
者

機
構
又
は
会
社

地
方
道
路
公
社

十
四

第
二
十
条
第
六
項

道
路
管
理
者
と

機
構
又
は
会
社
と

地
方
道
路
公
社
と

十
五

第
二
十
一
条

協
議

機
構
又
は
会
社
が
協

議

地
方
道
路
公
社
が
協

議

十
六

第
二
十
一
条
、
第
二
十

二
条
第
一
項
、
第
三
十

二
条
第
一
項
か
ら
第
三

項
ま
で
及
び
第
五
項
、

第
三
十
三
条
第
一
項
、

第
三
十
四
条
か
ら
第
三

十
六
条
ま
で
、
第
三
十

九
条
の
二
第
一
項
、
第

三
十
九
条
の
三
第
一

項
、
第
三
十
九
条
の
四

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

で
及
び
第
五
項
、
第
三

十
九
条
の
五
第
一
項
、

第
三
十
九
条
の
六
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で
、

第
三
十
九
条
の
七
第
二

項
、第
三
十
九
条
の
九
、

第
四
十
条
第
二
項
、
第

四
十
三
条
の
二
、
第
四

十
四
条
第
四
項
か
ら
第

七
項
ま
で
、
第
四
十
四

条
の
二
第
三
項
、
第
五

項
及
び
第
六
項
、
第
四

十
六
条
、
第
四
十
七
条

第
三
項
、
第
四
十
七
条

の
二
第
一
項
及
び
第
五

道
路
管
理
者

機
構

地
方
道
路
公
社

項
、第
四
十
七
条
の
四
、

第
四
十
七
条
の
七
第
一

項
、
第
四
十
八
条
第
二

項
及
び
第
四
項
、
第
四

十
八
条
の
五
第
三
項
、

第
四
十
八
条
の
八
第
二

項
、第
四
十
八
条
の
九
、

第
四
十
八
条
の
十
、
第

四
十
八
条
の
十
二
、
第

四
十
八
条
の
二
十
九
の

三
、
第
四
十
八
条
の
三

十
二
、
第
四
十
八
条
の

三
十
三
、
第
四
十
八
条

の
五
十
、
第
六
十
六
条

第
一
項
、第
六
十
八
条
、

第
六
十
九
条
第
一
項
、

第
七
十
一
条
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
及
び
第

五
項
、
第
七
十
二
条
第

一
項
及
び
第
三
項
、
第

七
十
二
条
の
二
第
一
項

及
び
第
二
項
、
第
八
十

七
条
第
一
項
、
第
九
十

一
条
第
三
項
、
第
九
十

六
条
第
五
項

十
七

第
二
十
二
条
の
二

道
路
管
理
者
は

会
社
は

地
方
道
路
公
社
は

十
八

第
二
十
二
条
の
二
、
第

二
十
四
条

道
路
管
理
者
以
外

道
路
管
理
者
、
機
構

及
び
会
社
以
外

道
路
管
理
者
及
び
地

方
道
路
公
社
以
外

十
九

第
二
十
三
条
第
一
項
、

第
三
十
八
条
、
第
四
十

二
条
第
一
項
、
第
七
十

条
第
一
項
、
第
三
項
及

び
第
四
項
、
第
九
十
一

条
第
二
項
、
第
九
十
二

条
第
四
項

道
路
管
理
者

会
社

地
方
道
路
公
社

二
十

第
二
十
四
条
、
第
九
十

一
条
第
一
項

道
路
管
理
者
の

機
構
の

地
方
道
路
公
社
の

二
十
一

第
三
十
一
条
第
二
項

国
土
交
通
大
臣
以
外
の

道
路
管
理
者

会
社

地
方
道
路
公
社

第
三
十
一
条
第
三
項

当
該
道
路
の
道
路
管
理

者
又
は

会
社
又
は

地
方
道
路
公
社
又
は

二
十
二

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
当
該
道
路

の
道
路
管
理
者
は
、
意

見
を
提
出
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
指
定
区
間

外
の
国
道
に
あ
つ
て
は

当
該
道
路
管
理
者
で
あ

る
都
道
府
県
の
議
会
に

諮
問
し
、
そ
の
他
の
道

路
に
あ
つ
て
は
当
該
道

路
管
理
者
で
あ
る
地
方

公
共
団
体
の
議
会
の
議

決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

な
ら
な
い

な
ら
な
い
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二
十
三

第
三
十
九
条
の
二
第
六

項

道
路
管
理
者
（
市
町
村

で
あ
る
道
路
管
理
者
を

除
く
。）

機
構

地
方
道
路
公
社

二
十
四

第
三
十
九
条
の
二
第
七

項
、
第
三
十
九
条
の
五

第
二
項
、
第
四
十
七
条

の
八
第
二
項

道
路
管
理
者
は
、

道
路
管
理
者
は
、
機

構
が

道
路
管
理
者
は
、
地

方
道
路
公
社
が

二
十
五

第
三
十
九
条
の
四
第
四

項

道
路
管
理
者
は

機
構
は

地
方
道
路
公
社
は

当
該
道
路
管
理
者

機
構

当
該
地
方
道
路
公
社

二
十
六

第
四
十
一
条

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
、
機
構

及
び
会
社

道
路
管
理
者
及
び
地

方
道
路
公
社

二
十
七

第
四
十
五
条
第
一
項
、

第
四
十
七
条
の
五
、
第

四
十
七
条
の
八
第
一

項
、
第
四
十
八
条
の
十

一
第
二
項
、
第
四
十
八

条
の
二
十
九
の
四

道
路
管
理
者

機
構
及
び
会
社

地
方
道
路
公
社

二
十
八

第
四
十
五
条
の
二
第
二

項

道
路
管
理
者
は
、

機
構
は
、
会
社
が

地
方
道
路
公
社
は
、

二
十
九

第
四
十
七
条
の
二
第
二

項

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
又
は
道

路
整
備
特
別
措
置
法

第
八
条
第
一
項
第
二

十
八
号
若
し
く
は
第

十
七
条
第
一
項
第
二

十
四
号
の
規
定
に
よ

り
道
路
管
理
者
に
代

わ
つ
て
こ
れ
ら
の
権

限
を
行
う
者

道
路
管
理
者
又
は
道

路
整
備
特
別
措
置
法

第
八
条
第
一
項
第
二

十
八
号
若
し
く
は
第

十
七
条
第
一
項
第
二

十
四
号
の
規
定
に
よ

り
道
路
管
理
者
に
代

わ
つ
て
こ
れ
ら
の
権

限
を
行
う
者

同
項

前
項

前
項

三
十

第
四
十
七
条
の
二
第
三

項

道
路
管
理
者
が

道
路
管
理
者
又
は
道

路
整
備
特
別
措
置
法

第
八
条
第
一
項
第
二

十
八
号
若
し
く
は
第

十
七
条
第
一
項
第
二

十
四
号
の
規
定
に
よ

り
道
路
管
理
者
に
代

わ
つ
て
こ
れ
ら
の
権

限
を
行
う
者
が

道
路
管
理
者
又
は
道

路
整
備
特
別
措
置
法

第
八
条
第
一
項
第
二

十
八
号
若
し
く
は
第

十
七
条
第
一
項
第
二

十
四
号
の
規
定
に
よ

り
道
路
管
理
者
に
代

わ
つ
て
こ
れ
ら
の
権

限
を
行
う
者
が

三
十
一

第
四
十
八
条
の
五
第
一

項

当
該
自
動
車
専
用
道
路

の
道
路
管
理
者
の

機
構
の

地
方
道
路
公
社
の

三
十
二

第
四
十
八
条
の
五
第
二

項

自
動
車
専
用
道
路
の
道

路
管
理
者
（
次
項
及
び

第
四
十
八
条
の
七
か
ら

第
四
十
八
条
の
十
ま
で

に
お
い
て
単
に
「
道
路

管
理
者
」と
い
う
。）は
、

前
項
前
段
の
場
合
に
あ

つ
て
は
当
該
協
議
に
係

る
施
設
又
は
当
該
連
結

許
可
の
申
請
に
係
る
施

設
が
次
の
各
号
に
掲
げ

る
区
分
に
応
じ
当
該
各

号

機
構
は
、
当
該
連
結

許
可
の
申
請
に
係
る

施
設
が
第
二
号

地
方
道
路
公
社
は
、

当
該
連
結
許
可
の
申

請
に
係
る
施
設
が
第

二
号

同
項
後
段
の
場
合
に
あ

つ
て
は
当
該
交
差
が
第

四
十
八
条
の
三
た
だ
し

書
に
規
定
す
る
場
合
に

該
当
す
る
と
き
に
限

り
、
同
項
の
協
議
に
応

じ
、
又
は
連
結
許
可

連
結
許
可

連
結
許
可

三
十
三

第
六
十
七
条
の
二
第
一

項

道
路
管
理
者

機
構
若
し
く
は
会
社

地
方
道
路
公
社

三
十
四

第
七
十
一
条
第
四
項

基
づ
く
処
分

基
づ
く
処
分
で
道
路

整
備
特
別
措
置
法
第

八
条
第
一
項
第
十
三

号
、
第
十
四
号
、
第

二
十
一
号
、
第
二
十

三
号
、第
二
十
七
号
、

第
三
十
号
若
し
く
は

第
三
十
二
号
若
し
く

は
第
十
七
条
第
一
項

第
七
号
、
第
九
号
、

第
十
七
号
、
第
十
九

号
、
第
二
十
三
号
、

第
二
十
六
号
若
し
く

は
第
二
十
八
号
の
規

定
に
よ
り
道
路
管
理

者
に
代
わ
つ
て
機
構

若
し
く
は
地
方
道
路

公
社
が
行
う
も
の
若

し
く
は
有
料
道
路
管

理
者
が
行
う
も
の

基
づ
く
処
分
で
道
路

整
備
特
別
措
置
法
第

八
条
第
一
項
第
十
三

号
、
第
十
四
号
、
第

二
十
一
号
、
第
二
十

三
号
、第
二
十
七
号
、

第
三
十
号
若
し
く
は

第
三
十
二
号
若
し
く

は
第
十
七
条
第
一
項

第
七
号
、
第
九
号
、

第
十
七
号
、
第
十
九

号
、
第
二
十
三
号
、

第
二
十
六
号
若
し
く

は
第
二
十
八
号
の
規

定
に
よ
り
道
路
管
理

者
に
代
わ
つ
て
機
構

若
し
く
は
地
方
道
路

公
社
が
行
う
も
の
若

し
く
は
有
料
道
路
管

理
者
が
行
う
も
の

三
十
五

第
九
十
一
条
第
一
項

道
路
管
理
者
（
国
土
交

通
大
臣
が
自
ら
道
路
の

新
設
又
は
改
築
を
行
う

場
合
に
お
け
る
国
土
交

通
大
臣
を
含
む
。
以
下

こ
の
条
及
び
第
九
十
六

条
第
五
項
後
段
に
お
い

て
同
じ
。）

会
社

地
方
道
路
公
社

三
十
六

第
九
十
三
条

当
該
道
路
管
理
者

当
該
会
社

当
該
地
方
道
路
公
社

三
十
七

第
九
十
五
条
の
二
第
二

項

第
四
十
八
条
の
二
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
自
動
車
専

用
道
路
の
指
定
を
し
、

第
四
十
五
条
第
一
項

第
四
十
五
条
第
一
項

第
四
十
五
条
第
一
項

設
け
、

設
け
、
又
は

設
け
、
又
は

制
限
し
、
又
は
自
動
車

専
用
道
路
が
他
の
道
路

に
連
絡
す
る
位
置
を
定

め
よ
う
と
す
る

制
限
し
よ
う
と
す
る

制
限
し
よ
う
と
す
る
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第
十
五
条
第
二
項
中
「
上
欄
」
を
「
第
二
欄
」
に
、「
中
欄
」
を
「
第
三
欄
」
に
、「
下
欄
」
を
「
第
四
欄
」に
改
め
、

同
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

項

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

一

第
二
条
第
二
項
第
二
号

第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す

る
道
路
管
理
者

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和

三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
十

八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
有
料

道
路
管
理
者
（
以
下
「
有
料
道

路
管
理
者
」
と
い
う
。）

二

第
二
条
第
二
項
第
五
号
及
び
第

七
号
か
ら
第
九
号
ま
で

第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す

る
道
路
管
理
者

有
料
道
路
管
理
者

第
十
八
条
第
二
項
、
第
二
十
条

第
五
項
、
第
二
十
一
条
、
第
二

十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
二
条

の
二
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、

第
二
十
四
条
、
第
二
十
四
条
の

二
第
三
項
、第
二
十
四
条
の
三
、

第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三

項
、
第
三
十
一
条
の
二
第
二
項

及
び
第
三
項
、
第
三
十
二
条
、

第
三
十
三
条
第
一
項
、
第
二
項

第
三
号
、第
三
項
及
び
第
四
項
、

第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
九
条

道
路
管
理
者

有
料
道
路
管
理
者

ま
で
、
第
三
十
九
条
の
二
第
一

項
及
び
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま

で
、
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項

及
び
第
三
項
、
第
三
十
九
条
の

四
、
第
三
十
九
条
の
五
、
第
三

十
九
条
の
六
第
一
項
か
ら
第
三

項
ま
で
、
第
三
十
九
条
の
七
第

二
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
九

条
の
九
、
第
四
十
条
第
二
項
、

第
四
十
一
条
、
第
四
十
二
条
第

一
項
、
第
四
十
三
条
の
二
、
第

四
十
四
条
第
一
項
、
第
二
項
及

び
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
、

第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
か
ら

第
三
項
ま
で
、
第
五
項
及
び
第

六
項
、
第
四
十
四
条
の
三
第
一

項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
八

項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第

四
十
五
条
の
二
第
二
項
、
第
四

十
六
条
、第
四
十
七
条
第
三
項
、

第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び

第
五
項
、
第
四
十
七
条
の
四
、

第
四
十
七
条
の
五
、
第
四
十
七

条
の
七
第
二
項
、
第
四
十
七
条

の
八
、
第
四
十
七
条
の
十
一
第

一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
八

条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
四

十
八
条
の
二
、
第
四
十
八
条
の

三
、第
四
十
八
条
の
五
第
三
項
、

第
四
十
八
条
の
七
、
第
四
十
八

条
の
八
第
二
項
、
第
四
十
八
条

の
九
、
第
四
十
八
条
の
十
、
第

四
十
八
条
の
十
一
第
二
項
、
第

四
十
八
条
の
十
二
、
第
四
十
八

三

条
の
二
十
第
一
項
、
第
二
項
及

び
第
五
項
、
第
四
十
八
条
の
二

十
三
第
一
項
、
第
五
項
及
び
第

六
項
、
第
四
十
八
条
の
二
十
四

第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十

八
条
の
二
十
五
、
第
四
十
八
条

の
二
十
六
、
第
四
十
八
条
の
二

十
七
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第

四
十
八
条
の
二
十
八
第
二
項
、

第
四
十
八
条
の
二
十
九
、
第
四

十
八
条
の
二
十
九
の
三
、
第
四

十
八
条
の
二
十
九
の
四
、
第
四

十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一

項
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の

六
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、

第
四
十
八
条
の
三
十
、
第
四
十

八
条
の
三
十
二
か
ら
第
四
十
八

条
の
三
十
四
ま
で
、
第
四
十
八

条
の
三
十
五
第
一
項
、
第
四
十

八
条
の
三
十
六
、
第
四
十
八
条

の
三
十
七
第
一
項
、
第
四
十
八

条
の
三
十
八
第
一
項
か
ら
第
三

項
ま
で
、
第
四
十
八
条
の
四
十

第
一
項
、
第
四
十
八
条
の
四
十

一
、
第
四
十
八
条
の
四
十
六
か

ら
第
四
十
八
条
の
五
十
ま
で
、

第
五
十
七
条
、
第
五
十
八
条
第

一
項
、
第
五
十
九
条
第
三
項
、

第
六
十
条
か
ら
第
六
十
二
条
ま

で
、
第
六
十
六
条
第
一
項
、
第

六
十
七
条
の
二
、第
六
十
八
条
、

第
六
十
九
条
第
一
項
、
第
七
十

条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四

項
、
第
七
十
一
条
第
一
項
か
ら

第
三
項
ま
で
及
び
第
五
項
、
第

七
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三

項
、
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項

及
び
第
二
項
、
第
七
十
三
条
第

一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
七

十
五
条
第
四
項
及
び
第
五
項
、

第
七
十
六
条
、
第
八
十
六
条
第

二
項
、
第
八
十
七
条
第
一
項
、

第
九
十
条
第
二
項
、
第
九
十
一

条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
九

十
二
条
第
四
項
、
第
九
十
五
条

の
二
、
第
九
十
六
条
第
三
項
か

ら
第
五
項
ま
で
、
第
百
三
条
第

二
号
、
第
五
号
及
び
第
六
号
、

第
百
四
条
第
一
号
、
第
三
号
及

び
第
四
号
、
第
百
五
条
、
第
百

六
条
第
一
号

四

第
十
九
条
の
二
第
一
項
、
第
二

十
条
第
一
項
、
第
三
項
、
第
四

項
及
び
第
六
項
、
第
三
十
一
条

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第

三
十
一
条
の
二
第
一
項
、
第
四

十
九
条
、第
五
十
五
条
第
三
項
、

第
七
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三

項
、
第
九
十
三
条

当
該
道
路
の
道
路
管
理
者

有
料
道
路
管
理
者
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五

第
二
十
条
第
三
項
、
第
三
十
一

条
第
二
項

国
土
交
通
大
臣
以
外
の
道
路

管
理
者

有
料
道
路
管
理
者

六

第
二
十
条
第
四
項

指
定
区
間
外
の
国
道
に
あ
つ

て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
都

道
府
県
の
議
会
に
諮
問
し
、

そ
の
他
の
道
路
に
あ
つ
て
は

道
路
管
理
者

有
料
道
路
管
理
者

七

第
二
十
条
第
五
項

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
土

交
通
大
臣
と
当
該
他
の
工
作

物
に
関
す
る
主
務
大
臣
と
の

協
議
が
成
立
し
た
場
合
又
は

前
二
項

前
二
項

八

第
二
十
条
第
六
項

道
路
管
理
者
と

有
料
道
路
管
理
者
と

九

第
二
十
四
条
の
二
第
一
項

道
路
管
理
者
（
指
定
区
間
内

の
国
道
に
あ
つ
て
は
、
国
。

第
三
項
（
第
四
十
八
条
の
三

十
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三

十
九
条
第
一
項
、
第
四
十
四

条
第
五
項
及
び
第
七
項
、
第

四
十
四
条
の
三
第
八
項
、
第

四
十
八
条
の
七
第
一
項
、
第

四
十
八
条
の
三
十
五
第
一

項
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十

八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条

第
三
項
、
第
六
十
一
条
第
一

項
、
第
六
十
四
条
第
一
項
、

第
六
十
九
条
第
一
項
、
第
七

十
条
第
一
項
、
第
七
十
二
条

第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
七

十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項

ま
で
、
第
八
十
五
条
第
三
項

並
び
に
第
九
十
一
条
第
三
項

に
お
い
て
同
じ
。）は
、
道
路

管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団

体
の
条
例
（
指
定
区
間
内
の

国
道
に
あ
つ
て
は
、
政
令
）

有
料
道
路
管
理
者
は
、
有
料
道

路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団

体
の
条
例

十

第
三
十
一
条
第
三
項

指
定
区
間
外
の
国
道
に
あ
つ

て
は
当
該
道
路
管
理
者
で
あ

る
都
道
府
県
の
議
会
に
諮
問

し
、
そ
の
他
の
道
路
に
あ
つ

て
は
当
該
道
路
管
理
者

当
該
有
料
道
路
管
理
者

十
一

第
三
十
一
条
の
二
第
一
項

指
定
区
間
外
の
国
道
、
都
道

府
県
道
又
は
市
町
村
道

道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
十
八

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

に
係
る
道
路

十
二

第
三
十
九
条
第
二
項
、
第
三
十

九
条
の
二
第
五
項
、
第
四
十
四

条
第
一
項
、
第
四
十
八
条
の
七

第
二
項
、
第
四
十
八
条
の
三
十

五
第
一
項
、
第
六
十
一
条
第
二

項
、
第
七
十
三
条
第
二
項

条
例
（
指
定
区
間
内
の
国
道

に
あ
つ
て
は
、
政
令
）

条
例

十
三

第
三
十
九
条
第
二
項

但
し
、
条
例
で
定
め
る
場
合

に
お
い
て
は

こ
の
場
合
に
お
い
て

十
四

第
三
十
九
条
の
七
第
四
項

同
項
の
条
例
（
指
定
区
間
内

の
国
道
に
あ
つ
て
は
、
同
項

の
政
令
）

同
項
の
条
例

当
該
条
例
又
は
当
該
政
令

当
該
条
例

十
五

第
四
十
四
条
の
二
第
二
項

条
例
（
指
定
区
間
内
の
国
道

に
あ
つ
て
は
、
国
土
交
通
省

令
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。）

条
例

十
六

第
四
十
八
条
の
五
第
一
項

当
該
自
動
車
専
用
道
路
の
道

路
管
理
者

有
料
道
路
管
理
者

十
七

第
四
十
八
条
の
五
第
二
項

自
動
車
専
用
道
路
の
道
路
管

理
者
（
次
項
及
び
第
四
十
八

条
の
七
か
ら
第
四
十
八
条
の

十
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
道

路
管
理
者
」
と
い
う
。）

有
料
道
路
管
理
者

十
八

第
四
十
八
条
の
十
七
第
二
項
、

第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
二
第

二
項

道
路
管
理
者
（
国
土
交
通
大

臣
で
あ
る
道
路
管
理
者
を
除

く
。）

有
料
道
路
管
理
者

十
九

第
四
十
八
条
の
四
十
二
第
一
項

道
路
管
理
者
（
以
下
「
特
定

道
路
管
理
者

有
料
道
路
管
理
者
（
以
下
「
特

定
有
料
道
路
管
理
者

二
十

第
四
十
八
条
の
四
十
二
第
二

項
、
第
四
十
八
条
の
四
十
四
、

第
四
十
八
条
の
四
十
五

特
定
道
路
管
理
者

特
定
有
料
道
路
管
理
者

二
十
一

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第

五
十
五
条
第
一
項

第
四
十
九
条
か
ら
第
五
十
一

条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
国
又

は

第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
有

料
道
路
管
理
者
で
あ
る

二
十
二

第
五
十
五
条
第
一
項
及
び
第
四

項

国
土
交
通
大
臣
又
は
当
該
道

路
の
道
路
管
理
者

有
料
道
路
管
理
者

二
十
三

第
五
十
五
条
第
二
項

第
二
十
条
第
二
項
及
び
第
三

項

第
二
十
条
第
三
項

二
十
四

第
五
十
五
条
第
三
項

道
路
管
理
者
で
あ
る

有
料
道
路
管
理
者
で
あ
る

二
十
五

第
六
十
四
条
第
一
項

第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ

く
料
金

第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
く

占
用
料

道
路
管
理
者
の
収
入
と
し
、

第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
づ

く
占
用
料
は
、
政
令
で
定
め

る
区
分
に
従
い
、
道
路
管
理

者
又
は
第
十
三
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
指
定
区
間
内
の

国
道
の
維
持
、
修
繕
及
び
災

害
復
旧
以
外
の
管
理
を
行
う

都
道
府
県
若
し
く
は
指
定
市

有
料
道
路
管
理
者
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二
十
六

第
七
十
一
条
第
四
項

基
づ
く
処
分

基
づ
く
処
分
で
道
路
整
備
特
別

措
置
法
第
八
条
第
一
項
第
十
三

号
、
第
十
四
号
、第
二
十
一
号
、

第
二
十
三
号
、
第
二
十
七
号
、

第
三
十
号
若
し
く
は
第
三
十
二

号
若
し
く
は
第
十
七
条
第
一
項

第
七
号
、
第
九
号
、第
十
七
号
、

第
十
九
号
、
第
二
十
三
号
、
第

二
十
六
号
若
し
く
は
第
二
十
八

号
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者

に
代
わ
つ
て
機
構
若
し
く
は
地

方
道
路
公
社
が
行
う
も
の
若
し

く
は
有
料
道
路
管
理
者
が
行
う

も
の

二
十
七

第
七
十
五
条
第
二
項
第
二
号
、

第
九
十
一
条
第
一
項

道
路
管
理
者
の

有
料
道
路
管
理
者
の

二
十
八

第
八
十
五
条
第
二
項

都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道

に

道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
十
八

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

に
係
る
道
路
に

都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道

の
道
路
管
理
者

道
路
の
有
料
道
路
管
理
者

二
十
九

第
八
十
五
条
第
三
項

道
路
の
附
属
物
の
新
設
又
は

改
築
に

道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
十
八

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

に
係
る
道
路
の
附
属
物
の
新
設

又
は
改
築
に

道
路
の
附
属
物
の
新
設
又
は

改
築
が
国
道
の
新
設
又
は
改

築
に
伴
う
も
の
で
あ
る
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
国
道
の

新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費

用
を
負
担
す
る
者
が
そ
の
負

担
の
割
合
に
応
じ
て
負
担

し
、
そ
の
他
の
場
合
に
お
い

て
は
、
道
路
管
理
者

有
料
道
路
管
理
者

三
十

第
九
十
一
条
第
一
項

道
路
管
理
者
（
国
土
交
通
大

臣
が
自
ら
道
路
の
新
設
又
は

改
築
を
行
う
場
合
に
お
け
る

国
土
交
通
大
臣
を
含
む
。
以

下
こ
の
条
及
び
第
九
十
六
条

第
五
項
後
段
に
お
い
て
同

じ
。）

有
料
道
路
管
理
者

三
十
一

第
九
十
三
条

当
該
道
路
管
理
者

当
該
有
料
道
路
管
理
者

三
十
二

第
九
十
六
条
第
二
項

都
道
府
県
又
は
市
町
村
で
あ

る
道
路
管
理
者

有
料
道
路
管
理
者

当
該
都
道
府
県
の
知
事
又
は

当
該
市
町
村
の
長

当
該
有
料
道
路
管
理
者
で
あ
る

都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
長

道
路
管
理
者
が
し
た

有
料
道
路
管
理
者
が
し
た

第
十
六
条
中
「
又
は
会
社
が
」
を「（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）又
は
会
社
が
」
に
、「
第
一
欄
に
」
を「
第
二
欄
に
」

に
、「
第
二
欄
に
」
を
「
第
三
欄
に
」
に
、「
第
三
欄
に
」
を
「
第
四
欄
に
」
に
、「
第
四
欄
に
」
を
「
第
五
欄
に
」
に
改

め
、
同
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

項

読
み
替
え
る
道
路
法
の

規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字

句

高
速
自
動
車
国
道
法
第

二
十
五
条
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
た
字
句

読
み
替
え
る
字
句

一

第
二
条
第
二
項
第
二
号

第
十
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
道
路
管
理

者

国
土
交
通
大
臣

道
路
整
備
特
別
措
置

法
（
昭
和
三
十
一
年

法
律
第
七
号
）
第
二

条
第
四
項
に
規
定
す

る
会
社
（
以
下
「
会

社
」
と
い
う
。）

二

第
二
条
第
二
項
第
五

号
、
第
七
号
及
び
第
八

号

第
十
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
道
路
管
理

者

国
土
交
通
大
臣

会
社

三

第
十
九
条
の
二
第
一
項

当
該
他
の
道
路
の
道

路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

会
社

四

第
二
十
一
条
、
第
二
十

二
条
第
一
項
、
第
三
十

二
条
第
一
項
か
ら
第
三

項
ま
で
及
び
第
五
項
、

第
三
十
三
条
第
一
項
、

第
三
十
四
条
か
ら
第
三

十
六
条
ま
で
、
第
三
十

九
条
の
三
第
一
項
、
第

三
十
九
条
の
四
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま
で
及
び

第
五
項
、
第
三
十
九
条

の
五
第
一
項
、
第
三
十

九
条
の
六
第
一
項
か
ら

第
三
項
ま
で
、
第
三
十

九
条
の
七
第
二
項
、
第

三
十
九
条
の
九
、
第
四

十
条
第
二
項
、
第
四
十

三
条
の
二
、
第
四
十
四

条
第
四
項
及
び
第
六

項
、
第
四
十
四
条
の
二

第
三
項
、
第
五
項
及
び

第
六
項
、第
四
十
六
条
、

第
四
十
七
条
第
三
項
、

第
四
十
七
条
の
二
第
一

項
及
び
第
五
項
、
第
四

十
七
条
の
四
、
第
四
十

七
条
の
七
第
一
項
、
第

四
十
八
条
第
二
項
及
び

第
四
項
、
第
四
十
八
条

の
二
十
九
の
三
、
第
四

十
八
条
の
三
十
二
、
第

四
十
八
条
の
三
十
三
、

第
四
十
八
条
の
五
十
、

第
六
十
六
条
第
一
項
、

第
六
十
八
条
、
第
七
十

一
条
第
一
項
か
ら
第
三

項
ま
で
及
び
第
五
項
、

第
七
十
二
条
の
二
第
一

項
及
び
第
二
項
、
第
九

十
六
条
第
五
項

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

機
構
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五

第
二
十
二
条
の
二

道
路
管
理
者
は

国
土
交
通
大
臣
は

会
社
は

六

第
二
十
二
条
の
二
、
第

二
十
四
条

道
路
管
理
者
以
外

国
土
交
通
大
臣
以
外

国
土
交
通
大
臣
、
機

構
及
び
会
社
以
外

七

第
二
十
三
条
第
一
項
、

第
三
十
八
条
第
一
項
、

第
四
十
二
条
第
一
項
、

第
七
十
条
第
三
項
及
び

第
四
項
、
第
九
十
一
条

第
二
項
、
第
九
十
二
条

第
四
項

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

会
社

八

第
二
十
四
条
、
第
九
十

一
条
第
一
項

道
路
管
理
者
の

国
土
交
通
大
臣
の

機
構
の

九

第
三
十
八
条
第
二
項
、

第
七
十
条
第
一
項

道
路
管
理
者
が

国
土
交
通
大
臣
が

会
社
が

十

第
三
十
八
条
第
二
項
、

第
九
十
三
条

当
該
道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

当
該
会
社

十
一

第
三
十
九
条
の
二
第
一

項
、
第
三
十
九
条
の
四

第
四
項

道
路
管
理
者
は

国
土
交
通
大
臣
は

機
構
は

十
二

第
三
十
九
条
の
二
第
一

項

道
路
管
理
者
の

国
の

機
構
の

十
三

第
三
十
九
条
の
二
第
六

項

道
路
管
理
者
（
市
町

村
で
あ
る
道
路
管
理

者
を
除
く
。）

国
土
交
通
大
臣

機
構

十
四

第
三
十
九
条
の
四
第
四

項

当
該
道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

機
構

十
五

第
四
十
一
条

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

国
土
交
通
大
臣
、
機

構
及
び
会
社

十
六

第
四
十
四
条
第
五
項
及

び
第
七
項
、
第
六
十
九

条
第
一
項
、
第
七
十
二

条
第
一
項
及
び
第
三

項
、
第
九
十
一
条
第
三

項

道
路
管
理
者

国

機
構

十
七

第
四
十
四
条
の
三
第
一

項
か
ら
第
五
項
ま
で
、

第
六
十
七
条
の
二
第
二

項
か
ら
第
五
項
ま
で

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

機
構
又
は
会
社

十
八

第
四
十
五
条
第
一
項
、

第
四
十
七
条
の
五
、
第

四
十
七
条
の
八
第
一

項
、
第
四
十
八
条
の
二

十
九
の
四

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

機
構
及
び
会
社

二
十
一

第
六
十
七
条
の
二
第
一

項

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

機
構
若
し
く
は
会
社

二
十
二

第
七
十
条
第
一
項

道
路
管
理
者
は

国
は

会
社
は

道
路
管
理
者
又
は

国
又
は

会
社
又
は

二
十
三

第
八
十
七
条
第
一
項

国
土
交
通
大
臣
及
び

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

国
土
交
通
大
臣
及
び

機
構

二
十
四

第
九
十
一
条
第
一
項

道
路
管
理
者
（
国
土

交
通
大
臣
が
自
ら
道

路
の
新
設
又
は
改
築

を
行
う
場
合
に
お
け

る
国
土
交
通
大
臣
を

含
む
。
以
下
こ
の
条

及
び
第
九
十
六
条
第

五
項
後
段
に
お
い
て

同
じ
。）

国
土
交
通
大
臣

会
社

二
十
五

第
九
十
三
条

当
該
道
路
の
道
路
管

理
者

国
土
交
通
大
臣

会
社

（
高
速
自
動
車
国
道
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

高
速
自
動
車
国
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
二
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

項

読
み
替
え
る
道
路
法
の
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

一

第
十
九
条
の
二
第
一
項

当
該
他
の
道
路
の
道
路
管
理

者

国
土
交
通
大
臣

二

第
二
十
一
条

前
条
及
び
第
三
十
一
条

高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三

十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第

八
条
及
び
第
十
二
条

第
四
十
七
条
の
二
第
二

項

一
の
道
路
の
道
路
管

理
者
が
行
う

国
土
交
通
大
臣
又
は
一

の
道
路
の
道
路
管
理
者

が
行
う

機
構
又
は
一
の
道
路

の
道
路
管
理
者
が
行

う

十
九

当
該
一
の
道
路
の
道

路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣
又
は
当

該
一
の
道
路
の
道
路
管

理
者

機
構
又
は
当
該
一
の

道
路
の
道
路
管
理
者

他
の
道
路
の
道
路
管

理
者

他
の
道
路
の
道
路
管
理

者
又
は
国
土
交
通
大
臣

他
の
道
路
の
道
路
管

理
者
又
は
機
構

二
十

第
四
十
七
条
の
二
第
三

項

一
の
道
路
の
道
路
管

理
者

国
土
交
通
大
臣

一
の
道
路
の
道
路
管

理
者
又
は
道
路
整
備

特
別
措
置
法
第
八
条

第
一
項
第
二
十
八
号

若
し
く
は
第
十
七
条

第
一
項
第
二
十
四
号

の
規
定
に
よ
り
道
路

管
理
者
に
代
わ
つ
て

こ
れ
ら
の
権
限
を
行

う
者
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四

第
二
十
四
条

第
十
二
条
、
第
十
三
条
第
三

項
、
第
十
七
条
第
四
項
若
し

く
は
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま

で
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十

二
条
の
二
ま
で
、
第
四
十
八

条
の
十
九
第
一
項
又
は
第
四

十
八
条
の
二
十
二
第
一
項

第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
二
条

の
二
ま
で
又
は
高
速
自
動
車
国

道
法
第
七
条
の
二
若
し
く
は
第

八
条

五

第
二
十
四
条
の
二
第
一
項

道
路
管
理
者
（
指
定
区
間
内

の
国
道
に
あ
つ
て
は
、
国
。

第
三
項
（
第
四
十
八
条
の
三

十
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三

十
九
条
第
一
項
、
第
四
十
四

条
第
五
項
及
び
第
七
項
、
第

四
十
四
条
の
三
第
八
項
、
第

四
十
八
条
の
七
第
一
項
、
第

四
十
八
条
の
三
十
五
第
一

項
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十

八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条

第
三
項
、
第
六
十
一
条
第
一

項
、
第
六
十
四
条
第
一
項
、

第
六
十
九
条
第
一
項
、
第
七

十
条
第
一
項
、
第
七
十
二
条

第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
七

十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項

ま
で
、
第
八
十
五
条
第
三
項

並
び
に
第
九
十
一
条
第
三
項

に
お
い
て
同
じ
。）

国

号
、
第
百
四
条
第
一
号
、
第
三

号
及
び
第
四
号
、
第
百
五
条
、

第
百
六
条
第
一
号

六

第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
、
第

三
十
九
条
第
一
項
、
第
四
十
四

条
第
五
項
及
び
第
七
項
、
第
四

十
四
条
の
三
第
八
項
、
第
五
十

八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第

三
項
、
第
六
十
一
条
第
一
項
、

第
六
十
九
条
第
一
項
、
第
七
十

二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第

七
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項

ま
で
、
第
九
十
一
条
第
三
項

道
路
管
理
者

国

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項

道
路
（
以
下

高
速
自
動
車
国
道
及
び
高
速
自

動
車
国
道
以
外
の
道
路
（
以
下

七

二
以
上
の
道
路
管
理
者
は
、

踏
切
道
密
接
関
連
道
路
（
踏

切
道
改
良
促
進
法
（
昭
和
三

十
六
年
法
律
第
百
九
十
五

号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定

す
る
踏
切
道
密
接
関
連
道
路

を
い
う
。）そ
の
他
の

国
土
交
通
大
臣
及
び
道
路
管
理

者
は
、

八

第
三
十
八
条
第
二
項
、
第
七
十

条
第
一
項

道
路
管
理
者
が

国
土
交
通
大
臣
が

九

第
三
十
八
条
第
二
項
、
第
三
十

九
条
の
四
第
四
項
、
第
九
十
三

条

当
該
道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

三

第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
第

一
項
、
第
二
十
二
条
の
二
、
第

二
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
四

条
、
第
二
十
四
条
の
三
、
第
二

十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、

第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
第

一
項
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三

十
七
条
ま
で
、
第
三
十
八
条
第

一
項
、
第
三
十
九
条
の
二
第
七

項
、
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項

及
び
第
三
項
、
第
三
十
九
条
の

四
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及

び
第
五
項
、第
三
十
九
条
の
五
、

第
三
十
九
条
の
六
第
一
項
か
ら

第
三
項
ま
で
、
第
三
十
九
条
の

七
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
三

十
九
条
の
九
、
第
四
十
条
第
二

項
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十
二

条
第
一
項
、第
四
十
三
条
の
二
、

第
四
十
四
条
第
一
項
、第
二
項
、

第
四
項
及
び
第
六
項
、
第
四
十

四
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項

ま
で
、
第
五
項
及
び
第
六
項
、

第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
か
ら

第
五
項
ま
で
、
第
四
十
五
条
第

一
項
、
第
四
十
五
条
の
二
第
二

項
、
第
四
十
六
条
、
第
四
十
七

条
第
三
項
、
第
四
十
七
条
の
二

第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
四
十

七
条
の
四
、第
四
十
七
条
の
五
、

第
四
十
七
条
の
七
第
一
項
及
び

第
二
項
、
第
四
十
七
条
の
八
第

一
項
、
第
四
十
七
条
の
十
一
第

一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
八

条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
四

十
八
条
の
二
十
九
の
三
、
第
四

十
八
条
の
二
十
九
の
四
、
第
四

十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一

項
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の

六
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四

十
八
条
の
三
十
、
第
四
十
八
条

の
三
十
二
か
ら
第
四
十
八
条
の

三
十
四
ま
で
、
第
四
十
八
条
の

三
十
六
、
第
四
十
八
条
の
三
十

七
第
一
項
、
第
四
十
八
条
の
三

十
八
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第

四
十
八
条
の
四
十
第
一
項
、
第

四
十
八
条
の
四
十
一
、
第
四
十

八
条
の
四
十
六
か
ら
第
四
十
八

条
の
四
十
八
ま
で
、
第
四
十
八

条
の
五
十
、
第
五
十
七
条
、
第

六
十
条
、
第
六
十
二
条
、
第
六

十
六
条
第
一
項
、
第
六
十
七
条

の
二
、
第
六
十
八
条
、
第
七
十

条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
七

十
一
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま

で
、
第
七
十
二
条
の
二
第
一
項

及
び
第
二
項
、
第
九
十
一
条
第

二
項
、
第
九
十
二
条
第
四
項
、

第
九
十
六
条
第
五
項
、
第
百
三

条
第
二
号
、
第
五
号
及
び
第
六

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



十

第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
、
第

三
十
九
条
の
四
第
四
項
、
第
四

十
七
条
の
八
第
二
項
、
第
四
十

八
条
の
二
十
九
の
六
第
三
項
、

第
四
十
八
条
の
三
十
八
第
三
項

道
路
管
理
者
は

国
土
交
通
大
臣
は

十
一

第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
、
第

六
十
四
条
第
一
項

道
路
管
理
者
の

国
の

十
二

第
三
十
九
条
の
二
第
六
項

道
路
管
理
者
（
市
町
村
で
あ

る
道
路
管
理
者
を
除
く
。）

国
土
交
通
大
臣

十
三

第
三
十
九
条
の
七
第
四
項

同
項
の
条
例
（
指
定
区
間
内

の
国
道
に
あ
つ
て
は
、
同
項

の
政
令
）

同
項
の
政
令

当
該
条
例
又
は
当
該
政
令

当
該
政
令

第
四
十
七
条
の
二
第
二
項

道
路
管
理
者
を
異
に
す
る
二

以
上
の
道
路
に
係
る
も
の
で

あ
る
と
き
（
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
場
合
を
除
く
。）

高
速
自
動
車
国
道
及
び
高
速
自

動
車
国
道
以
外
の
道
路
に
係
る

も
の
で
あ
る
と
き

十
四

一
の
道
路
の
道
路
管
理
者
が

行
う

国
土
交
通
大
臣
又
は
一
の
道
路

の
道
路
管
理
者
が
行
う

当
該
一
の
道
路
の
道
路
管
理

者

国
土
交
通
大
臣
又
は
当
該
一
の

道
路
の
道
路
管
理
者

他
の
道
路
の
道
路
管
理
者

他
の
道
路
の
道
路
管
理
者
又
は

国
土
交
通
大
臣

第
四
十
七
条
の
二
第
三
項

一
の
道
路
の
道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

道
路
管
理
者
（
当
該
許
可
に

関
す
る
権
限
を
行
う
者
が
国

土
交
通
大
臣
で
あ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
国
）

国

十
五

十
六

第
四
十
七
条
の
七
第
一
項
、
第

九
十
一
条
第
一
項

第
十
八
条
第
一
項

高
速
自
動
車
国
道
法
第
七
条
第

一
項

十
七

第
四
十
七
条
の
八
第
二
項
、
第

四
十
八
条
の
二
十
九
の
六
第
三

項
、
第
四
十
八
条
の
三
十
八
第

三
項

道
路
管
理
者
の

関
係
地
方
整
備
局
又
は
北
海
道

開
発
局
の

十
八

第
四
十
八
条
の
三
十
五
第
一
項

道
路
管
理
者
は

国
は

十
九

第
四
十
八
条
の
四
十
二
第
一
項

道
路
管
理
者
（
以
下
「
特
定

道
路
管
理
者
」
と
い
う
。）

国
土
交
通
大
臣

二
十

第
四
十
八
条
の
四
十
二
第
二

項
、
第
四
十
八
条
の
四
十
四
、

第
四
十
八
条
の
四
十
五

特
定
道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

二
十
一

第
四
十
八
条
の
四
十
九

国
土
交
通
大
臣
又
は
道
路
管

理
者

国
土
交
通
大
臣

二
十
二

第
六
十
条

こ
の
法
律

こ
の
法
律
及
び
高
速
自
動
車
国

道
法

第
六
十
四
条
第
一
項

割
増
金
、
第
二
十
五
条
の
規

定
に
基
づ
く
料
金

割
増
金

二
十
三

道
路
管
理
者
又
は
第
十
三
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定

区
間
内
の
国
道
の
維
持
、
修

繕
及
び
災
害
復
旧
以
外
の
管

理
を
行
う
都
道
府
県
若
し
く

は
指
定
市

国

二
十
四

第
六
十
四
条
第
二
項

同
項
の
道
路
管
理
者

国

二
十
五

第
七
十
条
第
一
項

道
路
管
理
者
は

国
は

道
路
管
理
者
又
は

国
又
は

二
十
六

第
七
十
一
条
第
五
項

、
第
四
十
八
条
第
四
項
、
第

四
十
八
条
の
十
二
又
は
第
四

十
八
条
の
十
六

又
は
第
四
十
八
条
第
四
項

二
十
七

第
八
十
七
条
第
一
項

国
土
交
通
大
臣
及
び
道
路
管

理
者

国
土
交
通
大
臣

二
十
八

第
九
十
一
条
第
一
項

道
路
管
理
者
（
国
土
交
通
大

臣
が
自
ら
道
路
の
新
設
又
は

改
築
を
行
う
場
合
に
お
け
る

国
土
交
通
大
臣
を
含
む
。
以

下
こ
の
条
及
び
第
九
十
六
条

第
五
項
後
段
に
お
い
て
同

じ
。）

国
土
交
通
大
臣

道
路
管
理
者
の

国
土
交
通
大
臣
の

二
十
九

第
九
十
三
条

当
該
道
路
の
道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

三
十

第
九
十
六
条
第
五
項

第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く

は

第
三
十
二
条
第
一
項
又
は

又
は
第
四
十
八
条
の
五
第
一

項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定

の
規
定

三
十
一

第
百
五
条

、
第
四
十
八
条
第
四
項
、
第

四
十
八
条
の
十
二
若
し
く
は

第
四
十
八
条
の
十
六

若
し
く
は
第
四
十
八
条
第
四
項

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
二
十
五
号
中
「
第
四
十
七
条
の
九
」
の
下
に
「
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
七
」
を
加
え
、
同

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
五
の
二

踏
切
道
改
良
促
進
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
条





第
三
十
条
第
一
項
第
五
号
の
二

第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
（
同
法

第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）

第
四
十
四
条
の
二
第
一
項

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
山
村
振
興
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

山
村
振
興
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
四
項
中
「
の
権
限
は
、
第
二
項
」
を
「
が
代
わ
つ
て
行
う
権
限
は
、
第
二
項
前
段
」
に
、「
告
示
す
る
」

を
「
告
示
さ
れ
た
」
に
改
め
、「
か
ら
」
の
下
に
「
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
当
該
」
を
加
え
、
同
項
た

だ
し
書
中
「
第
四
条
第
一
項
第
三
十
八
号
及
び
第
三
十
九
号
」
を「
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
及
び
第
四
十
二
号
」

に
、「
も
の
」
を
「
権
限
」
に
、「
工
事
の
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
又
は
第
三
十
一
号
」
を
「
、
第

三
十
二
号
又
は
第
三
十
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
十
一
号
、
第
三
十
二
号
」
を
「
第
三
十
二
号
、
第

三
十
四
号
、
第
三
十
五
号
」
に
、「
第
三
十
三
号
」
を
「
第
三
十
六
号
」
に
、「
第
四
十
号
」
を
「
第
四
十
三
号
」
に
改

め
る
。

（
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
第
三
項
中
「
の
権
限
は
、
第
一
項
」
を
「
が
代
わ
つ
て
行
う
権
限
は
、
第
一
項
前
段
」
に
、「
告
示
す
る
」

を
「
告
示
さ
れ
た
」
に
改
め
、「
か
ら
」
の
下
に
「
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
当
該
」
を
加
え
、
同
項
た

だ
し
書
中
「
第
四
条
第
一
項
第
三
十
八
号
及
び
第
三
十
九
号
」
を「
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
及
び
第
四
十
二
号
」

に
、「
も
の
」
を
「
権
限
」
に
、「
工
事
の
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
又
は
第
三
十
一
号
」
を
「
、
第

三
十
二
号
又
は
第
三
十
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
十
一
号
、
第
三
十
二
号
」
を
「
第
三
十
二
号
、
第

三
十
四
号
、
第
三
十
五
号
」
に
、「
第
三
十
三
号
」
を
「
第
三
十
六
号
」
に
、「
第
四
十
号
」
を
「
第
四
十
三
号
」
に
改

め
る
。

（
半
島
振
興
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

半
島
振
興
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
一
年
政
令
第
二
百
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
四
項
中
「
の
権
限
は
、
第
二
項
」
を
「
が
代
わ
つ
て
行
う
権
限
は
、
第
二
項
前
段
」
に
、「
告
示
す
る
」

を
「
告
示
さ
れ
た
」
に
改
め
、「
か
ら
」
の
下
に
「
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
当
該
」
を
加
え
、
同
項
た

だ
し
書
中
「
第
四
条
第
一
項
第
三
十
八
号
及
び
第
三
十
九
号
」
を「
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
及
び
第
四
十
二
号
」

に
、「
も
の
」
を
「
権
限
」
に
、「
工
事
の
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
又
は
第
三
十
一
号
」
を
「
、
第

三
十
二
号
又
は
第
三
十
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
十
一
号
、
第
三
十
二
号
」
を
「
第
三
十
二
号
、
第

三
十
四
号
、
第
三
十
五
号
」
に
、「
第
三
十
三
号
」
を
「
第
三
十
六
号
」
に
、「
第
四
十
号
」
を
「
第
四
十
三
号
」
に
改

め
る
。

（
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
三
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
第
四
条
第
一
項
第
三
十
八
号
及
び
第
三
十
九
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
四

十
一
号
及
び
第
四
十
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
又
は
第
三
十
一
号
」
を
「
、
第
三
十
二
号
又
は
第
三
十
四

号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
六
条
第
四
項
各
号
」
を
「
第
六
条
第
五
項
各
号
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
同
項
第
三
十
二
号
及
び
第
三
十
三
号
」
を
「
同
項
第
三
十
五
号
及
び
第
三
十
六
号
」に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
及
び
第
三
十
一
号
」
を
「
、
第
三
十
二
号
及
び
第
三
十
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
及
び

第
三
十
一
号
」
を
「
、
第
三
十
二
号
及
び
第
三
十
四
号
」
に
、「
同
項
第
四
十
号
」
を
「
同
項
第
四
十
三
号
」
に
改
め

る
。第

十
一
条
中
「
公
告
さ
れ
る
工
事
の
開
始
」
を
「
公
告
さ
れ
た
特
定
公
共
施
設
工
事
の
開
始
」
に
、「
公
告
さ
れ
る

工
事
の
完
了
」
を
「
公
告
さ
れ
た
当
該
特
定
公
共
施
設
工
事
の
完
了
」
に
改
め
、「
日
ま
で
」
の
下
に
「
の
間
」
を
加

え
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
は
、
工
事
の
」
を
「
に
つ
い
て
は
、
当
該
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
四
条
第
一
項

第
三
十
八
号
及
び
第
三
十
九
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
及
び
第
四
十
二
号
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
号
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
日
本
道
路
公
団
等
の
民
営
化
に
伴
う
経
過
措
置
及
び
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

日
本
道
路
公
団
等
の
民
営
化
に
伴
う
経
過
措
置
及
び
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
七
年

政
令
第
二
百
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
の
表
第
九
条
第
一
項
第
十
号
及
び
第
十
項
の
項
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四

条
の
三
第
一
項
」
に
、「
第
四
十
四
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
」
に
、「
第
四
十
四
条
の
二
第
五

項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
五
項
」
に
改
め
、
同
表
第
九
条
第
一
項
第
十
号
の
項
中「
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
」

を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
」
に
、「
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同

表
第
九
条
第
一
項
第
十
一
号
の
項
読
み
替
え
ら
れ
る
字
句
の
欄
中
「
及
び
第
四
十
八
条
の
十
一
第
二
項
」
を
「
、
第

四
十
八
条
の
十
一
第
二
項
及
び
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
四
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
条
第
一
項
第
五
号
の
項
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
六
条
第
一
項
の
表
第
四
十
六
条
第
一
項
の
項
中
「
第
五
十
三
条
」
を
「
第
五
十
三
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
の
表
第
三
十
一
条
第
三
項
の
項
中
「
に
あ
つ
て
は
道
路
管
理
者
」
を
「
に
あ
つ
て
は
当
該
道
路
管
理
者
」
に

改
め
、
同
表
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
八
項
、
第
六
十
七
条
の
二
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま

で
、
第
九
十
五
条
の
二
の
項
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
等
に
係
る
工
事
の
国
等
に
よ
る
代
行
に

関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
等
に
係
る
工
事
の
国
等
に
よ
る

代
行
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
百
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
七
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
た
だ

し
書
中
「
第
四
条
第
一
項
第
三
十
八
号
及
び
第
三
十
九
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
及
び
第
四
十
二
号
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
又
は
第
三
十
一
号
」
を
「
、
第
三
十
二
号
又
は
第
三
十
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項

中
「
第
三
十
一
号
、
第
三
十
二
号
」
を
「
第
三
十
二
号
、
第
三
十
四
号
、
第
三
十
五
号
」
に
、「
第
三
十
三
号
」を「
第

三
十
六
号
」
に
、「
第
四
十
号
」
を
「
第
四
十
三
号
」
に
改
め
る
。

（
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
百
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
第
四
十
七
号
」
を
「
第
五
十
号
」
に
、「
第
四
十
四
条
の
二
第
七
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三

第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
第
四
条
第
一
項
第
三
十
八
号
若
し
く
は
第
三
十
九
号
」
を
「
第
四

条
第
一
項
第
四
十
一
号
若
し
く
は
第
四
十
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
又
は
第
三
十
一
号
」
を
「
、
第
三
十

二
号
又
は
第
三
十
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
十
一
号
、
第
三
十
二
号
」
を
「
第
三
十
二
号
、
第
三
十

四
号
、
第
三
十
五
号
」
に
、「
第
三
十
三
号
」
を
「
第
三
十
六
号
」
に
、「
第
四
十
号
」
を
「
第
四
十
三
号
」に
改
め
る
。

（
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
二
百
三
十
七
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
二
項
中
「
第
四
十
四
条
の
二
第
七
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
た

だ
し
書
中
「
第
四
条
第
一
項
第
三
十
八
号
若
し
く
は
第
三
十
九
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
若
し
く
は
第

四
十
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
又
は
第
三
十
一
号
」
を
「
、
第
三
十
二
号
又
は
第
三
十
四
号
」
に
改
め
、

同
条
第
五
項
中
「
第
三
十
一
号
、
第
三
十
二
号
」
を
「
第
三
十
二
号
、
第
三
十
四
号
、
第
三
十
五
号
」
に
、「
第
三
十

三
号
」
を
「
第
三
十
六
号
」
に
、「
第
四
十
号
」
を
「
第
四
十
三
号
」
に
改
め
る
。
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（
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
令
和
三
年
政
令
第
百
三
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
四
項
た
だ
し
書
中
「
第
四
条
第
一
項
第
三
十
八
号
及
び
第
三
十
九
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一

号
及
び
第
四
十
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
又
は
第
三
十
一
号
」
を
「
、
第
三
十
二
号
又
は
第
三
十
四
号
」

に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
十
一
号
、
第
三
十
二
号
」
を
「
第
三
十
二
号
、
第
三
十
四
号
、
第
三
十
五
号
」に
、

「
第
三
十
三
号
」
を
「
第
三
十
六
号
」
に
、「
第
四
十
号
」
を
「
第
四
十
三
号
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
踏
切
道
改
良
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施

行
の
日
（
令
和
三
年
九
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
第
三
十
九
号
、
第
四
十
二
号
及
び
第
四
十
三
号
」
を
「
第
四
十
二
号
、
第
四
十
五
号
及
び
第
四
十
六

号
」
に
、「
第
四
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
る
。

（
踏
切
道
改
良
促
進
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

踏
切
道
改
良
促
進
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
第
三
十
五
号
、
第
三
十
六
号
、
第
三
十
八
号
、
第
三
十
九
号
及
び
第
四
十
四
号
」
を
「
第
三

十
八
号
、
第
三
十
九
号
、
第
四
十
一
号
、
第
四
十
二
号
及
び
第
四
十
七
号
」
に
改
め
、同
条
第
四
項
た
だ
し
書
中「
第

四
条
第
一
項
第
三
十
八
号
及
び
第
三
十
九
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
及
び
第
四
十
二
号
」
に
改
め
る
。

（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
権
限
」
の
下
に「（
第
四
項
に
お
い
て
「
市
町
村
が
代
行
す
る
権
限
」
と
い
う
。）」
を
加

え
、「
第
四
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
」
を
「
第
四
十
六
条
第
一
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に

よ
る
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
」
に
、「
次
項
」
を
「
第
三
項
」
に
、「
第
三
十
二
号
」
を
「
第
三
十
五
号
」
に
、「
第
三
十

三
号
」
を
「
第
三
十
六
号
」
に
、「
第
三
十
五
号
、
第
三
十
六
号
、
第
三
十
八
号
、
第
三
十
九
号
及
び
第
四
十
四
号
」

を
「
第
三
十
八
号
、
第
三
十
九
号
、
第
四
十
一
号
、
第
四
十
二
号
及
び
第
四
十
七
号
」
に
改
め
、同
項
後
段
を
削
り
、

同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
権
限
」
を
「
市
町
村
が
代
行
す
る
権
限
」
に
、「
公
示
さ
れ
る
」
を

「
公
示
さ
れ
た
」
に
改
め
、「
か
ら
」
の
下
に
「
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
さ
れ
た
当
該
」
を
、「
ま
で
」の
下
に「
の

間
」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
四
条
第
一
項
第
三
十
八
号
及
び
第
三
十
九
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
四
十

一
号
及
び
第
四
十
二
号
」
に
、「
国
道
の
新
設
等
又
は
国
道
の
維
持
等
の
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四

項
と
し
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
内
容
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
三
百
七
十

九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
権
限
」
の
下
に「（
第
四
項
に
お
い
て
「
市
町
村
が
代
行
す
る
権
限
」
と
い
う
。）」
を
加

え
、「
第
四
十
六
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
四
十
六
条
第
一
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
に
、「
次
項
」
を

「
第
三
項
」
に
、「
第
三
十
五
号
、
第
三
十
六
号
、
第
三
十
八
号
、
第
三
十
九
号
及
び
第
四
十
四
号
」
を
「
第
三
十
八

号
、
第
三
十
九
号
、
第
四
十
一
号
、
第
四
十
二
号
及
び
第
四
十
七
号
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
条
第
三
項

中
「
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
権
限
」
を
「
市
町
村
が
代
行
す
る
権
限
」
に
、「
公
示
さ
れ
る
」
を
「
公
示
さ
れ

た
」
に
改
め
、「
か
ら
」
の
下
に
「
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
さ
れ
た
当
該
」
を
、「
ま
で
」
の
下
に
「
の
間
」
を
加

え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
四
条
第
一
項
第
三
十
八
号
及
び
第
三
十
九
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
及
び

第
四
十
二
号
」
に
、「
工
事
の
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、

第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
内
容
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

総
務
大
臣

武
田

良
太

農
林
水
産
大
臣

野
上
浩
太
郎

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉
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踏
切
道
改
良
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
案

新
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
四
条
関
係
）

85

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
山
村
振
興
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
三
十
一
号
）
（
抄
）
（
第
五
条
関
係
）

86

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
六
十
七
号
）
（
抄
）
（
第
六
条
関
係
）

87

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
半
島
振
興
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
一
年
政
令
第
二
百
四
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
七
条
関
係
）

88

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
二
号
）
（
抄
）
（
第
八
条
関
係
）

89

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
号
）
（
抄
）
（
第
九
条
関
係
）

90

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
二
号
）
（
抄
）
（
第
十
条
関
係
）

92

・
・
・
・

○
日
本
道
路
公
団
等
の
民
営
化
に
伴
う
経
過
措
置
及
び
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
三
号
）
（
抄
）
（
第
十
一
条
関
係
）

93

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
等
に
係
る
工
事
の
国
等
に
よ
る
代
行
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
百
十

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

四
号
）
（
抄
）
（
第
十
二
条
関
係
）

97

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
百
十
五
号
）
（
抄
）
（
第
十
三
条
関
係
）

99

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
二
百
三
十
七
号
）
（
抄
）
（
第
十
四
条
関
係
）

101

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
令
和
三
年
政
令
第
百
三
十
七
号
）
（
抄
）
（
第
十
五
条
関
係
）

103

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
六
十
一
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
条
関
係
）

104

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
踏
切
道
改
良
促
進
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
二
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
三
条
関
係
）

105

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
九
十
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
条
関
係
）

106

・
・
・
・
・
・
・

○
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
三
百
七
十
九
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
五
条
関
係
）

107
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○
道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
土
交
通
大
臣
が
権
限
を
行
う
場
合
の
意
見
の
聴
取
等
）

（
国
土
交
通
大
臣
が
権
限
を
行
う
場
合
の
意
見
の
聴
取
等
）

第
一
条
の
三

（
略
）

第
一
条
の
三

（
略
）

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
都
道
府
県
又
は
指
定
市
が
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
管

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
都
道
府
県
又
は
指
定
市
が
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
管

理
を
行
つ
て
い
る
道
路
の
区
間
（
国
土
交
通
大
臣
が
新
設
、
改
築
、
修
繕
又
は

理
を
行
つ
て
い
る
道
路
の
区
間
（
国
土
交
通
大
臣
が
新
設
、
改
築
、
修
繕
又
は

災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
を
行
つ
て
い
る
区
間
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
次
に
掲

災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
を
行
つ
て
い
る
区
間
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
次
に
掲

げ
る
権
限
を
行
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
関
係
都
道
府
県
又
は
指

げ
る
権
限
を
行
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
関
係
都
道
府
県
又
は
指

定
市
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

定
市
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
第
四
十
八
条
の
四
十
五
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

三

法
第
四
十
八
条
の
四
十
五
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
駐
車
場
等
運
営
権
者
と

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
駐
車
場
等
運
営
権
者
と
協
議
（
当

協
議
（
当
該
協
議
が
成
立
す
る
こ
と
を
も
つ
て
、
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又

該
協
議
が
成
立
す
る
こ
と
を
も
つ
て
、
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項

は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
に
限
る

の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
す

。
）
を
す
る
こ
と
。

る
こ
と
。

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

（
管
理
の
特
例
の
場
合
の
読
替
規
定
）

（
管
理
の
特
例
の
場
合
の
読
替
規
定
）

第
一
条
の
七

（
略
）

第
一
条
の
七

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
十
七
条
第
四
項
の
場
合
に
お
け
る
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
法
の

３

法
第
十
七
条
第
四
項
の
場
合
に
お
け
る
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
法
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

項

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る

読
み
替
え
る
字
句

項

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る

読
み
替
え
る
字
句

字
句

字
句

第
二
条
第
二
項
第

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
又
は

第
二
条
第
二
項
第

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
又
は

一

二
号
、
第
七
号
及

指
定
市
以
外
の
市

一

二
号
、
第
七
号
及

指
定
市
以
外
の
市

び
第
九
号

町
村

び
第
九
号

町
村

第
十
三
条
第
四
項

第
一
項
の
規
定
に

第
十
七
条
第
四
項

第
十
三
条
第
四
項

第
一
項
の
規
定
に

第
十
七
条
第
四
項

よ
り
都
道
府
県
が

の
規
定
に
よ
り
指

よ
り
都
道
府
県
が

の
規
定
に
よ
り
指

維
持
、
修
繕
、
災

定
市
以
外
の
市
町

維
持
、
修
繕
、
災

定
市
以
外
の
市
町
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害
復
旧
そ
の
他
の

村
が
国
道
の
修
繕

害
復
旧
そ
の
他
の

村
が
国
道
の
修
繕

管
理

管
理

修
繕
又
は
災
害
復

修
繕

修
繕
又
は
災
害
復

修
繕

旧

旧

都
道
府
県
の

指
定
市
以
外
の
市

都
道
府
県
の

指
定
市
以
外
の
市

二

町
村
の

二

町
村
の

関
係
都
道
府
県

当
該
指
定
市
以
外

関
係
都
道
府
県

当
該
指
定
市
以
外

の
市
町
村
及
び
関

の
市
町
村
及
び
関

係
す
る
都
道
府
県

係
す
る
都
道
府
県

、
指
定
市
又
は
指

、
指
定
市
又
は
指

定
市
以
外
の
市
（

定
市
以
外
の
市
（

第
十
七
条
第
二
項

第
十
七
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
管

の
規
定
に
よ
り
管

理
を
行
う
市
を
い

理
を
行
う
市
を
い

う
。
）

う
。
）

第
十
八
条
第
一
項

第
十
六
条
又
は

第
十
六
条
若
し
く

第
十
八
条
第
一
項

第
十
六
条
又
は

第
十
六
条
若
し
く

は

は

道
路
管
理
者
」
と

道
路
管
理
者
」
と

道
路
管
理
者
」
と

道
路
管
理
者
」
と

い
う

い
う
。
）
又
は
指

い
う

い
う
。
）
又
は
指

三

定
市
以
外
の
市
町

三

定
市
以
外
の
市
町

村
（
以
下
「
道
路

村
（
以
下
「
道
路

管
理
者
等
」
と
総

管
理
者
等
」
と
総

称
す
る

称
す
る

決
定
し
て

決
定
し
、
道
路
管

決
定
し
て

決
定
し
、
道
路
管

理
者
は

理
者
は

第
二
十
一
条
、
第

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
等

第
二
十
一
条
、
第

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
等

二
十
二
条
第
一
項

二
十
二
条
第
一
項

、
第
二
十
二
条
の

、
第
二
十
二
条
の

二
、
第
二
十
三
条

二
、
第
二
十
三
条
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第
一
項
、
第
二
十

第
一
項
、
第
二
十

四
条
、
第
二
十
四

四
条
、
第
二
十
四

条
の
二
第
一
項
及

条
の
二
第
一
項
及

び
第
三
項
、
第
二

び
第
三
項
、
第
二

十
四
条
の
三
、
第

十
四
条
の
三
、
第

二
十
八
条
の
二
第

二
十
八
条
の
二
第

一
項
、
第
三
十
二

一
項
、
第
三
十
二

条
、
第
三
十
三
条

条
、
第
三
十
三
条

第
一
項
、
第
二
項

第
一
項
、
第
二
項

第
三
号
及
び
第
三

第
三
号
及
び
第
三

項
、
第
三
十
四
条

項
、
第
三
十
四
条

か
ら
第
三
十
六
条

か
ら
第
三
十
六
条

ま
で
、
第
三
十
八

ま
で
、
第
三
十
八

条
、
第
三
十
九
条

条
、
第
三
十
九
条

第
一
項
、
第
三
十

第
一
項
、
第
三
十

九
条
の
二
第
一
項

九
条
の
二
第
一
項

、
第
三
十
九
条
の

、
第
三
十
九
条
の

三
第
一
項
、
第
三

三
第
一
項
、
第
三

十
九
条
の
四
、
第

十
九
条
の
四
、
第

三
十
九
条
の
五
第

三
十
九
条
の
五
第

一
項
、
第
三
十
九

一
項
、
第
三
十
九

条
の
六
第
一
項
か

条
の
六
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
、

ら
第
三
項
ま
で
、

第
三
十
九
条
の
七

第
三
十
九
条
の
七

第
二
項
及
び
第
四

第
二
項
及
び
第
四

項
、
第
三
十
九
条

項
、
第
三
十
九
条

の
九
、
第
四
十
条

の
九
、
第
四
十
条

第
二
項
、
第
四
十

第
二
項
、
第
四
十

一
条
、
第
四
十
二

一
条
、
第
四
十
二

条
第
一
項
、
第
四

条
第
一
項
、
第
四

十
四
条
の
三
第
一

十
四
条
の
二
第
一

項
か
ら
第
五
項
ま

項
か
ら
第
五
項
ま

で
及
び
第
八
項
、

で
及
び
第
八
項
、

第
四
十
五
条
第
一

第
四
十
五
条
第
一

項
、
第
四
十
六
条

項
、
第
四
十
六
条

第
一
項
及
び
第
二

第
一
項
及
び
第
二
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項
、
第
四
十
七
条

項
、
第
四
十
七
条

の
七
第
一
項
、
第

の
七
第
一
項
、
第

四
十
七
条
の
八
第

四
十
七
条
の
八
第

一
項
、
第
四
十
八

一
項
、
第
四
十
八

条
の
二
十
三
第
一

条
の
二
十
三
第
一

項
、
第
四
十
八
条

項
、
第
四
十
八
条

の
二
十
四
第
一
項

の
二
十
四
第
一
項

、
第
四
十
八
条
の

、
第
四
十
八
条
の

二
十
五
、
第
四
十

二
十
五
、
第
四
十

八
条
の
二
十
六
第

八
条
の
二
十
六
第

四

一
項
、
第
四
十
八

四

一
項
、
第
四
十
八

条
の
二
十
七
第
一

条
の
二
十
七
第
一

項
及
び
第
二
項
、

項
及
び
第
二
項
、

第
四
十
八
条
の
二

第
四
十
八
条
の
二

十
八
第
二
項
、
第

十
八
第
二
項
、
第

四
十
八
条
の
二
十

四
十
八
条
の
二
十

九
、
第
四
十
八
条

九
、
第
四
十
八
条

の
三
十
七
第
一
項

の
三
十
七
第
一
項

、
第
四
十
八
条
の

、
第
四
十
八
条
の

四
十
六
第
一
項
及

四
十
六
第
一
項
及

び
第
三
項
、
第
四

び
第
三
項
、
第
四

十
八
条
の
四
十
七

十
八
条
の
四
十
七

、
第
四
十
八
条
の

、
第
四
十
八
条
の

四
十
八
第
一
項
か

四
十
八
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
、

ら
第
三
項
ま
で
、

第
四
十
八
条
の
四

第
四
十
八
条
の
四

十
九
か
ら
第
四
十

十
九
か
ら
第
四
十

八
条
の
五
十
一
ま

八
条
の
五
十
一
ま

で
、
第
五
十
六
条

で
、
第
五
十
六
条

、
第
五
十
七
条
、

、
第
五
十
七
条
、

第
五
十
八
条
第
一

第
五
十
八
条
第
一

項
、
第
五
十
九
条

項
、
第
五
十
九
条

第
三
項
、
第
六
十

第
三
項
、
第
六
十

条
、
第
六
十
一
条

条
、
第
六
十
一
条

第
一
項
、
第
六
十

第
一
項
、
第
六
十

二
条
、
第
六
十
六

二
条
、
第
六
十
六
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条
第
一
項
、
第
六

条
第
一
項
、
第
六

十
七
条
の
二
、
第

十
七
条
の
二
、
第

六
十
八
条
、
第
六

六
十
八
条
、
第
六

十
九
条
第
一
項
、

十
九
条
第
一
項
、

第
七
十
条
第
一
項

第
七
十
条
第
一
項

、
第
三
項
及
び
第

、
第
三
項
及
び
第

四
項
、
第
七
十
一

四
項
、
第
七
十
一

条
第
一
項
か
ら
第

条
第
一
項
か
ら
第

五
項
ま
で
、
第
七

五
項
ま
で
、
第
七

十
二
条
第
一
項
及

十
二
条
第
一
項
及

び
第
三
項
、
第
七

び
第
三
項
、
第
七

十
二
条
の
二
第
一

十
二
条
の
二
第
一

項
、
第
七
十
三
条

項
、
第
七
十
三
条

第
二
項
及
び
第
三

第
二
項
及
び
第
三

項
、
第
八
十
六
条

項
、
第
八
十
六
条

第
二
項
、
第
八
十

第
二
項
、
第
八
十

七
条
第
一
項
、
第

七
条
第
一
項
、
第

九
十
一
条
第
一
項

九
十
一
条
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま
で

か
ら
第
三
項
ま
で

、
第
九
十
二
条
第

、
第
九
十
二
条
第

四
項
、
第
九
十
三

四
項
、
第
九
十
三

条
、
第
九
十
五
条

条
、
第
九
十
五
条

の
二
第
一
項
及
び

の
二
第
一
項
及
び

第
二
項
前
段
、
第

第
二
項
前
段
、
第

九
十
六
条
第
五
項

九
十
六
条
第
五
項

第
二
十
四
条
の
二

道
路
の

道
路
管
理
者
に
あ

第
二
十
四
条
の
二

道
路
の

道
路
管
理
者
に
あ

第
一
項

つ
て
は
道
路
の

第
一
項

つ
て
は
道
路
の

駐
車
料
金

指
定
市
以
外
の
市

駐
車
料
金

指
定
市
以
外
の
市

五

町
村
に
あ
つ
て
は

五

町
村
に
あ
つ
て
は

道
路
の
附
属
物
で

道
路
の
附
属
物
で

あ
る
自
転
車
駐
車

あ
る
自
転
車
駐
車

場
に
自
転
車
を
駐

場
に
自
転
車
を
駐

車
さ
せ
る
者
か
ら

車
さ
せ
る
者
か
ら

、
駐
車
料
金

、
駐
車
料
金
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第
三
十
三
条
第
四

道
路
管
理
者
は
、

道
路
管
理
者
は
、

第
三
十
三
条
第
四

道
路
管
理
者
は
、

道
路
管
理
者
は
、

項
、
第
三
十
九
条

道
路
管
理
者
等
が

項
、
第
三
十
九
条

道
路
管
理
者
等
が

の
二
第
七
項
、
第

の
二
第
七
項
、
第

三
十
九
条
の
五
第

三
十
九
条
の
五
第

二
項
、
第
四
十
五

二
項
、
第
四
十
五

条
の
二
第
二
項
、

条
の
二
第
二
項
、

六

第
四
十
七
条
の
八

六

第
四
十
七
条
の
八

第
二
項
、
第
四
十

第
二
項
、
第
四
十

八
条
の
二
十
三
第

八
条
の
二
十
三
第

六
項
、
第
四
十
八

六
項
、
第
四
十
八

条
の
二
十
六
第
二

条
の
二
十
六
第
二

項
、
第
四
十
八
条

項
、
第
四
十
八
条

の
三
十
八
第
一
項

の
三
十
八
第
一
項

及
び
第
三
項

及
び
第
三
項

第
三
十
九
条
第
二

道
路
管
理
者

当
該
占
用
料
を
徴

第
三
十
九
条
第
二

道
路
管
理
者

当
該
占
用
料
を
徴

七

項
、
第
三
十
九
条

収
す
る
道
路
管
理

七

項
、
第
三
十
九
条

収
す
る
道
路
管
理

の
二
第
五
項

者
等

の
二
第
五
項

者
等

第
四
十
七
条
の
五

道
路
管
理
者
は
、

第
四
十
六
条
第
一

第
四
十
七
条
の
五

道
路
管
理
者
は
、

第
四
十
六
条
第
一

第
一
項

第
四
十
六
条
第
一

項

第
一
項

第
四
十
六
条
第
一

項

項

項

八

八

場
合
に
お
い
て
は

道
路
管
理
者
等
は

場
合
に
お
い
て
は

道
路
管
理
者
等
は

、
道
路
管
理
者

、
道
路
管
理
者
等

、
道
路
管
理
者

、
道
路
管
理
者
等

九

第
四
十
八
条
の
十

道
路
管
理
者
は
、

道
路
管
理
者
等
は

九

第
四
十
八
条
の
十

道
路
管
理
者
は
、

道
路
管
理
者
等
は

四
第
一
項

、
道
路
管
理
者
が

四
第
一
項

、
道
路
管
理
者
が

第
四
十
八
条
の
二

道
路
管
理
者
は

道
路
管
理
者
等
は

第
四
十
八
条
の
二

道
路
管
理
者
は

道
路
管
理
者
等
は

十
三
第
五
項

十
三
第
五
項

市
町
村
長
を

市
町
村
長
又
は
当

市
町
村
長
を

市
町
村
長
又
は
当

十

該
歩
行
者
利
便
増

十

該
歩
行
者
利
便
増

進
道
路
の
存
す
る

進
道
路
の
存
す
る
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指
定
市
以
外
の
市

指
定
市
以
外
の
市

町
村
の
長
を

町
村
の
長
を

第
四
十
八
条
の
四

特
定
道
路
管
理
者

特
定
道
路
管
理
者

第
四
十
八
条
の
四

特
定
道
路
管
理
者

特
定
道
路
管
理
者

十
一

十
五

又
は
指
定
市
以
外

十
一

十
五

又
は
指
定
市
以
外

の
市
町
村

の
市
町
村

第
四
十
九
条

道
路
の
管
理
に
関

第
十
七
条
第
四
項

第
四
十
九
条

道
路
の
管
理
に
関

第
十
七
条
第
四
項

す
る

に
規
定
す
る
歩
道

す
る

に
規
定
す
る
歩
道

の
新
設
等
に
要
す

の
新
設
等
に
要
す

十
二

る

十
二

る

当
該
道
路
の
道
路

指
定
市
以
外
の
市

当
該
道
路
の
道
路

指
定
市
以
外
の
市

管
理
者

町
村

管
理
者

町
村

第
五
十
条
第
一
項

都
道
府
県
が
当
該

指
定
市
以
外
の
市

第
五
十
条
第
一
項

都
道
府
県
が
当
該

指
定
市
以
外
の
市

町
村
が
当
該

町
村
が
当
該

十
三

十
三

当
該
都
道
府
県

当
該
指
定
市
以
外

当
該
都
道
府
県

当
該
指
定
市
以
外

の
市
町
村

の
市
町
村

第
五
十
条
第
六
項

他
の
都
道
府
県

都
道
府
県

第
五
十
条
第
六
項

他
の
都
道
府
県

都
道
府
県

十
四

及
び
第
七
項
、
第

十
四

及
び
第
七
項
、
第

五
十
三
条
第
二
項

五
十
三
条
第
二
項

第
五
十
条
第
六
項

当
該
国
道
の
所
在

指
定
市
以
外
の
市

第
五
十
条
第
六
項

当
該
国
道
の
所
在

指
定
市
以
外
の
市

十
五

す
る
都
道
府
県

町
村
で
当
該
国
道

十
五

す
る
都
道
府
県

町
村
で
当
該
国
道

の
所
在
す
る
も
の

の
所
在
す
る
も
の

第
五
十
条
第
七
項

国
道
の
所
在
す
る

指
定
市
以
外
の
市

第
五
十
条
第
七
項

国
道
の
所
在
す
る

指
定
市
以
外
の
市

都
道
府
県

町
村
で
国
道
の
所

都
道
府
県

町
村
で
国
道
の
所

在
す
る
も
の

在
す
る
も
の

十
六

十
六

関
係
都
道
府
県

当
該
指
定
市
以
外

関
係
都
道
府
県

当
該
指
定
市
以
外

の
市
町
村
及
び
関

の
市
町
村
及
び
関

係
都
道
府
県

係
都
道
府
県
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第
五
十
三
条
第
二

都
道
府
県
が

指
定
市
以
外
の
市

第
五
十
三
条
第
二

都
道
府
県
が

指
定
市
以
外
の
市

項

町
村
が

項

町
村
が

十
七

十
七

都
道
府
県
に

指
定
市
以
外
の
市

都
道
府
県
に

指
定
市
以
外
の
市

町
村
に

町
村
に

第
六
十
一
条
第
二

道
路
管
理
者

当
該
負
担
金
を
徴

第
六
十
一
条
第
二

道
路
管
理
者

当
該
負
担
金
を
徴

十
八

項

収
す
る
道
路
管
理

十
八

項

収
す
る
道
路
管
理

者
等

者
等

第
六
十
四
条
第
一

停
留
料
金
並
び
に

停
留
料
金
、

第
六
十
四
条
第
一

停
留
料
金
並
び
に

停
留
料
金
、

項

項

は
、
道
路
管
理
者

並
び
に
第
三
十
九

は
、
道
路
管
理
者

並
び
に
第
三
十
九

の
収
入
と
し
、
第

条
の
規
定
に
基
づ

の
収
入
と
し
、
第

条
の
規
定
に
基
づ

三
十
九
条
の
規
定

く
占
用
料
で
、
第

三
十
九
条
の
規
定

く
占
用
料
で
、
第

に
基
づ
く
占
用
料

十
七
条
第
五
項
の

に
基
づ
く
占
用
料

十
七
条
第
五
項
の

は
、
政
令
で
定
め

規
定
に
基
づ
き
公

は
、
政
令
で
定
め

規
定
に
基
づ
き
公

る
区
分
に
従
い
、

示
さ
れ
る
国
道
又

る
区
分
に
従
い
、

示
さ
れ
る
国
道
又

道
路
管
理
者
又
は

は
都
道
府
県
道
の

道
路
管
理
者
又
は

は
都
道
府
県
道
の

第
十
三
条
第
二
項

新
設
、
改
築
、
維

第
十
三
条
第
二
項

新
設
、
改
築
、
維

十
九

の
規
定
に
よ
り
指

持
又
は
修
繕
の
開

十
九

の
規
定
に
よ
り
指

持
又
は
修
繕
の
開

定
区
間
内
の
国
道

始
の
日
か
ら
国
道

定
区
間
内
の
国
道

始
の
日
か
ら
国
道

の
維
持
、
修
繕
及

又
は
都
道
府
県
道

の
維
持
、
修
繕
及

又
は
都
道
府
県
道

び
災
害
復
旧
以
外

の
新
設
、
改
築
、

び
災
害
復
旧
以
外

の
新
設
、
改
築
、

の
管
理
を
行
う
都

維
持
又
は
修
繕
の

の
管
理
を
行
う
都

維
持
又
は
修
繕
の

道
府
県
若
し
く
は

完
了
の
日
ま
で
に

道
府
県
若
し
く
は

完
了
の
日
ま
で
に

指
定
市

指
定
市
以
外
の
市

指
定
市

指
定
市
以
外
の
市

町
村
が
徴
収
す
べ

町
村
が
徴
収
す
べ

き
も
の
は
、
当
該

き
も
の
は
、
当
該

指
定
市
以
外
の
市

指
定
市
以
外
の
市

町
村

町
村

第
七
十
三
条
第
一

道
路
管
理
者

負
担
金
等
を
徴
収

第
七
十
三
条
第
一

道
路
管
理
者

負
担
金
等
を
徴
収

二
十

項

す
べ
き
道
路
管
理

二
十

項

す
べ
き
道
路
管
理

者
等

者
等
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第
七
十
四
条

道
路
管
理
者
は
、

新
設
又
は
改
築
を

第
七
十
四
条

道
路
管
理
者
は
、

新
設
又
は
改
築
を

当
該
国
道
を
新
設

し
よ
う
と
す
る
指

当
該
国
道
を
新
設

し
よ
う
と
す
る
指

二
十
一

し
、
又
は
改
築
し

定
市
以
外
の
市
町

二
十
一

し
、
又
は
改
築
し

定
市
以
外
の
市
町

よ
う
と
す
る
場
合

村

よ
う
と
す
る
場
合

村

に
お
い
て

に
お
い
て

第
七
十
五
条
第
一

当
該
指
定
区
間
外

指
定
市
以
外
の
市

第
七
十
五
条
第
一

当
該
指
定
区
間
外

指
定
市
以
外
の
市

二
十
二

項

の
国
道
の
道
路
管

町
村

二
十
二

項

の
国
道
の
道
路
管

町
村

理
者

理
者

第
七
十
五
条
第
一

道
路
管
理
者

指
定
市
以
外
の
市

第
七
十
五
条
第
一

道
路
管
理
者

指
定
市
以
外
の
市

項
第
二
号
、
第
二

町
村

項
第
二
号
、
第
二

町
村

項
第
二
号
、
第
四

項
第
二
号
、
第
四

二
十
三

項
及
び
第
五
項
、

二
十
三

項
及
び
第
五
項
、

第
七
十
六
条
第
一

第
七
十
六
条
第
一

項
、
第
八
十
五
条

項
、
第
八
十
五
条

第
三
項

第
三
項

第
七
十
五
条
第
二

都
道
府
県
道
及
び

、
都
道
府
県
道
に

第
七
十
五
条
第
二

都
道
府
県
道
及
び

、
都
道
府
県
道
に

項

指
定
市
の
市
道
に

関
し
、
次
の
各
号

項

指
定
市
の
市
道
に

関
し
、
次
の
各
号

関
し
、
都
道
府
県

に
掲
げ
る
場
合
に

関
し
、
都
道
府
県

に
掲
げ
る
場
合
に

知
事
は
指
定
市
の

お
い
て
は
、
指
定

知
事
は
指
定
市
の

お
い
て
は
、
指
定

市
道
以
外
の
市
町

市
以
外
の
市
町
村

市
道
以
外
の
市
町

市
以
外
の
市
町
村

二
十
四

村
道
に
関
し
、
次

二
十
四

村
道
に
関
し
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る

の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
に
お
い
て
は

場
合
に
お
い
て
は

、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

道
路
の
道
路
管
理

道
路
の
道
路
管
理

者

者

第
七
十
五
条
第
二

要
求
（
都
道
府
県

要
求

第
七
十
五
条
第
二

要
求
（
都
道
府
県

要
求

二
十
五

項
第
二
号

知
事
が
す
る
と
き

二
十
五

項
第
二
号

知
事
が
す
る
と
き

は
、
勧
告
）

は
、
勧
告
）

第
七
十
五
条
第
五

国
土
交
通
大
臣
又

国
土
交
通
大
臣

第
七
十
五
条
第
五

国
土
交
通
大
臣
又

国
土
交
通
大
臣
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項

は
都
道
府
県
知
事

項

は
都
道
府
県
知
事

二
十
六

二
十
六

要
求
若
し
く
は
勧

要
求

要
求
若
し
く
は
勧

要
求

告

告

第
七
十
六
条
第
一

次
に
掲
げ
る
事
項

第
一
号
、
第
二
号

第
七
十
六
条
第
一

次
に
掲
げ
る
事
項

第
一
号
、
第
二
号

項

を
都
道
府
県
で
あ

及
び
第
五
号
に
掲

項

を
都
道
府
県
で
あ

及
び
第
五
号
に
掲

る
場
合
に
あ
つ
て

げ
る
事
項
（
同
号

る
場
合
に
あ
つ
て

げ
る
事
項
（
同
号

は
国
土
交
通
大
臣

に
掲
げ
る
事
項
に

は
国
土
交
通
大
臣

に
掲
げ
る
事
項
に

二
十
七

に
、
市
町
村
で
あ

あ
つ
て
は
、
第
三

二
十
七

に
、
市
町
村
で
あ

あ
つ
て
は
、
第
三

る
場
合
に
あ
つ
て

十
九
条
第
二
項
の

る
場
合
に
あ
つ
て

十
九
条
第
二
項
の

は
都
道
府
県
知
事

規
定
に
よ
り
定
め

は
都
道
府
県
知
事

規
定
に
よ
り
定
め

た
条
例
に
限
る
。

た
条
例
に
限
る
。

）
を
国
土
交
通
大

）
を
国
土
交
通
大

臣

臣

第
九
十
六
条
第
二

又
は
市
町
村
で
あ

若
し
く
は
市
町
村

第
九
十
六
条
第
二

又
は
市
町
村
で
あ

若
し
く
は
市
町
村

項

る
道
路
管
理
者

で
あ
る
道
路
管
理

項

る
道
路
管
理
者

で
あ
る
道
路
管
理

者
又
は
指
定
市
以

者
又
は
指
定
市
以

外
の
市
町
村

外
の
市
町
村

又
は
当
該
市
町
村

若
し
く
は
当
該
市

又
は
当
該
市
町
村

若
し
く
は
当
該
市

二
十
八

の
長

町
村
の
長
又
は
当

二
十
八

の
長

町
村
の
長
又
は
当

該
指
定
市
以
外
の

該
指
定
市
以
外
の

市
町
村
の
長

市
町
村
の
長

都
道
府
県
で
あ
る

都
道
府
県
で
あ
る

都
道
府
県
で
あ
る

都
道
府
県
で
あ
る

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
又
は

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
又
は

指
定
市
以
外
の
市

指
定
市
以
外
の
市

町
村

町
村

４

法
第
十
七
条
第
六
項
の
場
合
に
お
け
る
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
法
の

４

法
第
十
七
条
第
六
項
の
場
合
に
お
け
る
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
法
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

項

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る

読
み
替
え
る
字
句

項

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る

読
み
替
え
る
字
句

字
句

字
句
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第
二
条
第
二
項
第

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
又
は

第
二
条
第
二
項
第

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
又
は

一

二
号
、
第
五
号
及

国
土
交
通
大
臣

一

二
号
、
第
五
号
及

国
土
交
通
大
臣

び
第
七
号
か
ら
第

び
第
七
号
か
ら
第

九
号
ま
で

九
号
ま
で

第
十
八
条
第
一
項

第
十
六
条
又
は

第
十
六
条
若
し
く

第
十
八
条
第
一
項

第
十
六
条
又
は

第
十
六
条
若
し
く

は

は

道
路
管
理
者
」
と

道
路
管
理
者
」
と

道
路
管
理
者
」
と

道
路
管
理
者
」
と

い
う

い
う
。
）
又
は
国

い
う

い
う
。
）
又
は
国

二

土
交
通
大
臣
（
以

二

土
交
通
大
臣
（
以

下
「
道
路
管
理
者

下
「
道
路
管
理
者

等
」
と
総
称
す
る

等
」
と
総
称
す
る

決
定
し
て

決
定
し
、
道
路
管

決
定
し
て

決
定
し
、
道
路
管

理
者
は

理
者
は

第
二
十
一
条
、
第

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
等

第
二
十
一
条
、
第

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
等

二
十
二
条
第
一
項

二
十
二
条
第
一
項

、
第
二
十
三
条
第

、
第
二
十
三
条
第

一
項
、
第
二
十
四

一
項
、
第
二
十
四

条
、
第
三
十
二
条

条
、
第
三
十
二
条

、
第
三
十
三
条
第

、
第
三
十
三
条
第

一
項
及
び
第
二
項

一
項
及
び
第
二
項

第
三
号
、
第
三
十

第
三
号
、
第
三
十

四
条
か
ら
第
三
十

四
条
か
ら
第
三
十

六
条
ま
で
、
第
三

六
条
ま
で
、
第
三

十
八
条
、
第
三
十

十
八
条
、
第
三
十

九
条
の
三
第
一
項

九
条
の
三
第
一
項

、
第
三
十
九
条
の

、
第
三
十
九
条
の

四
第
一
項
及
び
第

四
第
一
項
及
び
第

三
項
か
ら
第
五
項

三
項
か
ら
第
五
項

ま
で
、
第
三
十
九

ま
で
、
第
三
十
九

条
の
五
第
一
項
、

条
の
五
第
一
項
、

第
三
十
九
条
の
六

第
三
十
九
条
の
六
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第
一
項
及
び
第
三

第
一
項
及
び
第
三

項
、
第
三
十
九
条

項
、
第
三
十
九
条

の
七
第
二
項
及
び

の
七
第
二
項
及
び

第
四
項
、
第
三
十

第
四
項
、
第
三
十

九
条
の
九
、
第
四

九
条
の
九
、
第
四

十
条
第
二
項
、
第

十
条
第
二
項
、
第

四
十
一
条
、
第
四

四
十
一
条
、
第
四

十
三
条
の
二
、
第

十
三
条
の
二
、
第

四
十
四
条
の
三
第

四
十
四
条
の
二
第

一
項
か
ら
第
五
項

一
項
か
ら
第
五
項

ま
で
及
び
第
八
項

ま
で
及
び
第
八
項

、
第
四
十
五
条
第

、
第
四
十
五
条
第

一
項
、
第
四
十
六

一
項
、
第
四
十
六

条
第
一
項
及
び
第

条
第
一
項
及
び
第

二
項
、
第
四
十
七

二
項
、
第
四
十
七

条
第
三
項
、
第
四

条
第
三
項
、
第
四

十
七
条
の
二
第
一

十
七
条
の
二
第
一

項
及
び
第
五
項
、

項
及
び
第
五
項
、

第
四
十
七
条
の
四

第
四
十
七
条
の
四

、
第
四
十
七
条
の

、
第
四
十
七
条
の

五
第
二
項
、
第
四

五
第
二
項
、
第
四

十
七
条
の
七
第
一

十
七
条
の
七
第
一

項
、
第
四
十
七
条

項
、
第
四
十
七
条

の
八
第
一
項
、
第

の
八
第
一
項
、
第

四
十
八
条
の
二
十

四
十
八
条
の
二
十

三
第
一
項
、
第
四

三
第
一
項
、
第
四

三

十
八
条
の
二
十
四

三

十
八
条
の
二
十
四

第
一
項
、
第
四
十

第
一
項
、
第
四
十

八
条
の
二
十
五
第

八
条
の
二
十
五
第

一
項
、
第
二
項
及

一
項
、
第
二
項
及

び
第
四
項
か
ら
第

び
第
四
項
か
ら
第

六
項
ま
で
、
第
四

六
項
ま
で
、
第
四

十
八
条
の
二
十
六

十
八
条
の
二
十
六

第
一
項
、
第
四
十

第
一
項
、
第
四
十

八
条
の
二
十
七
第

八
条
の
二
十
七
第

一
項
及
び
第
二
項

一
項
及
び
第
二
項
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、
第
四
十
八
条
の

、
第
四
十
八
条
の

二
十
八
第
二
項
、

二
十
八
第
二
項
、

第
四
十
八
条
の
二

第
四
十
八
条
の
二

十
九
、
第
四
十
八

十
九
、
第
四
十
八

条
の
二
十
九
の
三

条
の
三
十
二
、
第

、
第
四
十
八
条
の

四
十
八
条
の
三
十

二
十
九
の
四
、
第

三
、
第
四
十
八
条

四
十
八
条
の
二
十

の
三
十
七
第
一
項

九
の
五
第
一
項
、

、
第
四
十
八
条
の

第
四
十
八
条
の
三

五
十
、
第
五
十
七

十
二
、
第
四
十
八

条
、
第
六
十
六
条

条
の
三
十
三
、
第

第
一
項
、
第
六
十

四
十
八
条
の
三
十

七
条
の
二
、
第
六

七
第
一
項
、
第
四

十
八
条
、
第
六
十

十
八
条
の
五
十
、

九
条
第
一
項
、
第

第
五
十
七
条
、
第

七
十
条
第
一
項
、

六
十
六
条
第
一
項

第
三
項
及
び
第
四

、
第
六
十
七
条
の

項
、
第
七
十
一
条

二
、
第
六
十
八
条

第
一
項
か
ら
第
五

、
第
六
十
九
条
第

項
ま
で
、
第
七
十

一
項
、
第
七
十
条

二
条
第
一
項
及
び

第
一
項
、
第
三
項

第
三
項
、
第
七
十

及
び
第
四
項
、
第

二
条
の
二
第
一
項

七
十
一
条
第
一
項

及
び
第
二
項
、
第

か
ら
第
五
項
ま
で

九
十
二
条
第
四
項

、
第
七
十
二
条
第

、
第
九
十
三
条
、

一
項
及
び
第
三
項

第
九
十
五
条
の
二

、
第
七
十
二
条
の

、
第
九
十
六
条
第

二
第
一
項
及
び
第

五
項
前
段

二
項
、
第
九
十
二

条
第
四
項
、
第
九

十
三
条
、
第
九
十

五
条
の
二
、
第
九

十
六
条
第
五
項
前

段
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第
三
十
三
条
第
三

道
路
管
理
者
は
、

道
路
管
理
者
は
、

第
三
十
三
条
第
三

道
路
管
理
者
は
、

道
路
管
理
者
は
、

項
及
び
第
四
項
、

道
路
管
理
者
等
が

項
及
び
第
四
項
、

道
路
管
理
者
等
が

第
三
十
九
条
の
二

第
三
十
九
条
の
二

第
七
項
、
第
三
十

第
七
項
、
第
三
十

九
条
の
五
第
二
項

九
条
の
五
第
二
項

、
第
四
十
五
条
の

、
第
四
十
五
条
の

二
第
二
項
、
第
四

二
第
二
項
、
第
四

十
七
条
の
八
第
二

十
七
条
の
八
第
二

四

項
、
第
四
十
八
条

四

項
、
第
四
十
八
条

の
二
十
三
第
六
項

の
二
十
三
第
六
項

、
第
四
十
八
条
の

、
第
四
十
八
条
の

二
十
六
第
二
項
、

二
十
六
第
二
項
、

第
四
十
八
条
の
二

第
四
十
八
条
の
三

十
九
の
六
第
一
項

十
八
第
一
項
及
び

及
び
第
三
項
、
第

第
三
項

四
十
八
条
の
三
十

八
第
一
項
及
び
第

三
項

第
三
十
九
条
の
二

道
路
管
理
者
は

道
路
管
理
者
等
は

第
三
十
九
条
の
二

道
路
管
理
者
は

道
路
管
理
者
等
は

五

第
一
項
、
第
四
十

五

第
一
項
、
第
四
十

八
条
の
二
十
三
第

八
条
の
二
十
三
第

五
項

五
項

六

第
三
十
九
条
の
二

道
路
管
理
者
（

道
路
管
理
者
等
（

六

第
三
十
九
条
の
二

道
路
管
理
者
（

道
路
管
理
者
等
（

第
六
項

第
六
項

第
四
十
七
条
の
二

道
路
管
理
者
を
異

第
十
七
条
第
六
項

第
四
十
七
条
の
二

道
路
管
理
者
を
異

第
十
七
条
第
六
項

第
二
項

に
す
る
二
以
上
の

の
規
定
に
よ
り
国

第
二
項

に
す
る
二
以
上
の

の
規
定
に
よ
り
国

道
路
に
係
る
も
の

土
交
通
大
臣
が
改

道
路
に
係
る
も
の

土
交
通
大
臣
が
改

で
あ
る
と
き
（
国

築
又
は
修
繕
に
関

で
あ
る
と
き
（
国

築
又
は
修
繕
に
関

七

土
交
通
省
令
で
定

す
る
工
事
を
行
う

七

土
交
通
省
令
で
定

す
る
工
事
を
行
う

め
る
場
合
を
除
く

道
路
及
び
当
該
道

め
る
場
合
を
除
く

道
路
及
び
当
該
道

。
）
は
、
同
項

路
以
外
の
道
路
に

。
）
は
、
同
項

路
以
外
の
道
路
に

係
る
も
の
で
あ
る

係
る
も
の
で
あ
る

と
き
は
、
前
項

と
き
は
、
前
項
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第
四
十
七
条
の
二

の
道
路
管
理
者

の
道
路
管
理
者
又

第
四
十
七
条
の
二

の
道
路
管
理
者

の
道
路
管
理
者
又

八

第
二
項
及
び
第
三

は
国
土
交
通
大
臣

八

第
二
項
及
び
第
三

は
国
土
交
通
大
臣

項

項

第
四
十
七
条
の
五

道
路
管
理
者
は
、

第
四
十
六
条
第
一

第
四
十
七
条
の
五

道
路
管
理
者
は
、

第
四
十
六
条
第
一

第
一
項

第
四
十
六
条
第
一

項

第
一
項

第
四
十
六
条
第
一

項

項

項

九

九

場
合
に
お
い
て
は

道
路
管
理
者
等
は

場
合
に
お
い
て
は

道
路
管
理
者
等
は

、
道
路
管
理
者

、
道
路
管
理
者
等

、
道
路
管
理
者

、
道
路
管
理
者
等

十

第
四
十
八
条
の
十

道
路
管
理
者
は
、

道
路
管
理
者
等
は

十

第
四
十
八
条
の
十

道
路
管
理
者
は
、

道
路
管
理
者
等
は

四
第
一
項

、
道
路
管
理
者
が

四
第
一
項

、
道
路
管
理
者
が

第
四
十
八
条
の
四

特
定
道
路
管
理
者

特
定
道
路
管
理
者

第
四
十
八
条
の
四

特
定
道
路
管
理
者

特
定
道
路
管
理
者

十
一

十
五

又
は
国
土
交
通
大

十
一

十
五

又
は
国
土
交
通
大

臣

臣

第
五
十
四
条
の
二

共
用
管
理
施
設
関

共
用
管
理
施
設
関

第
五
十
四
条
の
二

共
用
管
理
施
設
関

共
用
管
理
施
設
関

第
一
項

係
道
路
管
理
者

係
道
路
管
理
者
又

第
一
項

係
道
路
管
理
者

係
道
路
管
理
者
又

十
二

は
国
土
交
通
大
臣

十
二

は
国
土
交
通
大
臣

及
び
他
の
道
路
の

及
び
他
の
道
路
の

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者

５

（
略
）

５

（
略
）

６

法
第
十
七
条
第
八
項
の
場
合
に
お
け
る
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
法
の

６

法
第
十
七
条
第
八
項
の
場
合
に
お
け
る
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
法
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

項

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る

読
み
替
え
る
字
句

項

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る

読
み
替
え
る
字
句

字
句

字
句

第
二
条
第
二
項
第

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
又
は

第
二
条
第
二
項
第

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
又
は

二
号
、
第
五
号
及

都
道
府
県

二
号
、
第
五
号
及

都
道
府
県

一

び
第
七
号
か
ら
第

一

び
第
七
号
か
ら
第
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九
号
ま
で
、
第
二

九
号
ま
で
、
第
二

十
条
第
一
項

十
条
第
一
項

第
十
八
条
第
一
項

第
十
六
条
又
は

第
十
六
条
若
し
く

第
十
八
条
第
一
項

第
十
六
条
又
は

第
十
六
条
若
し
く

は

は

道
路
管
理
者
」
と

道
路
管
理
者
」
と

道
路
管
理
者
」
と

道
路
管
理
者
」
と

い
う

い
う
。
）
又
は
都

い
う

い
う
。
）
又
は
都

二

道
府
県
（
以
下
「

二

道
府
県
（
以
下
「

道
路
管
理
者
等
」

道
路
管
理
者
等
」

と
総
称
す
る

と
総
称
す
る

決
定
し
て

決
定
し
、
道
路
管

決
定
し
て

決
定
し
、
道
路
管

理
者
は

理
者
は

三

第
十
九
条
の
二
第

道
路
管
理
者
及
び

道
路
管
理
者
又
は

三

第
十
九
条
の
二
第

道
路
管
理
者
及
び

道
路
管
理
者
又
は

一
項

都
道
府
県
及
び

一
項

都
道
府
県
及
び

第
十
九
条
の
二
第

共
用
管
理
施
設
関

共
用
管
理
施
設
関

第
十
九
条
の
二
第

共
用
管
理
施
設
関

共
用
管
理
施
設
関

一
項
、
第
二
項
及

係
道
路
管
理
者

係
道
路
管
理
者
等

一
項
、
第
二
項
及

係
道
路
管
理
者

係
道
路
管
理
者
等

四

び
第
四
項
、
第
五

四

び
第
四
項
、
第
五

十
四
条
の
二
第
一

十
四
条
の
二
第
一

項
及
び
第
四
項

項
及
び
第
四
項

第
十
九
条
の
二
第

」
と
あ
る
の
は
「

の
」
と
あ
る
の
は

第
十
九
条
の
二
第

」
と
あ
る
の
は
「

の
」
と
あ
る
の
は

三
項
、
第
五
十
四

共
用
管
理
施
設
関

「
共
用
管
理
施
設

三
項
、
第
五
十
四

共
用
管
理
施
設
関

「
共
用
管
理
施
設

条
の
二
第
三
項

係
道
路
管
理
者

関
係
道
路
管
理
者

条
の
二
第
三
項

係
道
路
管
理
者

関
係
道
路
管
理
者

等
の
」
と
、
「
関

等
の
」
と
、
「
関

五

係
都
道
府
県
知
事

五

係
都
道
府
県
知
事

は
」
と
あ
る
の
は

は
」
と
あ
る
の
は

「
共
用
管
理
施
設

「
共
用
管
理
施
設

関
係
道
路
管
理
者

関
係
道
路
管
理
者

等
で
あ
る
道
路
管

等
で
あ
る
道
路
管

理
者
は

理
者
は

第
十
九
条
の
二
第

共
用
管
理
施
設
関

共
用
管
理
施
設
関

第
十
九
条
の
二
第

共
用
管
理
施
設
関

共
用
管
理
施
設
関
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五
項

係
道
路
管
理
者
の

係
道
路
管
理
者
等

五
項

係
道
路
管
理
者
の

係
道
路
管
理
者
等

の

の

六

六

共
用
管
理
施
設
関

共
用
管
理
施
設
関

共
用
管
理
施
設
関

共
用
管
理
施
設
関

係
道
路
管
理
者
は

係
道
路
管
理
者
等

係
道
路
管
理
者
は

係
道
路
管
理
者
等

で
あ
る
道
路
管
理

で
あ
る
道
路
管
理

者
は

者
は

七

第
二
十
条
第
三
項

道
路
管
理
者
と

道
路
管
理
者
又
は

七

第
二
十
条
第
三
項

道
路
管
理
者
と

道
路
管
理
者
又
は

都
道
府
県
と

都
道
府
県
と

第
二
十
条
第
三
項

道
路
管
理
者
又
は

道
路
管
理
者
若
し

第
二
十
条
第
三
項

道
路
管
理
者
又
は

道
路
管
理
者
若
し

八

及
び
第
四
項
、
第

く
は
都
道
府
県
又

八

及
び
第
四
項
、
第

く
は
都
道
府
県
又

五
十
五
条
第
三
項

は

五
十
五
条
第
三
項

は

第
二
十
条
第
五
項

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
等

第
二
十
条
第
五
項

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
等

、
第
二
十
一
条
、

、
第
二
十
一
条
、

第
二
十
二
条
第
一

第
二
十
二
条
第
一

項
、
第
二
十
三
条

項
、
第
二
十
三
条

第
一
項
、
第
二
十

第
一
項
、
第
二
十

四
条
、
第
三
十
二

四
条
、
第
三
十
二

条
、
第
三
十
三
条

条
、
第
三
十
三
条

第
一
項
及
び
第
二

第
一
項
及
び
第
二

項
第
三
号
、
第
三

項
第
三
号
、
第
三

十
四
条
か
ら
第
三

十
四
条
か
ら
第
三

十
六
条
ま
で
、
第

十
六
条
ま
で
、
第

三
十
八
条
、
第
三

三
十
八
条
、
第
三

十
九
条
の
三
第
一

十
九
条
の
三
第
一

項
、
第
三
十
九
条

項
、
第
三
十
九
条

の
四
第
一
項
及
び

の
四
第
一
項
及
び

第
三
項
か
ら
第
五

第
三
項
か
ら
第
五

項
ま
で
、
第
三
十

項
ま
で
、
第
三
十

九
条
の
五
第
一
項

九
条
の
五
第
一
項

、
第
三
十
九
条
の

、
第
三
十
九
条
の

六
第
一
項
及
び
第

六
第
一
項
及
び
第

三
項
、
第
三
十
九

三
項
、
第
三
十
九
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条
の
七
第
二
項
及

条
の
七
第
二
項
及

び
第
四
項
、
第
三

び
第
四
項
、
第
三

十
九
条
の
九
、
第

十
九
条
の
九
、
第

四
十
条
第
二
項
、

四
十
条
第
二
項
、

第
四
十
一
条
、
第

第
四
十
一
条
、
第

四
十
三
条
の
二
、

四
十
三
条
の
二
、

第
四
十
四
条
の
三

第
四
十
四
条
の
二

第
一
項
か
ら
第
五

第
一
項
か
ら
第
五

項
ま
で
及
び
第
八

項
ま
で
及
び
第
八

項
、
第
四
十
五
条

項
、
第
四
十
五
条

第
一
項
、
第
四
十

第
一
項
、
第
四
十

六
条
第
一
項
及
び

六
条
第
一
項
及
び

第
二
項
、
第
四
十

第
二
項
、
第
四
十

七
条
第
三
項
、
第

七
条
第
三
項
、
第

四
十
七
条
の
二
第

四
十
七
条
の
二
第

一
項
及
び
第
五
項

一
項
及
び
第
五
項

、
第
四
十
七
条
の

、
第
四
十
七
条
の

四
、
第
四
十
七
条

四
、
第
四
十
七
条

の
五
第
二
項
、
第

の
五
第
二
項
、
第

四
十
七
条
の
七
第

四
十
七
条
の
七
第

一
項
、
第
四
十
七

一
項
、
第
四
十
七

条
の
八
第
一
項
、

条
の
八
第
一
項
、

第
四
十
八
条
の
二

第
四
十
八
条
の
二

九

十
三
第
一
項
、
第

九

十
三
第
一
項
、
第

四
十
八
条
の
二
十

四
十
八
条
の
二
十

四
第
一
項
、
第
四

四
第
一
項
、
第
四

十
八
条
の
二
十
五

十
八
条
の
二
十
五

第
一
項
、
第
二
項

第
一
項
、
第
二
項

及
び
第
四
項
か
ら

及
び
第
四
項
か
ら

第
六
項
ま
で
、
第

第
六
項
ま
で
、
第

四
十
八
条
の
二
十

四
十
八
条
の
二
十

六
第
一
項
、
第
四

六
第
一
項
、
第
四

十
八
条
の
二
十
七

十
八
条
の
二
十
七

第
一
項
及
び
第
二

第
一
項
及
び
第
二

項
、
第
四
十
八
条

項
、
第
四
十
八
条

の
二
十
八
第
二
項

の
二
十
八
第
二
項
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、
第
四
十
八
条
の

、
第
四
十
八
条
の

二
十
九
、
第
四
十

二
十
九
、
第
四
十

八
条
の
二
十
九
の

八
条
の
三
十
二
、

三
、
第
四
十
八
条

第
四
十
八
条
の
三

の
二
十
九
の
四
、

十
三
、
第
四
十
八

第
四
十
八
条
の
二

条
の
三
十
七
第
一

十
九
の
五
第
一
項

項
、
第
四
十
八
条

、
第
四
十
八
条
の

の
五
十
、
第
五
十

三
十
二
、
第
四
十

七
条
、
第
六
十
六

八
条
の
三
十
三
、

条
第
一
項
、
第
六

第
四
十
八
条
の
三

十
七
条
の
二
、
第

十
七
第
一
項
、
第

六
十
八
条
、
第
六

四
十
八
条
の
五
十

十
九
条
第
一
項
、

、
第
五
十
七
条
、

第
七
十
一
条
第
一

第
六
十
六
条
第
一

項
か
ら
第
五
項
ま

項
、
第
六
十
七
条

で
、
第
七
十
二
条

の
二
、
第
六
十
八

第
一
項
及
び
第
三

条
、
第
六
十
九
条

項
、
第
七
十
二
条

第
一
項
、
第
七
十

の
二
第
一
項
及
び

一
条
第
一
項
か
ら

第
二
項
、
第
八
十

第
五
項
ま
で
、
第

七
条
第
一
項
、
第

七
十
二
条
第
一
項

九
十
二
条
第
四
項

及
び
第
三
項
、
第

、
第
九
十
三
条
、

七
十
二
条
の
二
第

第
九
十
五
条
の
二

一
項
及
び
第
二
項

、
第
九
十
六
条
第

、
第
八
十
七
条
第

五
項
前
段

一
項
、
第
九
十
二

条
第
四
項
、
第
九

十
三
条
、
第
九
十

五
条
の
二
、
第
九

十
六
条
第
五
項
前

段

十

第
二
十
条
第
六
項

道
路
管
理
者
と

道
路
管
理
者
等
と

十

第
二
十
条
第
六
項

道
路
管
理
者
と

道
路
管
理
者
等
と

第
三
十
三
条
第
三

道
路
管
理
者
は
、

道
路
管
理
者
は
、

第
三
十
三
条
第
三

道
路
管
理
者
は
、

道
路
管
理
者
は
、
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項
及
び
第
四
項
、

道
路
管
理
者
等
が

項
及
び
第
四
項
、

道
路
管
理
者
等
が

第
三
十
九
条
の
二

第
三
十
九
条
の
二

第
七
項
、
第
三
十

第
七
項
、
第
三
十

九
条
の
五
第
二
項

九
条
の
五
第
二
項

、
第
四
十
五
条
の

、
第
四
十
五
条
の

二
第
二
項
、
第
四

二
第
二
項
、
第
四

十
七
条
の
八
第
二

十
七
条
の
八
第
二

十
一

項
、
第
四
十
八
条

十
一

項
、
第
四
十
八
条

の
二
十
三
第
六
項

の
二
十
三
第
六
項

、
第
四
十
八
条
の

、
第
四
十
八
条
の

二
十
六
第
二
項
、

二
十
六
第
二
項
、

第
四
十
八
条
の
二

第
四
十
八
条
の
三

十
九
の
六
第
一
項

十
八
第
一
項
及
び

及
び
第
三
項
、
第

第
三
項

四
十
八
条
の
三
十

八
第
一
項
及
び
第

三
項

第
三
十
九
条
の
二

道
路
管
理
者
は

道
路
管
理
者
等
は

第
三
十
九
条
の
二

道
路
管
理
者
は

道
路
管
理
者
等
は

十
二

第
一
項
、
第
四
十

十
二

第
一
項
、
第
四
十

八
条
の
二
十
三
第

八
条
の
二
十
三
第

五
項

五
項

十
三

第
三
十
九
条
の
二

道
路
管
理
者
（

道
路
管
理
者
等
（

十
三

第
三
十
九
条
の
二

道
路
管
理
者
（

道
路
管
理
者
等
（

第
六
項

第
六
項

第
四
十
七
条
の
二

道
路
管
理
者
を
異

第
十
七
条
第
八
項

第
四
十
七
条
の
二

道
路
管
理
者
を
異

第
十
七
条
第
八
項

第
二
項

に
す
る
二
以
上
の

の
規
定
に
よ
り
都

第
二
項

に
す
る
二
以
上
の

の
規
定
に
よ
り
都

道
路
に
係
る
も
の

道
府
県
が
維
持
又

道
路
に
係
る
も
の

道
府
県
が
維
持
又

で
あ
る
と
き
（
国

は
災
害
復
旧
に
関

で
あ
る
と
き
（
国

は
災
害
復
旧
に
関

十
四

土
交
通
省
令
で
定

す
る
工
事
を
行
う

十
四

土
交
通
省
令
で
定

す
る
工
事
を
行
う

め
る
場
合
を
除
く

道
路
及
び
当
該
道

め
る
場
合
を
除
く

道
路
及
び
当
該
道

。
）
は
、
同
項

路
以
外
の
道
路
に

。
）
は
、
同
項

路
以
外
の
道
路
に

係
る
も
の
で
あ
る

係
る
も
の
で
あ
る

と
き
は
、
前
項

と
き
は
、
前
項
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第
四
十
七
条
の
二

の
道
路
管
理
者

の
道
路
管
理
者
又

第
四
十
七
条
の
二

の
道
路
管
理
者

の
道
路
管
理
者
又

十
五

第
二
項
及
び
第
三

は
都
道
府
県

十
五

第
二
項
及
び
第
三

は
都
道
府
県

項

項

十
六

第
四
十
七
条
の
二

国
）

国
）
又
は
都
道
府

十
六

第
四
十
七
条
の
二

国
）

国
）
又
は
都
道
府

第
三
項

県

第
三
項

県

第
四
十
七
条
の
五

道
路
管
理
者
は
、

第
四
十
六
条
第
一

第
四
十
七
条
の
五

道
路
管
理
者
は
、

第
四
十
六
条
第
一

第
一
項

第
四
十
六
条
第
一

項

第
一
項

第
四
十
六
条
第
一

項

項

項

十
七

十
七

場
合
に
お
い
て
は

道
路
管
理
者
等
は

場
合
に
お
い
て
は

道
路
管
理
者
等
は

、
道
路
管
理
者

、
道
路
管
理
者
等

、
道
路
管
理
者

、
道
路
管
理
者
等

十
八

第
四
十
八
条
の
十

道
路
管
理
者
は
、

道
路
管
理
者
等
は

十
八

第
四
十
八
条
の
十

道
路
管
理
者
は

道
路
管
理
者
等
は

四
第
一
項

、
道
路
管
理
者
が

四
第
一
項

、

、
道
路
管
理
者
が

第
四
十
八
条
の
四

特
定
道
路
管
理
者

特
定
道
路
管
理
者

第
四
十
八
条
の
四

特
定
道
路
管
理

特
定
道
路
管
理
者

十
九

十
五

又
は
都
道
府
県

十
九

十
五

者

又
は
都
道
府
県

二
十

第
五
十
五
条
第
一

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
若
し

二
十

第
五
十
五
条
第
一

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
若
し

項
及
び
第
四
項

く
は
都
道
府
県

項
及
び
第
四
項

く
は
都
道
府
県

第
七
十
五
条
第
一

当
該
指
定
区
間
外

都
道
府
県

第
七
十
五
条
第
一

当
該
指
定
区
間
外

都
道
府
県

二
十
一

項

の
国
道
の
道
路
管

二
十
一

項

の
国
道
の
道
路
管

理
者

理
者

第
七
十
五
条
第
一

道
路
管
理
者

都
道
府
県

第
七
十
五
条
第
一

道
路
管
理
者

都
道
府
県

項
第
二
号
、
第
二

項
第
二
号
、
第
二

二
十
二

項
第
二
号
、
第
四

二
十
二

項
第
二
号
、
第
四

項
及
び
第
五
項
、

項
及
び
第
五
項
、

第
七
十
六
条
第
一

第
七
十
六
条
第
一

項

項

第
七
十
五
条
第
二

都
道
府
県
道
及
び

、
都
道
府
県
道
に

第
七
十
五
条
第
二

都
道
府
県
道
及
び

、
都
道
府
県
道
に
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項

指
定
市
の
市
道
に

関
し
、
次
の
各
号

項

指
定
市
の
市
道
に

関
し
、
次
の
各
号

関
し
、
都
道
府
県

に
掲
げ
る
場
合
に

関
し
、
都
道
府
県

に
掲
げ
る
場
合
に

知
事
は
指
定
市
の

お
い
て
は
、
都
道

知
事
は
指
定
市
の

お
い
て
は
、
都
道

市
道
以
外
の
市
町

府
県

市
道
以
外
の
市
町

府
県

二
十
三

村
道
に
関
し
、
次

二
十
三

村
道
に
関
し
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る

の
各
号
に
掲
げ
る

場
合
に
お
い
て
は

場
合
に
お
い
て
は

、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

道
路
の
道
路
管
理

道
路
の
道
路
管
理

者

者

第
七
十
五
条
第
二

国
土
交
通
大
臣
若

国
土
交
通
大
臣

第
七
十
五
条
第
二

国
土
交
通
大
臣
若

国
土
交
通
大
臣

項
第
二
号

し
く
は
都
道
府
県

項
第
二
号

し
く
は
都
道
府
県

知
事

知
事

二
十
四

二
十
四

要
求
（
都
道
府
県

要
求

要
求
（
都
道
府
県

要
求

知
事
が
す
る
と
き

知
事
が
す
る
と
き

は
、
勧
告
）

は
、
勧
告
）

二
十
五

第
七
十
五
条
第
三

当
該
道
路
の
道
路

都
道
府
県

二
十
五

第
七
十
五
条
第
三

当
該
道
路
の
道
路

都
道
府
県

項

管
理
者

項

管
理
者

第
七
十
五
条
第
五

国
土
交
通
大
臣
又

国
土
交
通
大
臣

第
七
十
五
条
第
五

国
土
交
通
大
臣
又

国
土
交
通
大
臣

項

は
都
道
府
県
知
事

項

は
都
道
府
県
知
事

二
十
六

二
十
六

要
求
若
し
く
は
勧

要
求

要
求
若
し
く
は
勧

要
求

告

告

第
七
十
六
条
第
一

次
に
掲
げ
る
事
項

第
一
号
か
ら
第
三

第
七
十
六
条
第
一

次
に
掲
げ
る
事
項

第
一
号
か
ら
第
三

項

を
都
道
府
県
で
あ

号
ま
で
に
掲
げ
る

項

を
都
道
府
県
で
あ

号
ま
で
に
掲
げ
る

る
場
合
に
あ
つ
て

事
項
を
国
土
交
通

る
場
合
に
あ
つ
て

事
項
を
国
土
交
通

二
十
七

は
国
土
交
通
大
臣

大
臣

二
十
七

は
国
土
交
通
大
臣

大
臣

に
、
市
町
村
で
あ

に
、
市
町
村
で
あ

る
場
合
に
あ
つ
て

る
場
合
に
あ
つ
て

は
都
道
府
県
知
事

は
都
道
府
県
知
事
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第
九
十
六
条
第
二

都
道
府
県
又
は

都
道
府
県
で
あ
る

第
九
十
六
条
第
二

都
道
府
県
又
は

都
道
府
県
で
あ
る

項

道
路
管
理
者
若
し

項

道
路
管
理
者
若
し

く
は
都
道
府
県
又

く
は
都
道
府
県
又

二
十
八

は

二
十
八

は

都
道
府
県
で
あ
る

都
道
府
県
で
あ
る

都
道
府
県
で
あ
る

都
道
府
県
で
あ
る

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
又
は

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
又
は

都
道
府
県

都
道
府
県

７

法
第
四
十
八
条
の
十
九
第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
同
条
第
三
項
の
規
定
に

７

法
第
四
十
八
条
の
十
九
第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
に
つ
い
て
は
、
第
四
項

よ
る
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
に
つ
い
て
は
、
第
四
項

（
同
項
の
表
三
の
項
（
第
二
十
一
条
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
三
十
三
条

（
同
項
の
表
三
の
項
（
第
二
十
一
条
、
第
二
十
三
条
第
一
項
、
第
三
十
三
条

第
二
項
第
三
号
、
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
九
条
の
四
第
一
項
及

第
二
項
第
三
号
、
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
九
条
の
四
第
一
項
及

び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
、
第
三
十
九
条
の

び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
三
十
九
条
の
五
第
一
項
、
第
三
十
九
条
の

六
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
九
条
の
七
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
四
十

六
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
九
条
の
七
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
四
十

七
条
の
七
第
一
項
、
第
四
十
七
条
の
八
第
一
項
、
第
四
十
八
条
の
二
十
三
第

七
条
の
七
第
一
項
、
第
四
十
七
条
の
八
第
一
項
、
第
四
十
八
条
の
二
十
三
第

一
項
、
第
四
十
八
条
の
二
十
四
第
一
項
、
第
四
十
八
条
の
二
十
五
第
一
項
、

一
項
、
第
四
十
八
条
の
二
十
四
第
一
項
、
第
四
十
八
条
の
二
十
五
第
一
項
、

第
二
項
及
び
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
四
十
八
条
の
二
十
六
第
一
項
、

第
二
項
及
び
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
四
十
八
条
の
二
十
六
第
一
項
、

第
四
十
八
条
の
二
十
七
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
八
条
の
二
十
八
第
二

第
四
十
八
条
の
二
十
七
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
八
条
の
二
十
八
第
二

項
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
、
第
七
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、

項
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
、
第
七
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、

第
九
十
二
条
第
四
項
並
び
に
第
九
十
三
条
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
四
の

第
九
十
二
条
第
四
項
並
び
に
第
九
十
三
条
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
四
の

項
（
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
六
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
四
十
八
条

項
（
第
四
十
八
条
の
三
十
八
第
一
項
及
び
第
三
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

の
三
十
八
第
一
項
及
び
第
三
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
八
の
項
、
九
の

、
八
の
項
、
九
の
項
及
び
十
一
の
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
を
準

項
及
び
十
一
の
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
ほ
か
、
次

用
す
る
ほ
か
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

項

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る

読
み
替
え
る
字
句

項

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る

読
み
替
え
る
字
句

字
句

字
句

第
二
十
一
条

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
又
は

第
二
十
一
条

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
又
は

国
土
交
通
大
臣
（

国
土
交
通
大
臣
（

一

以
下
「
道
路
管
理

一

以
下
「
道
路
管
理

者
等
」
と
総
称
す

者
等
」
と
総
称
す

る
。
）

る
。
）

第
四
十
七
条
の
二

道
路
管
理
者
を
異

第
四
十
八
条
の
十

第
四
十
七
条
の
二

道
路
管
理
者
を
異

第
四
十
八
条
の
十
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第
二
項

に
す
る
二
以
上
の

九
第
一
項
の
規
定

第
二
項

に
す
る
二
以
上
の

九
第
一
項
の
規
定

道
路
に
係
る
も
の

に
よ
り
国
土
交
通

道
路
に
係
る
も
の

に
よ
り
国
土
交
通

二

で
あ
る
と
き
（
国

大
臣
が
維
持
を
行

二

で
あ
る
と
き
（
国

大
臣
が
維
持
を
行

土
交
通
省
令
で
定

う
道
路
及
び
当
該

土
交
通
省
令
で
定

う
道
路
及
び
当
該

め
る
場
合
を
除
く

道
路
以
外
の
道
路

め
る
場
合
を
除
く

道
路
以
外
の
道
路

。
）
は
、
同
項

に
係
る
も
の
で
あ

。
）
は
、
同
項

に
係
る
も
の
で
あ

る
と
き
は
、
前
項

る
と
き
は
、
前
項

８

法
第
四
十
八
条
の
二
十
二
第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
同
条
第
四
項
の
規
定

８

法
第
四
十
八
条
の
二
十
二
第
一
項
の
場
合
に
お
け
る
同
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
る
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
に
つ
い
て
は
、
第
三

に
よ
る
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
に
つ
い
て
は
、
第
三

項
（
同
項
の
表
二
の
項
、
五
の
項
、
十
二
の
項
、
十
九
の
項
及
び
二
十
一
の

項
（
同
項
の
表
二
の
項
、
五
の
項
、
十
二
の
項
、
十
九
の
項
及
び
二
十
一
の

項
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
ほ
か
、
次
の
表
の
と
お
り

項
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
ほ
か
、
次
の
表
の
と
お
り

と
す
る
。

と
す
る
。

項

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る

読
み
替
え
る
字
句

項

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る

読
み
替
え
る
字
句

字
句

字
句

第
十
三
条
第
四
項

第
一
項
の
規
定
に

第
四
十
八
条
の
二

第
十
三
条
第
四
項

第
一
項
の
規
定
に

第
四
十
八
条
の
二

よ
り
都
道
府
県
が

十
二
第
一
項
の
規

よ
り
都
道
府
県
が

十
二
第
一
項
の
規

維
持
、
修
繕
、
災

定
に
よ
り
指
定
市

維
持
、
修
繕
、
災

定
に
よ
り
指
定
市

害
復
旧
そ
の
他
の

以
外
の
市
町
村
が

害
復
旧
そ
の
他
の

以
外
の
市
町
村
が

管
理

国
道
の
修
繕

管
理

国
道
の
修
繕

修
繕
又
は
災
害
復

修
繕

修
繕
又
は
災
害
復

修
繕

旧

旧

都
道
府
県
の

指
定
市
以
外
の
市

都
道
府
県
の

指
定
市
以
外
の
市

一

町
村
の

一

町
村
の

関
係
都
道
府
県

当
該
指
定
市
以
外

関
係
都
道
府
県

当
該
指
定
市
以
外

の
市
町
村
及
び
関

の
市
町
村
及
び
関

係
す
る
都
道
府
県

係
す
る
都
道
府
県

、
指
定
市
又
は
指

、
指
定
市
又
は
指

定
市
以
外
の
市
（

定
市
以
外
の
市
（

第
十
七
条
第
二
項

第
十
七
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
管

の
規
定
に
よ
り
管
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理
を
行
う
市
を
い

理
を
行
う
市
を
い

う
。
）

う
。
）

第
四
十
三
条
の
二

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
等

第
四
十
三
条
の
二

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
等

、
第
四
十
七
条
第

、
第
四
十
七
条
第

三
項
、
第
四
十
七

三
項
、
第
四
十
七

条
の
二
第
一
項
及

条
の
二
第
一
項
及

び
第
五
項
、
第
四

び
第
五
項
、
第
四

十
七
条
の
四
、
第

十
七
条
の
四
、
第

四
十
七
条
の
五
第

四
十
七
条
の
五
第

二

二
項
、
第
四
十
八

二

二
項
、
第
七
十
二

条
の
二
十
九
の
三

条
の
二
第
二
項

、
第
四
十
八
条
の

二
十
九
の
四
、
第

四
十
八
条
の
二
十

九
の
五
第
一
項
、

第
七
十
二
条
の
二

第
二
項

第
四
十
七
条
の
二

道
路
管
理
者
を
異

第
四
十
八
条
の
二

第
四
十
七
条
の
二

道
路
管
理
者
を
異

第
四
十
八
条
の
二

第
二
項

に
す
る
二
以
上
の

十
二
第
一
項
の
規

第
二
項

に
す
る
二
以
上
の

十
二
第
一
項
の
規

道
路
に
係
る
も
の

定
に
よ
り
指
定
市

道
路
に
係
る
も
の

定
に
よ
り
指
定
市

で
あ
る
と
き
（
国

以
外
の
市
町
村
が

で
あ
る
と
き
（
国

以
外
の
市
町
村
が

三

土
交
通
省
令
で
定

歩
行
者
利
便
増
進

三

土
交
通
省
令
で
定

歩
行
者
利
便
増
進

め
る
場
合
を
除
く

改
築
等
を
行
う
道

め
る
場
合
を
除
く

改
築
等
を
行
う
道

。
）
は
、
同
項

路
及
び
当
該
道
路

。
）
は
、
同
項

路
及
び
当
該
道
路

以
外
の
道
路
に
係

以
外
の
道
路
に
係

る
も
の
で
あ
る
と

る
も
の
で
あ
る
と

き
は
、
前
項

き
は
、
前
項

第
四
十
七
条
の
二

の
道
路
管
理
者

の
道
路
管
理
者
又

第
四
十
七
条
の
二

の
道
路
管
理
者

の
道
路
管
理
者
又

四

第
二
項
及
び
第
三

は
指
定
市
以
外
の

四

第
二
項
及
び
第
三

は
指
定
市
以
外
の

項

市
町
村

項

市
町
村

第
四
十
八
条
の
二

道
路
管
理
者
は
、

道
路
管
理
者
は
、

（
新
設

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）

五

十
九
の
六
第
一
項

道
路
管
理
者
等
が

）
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及
び
第
三
項

第
四
十
九
条

道
路
の
管
理
に
関

第
四
十
八
条
の
二

第
四
十
九
条

道
路
の
管
理
に
関

第
四
十
八
条
の
二

す
る

十
二
第
一
項
に
規

す
る

十
二
第
一
項
に
規

定
す
る
歩
行
者
利

定
す
る
歩
行
者
利

六

便
増
進
改
築
等
に

五

便
増
進
改
築
等
に

要
す
る

要
す
る

当
該
道
路
の
道
路

指
定
市
以
外
の
市

当
該
道
路
の
道
路

指
定
市
以
外
の
市

管
理
者

町
村

管
理
者

町
村

第
五
十
条
第
一
項

国
道
の
新
設
又
は

歩
行
者
利
便
増
進

第
五
十
条
第
一
項

国
道
の
新
設
又
は

歩
行
者
利
便
増
進

七

及
び
第
六
項
、
第

改
築

道
路
で
あ
る
国
道

六

及
び
第
六
項
、
第

改
築

道
路
で
あ
る
国
道

五
十
三
条
第
二
項

の
改
築

五
十
三
条
第
二
項

の
改
築

八

第
五
十
条
第
一
項

新
設
又
は
改
築
を

改
築
を

七

第
五
十
条
第
一
項

新
設
又
は
改
築
を

改
築
を

第
六
十
四
条
第
一

停
留
料
金
並
び
に

停
留
料
金
、

第
六
十
四
条
第
一

停
留
料
金
並
び
に

停
留
料
金
、

項

項

は
、
道
路
管
理
者

並
び
に
第
三
十
九

は
、
道
路
管
理
者

並
び
に
第
三
十
九

の
収
入
と
し
、
第

条
の
規
定
に
基
づ

の
収
入
と
し
、
第

条
の
規
定
に
基
づ

三
十
九
条
の
規
定

く
占
用
料
で
、
第

三
十
九
条
の
規
定

く
占
用
料
で
、
第

に
基
づ
く
占
用
料

四
十
八
条
の
二
十

に
基
づ
く
占
用
料

四
十
八
条
の
二
十

は
、
政
令
で
定
め

二
第
二
項
の
規
定

は
、
政
令
で
定
め

二
第
二
項
の
規
定

る
区
分
に
従
い
、

に
基
づ
き
公
示
さ

る
区
分
に
従
い
、

に
基
づ
き
公
示
さ

道
路
管
理
者
又
は

れ
る
同
条
第
一
項

道
路
管
理
者
又
は

れ
る
同
条
第
一
項

九

第
十
三
条
第
二
項

に
規
定
す
る
歩
行

八

第
十
三
条
第
二
項

に
規
定
す
る
歩
行

の
規
定
に
よ
り
指

者
利
便
増
進
改
築

の
規
定
に
よ
り
指

者
利
便
増
進
改
築

定
区
間
内
の
国
道

等
の
開
始
の
日
か

定
区
間
内
の
国
道

等
の
開
始
の
日
か

の
維
持
、
修
繕
及

ら
当
該
歩
行
者
利

の
維
持
、
修
繕
及

ら
当
該
歩
行
者
利

び
災
害
復
旧
以
外

便
増
進
改
築
等
の

び
災
害
復
旧
以
外

便
増
進
改
築
等
の

の
管
理
を
行
う
都

完
了
の
日
ま
で
に

の
管
理
を
行
う
都

完
了
の
日
ま
で
に

道
府
県
若
し
く
は

指
定
市
以
外
の
市

道
府
県
若
し
く
は

指
定
市
以
外
の
市

指
定
市

町
村
が
徴
収
す
べ

指
定
市

町
村
が
徴
収
す
べ

き
も
の
は
、
当
該

き
も
の
は
、
当
該

指
定
市
以
外
の
市

指
定
市
以
外
の
市
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町
村

町
村

第
七
十
四
条

道
路
管
理
者
は
、

改
築
を
し
よ
う
と

第
七
十
四
条

道
路
管
理
者
は
、

改
築
を
し
よ
う
と

当
該
国
道
を
新
設

す
る
指
定
市
以
外

当
該
国
道
を
新
設

す
る
指
定
市
以
外

十

し
、
又
は
改
築
し

の
市
町
村

九

し
、
又
は
改
築
し

の
市
町
村

よ
う
と
す
る
場
合

よ
う
と
す
る
場
合

に
お
い
て

に
お
い
て

（
指
定
区
間
内
の
国
道
に
附
属
す
る
有
料
の
自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐

（
指
定
区
間
内
の
国
道
に
附
属
す
る
有
料
の
自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐

車
場
の
名
称
等
の
告
示
）

車
場
の
名
称
等
の
告
示
）

第
三
条
の
二

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

第
三
条
の
二

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
指
定
区
間
内
の
国
道
に
附
属
す
る
自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場
に

り
指
定
区
間
内
の
国
道
に
附
属
す
る
自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車
駐
車
場
に

自
動
車
（
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二

自
動
車
（
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二

条
第
三
項
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車
（
以
下
単
に
「
原
動
機
付
自
転
車

条
第
三
項
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車
（
以
下
単
に
「
原
動
機
付
自
転
車

」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
次
条
及
び
第
四
十
一
条
第
二
項
第
九
号
に
お
い
て

」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
次
条
及
び
第
四
十
一
条
第
二
項
第
八
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
又
は
自
転
車
を
駐
車
さ
せ
る
者
か
ら
駐
車
料
金
を
徴
収
し
よ
う
と

同
じ
。
）
又
は
自
転
車
を
駐
車
さ
せ
る
者
か
ら
駐
車
料
金
を
徴
収
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
自
動
車
駐
車
場
又
は
自
転
車

駐
車
場
の
名
称
及
び
位
置
、
駐
車
料
金
の
額
、
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
時

駐
車
場
の
名
称
及
び
位
置
、
駐
車
料
金
の
額
、
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
る
時

間
並
び
に
駐
車
料
金
の
徴
収
開
始
の
日
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

間
並
び
に
駐
車
料
金
の
徴
収
開
始
の
日
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
）

（
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
）

第
四
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理

第
四
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理

者
に
代
わ
つ
て
行
う
権
限
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

者
に
代
わ
つ
て
行
う
権
限
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
十
八

（
略
）

一
～
十
八

（
略
）

十
九

法
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準

十
九

法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
自
ら
除
去

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
自
ら
除
去

し
、
又
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
に
除
去
さ
せ
、
法
第
四

し
、
又
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
に
除
去
さ
せ
、
法
第
四

十
四
条
の
三
第
二
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

十
四
条
の
二
第
二
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
保
管
し
、
法
第
四
十
四

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
保
管
し
、
法
第
四
十
四

条
の
三
第
三
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

条
の
二
第
三
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
法
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
（
法
第
九

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
公
示
し
、
法
第
四
十
四
条
の
二
第
四
項
（
法
第
九

十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違

十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違

法
放
置
等
物
件
を
売
却
し
、
及
び
代
金
を
保
管
し
、
並
び
に
法
第
四
十
四

法
放
置
等
物
件
を
売
却
し
、
及
び
代
金
を
保
管
し
、
並
び
に
法
第
四
十
四

条
の
三
第
五
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

条
の
二
第
五
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
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む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
廃
棄
す
る
こ
と
。

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
違
法
放
置
等
物
件
を
廃
棄
す
る
こ
と
。

二
十
～
二
十
九

（
略
）

二
十
～
二
十
九

（
略
）

三
十

法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
三
の
規
定
に
よ
り
防
災
拠
点
自
動
車
駐

（
新
設
）

車
場
の
利
用
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
る
こ
と
。

三
十
一

法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
四
の
規
定
に
よ
り
道
路
標
識
を
設
け

（
新
設
）

る
こ
と
。

三
十
二

法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
定
を
締

（
新
設
）

結
し
、
及
び
道
路
外
災
害
応
急
対
策
施
設
を
管
理
す
る
こ
と
。

三
十
三
・
三
十
四

（
略
）

三
十
・
三
十
一

（
略
）

三
十
五

法
第
四
十
八
条
の
四
十
五
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準

三
十
二

法
第
四
十
八
条
の
四
十
五
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
駐
車
場
等
運
営

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
駐
車
場
等
運
営
権
者
と

権
者
と
協
議
（
当
該
協
議
が
成
立
す
る
こ
と
を
も
つ
て
、
法
第
二
十
四
条

協
議
（
当
該
協
議
が
成
立
す
る
こ
と
を
も
つ
て
、
法
第
二
十
四
条
本
文
の

本
文
の
規
定
に
よ
る
承
認
（
道
路
に
関
す
る
工
事
の
施
行
に
係
る
も
の
に

規
定
に
よ
る
承
認
（
道
路
に
関
す
る
工
事
の
施
行
に
係
る
も
の
に
限
る
。

限
る
。
）
又
は
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

）
又
は
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が

許
可
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
す
る
こ
と
。

あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
す
る
こ
と
。

三
十
六
～
五
十

（
略
）

三
十
三
～
四
十
七

（
略
）

２

前
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
第
二
条
第
一
項
（
第
一
号

２

前
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
第
二
条
第
一
項
（
第
一
号

又
は
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
工
事
の

又
は
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
工
事
の

開
始
の
日
か
ら
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
当
該
工
事
の
完
了

開
始
の
日
か
ら
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
当
該
工
事
の
完
了

又
は
廃
止
の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

又
は
廃
止
の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
前
項
第
四
十
一
号
及
び
第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
当

し
、
前
項
第
三
十
八
号
及
び
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
当

該
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

該
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
の
二

法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
市
以
外
の
市
町
村

第
四
条
の
二

法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
市
以
外
の
市
町
村

が
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
行
う
権
限
（
第
三
項
に
お
い
て
「
指
定
市
以
外

が
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
行
う
権
限
（
第
三
項
に
お
い
て
「
指
定
市
以
外

の
市
町
村
が
代
行
す
る
権
限
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち

の
市
町
村
が
代
行
す
る
権
限
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち

、
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
道
路
管
理
者
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る

、
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
道
路
管
理
者
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る

。

。

一

前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
、
第
十
二
号
（
法

一

前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
、
第
十
二
号
（
法

第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
入
札
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
入
札
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に

限
る
。
）
、
第
十
三
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
、
第
十
九
号
、
第
二
十
四
号

限
る
。
）
、
第
十
三
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
、
第
十
九
号
、
第
二
十
四
号

か
ら
第
二
十
九
号
ま
で
、
第
三
十
四
号
、
第
三
十
六
号
、
第
三
十
八
号
か

か
ら
第
二
十
九
号
ま
で
、
第
三
十
一
号
、
第
三
十
三
号
、
第
三
十
五
号
か

ら
第
四
十
二
号
ま
で
、
第
四
十
五
号
及
び
第
四
十
六
号
に
掲
げ
る
権
限

ら
第
三
十
九
号
ま
で
、
第
四
十
二
号
及
び
第
四
十
三
号
に
掲
げ
る
権
限

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

五

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
自
転
車
駐
車
場
の
駐
車

五

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
自
転
車
駐
車
場
の
駐
車



- 29 -

料
金
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
割
増
金
（
自
転
車
駐
車
場
の
駐
車

料
金
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
割
増
金
（
自
転
車
駐
車
場
の
駐
車

料
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
法
第
三
十
九
条
（
法
第
九
十
一
条
第
二

料
金
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
法
第
三
十
九
条
（
法
第
九
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
占
用
料
並
び

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
占
用
料
並
び

に
法
第
四
十
四
条
の
三
第
七
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

に
法
第
四
十
四
条
の
二
第
七
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
十
八
条
か
ら
第
六
十
二
条
ま
で
の
規
定

す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
十
八
条
か
ら
第
六
十
二
条
ま
で
の
規
定

に
基
づ
く
負
担
金
（
第
十
七
号
に
お
い
て
「
駐
車
料
金
等
」
と
い
う
。
）

に
基
づ
く
負
担
金
（
第
十
七
号
に
お
い
て
「
駐
車
料
金
等
」
と
い
う
。
）

を
徴
収
す
る
こ
と
。

を
徴
収
す
る
こ
と
。

六
～
九

（
略
）

六
～
九

（
略
）

十

法
第
四
十
八
条
の
四
十
五
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

十

法
第
四
十
八
条
の
四
十
五
の
規
定
に
よ
り
自
転
車
駐
車
場
に
係
る
自
動

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
自
転
車
駐
車
場
に
係
る
自
動
車
駐
車

車
駐
車
場
等
運
営
権
者
と
協
議
を
す
る
こ
と
。

場
等
運
営
権
者
と
協
議
を
す
る
こ
と
。

十
一
～
十
八

（
略
）

十
一
～
十
八

（
略
）

十
九

法
第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
（
法
第
四
十
六
条
第
三
項
又
は
第
四
十

十
九

法
第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
（
法
第
四
十
六
条
第
三
項
又
は
第
四
十

七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う

七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う

と
す
る
と
き
、
法
第
四
十
八
条
の
二
十
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ

と
す
る
と
き
、
法
第
四
十
八
条
の
二
十
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
の
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
法
第
四
十
八

る
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
の
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
及
び
自
動
車
駐

条
の
二
十
九
の
三
の
規
定
に
よ
り
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の
利
用
を
禁

車
場
又
は
特
定
車
両
停
留
施
設
を
設
け
よ
う
と
す
る
と
き
に
係
る
部
分
を

止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る
と
き
及
び
自
動
車
駐
車
場
又
は
特
定
車

除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
き
、
又
は
通
知
し
、
及
び
法
第
九
十

両
停
留
施
設
を
設
け
よ
う
と
す
る
と
き
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定

五
条
の
二
第
二
項
本
文
（
道
路
の
区
域
を
立
体
的
区
域
と
し
て
決
定
し
、

に
よ
り
意
見
を
聴
き
、
又
は
通
知
し
、
及
び
法
第
九
十
五
条
の
二
第
二
項

又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り

本
文
（
道
路
の
区
域
を
立
体
的
区
域
と
し
て
決
定
し
、
又
は
変
更
し
よ
う

協
議
す
る
こ
と
。

と
す
る
と
き
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
協
議
す
る
こ
と
。

二
十
～
二
十
九

（
略
）

二
十
～
二
十
九

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
代
行
す
る
権
限
は
、
法
第
十
七
条
第
五
項
の
規

３

指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
代
行
す
る
権
限
は
、
法
第
十
七
条
第
五
項
の
規

定
に
基
づ
き
公
示
さ
れ
た
国
道
又
は
都
道
府
県
道
の
新
設
、
改
築
、
維
持
又

定
に
基
づ
き
公
示
さ
れ
た
国
道
又
は
都
道
府
県
道
の
新
設
、
改
築
、
維
持
又

は
修
繕
の
開
始
の
日
か
ら
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
さ
れ
た
当
該
国
道
又

は
修
繕
の
開
始
の
日
か
ら
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
さ
れ
た
当
該
国
道
又

は
都
道
府
県
道
の
新
設
、
改
築
、
維
持
又
は
修
繕
の
完
了
の
日
ま
で
の
間
に

は
都
道
府
県
道
の
新
設
、
改
築
、
維
持
又
は
修
繕
の
完
了
の
日
ま
で
の
間
に

限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
条
第
一
項
第
四
十
一

限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
前
条
第
一
項
第
三
十
八

号
及
び
第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
当
該
完
了
の
日
後
に
お

号
及
び
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
当
該
完
了
の
日
後
に
お

い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
の
三

法
第
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
改
築
又

第
四
条
の
三

法
第
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
改
築
又

は
修
繕
に
関
す
る
工
事
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
法
第
二
十
七
条
第
三
項
の

は
修
繕
に
関
す
る
工
事
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
法
第
二
十
七
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
行
う
権
限
（
第
三

規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
行
う
権
限
（
第
三

項
に
お
い
て
「
国
土
交
通
大
臣
が
代
行
す
る
権
限
」
と
い
う
。
）
は
、
第
四

項
に
お
い
て
「
国
土
交
通
大
臣
が
代
行
す
る
権
限
」
と
い
う
。
）
は
、
第
四
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条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
五
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち

条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
四
十
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
う

、
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

ち
、
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

国
土
交
通
大
臣
が
代
行
す
る
権
限
は
、
第
二
条
第
一
項
（
第
四
号
に
係
る

３

国
土
交
通
大
臣
が
代
行
す
る
権
限
は
、
第
二
条
第
一
項
（
第
四
号
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
同
条

部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
同
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
当
該
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
当
該
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で

の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
一
項

の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
一
項

第
四
十
一
号
及
び
第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
当
該
完
了
又

第
三
十
八
号
及
び
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
当
該
完
了
又

は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
の
四

法
第
十
七
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
維
持
又

第
四
条
の
四

法
第
十
七
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
維
持
又

は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
法
第
二
十
七
条
第
三

は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
法
第
二
十
七
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
行
う
権
限
（

項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
行
う
権
限
（

第
三
項
に
お
い
て
「
国
土
交
通
大
臣
が
代
行
す
る
権
限
」
と
い
う
。
）
は
、

第
三
項
に
お
い
て
「
国
土
交
通
大
臣
が
代
行
す
る
権
限
」
と
い
う
。
）
は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
と
協
議
し
て
定

次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
と
協
議
し
て
定

め
る
も
の
と
す
る
。

め
る
も
の
と
す
る
。

一

第
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
十
一
号
ま
で
、
第
四
十
三
号
か
ら
第

一

第
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
十
八
号
ま
で
、
第
四
十
号
か
ら
第
四

四
十
六
号
ま
で
及
び
第
四
十
八
号
か
ら
第
五
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限

十
三
号
ま
で
及
び
第
四
十
五
号
か
ら
第
四
十
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

国
土
交
通
大
臣
が
代
行
す
る
権
限
は
、
第
二
条
第
一
項
（
第
五
号
に
係
る

３

国
土
交
通
大
臣
が
代
行
す
る
権
限
は
、
第
二
条
第
一
項
（
第
五
号
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
維
持
又
は
工
事
の
開
始
の
日

部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
維
持
又
は
工
事
の
開
始
の
日

か
ら
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
当
該
維
持
又
は
工
事
の
完
了

か
ら
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
当
該
維
持
又
は
工
事
の
完
了

又
は
廃
止
の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

又
は
廃
止
の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
当
該
完
了

し
、
第
四
条
第
一
項
第
三
十
八
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
当
該
完
了

又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
の
五

（
略
）

第
四
条
の
五

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

都
道
府
県
が
代
行
す
る
権
限
は
、
第
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公

３

都
道
府
県
が
代
行
す
る
権
限
は
、
第
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公

示
さ
れ
た
維
持
等
の
開
始
の
日
か
ら
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
さ
れ

示
さ
れ
た
維
持
等
の
開
始
の
日
か
ら
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
さ
れ

た
当
該
維
持
等
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き

た
当
該
維
持
等
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
に
掲
げ
る
権
限
に

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
一
項
第
三
十
八
号
に
掲
げ
る
権
限
に

つ
い
て
は
、
当
該
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る

つ
い
て
は
、
当
該
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る

。

。
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第
五
条

一
の
道
路
管
理
者
が
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
区
域
外
に
わ
た
つ
て
道

第
五
条

一
の
道
路
管
理
者
が
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
区
域
外
に
わ
た
つ
て
道

路
を
管
理
す
る
場
合
又
は
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
道
路
を
管
理
す
る
場
合

路
を
管
理
す
る
場
合
又
は
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
道
路
を
管
理
す
る
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
法
第
二
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
道

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
者
が
法
第
二
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
道

路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
行
う
権
限
は
、
道
路
管
理
者
の
権
限
の
う
ち

路
の
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
行
う
権
限
は
、
道
路
管
理
者
の
権
限
の
う
ち

、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
で
こ
れ
ら
の
者
が
道
路
管
理
者
と
協
議
し

、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
で
こ
れ
ら
の
者
が
道
路
管
理
者
と
協
議
し

て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
九
十
一

三

法
第
四
十
四
条
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
沿
道
区

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
沿
道
区
域
を
指
定
し
、
及
び
こ
れ
を
公
示
す
る

域
を
指
定
し
、
及
び
こ
れ
を
公
示
す
る
こ
と
。

こ
と
。

四

法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
九

（
新
設
）

十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
届

出
対
象
区
域
を
指
定
し
、
及
び
こ
れ
を
公
示
す
る
こ
と
。

五

法
第
四
十
七
条
の
八
第
二
項
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
六
第
三
項
又

四

法
第
四
十
七
条
の
八
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の
三
十
八
第
三
項
の
規

は
第
四
十
八
条
の
三
十
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
協
定
を
締
結
し
た
旨
を

定
に
よ
り
協
定
を
締
結
し
た
旨
を
公
示
し
、
当
該
協
定
の
写
し
を
一
般
の

公
示
し
、
当
該
協
定
の
写
し
を
一
般
の
閲
覧
に
供
し
、
及
び
こ
れ
を
閲
覧

閲
覧
に
供
し
、
及
び
こ
れ
を
閲
覧
に
供
し
て
い
る
旨
を
掲
示
す
る
こ
と
。

に
供
し
て
い
る
旨
を
掲
示
す
る
こ
と
。

六
・
七

（
略
）

五
・
六

（
略
）

第
五
条
の
二

法
第
四
十
八
条
の
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣

第
五
条
の
二

法
第
四
十
八
条
の
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣

が
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
行
う
権
限
（
第
三
項
に
お
い
て
「
国
土
交
通
大

が
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
行
う
権
限
（
第
三
項
に
お
い
て
「
国
土
交
通
大

臣
が
代
行
す
る
権
限
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
国
土

臣
が
代
行
す
る
権
限
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
国
土

交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

第
四
条
第
一
項
第
六
号
、
第
八
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
、
第
十
六
号
か

一

第
四
条
第
一
項
第
六
号
、
第
八
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
、
第
十
六
号
か

ら
第
二
十
三
号
ま
で
、
第
三
十
号
か
ら
第
三
十
五
号
ま
で
、
第
三
十
八
号

ら
第
二
十
三
号
ま
で
、
第
三
十
号
か
ら
第
三
十
二
号
ま
で
、
第
三
十
五
号

か
ら
第
四
十
一
号
ま
で
、
第
四
十
三
号
、
第
四
十
四
号
及
び
第
四
十
八
号

か
ら
第
三
十
八
号
ま
で
、
第
四
十
号
、
第
四
十
一
号
及
び
第
四
十
五
号
か

か
ら
第
五
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限

ら
第
四
十
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限

二

（
略
）

二

（
略
）

三

法
第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
（
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

三

法
第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
（
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

道
路
に
区
画
線
を
設
け
よ
う
と
す
る
と
き
、
法
第
四
十
六
条
第
一
項
又
は

道
路
に
区
画
線
を
設
け
よ
う
と
す
る
と
き
及
び
法
第
四
十
六
条
第
一
項
又

第
四
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限

は
第
四
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制

し
よ
う
と
す
る
と
き
及
び
法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
三
の
規
定
に
よ
り

限
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
意
見
を

防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
の
利
用
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る

聴
き
、
又
は
通
知
し
、
及
び
法
第
九
十
五
条
の
二
第
二
項
（
法
第
四
十
五

と
き
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
き
、
又
は
通
知

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
専
用
道
路
に
区
画
線
を
設
け
よ
う
と
す

し
、
及
び
法
第
九
十
五
条
の
二
第
二
項
（
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定

る
と
き
及
び
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
専
用
道
路
の

に
よ
り
自
動
車
専
用
道
路
に
区
画
線
を
設
け
よ
う
と
す
る
と
き
及
び
法
第

通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
係
る
部
分
に
限
る
。
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四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
専
用
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、

）
の
規
定
に
よ
り
協
議
し
、
又
は
通
知
す
る
こ
と
。

又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り

協
議
し
、
又
は
通
知
す
る
こ
と
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

国
土
交
通
大
臣
が
代
行
す
る
権
限
は
、
第
二
条
第
一
項
（
第
六
号
に
係
る

３

国
土
交
通
大
臣
が
代
行
す
る
権
限
は
、
第
二
条
第
一
項
（
第
六
号
に
係
る

部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
維
持
の
開
始
の
日
か
ら
同
条

部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
維
持
の
開
始
の
日
か
ら
同
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
当
該
維
持
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
当
該
維
持
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で

の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
一
項

の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
一
項

第
四
十
一
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
当
該
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に

第
三
十
八
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
当
該
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に

お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
の
三

法
第
四
十
八
条
の
二
十
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
市
以
外

第
五
条
の
三

法
第
四
十
八
条
の
二
十
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
市
以
外

の
市
町
村
が
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
行
う
権
限
（
第
三
項
に
お
い
て
「
指

の
市
町
村
が
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
行
う
権
限
（
第
三
項
に
お
い
て
「
指

定
市
以
外
の
市
町
村
が
代
行
す
る
権
限
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
も

定
市
以
外
の
市
町
村
が
代
行
す
る
権
限
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
の
う
ち
、
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
道
路
管
理
者
と
協
議
し
て
定
め
る
も

の
の
う
ち
、
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
道
路
管
理
者
と
協
議
し
て
定
め
る
も

の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

一

第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
、
第
十
二
号
（

一

第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
、
第
十
二
号
（

法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
入
札
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
入
札
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
、
第
十
三
号
か
ら
第
三
十
二
号
ま
で
、
第
三
十
四
号
、
第
三

に
限
る
。
）
、
第
十
三
号
か
ら
第
二
十
九
号
ま
で
、
第
三
十
一
号
、
第
三

十
六
号
、
第
三
十
八
号
か
ら
第
四
十
二
号
ま
で
、
第
四
十
四
号
か
ら
第
四

十
三
号
、
第
三
十
五
号
か
ら
第
三
十
九
号
ま
で
、
第
四
十
一
号
か
ら
第
四

十
六
号
ま
で
及
び
第
四
十
八
号
か
ら
第
五
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限

十
三
号
ま
で
及
び
第
四
十
五
号
か
ら
第
四
十
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限

二

（
略
）

二

（
略
）

三

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
駐
車
料
金
、
同
条
第
三

三

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
駐
車
料
金
、
同
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
く
割
増
金
、
法
第
三
十
九
条
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項

項
の
規
定
に
基
づ
く
割
増
金
、
法
第
三
十
九
条
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
占
用
料
並
び
に

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
占
用
料
並
び
に

法
第
四
十
四
条
の
三
第
七
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

法
第
四
十
四
条
の
二
第
七
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
十
八
条
か
ら
第
六
十
二
条
ま
で
の
規
定
に

る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
五
十
八
条
か
ら
第
六
十
二
条
ま
で
の
規
定
に

基
づ
く
負
担
金
（
第
五
号
に
お
い
て
「
駐
車
料
金
等
」
と
い
う
。
）
を
徴

基
づ
く
負
担
金
（
第
五
号
に
お
い
て
「
駐
車
料
金
等
」
と
い
う
。
）
を
徴

収
す
る
こ
と
。

収
す
る
こ
と
。

四

法
第
四
十
八
条
の
四
十
五
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

四

法
第
四
十
八
条
の
四
十
五
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
駐
車
場
に
係
る
自
動

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
駐
車
場
に
係
る
自
動
車
駐
車

車
駐
車
場
等
運
営
権
者
と
協
議
を
す
る
こ
と
。

場
等
運
営
権
者
と
協
議
を
す
る
こ
と
。

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
代
行
す
る
権
限
は
、
法
第
四
十
八
条
の
二
十
二
第

３

指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
代
行
す
る
権
限
は
、
法
第
四
十
八
条
の
二
十
二
第
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二
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
さ
れ
た
歩
行
者
利
便
増
進
改
築
等
の
開
始
の
日
か

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
さ
れ
た
歩
行
者
利
便
増
進
改
築
等
の
開
始
の
日
か

ら
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
さ
れ
た
当
該
歩
行
者
利
便
増
進
改
築
等
の
完
了

ら
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
さ
れ
た
当
該
歩
行
者
利
便
増
進
改
築
等
の
完
了

の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条

の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条

第
一
項
第
四
十
一
号
及
び
第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
当
該
完

第
一
項
第
三
十
八
号
及
び
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
当
該
完

了
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

了
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
国
土
交
通
大
臣
等
が
道
路
管
理
者
の
権
限
を
代
行
す
る
場
合
に
お
け
る
意

（
国
土
交
通
大
臣
等
が
道
路
管
理
者
の
権
限
を
代
行
す
る
場
合
に
お
け
る
意

見
の
聴
取
等
）

見
の
聴
取
等
）

第
六
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者

第
六
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者

に
代
わ
つ
て
当
該
各
号
に
定
め
る
協
定
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ

に
代
わ
つ
て
当
該
各
号
に
定
め
る
協
定
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ら
か
じ
め
、
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
二
十
七
条
第
一
項
又
は
第
三
項

法
第
四
十
七
条
の
八
第
一
項
、

一

法
第
二
十
七
条
第
一
項
又
は
第
三
項

法
第
四
十
七
条
の
八
第
一
項
又

第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一
項
又
は
第
四
十
八
条
の
三
十
七
第
一
項

は
第
四
十
八
条
の
三
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
定

の
規
定
に
よ
る
協
定

二

法
第
四
十
八
条
の
十
九
第
二
項

法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一

二

法
第
四
十
八
条
の
十
九
第
二
項

法
第
四
十
八
条
の
三
十
七
第
一
項
の

項
又
は
第
四
十
八
条
の
三
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
定

規
定
に
よ
る
協
定

２

指
定
市
以
外
の
市
町
村
は
、
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
道
路

２

指
定
市
以
外
の
市
町
村
は
、
法
第
二
十
七
条
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条
の

管
理
者
に
代
わ
つ
て
次
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か

二
十
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
法
第
二
十
二
条
の

じ
め
、
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
第
四
十
七
条
の
八
第
一
項
若
し
く
は
第
四
十
八
条
の
三
十
七
第
一
項
の

一

法
第
二
十
二
条
の
二
、
第
四
十
七
条
の
八
第
一
項
又
は
第
四
十
八
条
の

規
定
に
よ
る
協
定
を
締
結
し
、
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

三
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
。

協
議
会
を
組
織
し
、
又
は
法
第
四
十
八
条
の
四
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

二

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と

指
定
若
し
く
は
法
第
四
十
八
条
の
四
十
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取

。

消
し
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴

三

法
第
四
十
八
条
の
四
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
、
又
は
法
第

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
十
八
条
の
四
十
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

３

（
略
）

３

（
略
）

４

指
定
市
以
外
の
市
町
村
は
、
法
第
四
十
八
条
の
二
十
二
第
三
項
の
規
定
に

（
新
設
）

よ
り
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
次
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は

、
あ
ら
か
じ
め
、
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限

二

法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
定
を
締
結
す

る
こ
と
。

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
次
に
掲
げ
る
権
限
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、

道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
次
に
掲
げ
る
権
限
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、

遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）
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五

法
第
四
十
七
条
の
八
第
一
項
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一
項
又

五

法
第
四
十
七
条
の
八
第
一
項
又
は
第
四
十
八
条
の
三
十
七
第
一
項
の
規

は
第
四
十
八
条
の
三
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
定
を
締
結
す
る
こ
と

定
に
よ
り
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
。

。
六

（
略
）

六

（
略
）

七

法
第
四
十
八
条
の
四
十
五
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

七

法
第
四
十
八
条
の
四
十
五
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
駐
車
場
等
運
営
権
者

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
駐
車
場
等
運
営
権
者
と
協
議

と
協
議
（
当
該
協
議
が
成
立
す
る
こ
と
を
も
つ
て
、
法
第
三
十
二
条
第
一

（
当
該
協
議
が
成
立
す
る
こ
と
を
も
つ
て
、
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は

項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
に
限
る

に
限
る
。
）
を
す
る
こ
と
。

。
）
を
す
る
こ
と
。

八
・
九

（
略
）

八
・
九

（
略
）

６

（
略
）

５

（
略
）

７

都
道
府
県
は
、
法
第
二
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代

６

都
道
府
県
は
、
法
第
二
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代

わ
つ
て
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞
な

わ
つ
て
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞
な

く
、
そ
の
旨
を
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

く
、
そ
の
旨
を
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

一
の
道
路
管
理
者
が
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
区
域
外
に
わ
た
つ
て
道
路
を

７

一
の
道
路
管
理
者
が
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
区
域
外
に
わ
た
つ
て
道
路
を

管
理
す
る
場
合
又
は
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
道
路
を
管
理
す
る
場
合
に
お

管
理
す
る
場
合
又
は
他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
道
路
を
管
理
す
る
場
合
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
法
第
二
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理

い
て
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
法
第
二
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理

者
に
代
わ
つ
て
第
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
六
号
に
掲
げ
る
権

者
に
代
わ
つ
て
第
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
若
し
く
は
第
六
号
に
掲
げ
る
権

限
又
は
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の

限
又
は
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の

旨
を
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

旨
を
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
四
十
八
条
の
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
道
路

８

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
四
十
八
条
の
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
道
路

管
理
者
に
代
わ
つ
て
次
に
掲
げ
る
権
限
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞

管
理
者
に
代
わ
つ
て
次
に
掲
げ
る
権
限
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞

な
く
、
そ
の
旨
を
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
く
、
そ
の
旨
を
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
五
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
権
限

一

第
四
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
権
限

二

法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一
項
又
は
第
四
十
八
条
の
三
十
七
第

二

法
第
四
十
八
条
の
三
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
定
を
締
結
す
る
こ

一
項
の
規
定
に
よ
り
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
。

と
。

三

（
略
）

三

（
略
）

指
定
市
以
外
の
市
町
村
は
、
法
第
四
十
八
条
の
二
十
二
第
三
項
の
規
定
に

９

指
定
市
以
外
の
市
町
村
は
、
法
第
四
十
八
条
の
二
十
二
第
三
項
の
規
定
に

10
よ
り
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
七
号
、
第
八
号

よ
り
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
七
号
、
第
八
号

、
第
十
七
号
、
第
二
十
号
、
第
二
十
一
号
、
第
三
十
号
及
び
第
三
十
一
号
、

、
第
十
七
号
、
第
二
十
号
及
び
第
二
十
一
号
、
第
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号

第
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
、
第
六
号
、
第
十
一
号
（
法
第
四
十
八
条
の
四

、
第
六
号
、
第
十
一
号
（
法
第
四
十
八
条
の
四
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
十
二
号
（

指
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
十
二
号
（
法
第
四
十
八
条
の
四
十
八
第

法
第
四
十
八
条
の
四
十
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
に
係
る
部

三
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
号

分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
号
、
第
二
十
二
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
及
び
第

、
第
二
十
二
号
か
ら
第
二
十
五
号
ま
で
及
び
第
二
十
九
号
並
び
に
こ
の
条
第

二
十
九
号
並
び
に
こ
の
条
第
五
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
及
び
第
六
項
第

四
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
及
び
第
五
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲

二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
権
限
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞

げ
る
権
限
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
道
路
管
理
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な
く
、
そ
の
旨
を
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
略
）

（
略
）

11

10

（
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
工
作
物
等
）

（
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
工
作
物
等
）

第
七
条

法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
七
号
の
政
令
で
定
め
る
工
作
物
、
物
件
又

第
七
条

法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
七
号
の
政
令
で
定
め
る
工
作
物
、
物
件
又

は
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

は
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

洪
水
、
高
潮
又
は
津
波
か
ら
の
一
時
的
な
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
を
有

三

津
波
か
ら
の
一
時
的
な
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
堅
固
な
施
設

す
る
堅
固
な
施
設

四
～
十
三

（
略
）

四
～
十
三

（
略
）

十
四

防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
に
設
け
る
備
蓄
倉
庫
、
非
常
用
電
気
等
供
給

（
新
設
）

施
設
（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
十
九
条
の
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
非
常

用
電
気
等
供
給
施
設
を
い
う
。
）
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
、
災
害

応
急
対
策
（
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）

第
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
災
害
応
急
対
策
を
い
う
。
第
十
六
条
の
三
第

二
号
イ
並
び
に
第
三
十
五
条
の
七
第
二
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
的
確
か
つ
円
滑
な
実
施
の
た
め
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

（
災
害
応
急
対
策
に
資
す
る
工
作
物
又
は
施
設
）

第
十
六
条
の
三

法
第
三
十
三
条
第
二
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
工
作
物
又

（
新
設
）

は
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

広
告
塔
、
通
信
設
備
、
街
灯
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
作
物
又
は
看
板

で
あ
つ
て
、
災
害
時
に
お
い
て
住
民
そ
の
他
の
者
（
次
号
及
び
第
三
十
五
条

の
七
に
お
い
て
「
住
民
等
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
災
害
情
報
の
伝
達
の
用

に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

二

次
に
掲
げ
る
も
の
で
、
災
害
時
に
お
い
て
住
民
等
に
対
す
る
物
資
又
は
電

力
の
供
給
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

イ

ベ
ン
チ
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
工
作
物
で
あ
つ
て
、
物
資
の
保
管
そ
の

他
災
害
応
急
対
策
の
実
施
に
資
す
る
機
能
を
併
せ
有
す
る
も
の

ロ

貯
水
槽
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
施
設

ハ

第
七
条
第
二
号
又
は
第
八
号
に
掲
げ
る
工
作
物
又
は
施
設

三

第
七
条
第
十
四
号
に
掲
げ
る
施
設

（
道
路
の
管
理
上
当
該
道
路
の
区
域
内
に
設
け
る
こ
と
が
必
要
な
工
作
物
又

（
道
路
の
管
理
上
当
該
道
路
の
区
域
内
に
設
け
る
こ
と
が
必
要
な
工
作
物
又

は
施
設
）

は
施
設
）

第
十
七
条

法
第
三
十
三
条
第
二
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
工
作
物
又
は
施

第
十
七
条

法
第
三
十
三
条
第
二
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
工
作
物
又
は
施
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設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～

三

（
略
）

一
～

三

（
略
）

（
違
法
放
置
等
物
件
を
保
管
し
た
場
合
の
公
示
事
項
）

（
違
法
放
置
等
物
件
を
保
管
し
た
場
合
の
公
示
事
項
）

第
十
九
条
の
五

法
第
四
十
四
条
の
三
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次

第
十
九
条
の
五

法
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

（
違
法
放
置
等
物
件
を
保
管
し
た
場
合
の
公
示
の
方
法
）

（
違
法
放
置
等
物
件
を
保
管
し
た
場
合
の
公
示
の
方
法
）

第
十
九
条
の
六

法
第
四
十
四
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
次
に

第
十
九
条
の
六

法
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
次
に

掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
違
法
放
置
等
物
件
の
価
額
の
評
価
の
方
法
）

（
違
法
放
置
等
物
件
の
価
額
の
評
価
の
方
法
）

第
十
九
条
の
七

法
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
違
法
放
置
等
物

第
十
九
条
の
七

法
第
四
十
四
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
違
法
放
置
等
物

件
の
価
額
の
評
価
は
、
取
引
の
実
例
価
格
、
当
該
違
法
放
置
等
物
件
の
使
用

件
の
価
額
の
評
価
は
、
取
引
の
実
例
価
格
、
当
該
違
法
放
置
等
物
件
の
使
用

年
数
、
損
耗
の
程
度
そ
の
他
当
該
違
法
放
置
等
物
件
の
価
額
の
評
価
に
関
す

年
数
、
損
耗
の
程
度
そ
の
他
当
該
違
法
放
置
等
物
件
の
価
額
の
評
価
に
関
す

る
事
情
を
勘
案
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
道
路
管
理

る
事
情
を
勘
案
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
道
路
管
理

者
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
違
法
放
置
等
物
件
の
価
額
の
評
価

者
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
違
法
放
置
等
物
件
の
価
額
の
評
価

に
関
し
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

に
関
し
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
保
管
し
た
違
法
放
置
等
物
件
を
売
却
す
る
場
合
の
手
続
）

（
保
管
し
た
違
法
放
置
等
物
件
を
売
却
す
る
場
合
の
手
続
）

第
十
九
条
の
八

法
第
四
十
四
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
保
管
し
た
違
法

第
十
九
条
の
八

法
第
四
十
四
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
保
管
し
た
違
法

放
置
等
物
件
の
売
却
は
、
競
争
入
札
に
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

放
置
等
物
件
の
売
却
は
、
競
争
入
札
に
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
随
意
契

た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
随
意
契

約
に
よ
り
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

約
に
よ
り
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

（
長
時
間
放
置
さ
れ
た
車
両
に
関
す
る
規
定
の
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
道

（
長
時
間
放
置
さ
れ
た
車
両
に
関
す
る
規
定
の
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
道
路

路
管
理
者
の
権
限
を
代
行
す
る
場
合
に
つ
い
て
の
準
用
）

管
理
者
の
権
限
を
代
行
す
る
場
合
に
つ
い
て
の
準
用
）

第
三
十
条
の
五

前
三
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
七
条
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条

第
三
十
条
の
五

前
三
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
七
条
第
二
項
又
は
第
四
十
八
条

の
二
十
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
第
四
条
第
一
項
第

の
二
十
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
市
以
外
の
市
町
村
が
第
四
条
第
一
項
第

三
十
九
号
に
掲
げ
る
権
限
を
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
行
う
場
合
に
つ
い
て
準

三
十
六
号
に
掲
げ
る
権
限
を
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
行
う
場
合
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

用
す
る
。
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第
三
十
四
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
開
発
道
路
の
新
設
及
び
改
築
並
び
に
開
発

第
三
十
四
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
開
発
道
路
の
新
設
及
び
改
築
並
び
に
開
発

道
路
に
係
る
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
駐
車
料
金
、
同

道
路
に
係
る
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
駐
車
料
金
、
同

条
第
三
項
（
法
第
四
十
八
条
の
三
十
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

条
第
三
項
（
法
第
四
十
八
条
の
三
十
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
割
増
金
、
法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
く
占

含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
く
割
増
金
、
法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
く
占

用
料
（
電
線
共
同
溝
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
、
法
第
四
十
四
条
の
三
第
七

用
料
（
電
線
共
同
溝
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
、
法
第
四
十
四
条
の
二
第
七

項
及
び
第
五
十
八
条
か
ら
第
六
十
二
条
ま
で
並
び
に
地
方
道
路
公
社
法
第
二

項
及
び
第
五
十
八
条
か
ら
第
六
十
二
条
ま
で
並
び
に
地
方
道
路
公
社
法
第
二

十
九
条
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金
並
び
に
法
第
四
十
八
条
の
三
十
五
第
一
項

十
九
条
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金
並
び
に
法
第
四
十
八
条
の
三
十
五
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く
停
留
料
金
を
徴
収
す
る
権
限
を
行
う
。

の
規
定
に
基
づ
く
停
留
料
金
を
徴
収
す
る
権
限
を
行
う
。

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

（
指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
沿
道
区
域
の
指
定
の
基
準
）

（
指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
沿
道
区
域
の
指
定
の
基
準
）

第
三
十
五
条
の
三

法
第
四
十
四
条
第
一
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い

第
三
十
五
条
の
三

法
第
四
十
四
条
第
一
項
（
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

す
る
。

一

指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
沿
道
区
域
の
指
定
は
、
道
路
の
沿
道
に
お

一

指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
沿
道
区
域
の
指
定
は
、
地
形
、
地
質
そ
の

け
る
地
形
、
地
質
そ
の
他
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
落
石
、
土
砂
の
崩
壊
、

他
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
落
石
、
土
砂
の
崩
壊
そ
の
他
の
道
路
の
構
造
に

竹
木
の
倒
伏
、
工
作
物
の
倒
壊
そ
の
他
の
道
路
の
沿
道
の
土
地
、
竹
木
又

損
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
交
通
に
危
険
を
及
ぼ
す
事
象
が
発
生
す
る
お
そ
れ

は
工
作
物
が
道
路
の
構
造
に
損
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
交
通
に
危
険
を
及
ぼ

が
あ
る
土
地
の
区
域
に
つ
い
て
行
う
こ
と
。

す
事
象
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
土
地
の
区
域
に
つ
い
て
行
う
こ
と
。

二

前
号
の
規
定
に
よ
る
沿
道
区
域
の
指
定
は
、
道
路
の
沿
道
の
土
地
、
竹

二

前
号
の
規
定
に
よ
る
沿
道
区
域
の
指
定
は
、
道
路
の
構
造
に
及
ぼ
す
べ

木
又
は
工
作
物
が
道
路
の
構
造
に
及
ぼ
す
べ
き
損
害
を
予
防
し
、
又
は
道

き
損
害
を
予
防
し
、
又
は
道
路
の
交
通
に
及
ぼ
す
べ
き
危
険
を
防
止
す
る

路
の
交
通
に
及
ぼ
す
べ
き
危
険
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
最
小
限
度
の
も

た
め
必
要
な
最
小
限
度
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

の
で
あ
る
こ
と
。

（
道
路
外
災
害
応
急
対
策
施
設
）

第
三
十
五
条
の
七

法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
五
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る

（
新
設
）

工
作
物
又
は
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

広
告
塔
、
看
板
、
街
灯
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
作
物
で
あ
つ
て
、

災
害
時
に
お
い
て
住
民
等
に
対
す
る
災
害
情
報
の
伝
達
の
用
に
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の

二

ベ
ン
チ
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
工
作
物
で
あ
つ
て
、
物
資
の
保
管
そ
の
他

災
害
応
急
対
策
の
実
施
に
資
す
る
機
能
を
併
せ
有
す
る
も
の

三

食
事
施
設
、
購
買
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
あ
つ
て
、
災
害

時
に
お
い
て
住
民
等
の
支
援
に
係
る
物
資
（
次
号
に
お
い
て
「
支
援
物
資
」

と
い
う
。
）
の
供
給
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

四

事
務
所
、
店
舗
、
広
場
、
公
園
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
あ
つ
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て
、
災
害
時
に
お
い
て
住
民
等
若
し
く
は
災
害
応
急
対
策
に
従
事
す
る
者
の

利
用
又
は
支
援
物
資
の
保
管
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

第
三
十
五
条
の
八
・
第
三
十
五
条
の
九

（
略
）

第
三
十
五
条
の
七
・
第
三
十
五
条
の
八

（
略
）

（
停
留
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
車
両
）

（
停
留
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
車
両
）

第
三
十
五
条
の
十

法
第
四
十
八
条
の
三
十
五
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定

第
三
十
五
条
の
九

法
第
四
十
八
条
の
三
十
五
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定

め
る
車
両
は
、
第
三
十
五
条
の
八
に
規
定
す
る
車
両
と
す
る
。

め
る
車
両
は
、
第
三
十
五
条
の
七
に
規
定
す
る
車
両
と
す
る
。

第
三
十
五
条
の
十
一

（
略
）

第
三
十
五
条
の
十

（
略
）

（
権
限
の
委
任
）

（
権
限
の
委
任
）

第
四
十
一
条

（
略
）

第
四
十
一
条

（
略
）

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
法
及
び
法
に
基
づ
く
政
令
に
規
定
す
る

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
法
及
び
法
に
基
づ
く
政
令
に
規
定
す
る

国
土
交
通
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
は
、
地
方

国
土
交
通
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
は
、
地
方

整
備
局
長
及
び
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
三
十
一
条

整
備
局
長
及
び
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
三
十
一
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
裁
定
、
同
条
第
五
項
本
文
及
び
法
第
三
十
一
条
の
二

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
裁
定
、
同
条
第
五
項
本
文
及
び
法
第
三
十
一
条
の
二

第
四
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
決
定
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
並
び

第
四
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
決
定
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
並
び

に
法
第
九
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
譲
与
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で

に
法
第
九
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
譲
与
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
防
災
拠
点
自
動

（
新
設
）

車
駐
車
場
を
指
定
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
指
定
に
係
る
自

動
車
駐
車
場
の
道
路
管
理
者
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
、
及
び
同
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
指
定
を
し
た
旨
を
公
示
す
る
こ
と
。

六
～
十
五

（
略
）

五
～
十
四

（
略
）

十
六

第
三
十
五
条
の
八
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
の
許
可
を
要
し
な
い

十
五

第
三
十
五
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
の
許
可
を
要
し
な
い

車
両
を
定
め
る
こ
と
。

車
両
を
定
め
る
こ
と
。

十
七

（
略
）

十
六

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

別
表
（
第
十
九
条
関
係
）

別
表
（
第
十
九
条
関
係
）

占

用

料

占

用

料

占

用

物

件

所

在

地

占

用

物

件

所

在

地
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単

位

単

位

第
一

第
二

第
三

第
四

第
五

第
一

第
二

第
三

第
四

第
五

級
地

級
地

級
地

級
地

級
地

級
地

級
地

級
地

級
地

級
地

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（

略

（

略

（

略

（

略

（

略

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（

略

（

略

（

略

（

略

（

略

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

ト
ン
ネ
ル
の
上
又

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

ト
ン
ネ
ル
の
上
又

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

は
高
架
の
道
路
の

○
・

○
・

○
・

○
・

○
・

は
高
架
の
道
路
の

○
・

○
・

○
・

○
・

○
・

路
面
下
（
当
該
路

○
一

○
一

○
一

○
一

○
二

路
面
下
（
当
該
路

○
一

○
一

○
一

○
一

○
二

面
下
の
地
下
を
除

一
を

四
を

六
を

九
を

三
を

面
下
の
地
下
を
除

一
を

四
を

六
を

九
を

三
を

く
。
）
に
設
け
る

乗
じ

乗
じ

乗
じ

乗
じ

乗
じ

く
。
）
に
設
け
る

乗
じ

乗
じ

乗
じ

乗
じ

乗
じ

も
の

て
得

て
得

て
得

て
得

て
得

も
の

て
得

て
得

て
得

て
得

て
得

た
額

た
額

た
額

た
額

た
額

た
額

た
額

た
額

た
額

た
額

上
空
に
設
け
る
も

Ａ
に
○
・
○
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

上
空
に
設
け
る
も

Ａ
に
○
・
○
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

の

の

第
七
条

第
七
条

第
八
号

階
数
が

第
八
号

階
数
が

に
掲
げ

地
下
（

一
の
も

Ａ
に
○
・
○
○
五
を
乗
じ
て
得
た
額

に
掲
げ

地
下
（

一
の
も

Ａ
に
○
・
○
○
五
を
乗
じ
て
得
た
額

る
施
設

ト
ン
ネ

の

る
施
設

ト
ン
ネ

の

ル
の
上

ル
の
上

の
地
下

階
数
が

の
地
下

階
数
が

を
除
く

二
の
も

Ａ
に
○
・
○
○
八
を
乗
じ
て
得
た
額

を
除
く

二
の
も

Ａ
に
○
・
○
○
八
を
乗
じ
て
得
た
額

。
）
に

の

。
）
に

の

設
け
る

設
け
る

も
の

階
数
が

も
の

階
数
が

三
以
上

Ａ
に
○
・
○
一
を
乗
じ
て
得
た
額

三
以
上

Ａ
に
○
・
○
一
を
乗
じ
て
得
た
額

の
も
の

の
も
の

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
○
・
○
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
○
・
○
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

○
・

○
・

○
・

○
・

○
・

○
・

○
・

○
・

○
・

○
・

○
一

○
一

○
一

○
一

○
二

○
一

○
一

○
一

○
一

○
二

建
築
物

一
を

四
を

六
を

九
を

三
を

建
築
物

一
を

四
を

六
を

九
を

三
を
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乗
じ

乗
じ

乗
じ

乗
じ

乗
じ

乗
じ

乗
じ

乗
じ

乗
じ

乗
じ

第
七
条

て
得

て
得

て
得

て
得

て
得

第
七
条

て
得

て
得

て
得

て
得

て
得

第
九
号

た
額

た
額

た
額

た
額

た
額

第
九
号

た
額

た
額

た
額

た
額

た
額

に
掲
げ

に
掲
げ

る
施
設

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

る
施
設

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

○
・

○
・

○
・

○
・

○
・

○
・

○
・

○
・

○
・

○
・

○
○

○
一

○
一

○
一

○
一

○
○

○
一

○
一

○
一

○
一

そ
の
他
の
も
の

八
を

を
乗

二
を

三
を

六
を

そ
の
他
の
も
の

八
を

を
乗

二
を

三
を

六
を

乗
じ

じ
て

乗
じ

乗
じ

乗
じ

乗
じ

じ
て

乗
じ

乗
じ

乗
じ

占
用
面

て
得

得
た

て
得

て
得

て
得

占
用
面

て
得

得
た

て
得

て
得

て
得

積
一
平

た
額

額

た
額

た
額

た
額

積
一

平

た
額

額

た
額

た
額

た
額

方
メ
ー

方

メ
ー

建
築
物

ト
ル
に

Ａ
に
○
・
○
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

建
築
物

ト
ル
に

Ａ
に
○
・
○
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

第
七
条

つ
き
一

第
七
条

つ
き
一

第
十
号

年

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

第
十
号

年

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

に
掲
げ

○
・

○
・

○
・

○
・

○
・

に
掲
げ

○
・

○
・

○
・

○
・

○
・

る
施
設

○
○

○
一

○
一

○
一

○
一

る
施
設

○
○

○
一

○
一

○
一

○
一

及
び
自

そ
の
他
の
も
の

八
を

を
乗

二
を

三
を

六
を

及
び
自

そ
の
他
の
も
の

八
を

を
乗

二
を

三
を

六
を

動
車
駐

乗
じ

じ
て

乗
じ

乗
じ

乗
じ

動
車
駐

乗
じ

じ
て

乗
じ

乗
じ

乗
じ

車
場

て
得

得
た

て
得

て
得

て
得

車
場

て
得

得
た

て
得

て
得

て
得

た
額

額

た
額

た
額

た
額

た
額

額

た
額

た
額

た
額

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

ト
ン
ネ
ル
の
上
又

○
・

○
・

○
・

○
・

○
・

ト
ン
ネ
ル
の
上
又

○
・

○
・

○
・

○
・

○
・

は
高
架
の
道
路
の

○
一

○
一

○
一

○
一

○
二

は
高
架
の
道
路
の

○
一

○
一

○
一

○
一

○
二

第
七
条

路
面
下
に
設
け
る

一
を

四
を

六
を

九
を

三
を

第
七
条

路
面
下
に
設
け
る

一
を

四
を

六
を

九
を

三
を

第
十
一

も
の

乗
じ

乗
じ

乗
じ

乗
じ

乗
じ

第
十
一

も
の

乗
じ

乗
じ

乗
じ

乗
じ

乗
じ

号
に
掲

て
得

て
得

て
得

て
得

て
得

号
に
掲

て
得

て
得

て
得

て
得

て
得

げ
る
応

た
額

た
額

た
額

た
額

た
額

げ
る
応

た
額

た
額

た
額

た
額

た
額

急
仮
設

急
仮
設

建
築
物

上
空
に
設
け
る
も

Ａ
に
○
・
○
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

建
築
物

上
空
に
設
け
る
も

Ａ
に
○
・
○
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

の

の

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
○
・
○
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
○
・
○
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

第
七
条
第
十
二
号
に
掲
げ

Ａ
に
○
・
○
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

第
七
条
第
十
二
号
に
掲
げ

Ａ
に
○
・
○
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額
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る
器
具

る
器
具

ト
ン
ネ
ル
の
上
又

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

ト
ン
ネ
ル
の
上
又

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

Ａ
に

は
高
速
自
動
車
国

○
・

○
・

○
・

○
・

○
・

は
高
速
自
動
車
国

○
・

○
・

○
・

○
・

○
・

道
若
し
く
は
自
動

○
一

○
一

○
一

○
一

○
二

道
若
し
く
は
自
動

○
一

○
一

○
一

○
一

○
二

第
七
条

車
専
用
道
路
（
高

一
を

四
を

六
を

九
を

三
を

第
七
条

車
専
用
道
路
（
高

一
を

四
を

六
を

九
を

三
を

第
十
三

架
の
も
の
に
限
る

乗
じ

乗
じ

乗
じ

乗
じ

乗
じ

第
十
三

架
の
も
の
に
限
る

乗
じ

乗
じ

乗
じ

乗
じ

乗
じ

号
に
掲

。
）
の
路
面
下
に

て
得

て
得

て
得

て
得

て
得

号
に
掲

。
）
の
路
面
下
に

て
得

て
得

て
得

て
得

て
得

げ
る
施

設
け
る
も
の

た
額

た
額

た
額

た
額

た
額

げ
る
施

設
け
る
も
の

た
額

た
額

た
額

た
額

た
額

設

設

上
空
に
設
け
る
も

Ａ
に
○
・
○
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

上
空
に
設
け
る
も

Ａ
に
○
・
○
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

の

の

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
○
・
○
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
○
・
○
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

第
七
条
第
十
四
号
に
掲
げ

Ａ
に
○
・
○
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

（
新
設
）

（
新
設
）

る
施
設

備
考

備
考

（
略
）

（
略
）
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○
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
及
ぼ
す
支
障
が
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
道
路
の

（
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
及
ぼ
す
支
障
が
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
道
路
の

占
用
）

占
用
）

第
一
条

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
二
項

第
一
条

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
二
項

及
び
第
三
項
た
だ
し
書
並
び
に
第
十
七
条
第
六
項
た
だ
し
書
の
道
路
の
構
造

及
び
第
三
項
た
だ
し
書
並
び
に
第
十
七
条
第
六
項
た
だ
し
書
の
道
路
の
構
造

又
は
交
通
に
及
ぼ
す
支
障
が
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
道
路
の
占
用
で
政
令
で

又
は
交
通
に
及
ぼ
す
支
障
が
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
道
路
の
占
用
で
政
令
で

定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
物
件
、
施
設
又
は
工
作
物
に
係
る
道
路
の
占

定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
物
件
、
施
設
又
は
工
作
物
に
係
る
道
路
の
占

用
と
す
る
。

用
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
七
条
第

三

道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
七
条
第

二
号
に
掲
げ
る
工
作
物
、
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設
、
同
条
第
八
号
に

二
号
に
掲
げ
る
工
作
物
、
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設
、
同
条
第
八
号
に

掲
げ
る
施
設
の
う
ち
同
号
に
規
定
す
る
特
定
連
結
路
附
属
地
に
設
け
る
も

掲
げ
る
施
設
の
う
ち
同
号
に
規
定
す
る
特
定
連
結
路
附
属
地
に
設
け
る
も

の
並
び
に
同
条
第
九
号
、
第
十
号
、
第
十
三
号
及
び
第
十
四
号
に
掲
げ
る

の
並
び
に
同
条
第
九
号
、
第
十
号
及
び
第
十
三
号
に
掲
げ
る
施
設

施
設

（
道
路
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
）

（
道
路
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
）

第
十
五
条

法
の
規
定
に
よ
り
機
構
及
び
会
社
又
は
地
方
道
路
公
社
が
行
う
道

第
十
五
条

法
の
規
定
に
よ
り
機
構
及
び
会
社
又
は
地
方
道
路
公
社
が
行
う
道

路
（
高
速
自
動
車
国
道
を
除
く
。
）
の
管
理
に
つ
い
て
の
法
第
五
十
四
条
第

路
（
高
速
自
動
車
国
道
を
除
く
。
）
の
管
理
に
つ
い
て
の
法
第
五
十
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
地
方
道
路
公
社

一
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
地
方
道
路
公
社

が
行
う
道
路
（
高
速
自
動
車
国
道
を
除
く
。
）
の
管
理
に
つ
い
て
適
用
す
る

が
行
う
道
路
（
高
速
自
動
車
国
道
を
除
く
。
）
の
管
理
に
つ
い
て
適
用
す
る

場
合
に
お
い
て
同
法
第
三
十
二
条
第
四
項
中
「
道
路
管
理
者
」
と
あ
る
の
は

場
合
に
お
い
て
同
法
第
三
十
二
条
第
四
項
中
「
道
路
管
理
者
」
と
あ
る
の
は

、
「
地
方
道
路
公
社
」
と
す
る
ほ
か
、
次
の
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
同
法
の

「
地
方
道
路
公
社
」
と
す
る
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定

規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
場
合

中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

読
み
替
え
る

読
み
替
え
ら
れ
る

次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ

読
み
替
え
る

読
み
替
え
ら
れ
る
字

次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
て
読

規
定

字
句

て
読
み
替
え
る
字
句

規
定

句

み
替
え
る
字
句

機
構
及
び
会
社

地
方
道
路
公
社

機
構
及
び
会
社
が

地
方
道
路
公
社
が

項

が
行
う
道
路
（

が
行
う
道
路
（

行
う
道
路
（
高
速

行
う
道
路
（
高
速

高
速
自
動
車
国

高
速
自
動
車
国

自
動
車
国
道
を
除

自
動
車
国
道
を
除

道
を
除
く
。
）

道
を
除
く
。
）

く
。
）
の
管
理
に

く
。
）
の
管
理
に
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の
管
理
に
つ
い

の
管
理
に
つ
い

つ
い
て
適
用
す
る

つ
い
て
適
用
す
る

て
適
用
す
る
場

て
適
用
す
る
場

場
合

場
合

合

合

第
二
条
第
二

第
十
八
条
第
一
項
に

道
路
整
備
特
別
措

地
方
道
路
公
社

第
二
条
第
二

第
十
八
条
第
一
項

道
路
整
備
特
別

地
方
道
路
公
社

項
第
二
号

規
定
す
る
道
路
管
理

置
法
（
昭
和
三
十

項
第
二
号

に
規
定
す
る
道
路

措
置
法
（
昭
和

者

一
年
法
律
第
七
号

管
理
者

三
十
一
年
法
律

）
第
二
条
第
四
項

一

第
七
号
）
第
二

に
規
定
す
る
会
社

条
第
四
項
に
規

（
以
下
単
に
「
会

定
す
る
会
社
（

社
」
と
い
う
。
）

以
下
「
会
社
」

と
い
う
。
）

第
二
条
第
二

第
十
八
条
第
一
項
に

会
社

地
方
道
路
公
社

項
第
五
号
、

規
定
す
る
道
路
管
理

第
二
条
第
二

第
十
八
条
第
一
項

会
社

地
方
道
路
公
社

第
七
号
及
び

者

二

項
第
五
号
、

に
規
定
す
る
道
路

第
八
号

第
七
号
及
び

管
理
者

第
八
号

第
十
八
条
第

第
十
二
条
、
第
十
三

独
立
行
政
法
人
日

地
方
道
路
公
社

一
項

条
第
一
項
若
し
く
は

本
高
速
道
路
保
有

第
十
八
条
第

第
十
二
条
、
第
十

独
立
行
政
法
人

地
方
道
路
公
社

第
三
項
、
第
十
五
条

・
債
務
返
済
機
構

一
項

三
条
第
一
項
若
し

日
本
高
速
道
路

、
第
十
六
条
又
は
前

く
は
第
三
項
、
第

保
有
・
債
務
返

条
第
一
項
か
ら
第
三

十
五
条
、
第
十
六

済
機
構

項
ま
で
の
規
定
に
よ

条
又
は
前
条
第
一

つ
て
道
路
を
管
理
す

項
か
ら
第
三
項
ま

る
者
（
指
定
区
間
内

で
の
規
定
に
よ
つ

の
国
道
に
あ
つ
て
は

て
道
路
を
管
理
す

国
土
交
通
大
臣
、
指

る
者
（
指
定
区
間

定
区
間
外
の
国
道
に

内
の
国
道
に
あ
つ

あ
つ
て
は
都
道
府
県

て
は
国
土
交
通
大

。
以
下
「
道
路
管
理

臣
、
指
定
区
間
外

者
」
と
い
う
。
）

の
国
道
に
あ
つ
て

は
都
道
府
県
。
以

決
定
し
て

決
定
し
、
第
十
二

決
定
し
、
第
十
二

下
「
道
路
管
理
者

条
、
第
十
三
条
第

条
、
第
十
三
条
第

」
と
い
う
。
）

一
項
若
し
く
は
第

一
項
若
し
く
は
第

三
項
、
第
十
五
条

三
項
、
第
十
五
条

決
定
し
て

決
定
し
、
第
十

決
定
し
、
第
十

、
第
十
六
条
又
は

、
第
十
六
条
又
は
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三

二
条
、
第
十
三

二
条
、
第
十
三

前
条
第
一
項
か
ら

前
条
第
一
項
か
ら

条
第
一
項
若
し

条
第
一
項
若
し

第
三
項
ま
で
の
規

第
三
項
ま
で
の
規

く
は
第
三
項
、

く
は
第
三
項
、

定
に
よ
つ
て
道
路

定
に
よ
つ
て
道
路

第
十
五
条
、
第

第
十
五
条
、
第

を
管
理
す
る
者
（

を
管
理
す
る
者
（

十
六
条
又
は
前

十
六
条
又
は
前

指
定
区
間
内
の
国

指
定
区
間
内
の
国

条
第
一
項
か
ら

条
第
一
項
か
ら

道
に
あ
つ
て
は
国

道
に
あ
つ
て
は
国

第
三
項
ま
で
の

第
三
項
ま
で
の

土
交
通
大
臣
、
指

土
交
通
大
臣
、
指

規
定
に
よ
つ
て

規
定
に
よ
つ
て

定
区
間
外
の
国
道

定
区
間
外
の
国
道

道
路
を
管
理
す

道
路
を
管
理
す

に
あ
つ
て
は
都
道

に
あ
つ
て
は
都
道

る
者
（
指
定
区

る
者
（
指
定
区

府
県
。
以
下
「
道

府
県
。
以
下
「
道

間
内
の
国
道
に

間
内
の
国
道
に

路
管
理
者
」
と
い

路
管
理
者
」
と
い

あ
つ
て
は
国
土

あ
つ
て
は
国
土

う
。
）
は

う
。
）
は

交
通
大
臣
、
指

交
通
大
臣
、
指

定
区
間
外
の
国

定
区
間
外
の
国

第
十
九
条
の

当
該
道
路
の
道
路
管

会
社

地
方
道
路
公
社

道
に
あ
つ
て
は

道
に
あ
つ
て
は

二
第
一
項
、

理
者

都
道
府
県
。
以

都
道
府
県
。
以

第
三
十
一
条

下
「
道
路
管
理

下
「
道
路
管
理

第
一
項
、
第

者
」
と
い
う
。

者
」
と
い
う
。

二
項
及
び
第

）
は

）
は

四
項
、
第
九

十
三
条

第
十
九
条
の

当
該
道
路
の
道
路

会
社

地
方
道
路
公
社

二
第
一
項
、

管
理
者

第
十
九
条
の

道
路
管
理
者
（

道
路
管
理
者
（
当

道
路
管
理
者
（
当

第
三
十
一
条

二
第
一
項

該
他
の
道
路
が
他

該
他
の
道
路
が
道

四

第
一
項
、
第

の
会
社
が
管
理
す

路
整
備
特
別
措
置

二
項
及
び
第

る
道
路
整
備
特
別

法
第
二
十
三
条
第

四
項
、
第
九

措
置
法
第
二
十
三

一
項
第
一
号
に
規

十
三
条

条
第
一
項
第
一
号

定
す
る
会
社
管
理

に
規
定
す
る
会
社

高
速
道
路
で
あ
る

第
十
九
条
の

道
路
管
理
者
（

道
路
管
理
者
（

道
路
管
理
者
（

管
理
高
速
道
路
で

と
き
は
会
社
、
他

二
第
一
項

当
該
他
の
道
路

当
該
他
の
道
路

あ
る
と
き
は
当
該

の
地
方
道
路
公
社

が
他
の
会
社
が

が
道
路
整
備
特

他
の
会
社
、
同
法

が
管
理
す
る
同
法

管
理
す
る
道
路

別
措
置
法
第
二

第
三
十
一
条
第
一

第
三
十
一
条
第
一

整
備
特
別
措
置

十
三
条
第
一
項

項
に
規
定
す
る
公

項
に
規
定
す
る
公

法
第
二
十
三
条

第
一
号
に
規
定

社
管
理
道
路
で
あ

社
管
理
道
路
で
あ

第
一
項
第
一
号

す
る
会
社
管
理

る
と
き
は
地
方
道

る
と
き
は
当
該
他

に
規
定
す
る
会

高
速
道
路
で
あ

路
公
社
。

の
地
方
道
路
公
社
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五

社
管
理
高
速
道

る
と
き
は
会
社

。

路
で
あ
る
と
き

、
他
の
地
方
道

は
当
該
他
の
会

路
公
社
が
管
理

第
十
九
条
の

そ
の
い
ず
れ
か
が
国

当
該
他
の
道
路
の

当
該
他
の
道
路
の

社
、
同
法
第
三

す
る
同
法
第
三

二
第
二
項

土
交
通
大
臣
で
あ
る

道
路
管
理
者
が
国

道
路
管
理
者
が
国

十
一
条
第
一
項

十
一
条
第
一
項

場
合
を
除
き
、
共
用

土
交
通
大
臣
で
あ

土
交
通
大
臣
で
あ

に
規
定
す
る
公

に
規
定
す
る
公

管
理
施
設
関
係
道
路

る
場
合
を
除
き
、

る
場
合
を
除
き
、

社
管
理
道
路
で

社
管
理
道
路
で

管
理
者
の
い
ず
れ
か

国
土
交
通
大
臣

国
土
交
通
大
臣

あ
る
と
き
は
地

あ
る
と
き
は
当

が
都
道
府
県
で
あ
る

方
道
路
公
社
。

該
他
の
地
方
道

と
き
は
国
土
交
通
大

路
公
社
。

臣
に
、
そ
の
他
の
と

き
は
都
道
府
県
知
事

第
十
九
条
の

そ
の
い
ず
れ
か
が

当
該
他
の
道
路

当
該
他
の
道
路

二
第
二
項

国
土
交
通
大
臣
で

の
道
路
管
理
者

の
道
路
管
理
者

第
十
九
条
の

国
土
交
通
大
臣
」
と

関
係
都
道
府
県
知

関
係
都
道
府
県
知

あ
る
場
合
を
除
き

が
国
土
交
通
大

が
国
土
交
通
大

二
第
三
項

あ
る
の
は
「
国
土
交

事
の
」
と
あ
る
の

事
の
」
と
あ
る
の

、
共
用
管
理
施
設

臣
で
あ
る
場
合

臣
で
あ
る
場
合

通
大
臣
又
は
都
道
府

は
「
共
用
管
理
施

は
「
共
用
管
理
施

関
係
道
路
管
理
者

を
除
き
、
国
土

を
除
き
、
国
土

県
知
事
」
と
、
「
関

設
関
係
道
路
管
理

設
関
係
道
路
管
理

六

の
い
ず
れ
か
が
都

交
通
大
臣

交
通
大
臣

係
都
道
府
県
知
事
」

者
の
」
と
、
「
関

者
の
」
と
、
「
関

道
府
県
で
あ
る
と

と
あ
る
の
は
「
共
用

係
都
道
府
県
知
事

係
都
道
府
県
知
事

き
は
国
土
交
通
大

管
理
施
設
関
係
道
路

は
」
と
あ
る
の
は

は
」
と
あ
る
の
は

臣
に
、
そ
の
他
の

管
理
者

「
当
該
他
の
道
路

「
当
該
他
の
道
路

と
き
は
都
道
府
県

の
道
路
管
理
者
（

の
道
路
管
理
者
（

知
事

地
方
公
共
団
体
で

地
方
公
共
団
体
で

あ
る
も
の
に
限
る

あ
る
も
の
に
限
る

第
十
九
条
の

国
土
交
通
大
臣
」

関
係
都
道
府
県

関
係
都
道
府
県

。
）
は

。
）
は

二
第
三
項

と
あ
る
の
は
「
国

知
事
の
」
と
あ

知
事
の
」
と
あ

土
交
通
大
臣
又
は

る
の
は
「
共
用

る
の
は
「
共
用

第
十
九
条
の

共
用
管
理
施
設
関
係

当
該
道
路
の
道
路

当
該
道
路
の
道
路

都
道
府
県
知
事
」

管
理
施
設
関
係

管
理
施
設
関
係

二
第
五
項

道
路
管
理
者
は

管
理
者
及
び
当
該

管
理
者
及
び
当
該

と
、
「
関
係
都
道

道
路
管
理
者
の

道
路
管
理
者
の

他
の
道
路
の
道
路

他
の
道
路
の
道
路

府
県
知
事
」
と
あ

」
と
、
「
関
係

」
と
、
「
関
係

管
理
者
は

管
理
者
は

る
の
は
「
共
用
管

都
道
府
県
知
事

都
道
府
県
知
事

七

理
施
設
関
係
道
路

は
」
と
あ
る
の

は
」
と
あ
る
の

第
二
十
条
第

当
該
道
路
の
道
路
管

独
立
行
政
法
人
日

地
方
道
路
公
社

管
理
者

は
「
当
該
他
の

は
「
当
該
他
の

一
項

理
者

本
高
速
道
路
保
有

道
路
の
道
路
管

道
路
の
道
路
管

・
債
務
返
済
機
構

理
者
（
地
方
公

理
者
（
地
方
公

又
は
会
社
（
他
の

共
団
体
で
あ
る

共
団
体
で
あ
る

工
作
物
の
管
理
者

も
の
に
限
る
。

も
の
に
限
る
。

が
当
該
会
社
で
あ
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）
は

）
は

る
と
き
は
、
独
立

行
政
法
人
日
本
高

第
十
九
条
の

共
用
管
理
施
設
関

当
該
道
路
の
道

当
該
道
路
の
道

速
道
路
保
有
・
債

二
第
五
項

係
道
路
管
理
者
は

路
管
理
者
及
び

路
管
理
者
及
び

務
返
済
機
構
。
以

八

当
該
他
の
道
路

当
該
他
の
道
路

下
こ
の
条
に
お
い

の
道
路
管
理
者

の
道
路
管
理
者

て
同
じ
。
）

は

は

第
二
十
条
第

国
土
交
通
大
臣
以
外

独
立
行
政
法
人
日

地
方
道
路
公
社

第
二
十
条
第

当
該
道
路
の
道
路

独
立
行
政
法
人

地
方
道
路
公
社

三
項

の
道
路
管
理
者

本
高
速
道
路
保
有

一
項

管
理
者

日
本
高
速
道
路

・
債
務
返
済
機
構

保
有
・
債
務
返

又
は
会
社

済
機
構
（
以
下

「
機
構
」
と
い

当
該
道
路
の
道
路
管

独
立
行
政
法
人
日

地
方
道
路
公
社

う
。
）
又
は
会

理
者

本
高
速
道
路
保
有

九

社
（
他
の
工
作

・
債
務
返
済
機
構

物
の
管
理
者
が

若
し
く
は
会
社

当
該
会
社
で
あ

る
と
き
は
、
機

そ
の
い
ず
れ
か
が
国

国
土
交
通
大
臣
及

国
土
交
通
大
臣
及

構
。
以
下
こ
の

又
は
都
道
府
県
で
あ

び
当
該
他
の
工
作

び
当
該
他
の
工
作

条
に
お
い
て
同

る
と
き
は
国
土
交
通

物
に
関
す
る
主
務

物
に
関
す
る
主
務

じ
。
）

大
臣
及
び
当
該
他
の

大
臣

大
臣

工
作
物
に
関
す
る
主

第
二
十
条
第

国
土
交
通
大
臣
以

機
構
又
は
会
社

地
方
道
路
公
社

務
大
臣
に
、
そ
の
他

三
項

外
の
道
路
管
理
者

の
と
き
は
都
道
府
県

知
事
（
他
の
工
作
物

当
該
道
路
の
道
路

機
構
若
し
く
は

地
方
道
路
公
社

に
関
す
る
主
務
大
臣

管
理
者

会
社

の
事
務
を
分
掌
す
る

地
方
支
分
部
局
の
長

そ
の
い
ず
れ
か
が

国
土
交
通
大
臣

国
土
交
通
大
臣

が
あ
る
と
き
は
、
都

国
又
は
都
道
府
県

及
び
当
該
他
の

及
び
当
該
他
の

道
府
県
知
事
及
び
当

で
あ
る
と
き
は
国

工
作
物
に
関
す

工
作
物
に
関
す

該
支
分
部
局
の
長
。

土
交
通
大
臣
及
び

る
主
務
大
臣

る
主
務
大
臣

以
下
こ
の
条
並
び
に

当
該
他
の
工
作
物

第
五
十
五
条
第
三
項

に
関
す
る
主
務
大

及
び
第
四
項
に
お
い

臣
に
、
そ
の
他
の

て
同
じ
。
）

十

と
き
は
都
道
府
県
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知
事
（
他
の
工
作

第
二
十
条
第

主
務
大
臣
又
は
都
道

主
務
大
臣

主
務
大
臣

物
に
関
す
る
主
務

四
項

府
県
知
事

大
臣
の
事
務
を
分

掌
す
る
地
方
支
分

当
該
道
路
の
道
路
管

独
立
行
政
法
人
日

地
方
道
路
公
社
又

部
局
の
長
が
あ
る

理
者
又
は

本
高
速
道
路
保
有

は

と
き
は
、
都
道
府

・
債
務
返
済
機
構

県
知
事
及
び
当
該

若
し
く
は
会
社
又

支
分
部
局
の
長
。

は

以
下
こ
の
条
並
び

に
第
五
十
五
条
第

な
ら
な
い
。
こ
の
場

な
ら
な
い

な
ら
な
い

三
項
及
び
第
四
項

合
に
お
い
て
、
当
該

に
お
い
て
同
じ
。

道
路
の
道
路
管
理
者

）

は
、
意
見
を
提
出
し

よ
う
と
す
る
と
き
は

第
二
十
条
第

主
務
大
臣
又
は
都

主
務
大
臣

主
務
大
臣

、
指
定
区
間
外
の
国

四
項

道
府
県
知
事

道
に
あ
つ
て
は
道
路

管
理
者
で
あ
る
都
道

当
該
道
路
の
道
路

機
構
若
し
く
は

地
方
道
路
公
社

府
県
の
議
会
に
諮
問

管
理
者
又
は

会
社
又
は

又
は

し
、
そ
の
他
の
道
路

に
あ
つ
て
は
道
路
管

な
ら
な
い
。
こ
の

な
ら
な
い

な
ら
な
い

理
者
で
あ
る
地
方
公

場
合
に
お
い
て
、

共
団
体
の
議
会
の
議

当
該
道
路
の
道
路

決
を
経
な
け
れ
ば
な

管
理
者
は
、
意
見

ら
な
い

を
提
出
し
よ
う
と

十
一

す
る
と
き
は
、
指

第
二
十
条
第

第
二
項
の
規
定
に
よ

前
二
項

前
二
項

定
区
間
外
の
国
道

五
項

る
国
土
交
通
大
臣
と

に
あ
つ
て
は
道
路

当
該
他
の
工
作
物
に

管
理
者
で
あ
る
都

関
す
る
主
務
大
臣
と

道
府
県
の
議
会
に

の
協
議
が
成
立
し
た

諮
問
し
、
そ
の
他

場
合
又
は
前
二
項

の
道
路
に
あ
つ
て

は
道
路
管
理
者
で

若
し
く
は
都
道
府
県

が
裁
定

が
裁
定

あ
る
地
方
公
共
団

知
事
が
裁
定

体
の
議
会
の
議
決

を
経
な
け
れ
ば
な

道
路
管
理
者

独
立
行
政
法
人
日

地
方
道
路
公
社
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ら
な
い

本
高
速
道
路
保
有

・
債
務
返
済
機
構

第
二
十
条
第

第
二
項
の
規
定
に

前
二
項

前
二
項

又
は
会
社

五
項

よ
る
国
土
交
通
大

臣
と
当
該
他
の
工

第
二
十
条
第

道
路
管
理
者
と

独
立
行
政
法
人
日

地
方
道
路
公
社
と

作
物
に
関
す
る
主

六
項

本
高
速
道
路
保
有

十
二

務
大
臣
と
の
協
議

・
債
務
返
済
機
構

が
成
立
し
た
場
合

又
は
会
社
と

又
は
前
二
項

第
二
十
一
条

協
議

独
立
行
政
法
人
日

地
方
道
路
公
社
が

若
し
く
は
都
道
府

が
裁
定

が
裁
定

本
高
速
道
路
保
有

協
議

県
知
事
が
裁
定

・
債
務
返
済
機
構

又
は
会
社
が
協
議

第
二
十
条
第

道
路
管
理
者

機
構
又
は
会
社

地
方
道
路
公
社

五
項
、
第
四

第
二
十
一
条

道
路
管
理
者

独
立
行
政
法
人
日

地
方
道
路
公
社

十
四
条
の
三

、
第
二
十
二

本
高
速
道
路
保
有

第
一
項
か
ら

条
第
一
項

・
債
務
返
済
機
構

第
五
項
ま
で

十
三

、
第
六
十
七

第
二
十
二
条

道
路
管
理
者
は

会
社
は

地
方
道
路
公
社
は

条
の
二
第
二

の
二

項
か
ら
第
五

項
ま
で
、
第

第
二
十
二
条

道
路
管
理
者
以
外

道
路
管
理
者
、
独

道
路
管
理
者
及
び

九
十
五
条
の

の
二
、
第
二

立
行
政
法
人
日
本

地
方
道
路
公
社
以

二

十
四
条

高
速
道
路
保
有
・

外

債
務
返
済
機
構
及

十
四

第
二
十
条
第

道
路
管
理
者
と

機
構
又
は
会
社

地
方
道
路
公
社

び
会
社
以
外

六
項

と

と

第
二
十
三
条

道
路
管
理
者

会
社

地
方
道
路
公
社

十
五

第
二
十
一
条

協
議

機
構
又
は
会
社

地
方
道
路
公
社

第
一
項
、
第

が
協
議

が
協
議

三
十
八
条
、

第
四
十
二
条

第
二
十
一
条

道
路
管
理
者

機
構

地
方
道
路
公
社

第
一
項
、
第

、
第
二
十
二

七
十
条
第
一

条
第
一
項
、

項
、
第
三
項

第
三
十
二
条

及
び
第
四
項

第
一
項
か
ら

、
第
九
十
一
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第
三
項
ま
で

条
第
二
項
、

及
び
第
五
項

第
九
十
二
条

、
第
三
十
三

第
四
項

条
第
一
項
、

第
三
十
四
条

第
二
十
四
条

道
路
管
理
者
の

独
立
行
政
法
人
日

地
方
道
路
公
社
の

か
ら
第
三
十

本
高
速
道
路
保
有

六
条
ま
で
、

・
債
務
返
済
機
構

第
三
十
九
条

の

の
二
第
一
項

、
第
三
十
九

第
三
十
一
条

国
土
交
通
大
臣
以
外

会
社

地
方
道
路
公
社

条
の
三
第
一

第
二
項

の
道
路
管
理
者

項
、
第
三
十

九
条
の
四
第

第
三
十
一
条

当
該
道
路
の
道
路
管

会
社
又
は

地
方
道
路
公
社
又

一
項
か
ら
第

第
三
項

理
者
又
は

は

三
項
ま
で
及

び
第
五
項
、

な
ら
な
い
。
こ
の
場

な
ら
な
い

な
ら
な
い

第
三
十
九
条

合
に
お
い
て
、
当
該

の
五
第
一
項

道
路
の
道
路
管
理
者

、
第
三
十
九

は
、
意
見
を
提
出
し

条
の
六
第
一

よ
う
と
す
る
と
き
は

項
か
ら
第
三

、
指
定
区
間
外
の
国

項
ま
で
、
第

道
に
あ
つ
て
は
道
路

三
十
九
条
の

管
理
者
で
あ
る
都
道

七
第
二
項
、

府
県
の
議
会
に
諮
問

第
三
十
九
条

し
、
そ
の
他
の
道
路

の
九
、
第
四

に
あ
つ
て
は
当
該
道

十
条
第
二
項

路
管
理
者
で
あ
る
地

、
第
四
十
三

方
公
共
団
体
の
議
会

条
の
二
、
第

の
議
決
を
経
な
け
れ

四
十
四
条
第

ば
な
ら
な
い

四
項
か
ら
第

七
項
ま
で
、

第
三
十
二
条

道
路
管
理
者

独
立
行
政
法
人
日

地
方
道
路
公
社

第
四
十
四
条

第
一
項

本
高
速
道
路
保
有

の
二
第
三
項

・
債
務
返
済
機
構

、
第
五
項
及

（
以
下
「
機
構
」

び
第
六
項
、

と
い
う
。
）
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第
四
十
六
条

、
第
四
十
七

第
三
十
二
条

道
路
管
理
者

機
構

地
方
道
路
公
社

条
第
三
項
、

第
二
項
、
第

第
四
十
七
条

三
項
及
び
第

十
六

の
二
第
一
項

五
項
、
第
三

及
び
第
五
項

十
三
条
第
一

、
第
四
十
七

項
、
第
三
十

条
の
四
、
第

四
条
か
ら
第

四
十
七
条
の

三
十
六
条
ま

七
第
一
項
、

で
、
第
三
十

第
四
十
八
条

九
条
の
二
第

第
二
項
及
び

一
項
、
第
三

第
四
項
、
第

十
九
条
の
三

四
十
八
条
の

第
一
項
、
第

五
第
三
項
、

三
十
九
条
の

第
四
十
八
条

四
第
一
項
か

の
八
第
二
項

ら
第
三
項
ま

、
第
四
十
八

で
及
び
第
五

条
の
九
、
第

項
、
第
三
十

四
十
八
条
の

九
条
の
五
第

十
、
第
四
十

一
項
、
第
三

八
条
の
十
二

十
九
条
の
六

、
第
四
十
八

第
一
項
か
ら

条
の
二
十
九

第
三
項
ま
で

の
三
、
第
四

、
第
三
十
九

十
八
条
の
三

条
の
七
第
二

十
二
、
第
四

項
、
第
三
十

十
八
条
の
三

九
条
の
九
、

十
三
、
第
四

第
四
十
条
第

十
八
条
の
五

二
項
、
第
四

十
、
第
六
十

十
三
条
の
二

六
条
第
一
項

、
第
四
十
四

、
第
六
十
八

条
第
四
項
か

条
、
第
六
十

ら
第
七
項
ま

九
条
第
一
項

で
、
第
四
十

、
第
七
十
一

六
条
、
第
四
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条
第
一
項
か

十
七
条
第
三

ら
第
三
項
ま

項
、
第
四
十

で
及
び
第
五

七
条
の
二
第

項
、
第
七
十

一
項
及
び
第

二
条
第
一
項

五
項
、
第
四

及
び
第
三
項

十
七
条
の
四

、
第
七
十
二

、
第
四
十
七

条
の
二
第
一

条
の
七
第
一

項
及
び
第
二

項
、
第
四
十

項
、
第
八
十

八
条
第
二
項

七
条
第
一
項

及
び
第
四
項

、
第
九
十
一

、
第
四
十
八

条
第
三
項
、

条
の
五
第
三

第
九
十
六
条

項
、
第
四
十

第
五
項

八
条
の
八
第

二
項
、
第
四

十
七

第
二
十
二
条

道
路
管
理
者
は

会
社
は

地
方
道
路
公
社

十
八
条
の
九

の
二

は

、
第
四
十
八

条
の
十
、
第

第
二
十
二
条

道
路
管
理
者
以
外

道
路
管
理
者
、

道
路
管
理
者
及

四
十
八
条
の

十
八

の
二
、
第
二

機
構
及
び
会
社

び
地
方
道
路
公

十
二
、
第
四

十
四
条

以
外

社
以
外

十
八
条
の
三

十
二
、
第
四

第
二
十
三
条

道
路
管
理
者

会
社

地
方
道
路
公
社

十
八
条
の
三

第
一
項
、
第

十
三
、
第
四

三
十
八
条
、

十
八
条
の
五

第
四
十
二
条

十
、
第
六
十

第
一
項
、
第

六
条
第
一
項

十
九

七
十
条
第
一

、
第
六
十
八

項
、
第
三
項

条
、
第
六
十

及
び
第
四
項

九
条
第
一
項

、
第
九
十
一

、
第
七
十
一

条
第
二
項
、

条
第
一
項
か

第
九
十
二
条

ら
第
三
項
ま

第
四
項

で
及
び
第
五

項
、
第
七
十
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第
二
十
四
条

道
路
管
理
者
の

機
構
の

地
方
道
路
公
社

二
条
第
一
項

二
十

、
第
九
十
一

の

及
び
第
三
項

条
第
一
項

、
第
七
十
二

条
の
二
第
一

二
十
一

第
三
十
一
条

国
土
交
通
大
臣
以

会
社

地
方
道
路
公
社

項
及
び
第
二

第
二
項

外
の
道
路
管
理
者

項
、
第
八
十

七
条
第
一
項

第
三
十
一
条

当
該
道
路
の
道
路

会
社
又
は

地
方
道
路
公
社

、
第
九
十
一

第
三
項

管
理
者
又
は

又
は

条
第
三
項
、

第
九
十
六
条

な
ら
な
い
。
こ
の

な
ら
な
い

な
ら
な
い

第
五
項

場
合
に
お
い
て
、

当
該
道
路
の
道
路

第
三
十
九
条

道
路
管
理
者
（
市
町

機
構

地
方
道
路
公
社

管
理
者
は
、
意
見

の
二
第
六
項

村
で
あ
る
道
路
管
理

を
提
出
し
よ
う
と

者
を
除
く
。
）

す
る
と
き
は
、
指

二
十
二

定
区
間
外
の
国
道

第
三
十
九
条

道
路
管
理
者
は
、

道
路
管
理
者
は
、

道
路
管
理
者
は
、

に
あ
つ
て
は
当
該

の
二
第
七
項

機
構
が

地
方
道
路
公
社
が

道
路
管
理
者
で
あ

、
第
三
十
九

る
都
道
府
県
の
議

条
の
五
第
二

会
に
諮
問
し
、
そ

項
、
第
四
十

の
他
の
道
路
に
あ

七
条
の
八
第

つ
て
は
当
該
道
路

二
項

管
理
者
で
あ
る
地

方
公
共
団
体
の
議

第
三
十
九
条

道
路
管
理
者
は

機
構
は

地
方
道
路
公
社
は

会
の
議
決
を
経
な

の
四
第
四
項

け
れ
ば
な
ら
な
い

当
該
道
路
管
理
者

機
構

当
該
地
方
道
路
公

社

第
三
十
九
条

道
路
管
理
者
（
市

機
構

地
方
道
路
公
社

二
十
三

の
二
第
六
項

町
村
で
あ
る
道
路

第
四
十
一
条

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
、
機

道
路
管
理
者
及
び

管
理
者
を
除
く
。

構
及
び
会
社

地
方
道
路
公
社

）

第
四
十
四
条

道
路
管
理
者

機
構
又
は
会
社

地
方
道
路
公
社

第
三
十
九
条

道
路
管
理
者
は
、

道
路
管
理
者
は

道
路
管
理
者
は

の
二
第
一
項

の
二
第
七
項

、
機
構
が

、
地
方
道
路
公

か
ら
第
五
項

、
第
三
十
九

社
が

ま
で
、
第
六
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二
十
四

条
の
五
第
二

十
七
条
の
二

項
、
第
四
十

第
二
項
か
ら

七
条
の
八
第

第
五
項
ま
で

二
項

、
第
九
十
五

条
の
二

第
三
十
九
条

道
路
管
理
者
は

機
構
は

地
方
道
路
公
社

の
四
第
四
項

は

第
四
十
五
条

道
路
管
理
者

機
構
及
び
会
社

地
方
道
路
公
社

二
十
五

第
一
項
、
第

当
該
道
路
管
理
者

機
構

当
該
地
方
道
路

四
十
七
条
の

公
社

五
、
第
四
十

七
条
の
八
第

第
四
十
一
条

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
、

道
路
管
理
者
及

一
項
、
第
四

二
十
六

機
構
及
び
会
社

び
地
方
道
路
公

十
八
条
の
十

社

一
第
二
項

第
四
十
五
条

道
路
管
理
者

機
構
及
び
会
社

地
方
道
路
公
社

第
四
十
五
条

道
路
管
理
者
は
、

機
構
は
、
会
社
が

地
方
道
路
公
社
は

第
一
項
、
第

の
二
第
二
項

、

四
十
七
条
の

五
、
第
四
十

第
四
十
七
条

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
又
は

道
路
管
理
者
又
は

七
条
の
八
第

の
二
第
二
項

道
路
整
備
特
別
措

道
路
整
備
特
別
措

二
十
七

一
項
、
第
四

置
法
第
八
条
第
一

置
法
第
八
条
第
一

十
八
条
の
十

項
第
二
十
八
号
若

項
第
二
十
八
号
若

一
第
二
項
、

し
く
は
第
十
七
条

し
く
は
第
十
七
条

第
四
十
八
条

第
一
項
第
二
十
四

第
一
項
第
二
十
四

の
二
十
九
の

号
の
規
定
に
よ
り

号
の
規
定
に
よ
り

四

道
路
管
理
者
に
代

道
路
管
理
者
に
代

わ
つ
て
こ
れ
ら
の

わ
つ
て
こ
れ
ら
の

二
十
八

第
四
十
五
条

道
路
管
理
者
は
、

機
構
は
、
会
社

地
方
道
路
公
社

権
限
を
行
う
者

権
限
を
行
う
者

の
二
第
二
項

が

は
、

同
項

前
項

前
項

第
四
十
七
条

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
又

道
路
管
理
者
又

の
二
第
二
項

は
道
路
整
備
特

は
道
路
整
備
特

第
四
十
七
条

道
路
管
理
者
が

道
路
管
理
者
又
は

道
路
管
理
者
又
は

別
措
置
法
第
八

別
措
置
法
第
八

の
二
第
三
項

道
路
整
備
特
別
措

道
路
整
備
特
別
措

条
第
一
項
第
二

条
第
一
項
第
二

置
法
第
八
条
第
一

置
法
第
八
条
第
一

十
八
号
若
し
く

十
八
号
若
し
く

項
第
二
十
八
号
若

項
第
二
十
八
号
若

は
第
十
七
条
第

は
第
十
七
条
第

し
く
は
第
十
七
条

し
く
は
第
十
七
条
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二
十
九

一
項
第
二
十
四

一
項
第
二
十
四

第
一
項
第
二
十
四

第
一
項
第
二
十
四

号
の
規
定
に
よ

号
の
規
定
に
よ

号
の
規
定
に
よ
り

号
の
規
定
に
よ
り

り
道
路
管
理
者

り
道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
に
代

道
路
管
理
者
に
代

に
代
わ
つ
て
こ

に
代
わ
つ
て
こ

わ
つ
て
こ
れ
ら
の

わ
つ
て
こ
れ
ら
の

れ
ら
の
権
限
を

れ
ら
の
権
限
を

権
限
を
行
う
者
が

権
限
を
行
う
者
が

行
う
者

行
う
者

第
四
十
八
条

当
該
自
動
車
専
用
道

機
構
の

地
方
道
路
公
社
の

同
項

前
項

前
項

の
五
第
一
項

路
の
道
路
管
理
者
の

第
四
十
七
条

道
路
管
理
者
が

道
路
管
理
者
又

道
路
管
理
者
又

第
四
十
八
条

自
動
車
専
用
道
路
の

機
構
は
、
当
該
連

地
方
道
路
公
社
は

の
二
第
三
項

は
道
路
整
備
特

は
道
路
整
備
特

の
五
第
二
項

道
路
管
理
者
（
次
項

結
許
可
の
申
請
に

、
当
該
連
結
許
可

別
措
置
法
第
八

別
措
置
法
第
八

及
び
第
四
十
八
条
の

係
る
施
設
が
第
二

の
申
請
に
係
る
施

条
第
一
項
第
二

条
第
一
項
第
二

七
か
ら
第
四
十
八
条

号

設
が
第
二
号

十
八
号
若
し
く

十
八
号
若
し
く

の
十
ま
で
に
お
い
て

三
十

は
第
十
七
条
第

は
第
十
七
条
第

単
に
「
道
路
管
理
者

一
項
第
二
十
四

一
項
第
二
十
四

」
と
い
う
。
）
は
、

号
の
規
定
に
よ

号
の
規
定
に
よ

前
項
前
段
の
場
合
に

り
道
路
管
理
者

り
道
路
管
理
者

あ
つ
て
は
当
該
協
議

に
代
わ
つ
て
こ

に
代
わ
つ
て
こ

に
係
る
施
設
又
は
当

れ
ら
の
権
限
を

れ
ら
の
権
限
を

該
連
結
許
可
の
申
請

行
う
者
が

行
う
者
が

に
係
る
施
設
が
次
の

各
号
に
掲
げ
る
区
分

第
四
十
八
条

当
該
自
動
車
専
用

機
構
の

地
方
道
路
公
社

に
応
じ
当
該
各
号

三
十
一

の
五
第
一
項

道
路
の
道
路
管
理

の

者
の

同
項
後
段
の
場
合
に

連
結
許
可

連
結
許
可

あ
つ
て
は
当
該
交
差

第
四
十
八
条

自
動
車
専
用
道
路

機
構
は
、
当
該

地
方
道
路
公
社

が
第
四
十
八
条
の
三

の
五
第
二
項

の
道
路
管
理
者
（

連
結
許
可
の
申

は
、
当
該
連
結

た
だ
し
書
に
規
定
す

次
項
及
び
第
四
十

請
に
係
る
施
設

許
可
の
申
請
に

る
場
合
に
該
当
す
る

八
条
の
七
か
ら
第

が
第
二
号

係
る
施
設
が
第

と
き
に
限
り
、
同
項

四
十
八
条
の
十
ま

二
号

の
協
議
に
応
じ
、
又

で
に
お
い
て
単
に

は
連
結
許
可

「
道
路
管
理
者
」

と
い
う
。
）
は
、

第
六
十
七
条

道
路
管
理
者

機
構
若
し
く
は
会

地
方
道
路
公
社

前
項
前
段
の
場
合

の
二
第
一
項

社

に
あ
つ
て
は
当
該
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協
議
に
係
る
施
設

第
七
十
一
条

基
づ
く
処
分

基
づ
く
処
分
で
道

基
づ
く
処
分
で
道

又
は
当
該
連
結
許

第
四
項

路
整
備
特
別
措
置

路
整
備
特
別
措
置

三
十
二

可
の
申
請
に
係
る

法
第
八
条
第
一
項

法
第
八
条
第
一
項

施
設
が
次
の
各
号

第
十
三
号
、
第
十

第
十
三
号
、
第
十

に
掲
げ
る
区
分
に

四
号
、
第
二
十
一

四
号
、
第
二
十
一

応
じ
当
該
各
号

号
、
第
二
十
三
号

号
、
第
二
十
三
号

、
第
二
十
七
号
、

、
第
二
十
七
号
、

同
項
後
段
の
場
合

連
結
許
可

連
結
許
可

第
三
十
号
若
し
く

第
三
十
号
若
し
く

に
あ
つ
て
は
当
該

は
第
三
十
二
号
若

は
第
三
十
二
号
若

交
差
が
第
四
十
八

し
く
は
第
十
七
条

し
く
は
第
十
七
条

条
の
三
た
だ
し
書

第
一
項
第
七
号
、

第
一
項
第
七
号
、

に
規
定
す
る
場
合

第
九
号
、
第
十
七

第
九
号
、
第
十
七

に
該
当
す
る
と
き

号
、
第
十
九
号
、

号
、
第
十
九
号
、

に
限
り
、
同
項
の

第
二
十
三
号
、
第

第
二
十
三
号
、
第

協
議
に
応
じ
、
又

二
十
六
号
若
し
く

二
十
六
号
若
し
く

は
連
結
許
可

は
第
二
十
八
号
の

は
第
二
十
八
号
の

規
定
に
よ
り
道
路

規
定
に
よ
り
道
路

三
十
三

第
六
十
七
条

道
路
管
理
者

機
構
若
し
く
は

地
方
道
路
公
社

管
理
者
に
代
わ
つ

管
理
者
に
代
わ
つ

の
二
第
一
項

会
社

て
機
構
若
し
く
は

て
機
構
若
し
く
は

地
方
道
路
公
社
が

地
方
道
路
公
社
が

第
七
十
一
条

基
づ
く
処
分

基
づ
く
処
分
で

基
づ
く
処
分
で

行
う
も
の
若
し
く

行
う
も
の
若
し
く

第
四
項

道
路
整
備
特
別

道
路
整
備
特
別

は
有
料
道
路
管
理

は
有
料
道
路
管
理

措
置
法
第
八
条

措
置
法
第
八
条

者
が
行
う
も
の

者
が
行
う
も
の

第
一
項
第
十
三

第
一
項
第
十
三

号
、
第
十
四
号

号
、
第
十
四
号

第
九
十
一
条

道
路
管
理
者
（
国
土

会
社

地
方
道
路
公
社

、
第
二
十
一
号

、
第
二
十
一
号

第
一
項

交
通
大
臣
が
自
ら
道

、
第
二
十
三
号

、
第
二
十
三
号

路
の
新
設
又
は
改
築

、
第
二
十
七
号

、
第
二
十
七
号

を
行
う
場
合
に
お
け

、
第
三
十
号
若

、
第
三
十
号
若

る
国
土
交
通
大
臣
を

し
く
は
第
三
十

し
く
は
第
三
十

含
む
。
以
下
こ
の
条

二
号
若
し
く
は

二
号
若
し
く
は

及
び
第
九
十
六
条
第

第
十
七
条
第
一

第
十
七
条
第
一

五
項
後
段
に
お
い
て

項
第
七
号
、
第

項
第
七
号
、
第

同
じ
。
）

三
十
四

九
号
、
第
十
七

九
号
、
第
十
七

号
、
第
十
九
号

号
、
第
十
九
号

道
路
管
理
者
の

機
構
の

地
方
道
路
公
社
の

、
第
二
十
三
号

、
第
二
十
三
号



- 56 -

、
第
二
十
六
号

、
第
二
十
六
号

第
九
十
三
条

当
該
道
路
管
理
者

当
該
会
社

当
該
地
方
道
路
公

若
し
く
は
第
二

若
し
く
は
第
二

社

十
八
号
の
規
定

十
八
号
の
規
定

に
よ
り
道
路
管

に
よ
り
道
路
管

第
九
十
五
条

第
四
十
八
条
の
二
第

第
四
十
五
条
第
一

第
四
十
五
条
第
一

理
者
に
代
わ
つ

理
者
に
代
わ
つ

の
二
第
二
項

一
項
若
し
く
は
第
二

項

項

て
機
構
若
し
く

て
機
構
若
し
く

項
の
規
定
に
よ
る
自

は
地
方
道
路
公

は
地
方
道
路
公

動
車
専
用
道
路
の
指

社
が
行
う
も
の

社
が
行
う
も
の

定
を
し
、
第
四
十
五

若
し
く
は
有
料

若
し
く
は
有
料

条
第
一
項

道
路
管
理
者
が

道
路
管
理
者
が

行
う
も
の

行
う
も
の

設
け
、

設
け
、
又
は

設
け
、
又
は

第
九
十
一
条

道
路
管
理
者
（
国

会
社

地
方
道
路
公
社

制
限
し
、
又
は
自
動

制
限
し
よ
う
と
す

制
限
し
よ
う
と
す

第
一
項

土
交
通
大
臣
が
自

車
専
用
道
路
が
他
の

る

る

ら
道
路
の
新
設
又

道
路
に
連
絡
す
る
位

は
改
築
を
行
う
場

置
を
定
め
よ
う
と
す

三
十
五

合
に
お
け
る
国
土

る

交
通
大
臣
を
含
む

。
以
下
こ
の
条
及

び
第
九
十
六
条
第

五
項
後
段
に
お
い

て
同
じ
。
）

三
十
六

第
九
十
三
条

当
該
道
路
管
理
者

当
該
会
社

当
該
地
方
道
路

公
社

第
九
十
五
条

第
四
十
八
条
の
二

第
四
十
五
条
第

第
四
十
五
条
第

の
二
第
二
項

第
一
項
若
し
く
は

一
項

一
項

第
二
項
の
規
定
に

よ
る
自
動
車
専
用

道
路
の
指
定
を
し

、
第
四
十
五
条
第

一
項

三
十
七

設
け
、

設
け
、
又
は

設
け
、
又
は
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制
限
し
、
又
は
自

制
限
し
よ
う
と

制
限
し
よ
う
と

動
車
専
用
道
路
が

す
る

す
る

他
の
道
路
に
連
絡

す
る
位
置
を
定
め

よ
う
と
す
る

２

法
の
規
定
に
よ
り
有
料
道
路
管
理
者
が
行
う
道
路
（
都
道
府
県
道
及
び
市

２

法
の
規
定
に
よ
り
有
料
道
路
管
理
者
が
行
う
道
路
（
都
道
府
県
道
及
び
市

町
村
道
に
限
る
。
）
の
管
理
に
つ
い
て
の
法
第
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

町
村
道
に
限
る
。
）
の
管
理
に
つ
い
て
の
法
第
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
道
路
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
同

よ
る
道
路
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法

法
の
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄

の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

る
字
句
と
す
る
。

項

読
み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

読
み
替
え
る
規

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

定

第
二
条
第
二
項
第

第
十
八
条
第
一
項
に
規

道
路
整
備
特
別
措
置
法

二
号

定
す
る
道
路
管
理
者

（
昭
和
三
十
一
年
法
律

第
二
条
第
二
項

第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和

第
七
号
）
第
十
八
条
第

第
二
号

る
道
路
管
理
者

三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
十

一

四
項
に
規
定
す
る
有
料

八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
有
料

道
路
管
理
者
（
以
下
「

道
路
管
理
者
（
以
下
単
に
「
有

有
料
道
路
管
理
者
」
と

料
道
路
管
理
者
」
と
い
う
。
）

い
う
。
）

第
二
条
第
二
項

第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す

有
料
道
路
管
理
者

第
二
条
第
二
項
第

第
十
八
条
第
一
項
に
規

有
料
道
路
管
理
者

第
五
号
及
び
第

る
道
路
管
理
者

二

五
号
及
び
第
七
号

定
す
る
道
路
管
理
者

七
号
か
ら
第
九

か
ら
第
九
号
ま
で

号
ま
で

第
十
八
条
第
二
項

道
路
管
理
者

有
料
道
路
管
理
者

第
十
八
条
第
二

道
路
管
理
者

有
料
道
路
管
理
者

、
第
二
十
条
第
五

項
、
第
二
十
条

項
、
第
二
十
一
条

第
五
項
、
第
二

、
第
二
十
二
条
第

十
一
条
、
第
二

一
項
、
第
二
十
二

十
二
条
第
一
項

条
の
二
、
第
二
十

、
第
二
十
二
条

三
条
第
一
項
、
第

の
二
、
第
二
十

二
十
四
条
、
第
二

三
条
第
一
項
、

十
四
条
の
二
第
三

第
二
十
四
条
、

項
、
第
二
十
四
条

第
二
十
四
条
の
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の
三
、
第
二
十
八

二
第
三
項
、
第

条
第
一
項
及
び
第

二
十
四
条
の
三

三
項
、
第
三
十
一

、
第
二
十
八
条

条
の
二
第
二
項
及

第
一
項
及
び
第

び
第
三
項
、
第
三

三
項
、
第
三
十

十
二
条
、
第
三
十

一
条
の
二
第
二

三
条
第
一
項
、
第

項
及
び
第
三
項

二
項
第
三
号
、
第

、
第
三
十
二
条

三
項
及
び
第
四
項

、
第
三
十
三
条

、
第
三
十
四
条
か

第
一
項
、
第
二

ら
第
三
十
九
条
ま

項
第
三
号
、
第

で
、
第
三
十
九
条

三
項
及
び
第
四

の
二
第
一
項
及
び

項
、
第
三
十
四

第
五
項
か
ら
第
七

条
か
ら
第
三
十

項
ま
で
、
第
三
十

九
条
ま
で
、
第

九
条
の
三
第
一
項

三
十
九
条
の
二

及
び
第
三
項
、
第

第
一
項
及
び
第

三
十
九
条
の
四
、

五
項
か
ら
第
七

第
三
十
九
条
の
五

項
ま
で
、
第
三

、
第
三
十
九
条
の

十
九
条
の
三
第

六
第
一
項
か
ら
第

一
項
及
び
第
三

三
項
ま
で
、
第
三

項
、
第
三
十
九

十
九
条
の
七
第
二

条
の
四
、
第
三

項
及
び
第
四
項
、

十
九
条
の
五
、

第
三
十
九
条
の
九

第
三
十
九
条
の

、
第
四
十
条
第
二

六
第
一
項
か
ら

項
、
第
四
十
一
条

第
三
項
ま
で
、

、
第
四
十
二
条
第

第
三
十
九
条
の

一
項
、
第
四
十
三

七
第
二
項
及
び

条
の
二
、
第
四
十

第
四
項
、
第
三

四
条
第
一
項
、
第

十
九
条
の
九
、

二
項
及
び
第
四
項

第
四
十
条
第
二

か
ら
第
七
項
ま
で

項
、
第
四
十
一

、
第
四
十
四
条
の

条
、
第
四
十
二

二
第
一
項
か
ら
第

条
第
一
項
、
第

三
項
ま
で
、
第
五

四
十
三
条
の
二
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項
及
び
第
六
項
、

、
第
四
十
四
条

第
四
十
四
条
の
三

第
一
項
、
第
二

第
一
項
か
ら
第
五

項
及
び
第
四
項

項
ま
で
及
び
第
八

か
ら
第
七
項
ま

項
、
第
四
十
五
条

で
、
第
四
十
四

第
一
項
、
第
四
十

条
の
二
第
一
項

五
条
の
二
第
二
項

か
ら
第
五
項
ま

、
第
四
十
六
条
、

で
及
び
第
八
項

第
四
十
七
条
第
三

、
第
四
十
五
条

項
、
第
四
十
七
条

第
一
項
、
第
四

の
二
第
一
項
及
び

十
五
条
の
二
第

第
五
項
、
第
四
十

二
項
、
第
四
十

七
条
の
四
、
第
四

六
条
、
第
四
十

十
七
条
の
五
、
第

七
条
第
三
項
、

四
十
七
条
の
七
第

第
四
十
七
条
の

二
項
、
第
四
十
七

二
第
一
項
及
び

条
の
八
、
第
四
十

第
五
項
、
第
四

七
条
の
十
一
第
一

十
七
条
の
四
、

項
及
び
第
三
項
、

第
四
十
七
条
の

第
四
十
八
条
第
二

五
、
第
四
十
七

項
及
び
第
四
項
、

条
の
七
第
二
項

第
四
十
八
条
の
二

、
第
四
十
七
条

、
第
四
十
八
条
の

の
八
、
第
四
十

三
、
第
四
十
八
条

七
条
の
十
一
第

の
五
第
三
項
、
第

一
項
及
び
第
三

四
十
八
条
の
七
、

項
、
第
四
十
八

第
四
十
八
条
の
八

条
第
二
項
及
び

第
二
項
、
第
四
十

第
四
項
、
第
四

八
条
の
九
、
第
四

十
八
条
の
二
、

十
八
条
の
十
、
第

第
四
十
八
条
の

四
十
八
条
の
十
一

三
、
第
四
十
八

第
二
項
、
第
四
十

条
の
五
第
三
項

八
条
の
十
二
、
第

、
第
四
十
八
条

四
十
八
条
の
二
十

の
七
、
第
四
十

第
一
項
、
第
二
項

八
条
の
八
第
二

及
び
第
五
項
、
第

項
、
第
四
十
八
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三

四
十
八
条
の
二
十

条
の
九
、
第
四

三
第
一
項
、
第
五

十
八
条
の
十
、

項
及
び
第
六
項
、

第
四
十
八
条
の

第
四
十
八
条
の
二

十
一
第
二
項
、

十
四
第
一
項
及
び

第
四
十
八
条
の

第
三
項
、
第
四
十

十
二
、
第
四
十

八
条
の
二
十
五
、

八
条
の
二
十
第

第
四
十
八
条
の
二

一
項
、
第
二
項

十
六
、
第
四
十
八

及
び
第
五
項
、

条
の
二
十
七
第
一

第
四
十
八
条
の

項
及
び
第
二
項
、

二
十
三
第
一
項

第
四
十
八
条
の
二

、
第
五
項
及
び

十
八
第
二
項
、
第

第
六
項
、
第
四

四
十
八
条
の
二
十

十
八
条
の
二
十

九
、
第
四
十
八
条

四
第
一
項
及
び

の
二
十
九
の
三
、

第
三
項
、
第
四

第
四
十
八
条
の
二

十
八
条
の
二
十

十
九
の
四
、
第
四

五
、
第
四
十
八

十
八
条
の
二
十
九

条
の
二
十
六
、

の
五
第
一
項
、
第

第
四
十
八
条
の

四
十
八
条
の
二
十

二
十
七
第
一
項

九
の
六
第
一
項
か

及
び
第
二
項
、

ら
第
三
項
ま
で
、

第
四
十
八
条
の

第
四
十
八
条
の
三

二
十
八
第
二
項

十
、
第
四
十
八
条

、
第
四
十
八
条

の
三
十
二
か
ら
第

の
二
十
九
、
第

四
十
八
条
の
三
十

四
十
八
条
の
三

四
ま
で
、
第
四
十

十
、
第
四
十
八

八
条
の
三
十
五
第

条
の
三
十
二
か

一
項
、
第
四
十
八

ら
第
四
十
八
条

条
の
三
十
六
、
第

の
三
十
四
ま
で

四
十
八
条
の
三
十

、
第
四
十
八
条

七
第
一
項
、
第
四

の
三
十
五
第
一

十
八
条
の
三
十
八

項
、
第
四
十
八

第
一
項
か
ら
第
三

条
の
三
十
六
、

項
ま
で
、
第
四
十

第
四
十
八
条
の
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八
条
の
四
十
第
一

三
十
七
第
一
項

項
、
第
四
十
八
条

、
第
四
十
八
条

の
四
十
一
、
第
四

の
三
十
八
第
一

十
八
条
の
四
十
六

項
か
ら
第
三
項

か
ら
第
四
十
八
条

ま
で
、
第
四
十

の
五
十
ま
で
、
第

八
条
の
四
十
第

五
十
七
条
、
第
五

一
項
、
第
四
十

十
八
条
第
一
項
、

八
条
の
四
十
一

第
五
十
九
条
第
三

、
第
四
十
八
条

項
、
第
六
十
条
か

の
四
十
六
か
ら

ら
第
六
十
二
条
ま

第
四
十
八
条
の

で
、
第
六
十
六
条

五
十
ま
で
、
第

第
一
項
、
第
六
十

五
十
七
条
、
第

七
条
の
二
、
第
六

五
十
八
条
第
一

十
八
条
、
第
六
十

項
、
第
五
十
九

九
条
第
一
項
、
第

条
第
三
項
、
第

七
十
条
第
一
項
、

六
十
条
か
ら
第

第
三
項
及
び
第
四

六
十
二
条
ま
で

項
、
第
七
十
一
条

、
第
六
十
六
条

第
一
項
か
ら
第
三

第
一
項
、
第
六

項
ま
で
及
び
第
五

十
七
条
の
二
、

項
、
第
七
十
二
条

第
六
十
八
条
、

第
一
項
及
び
第
三

第
六
十
九
条
第

項
、
第
七
十
二
条

一
項
、
第
七
十

の
二
第
一
項
及
び

条
第
一
項
、
第

第
二
項
、
第
七
十

三
項
及
び
第
四

三
条
第
一
項
か
ら

項
、
第
七
十
一

第
三
項
ま
で
、
第

条
第
一
項
か
ら

七
十
五
条
第
四
項

第
三
項
ま
で
及

及
び
第
五
項
、
第

び
第
五
項
、
第

七
十
六
条
、
第
八

七
十
二
条
第
一

十
六
条
第
二
項
、

項
及
び
第
三
項

第
八
十
七
条
第
一

、
第
七
十
二
条

項
、
第
九
十
条
第

の
二
第
一
項
及

二
項
、
第
九
十
一

び
第
二
項
、
第

条
第
二
項
及
び
第

七
十
三
条
第
一
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三
項
、
第
九
十
二

項
か
ら
第
三
項

条
第
四
項
、
第
九

ま
で
、
第
七
十

十
五
条
の
二
、
第

五
条
第
四
項
及

九
十
六
条
第
三
項

び
第
五
項
、
第

か
ら
第
五
項
ま
で

七
十
六
条
、
第

、
第
百
三
条
第
二

八
十
六
条
第
二

号
、
第
五
号
及
び

項
、
第
八
十
七

第
六
号
、
第
百
四

条
第
一
項
、
第

条
第
一
号
、
第
三

九
十
条
第
二
項

号
及
び
第
四
号
、

、
第
九
十
一
条

第
百
五
条
、
第
百

第
二
項
及
び
第

六
条
第
一
号

三
項
、
第
九
十

二
条
第
四
項
、

第
十
九
条
の
二
第

当
該
道
路
の
道
路
管
理

有
料
道
路
管
理
者

第
九
十
五
条
の

一
項
、
第
二
十
条

者

二
、
第
九
十
六

第
一
項
、
第
三
項

条
第
三
項
か
ら

、
第
四
項
及
び
第

第
五
項
ま
で
、

六
項
、
第
三
十
一

第
百
三
条
第
二

条
第
一
項
か
ら
第

号
、
第
五
号
及

四

四
項
ま
で
、
第
三

び
第
六
号
、
第

十
一
条
の
二
第
一

百
四
条
第
一
号

項
、
第
四
十
九
条

、
第
三
号
及
び

、
第
五
十
五
条
第

第
四
号
、
第
百

三
項
、
第
七
十
五

五
条
、
第
百
六

条
第
二
項
及
び
第

条
第
一
号

三
項
、
第
九
十
三

条

第
十
九
条
の
二

当
該
道
路
の
道
路
管
理
者

有
料
道
路
管
理
者

第
一
項
、
第
二

第
二
十
条
第
三
項

国
土
交
通
大
臣
以
外
の

有
料
道
路
管
理
者

十
条
第
一
項
、

五

、
第
三
十
一
条
第

道
路
管
理
者

第
三
項
、
第
四

二
項

項
及
び
第
六
項

、
第
三
十
一
条

第
二
十
条
第
四
項

指
定
区
間
外
の
国
道
に

有
料
道
路
管
理
者

第
一
項
か
ら
第

あ
つ
て
は
道
路
管
理
者

四
項
ま
で
、
第

で
あ
る
都
道
府
県
の
議

三
十
一
条
の
二

六

会
に
諮
問
し
、
そ
の
他

第
一
項
、
第
四
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の
道
路
に
あ
つ
て
は
道

十
九
条
、
第
五

路
管
理
者

十
五
条
第
三
項

、
第
七
十
五
条

第
二
十
条
第
五
項

第
二
項
の
規
定
に
よ
る

前
二
項

第
二
項
及
び
第

国
土
交
通
大
臣
と
当
該

三
項
、
第
九
十

七

他
の
工
作
物
に
関
す
る

三
条

主
務
大
臣
と
の
協
議
が

成
立
し
た
場
合
又
は
前

第
二
十
条
第
三

国
土
交
通
大
臣
以
外
の
道
路

有
料
道
路
管
理
者

二
項

項
、
第
三
十
一

管
理
者

条
第
二
項

八

第
二
十
条
第
六
項

道
路
管
理
者
と

有
料
道
路
管
理
者
と

第
二
十
条
第
四

指
定
区
間
外
の
国
道
に
あ
つ

有
料
道
路
管
理
者

第
二
十
四
条
の
二

道
路
管
理
者
（
指
定
区

有
料
道
路
管
理
者
は
、

項

て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
都

第
一
項

間
内
の
国
道
に
あ
つ
て

有
料
道
路
管
理
者
で
あ

道
府
県
の
議
会
に
諮
問
し
、

は
、
国
。
第
三
項
（
第

る
地
方
公
共
団
体
の
条

そ
の
他
の
道
路
に
あ
つ
て
は

四
十
八
条
の
三
十
五
第

例

道
路
管
理
者

三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
二
十
条
第
五

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
土

前
二
項

第
三
十
九
条
第
一
項
、

項

交
通
大
臣
と
当
該
他
の
工
作

第
四
十
四
条
第
五
項
及

物
に
関
す
る
主
務
大
臣
と
の

び
第
七
項
、
第
四
十
四

協
議
が
成
立
し
た
場
合
又
は

条
の
三
第
八
項
、
第
四

前
二
項

十
八
条
の
七
第
一
項
、

第
四
十
八
条
の
三
十
五

第
二
十
条
第
六

道
路
管
理
者
と

有
料
道
路
管
理
者
と

第
一
項
、
第
四
十
九
条

項

、
第
五
十
八
条
第
一
項

九

、
第
五
十
九
条
第
三
項

第
二
十
四
条
の

道
路
管
理
者
（
指
定
区
間
内

有
料
道
路
管
理
者
は
、
有
料
道

、
第
六
十
一
条
第
一
項

二
第
一
項

の
国
道
に
あ
つ
て
は
、
国
。

路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団

、
第
六
十
四
条
第
一
項

第
三
項
（
第
四
十
八
条
の
三

体
の
条
例

、
第
六
十
九
条
第
一
項

十
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用

、
第
七
十
条
第
一
項
、

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

第
七
十
二
条
第
一
項
及

三
十
九
条
第
一
項
、
第
四
十

び
第
三
項
、
第
七
十
三

四
条
第
五
項
及
び
第
七
項
、

条
第
一
項
か
ら
第
三
項

第
四
十
四
条
の
二
第
八
項
、

ま
で
、
第
八
十
五
条
第

第
四
十
八
条
の
七
第
一
項
、

三
項
並
び
に
第
九
十
一

第
四
十
八
条
の
三
十
五
第
一
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条
第
三
項
に
お
い
て
同

項
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十

じ
。
）
は
、
道
路
管
理

八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条

者
で
あ
る
地
方
公
共
団

第
三
項
、
第
六
十
一
条
第
一

体
の
条
例
（
指
定
区
間

項
、
第
六
十
四
条
第
一
項
、

内
の
国
道
に
あ
つ
て
は

第
六
十
九
条
第
一
項
、
第
七

、
政
令
）

十
条
第
一
項
、
第
七
十
二
条

第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
七

第
三
十
一
条
第
三

指
定
区
間
外
の
国
道
に

当
該
有
料
道
路
管
理
者

十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項

項

あ
つ
て
は
当
該
道
路
管

ま
で
、
第
八
十
五
条
第
三
項

理
者
で
あ
る
都
道
府
県

並
び
に
第
九
十
一
条
第
三
項

十

の
議
会
に
諮
問
し
、
そ

に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
道

の
他
の
道
路
に
あ
つ
て

路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共

は
当
該
道
路
管
理
者

団
体
の
条
例
（
指
定
区
間
内

の
国
道
に
あ
つ
て
は
、
政
令

第
三
十
一
条
の
二

指
定
区
間
外
の
国
道
、

道
路
整
備
特
別
措
置
法

）

十
一

第
一
項

都
道
府
県
道
又
は
市
町

第
十
八
条
第
二
項
の
規

村
道

定
に
よ
る
届
出
に
係
る

第
三
十
一
条
第

指
定
区
間
外
の
国
道
に
あ
つ

当
該
有
料
道
路
管
理
者

道
路

三
項

て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
都

道
府
県
の
議
会
に
諮
問
し
、

第
三
十
九
条
第
二

条
例
（
指
定
区
間
内
の

条
例

そ
の
他
の
道
路
に
あ
つ
て
は

項
、
第
三
十
九
条

国
道
に
あ
つ
て
は
、
政

当
該
道
路
管
理
者

の
二
第
五
項
、
第

令
）

四
十
四
条
第
一
項

第
三
十
一
条
の

指
定
区
間
外
の
国
道
、
都
道

道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
十
八

十
二

、
第
四
十
八
条
の

二
第
一
項

府
県
道
又
は
市
町
村
道

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

七
第
二
項
、
第
四

に
係
る
道
路

十
八
条
の
三
十
五

第
一
項
、
第
六
十

第
三
十
九
条
第

条
例
（
指
定
区
間
内
の
国
道

条
例

一
条
第
二
項
、
第

二
項
、
第
三
十

に
あ
つ
て
は
、
政
令
）

七
十
三
条
第
二
項

九
条
の
二
第
五

項
、
第
四
十
四

十
三

第
三
十
九
条
第
二

但
し
、
条
例
で
定
め
る

こ
の
場
合
に
お
い
て

条
第
一
項
、
第

項

場
合
に
お
い
て
は

四
十
八
条
の
七

第
二
項
、
第
四

第
三
十
九
条
の
七

同
項
の
条
例
（
指
定
区

同
項
の
条
例

十
八
条
の
三
十

第
四
項

間
内
の
国
道
に
あ
つ
て

五
第
一
項
、
第

は
、
同
項
の
政
令
）

六
十
一
条
第
二
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十
四

項
、
第
七
十
三

当
該
条
例
又
は
当
該
政

当
該
条
例

条
第
二
項

令

第
三
十
九
条
第

但
し
、
条
例
で
定
め
る
場
合

こ
の
場
合
に
お
い
て

第
四
十
四
条
の
二

条
例
（
指
定
区
間
内
の

条
例

二
項

に
お
い
て
は

第
二
項

国
道
に
あ
つ
て
は
、
国

十
五

土
交
通
省
令
。
以
下
こ

第
三
十
九
条
の

同
項
の
条
例
（
指
定
区
間
内

同
項
の
条
例

の
条
に
お
い
て
同
じ
。

七
第
四
項

の
国
道
に
あ
つ
て
は
、
同
項

）

の
政
令
）

十
六

第
四
十
八
条
の
五

当
該
自
動
車
専
用
道
路

有
料
道
路
管
理
者

当
該
条
例
又
は
当
該
政
令

当
該
条
例

第
一
項

の
道
路
管
理
者

第
四
十
八
条
の

当
該
自
動
車
専
用
道
路
の
道

有
料
道
路
管
理
者

第
四
十
八
条
の
五

自
動
車
専
用
道
路
の
道

有
料
道
路
管
理
者

五
第
一
項

路
管
理
者

第
二
項

路
管
理
者
（
次
項
及
び

十
七

第
四
十
八
条
の
七
か
ら

第
四
十
八
条
の

自
動
車
専
用
道
路
の
道
路
管

有
料
道
路
管
理
者

第
四
十
八
条
の
十
ま
で

五
第
二
項

理
者
（
次
項
及
び
第
四
十
八

に
お
い
て
単
に
「
道
路

条
の
七
か
ら
第
四
十
八
条
の

管
理
者
」
と
い
う
。
）

十
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
道

路
管
理
者
」
と
い
う
。
）

第
四
十
八
条
の
十

道
路
管
理
者
（
国
土
交

有
料
道
路
管
理
者

十
八

七
第
二
項
、
第
四

通
大
臣
で
あ
る
道
路
管

第
四
十
八
条
の

道
路
管
理
者
（
国
土
交
通
大

有
料
道
路
管
理
者

十
八
条
の
二
十
九

理
者
を
除
く
。
）

十
七
第
二
項

臣
で
あ
る
道
路
管
理
者
を
除

の
二
第
二
項

く
。
）

第
四
十
八
条
の
四

道
路
管
理
者
（
以
下
「

有
料
道
路
管
理
者
（
以

第
四
十
八
条
の

道
路
管
理
者
（
以
下
「
特
定

有
料
道
路
管
理
者
（
以
下
「
特

十
九

十
二
第
一
項

特
定
道
路
管
理
者

下
「
特
定
有
料
道
路
管

四
十
二
第
一
項

道
路
管
理
者

定
有
料
道
路
管
理
者

理
者

第
四
十
八
条
の

特
定
道
路
管
理
者

特
定
有
料
道
路
管
理
者

第
四
十
八
条
の
四

特
定
道
路
管
理
者

特
定
有
料
道
路
管
理
者

四
十
二
第
二
項

十
二
第
二
項
、
第

、
第
四
十
八
条

二
十

四
十
八
条
の
四
十

の
四
十
四
、
第

四
、
第
四
十
八
条

四
十
八
条
の
四

の
四
十
五

十
五

第
五
十
四
条
の
二

第
四
十
九
条
か
ら
第
五

第
四
十
九
条
の
規
定
に

第
五
十
四
条
の

第
四
十
九
条
か
ら
第
五
十
一

第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
有
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二
十
一

第
一
項
、
第
五
十

十
一
条
ま
で
の
規
定
に

よ
り
有
料
道
路
管
理
者

二
第
一
項
、
第

条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
国
又

料
道
路
管
理
者
で
あ
る

五
条
第
一
項

よ
り
国
又
は

で
あ
る

五
十
五
条
第
一

は

項

二
十
二

第
五
十
五
条
第
一

国
土
交
通
大
臣
又
は
当

有
料
道
路
管
理
者

項
及
び
第
四
項

該
道
路
の
道
路
管
理
者

第
五
十
五
条
第

国
土
交
通
大
臣
又
は
当
該
道

有
料
道
路
管
理
者

一
項
及
び
第
四

路
の
道
路
管
理
者

二
十
三

第
五
十
五
条
第
二

第
二
十
条
第
二
項
及
び

第
二
十
条
第
三
項

項

項

第
三
項

第
五
十
五
条
第

第
二
十
条
第
二
項
及
び
第
三

第
二
十
条
第
三
項

二
十
四

第
五
十
五
条
第
三

道
路
管
理
者
で
あ
る

有
料
道
路
管
理
者
で
あ

二
項

項

項

る

第
五
十
五
条
第

道
路
管
理
者
で
あ
る

有
料
道
路
管
理
者
で
あ
る

第
六
十
四
条
第
一

第
二
十
五
条
の
規
定
に

第
三
十
九
条
の
規
定
に

三
項

項

基
づ
く
料
金

基
づ
く
占
用
料

第
六
十
四
条
第

第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ

第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
く

道
路
管
理
者
の
収
入
と

有
料
道
路
管
理
者

一
項

く
料
金

占
用
料

し
、
第
三
十
九
条
の
規

定
に
基
づ
く
占
用
料
は

道
路
管
理
者
の
収
入
と
し
、

有
料
道
路
管
理
者

二
十
五

、
政
令
で
定
め
る
区
分

第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
づ

に
従
い
、
道
路
管
理
者

く
占
用
料
は
、
政
令
で
定
め

又
は
第
十
三
条
第
二
項

る
区
分
に
従
い
、
道
路
管
理

の
規
定
に
よ
り
指
定
区

者
又
は
第
十
三
条
第
二
項
の

間
内
の
国
道
の
維
持
、

規
定
に
よ
り
指
定
区
間
内
の

修
繕
及
び
災
害
復
旧
以

国
道
の
維
持
、
修
繕
及
び
災

外
の
管
理
を
行
う
都
道

害
復
旧
以
外
の
管
理
を
行
う

府
県
若
し
く
は
指
定
市

都
道
府
県
若
し
く
は
指
定
市

第
七
十
一
条
第
四

基
づ
く
処
分

基
づ
く
処
分
で
道
路
整

第
七
十
一
条
第

基
づ
く
処
分

基
づ
く
処
分
で
道
路
整
備
特
別

項

備
特
別
措
置
法
第
八
条

四
項

措
置
法
第
八
条
第
一
項
第
十
三

第
一
項
第
十
三
号
、
第

号
、
第
十
四
号
、
第
二
十
一
号

十
四
号
、
第
二
十
一
号

、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
七
号

、
第
二
十
三
号
、
第
二

、
第
三
十
号
若
し
く
は
第
三
十

十
七
号
、
第
三
十
号
若

二
号
若
し
く
は
第
十
七
条
第
一

し
く
は
第
三
十
二
号
若

項
第
七
号
、
第
九
号
、
第
十
七

し
く
は
第
十
七
条
第
一

号
、
第
十
九
号
、
第
二
十
三
号

二
十
六

項
第
七
号
、
第
九
号
、

、
第
二
十
六
号
若
し
く
は
第
二
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第
十
七
号
、
第
十
九
号

十
八
号
の
規
定
に
よ
り
道
路
管

、
第
二
十
三
号
、
第
二

理
者
に
代
わ
つ
て
機
構
若
し
く

十
六
号
若
し
く
は
第
二

は
地
方
道
路
公
社
が
行
う
も
の

十
八
号
の
規
定
に
よ
り

若
し
く
は
有
料
道
路
管
理
者
が

道
路
管
理
者
に
代
わ
つ

行
う
も
の

て
機
構
若
し
く
は
地
方

道
路
公
社
が
行
う
も
の

第
七
十
五
条
第

道
路
管
理
者
の

有
料
道
路
管
理
者
の

若
し
く
は
有
料
道
路
管

二
項
第
二
号
、

理
者
が
行
う
も
の

第
九
十
一
条
第

一
項

第
七
十
五
条
第
二

道
路
管
理
者
の

有
料
道
路
管
理
者
の

二
十
七

項
第
二
号
、
第
九

第
八
十
五
条
第

都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道

道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
十
八

十
一
条
第
一
項

二
項

に

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

に
係
る
道
路
に

第
八
十
五
条
第
二

都
道
府
県
道
又
は
市
町

道
路
整
備
特
別
措
置
法

項

村
道
に

第
十
八
条
第
二
項
の
規

都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道

道
路
の
有
料
道
路
管
理
者

定
に
よ
る
届
出
に
係
る

の
道
路
管
理
者

二
十
八

道
路
に

第
八
十
五
条
第

道
路
の
附
属
物
の
新
設
又
は

道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
十
八

都
道
府
県
道
又
は
市
町

道
路
の
有
料
道
路
管
理

三
項

改
築
に

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

村
道
の
道
路
管
理
者

者

に
係
る
道
路
の
附
属
物
の
新
設

又
は
改
築
に

第
八
十
五
条
第
三

道
路
の
附
属
物
の
新
設

道
路
整
備
特
別
措
置
法

項

又
は
改
築
に

第
十
八
条
第
二
項
の
規

道
路
の
附
属
物
の
新
設
又
は

有
料
道
路
管
理
者

定
に
よ
る
届
出
に
係
る

改
築
が
国
道
の
新
設
又
は
改

道
路
の
附
属
物
の
新
設

築
に
伴
う
も
の
で
あ
る
場
合

又
は
改
築
に

に
お
い
て
は
、
当
該
国
道
の

新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費

道
路
の
附
属
物
の
新
設

有
料
道
路
管
理
者

用
を
負
担
す
る
者
が
そ
の
負

又
は
改
築
が
国
道
の
新

担
の
割
合
に
応
じ
て
負
担
し

二
十
九

設
又
は
改
築
に
伴
う
も

、
そ
の
他
の
場
合
に
お
い
て

の
で
あ
る
場
合
に
お
い

は
、
道
路
管
理
者

て
は
、
当
該
国
道
の
新

設
又
は
改
築
に
要
す
る

第
九
十
一
条
第

道
路
管
理
者
（
国
土
交
通
大

有
料
道
路
管
理
者

費
用
を
負
担
す
る
者
が

一
項

臣
が
自
ら
道
路
の
新
設
又
は

そ
の
負
担
の
割
合
に
応

改
築
を
行
う
場
合
に
お
け
る
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じ
て
負
担
し
、
そ
の
他

国
土
交
通
大
臣
を
含
む
。
以

の
場
合
に
お
い
て
は
、

下
こ
の
条
及
び
第
九
十
六
条

道
路
管
理
者

第
五
項
後
段
に
お
い
て
同
じ

。
）

第
九
十
一
条
第
一

道
路
管
理
者
（
国
土
交

有
料
道
路
管
理
者

項

通
大
臣
が
自
ら
道
路
の

第
九
十
三
条

当
該
道
路
管
理
者

当
該
有
料
道
路
管
理
者

新
設
又
は
改
築
を
行
う

場
合
に
お
け
る
国
土
交

第
九
十
六
条
第

都
道
府
県
又
は
市
町
村
で
あ

有
料
道
路
管
理
者

三
十

通
大
臣
を
含
む
。
以
下

二
項

る
道
路
管
理
者

こ
の
条
及
び
第
九
十
六

条
第
五
項
後
段
に
お
い

当
該
都
道
府
県
の
知
事
又
は

当
該
有
料
道
路
管
理
者
で
あ
る

て
同
じ
。
）

当
該
市
町
村
の
長

都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
長

三
十
一

第
九
十
三
条

当
該
道
路
管
理
者

当
該
有
料
道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
が
し
た

有
料
道
路
管
理
者
が
し
た

第
九
十
六
条
第
二

都
道
府
県
又
は
市
町
村

有
料
道
路
管
理
者

項

で
あ
る
道
路
管
理
者

当
該
都
道
府
県
の
知
事

当
該
有
料
道
路
管
理
者

三
十
二

又
は
当
該
市
町
村
の
長

で
あ
る
都
道
府
県
又
は

市
町
村
の
長

道
路
管
理
者
が
し
た

有
料
道
路
管
理
者
が
し

た

（
高
速
自
動
車
国
道
法
の
規
定
に
よ
る
道
路
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の

（
高
速
自
動
車
国
道
法
の
規
定
に
よ
る
道
路
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の

技
術
的
読
替
え
）

技
術
的
読
替
え
）

第
十
六
条

法
の
規
定
に
よ
り
機
構
及
び
会
社
が
行
う
高
速
自
動
車
国
道
の
管

第
十
六
条

法
の
規
定
に
よ
り
機
構
及
び
会
社
が
行
う
高
速
自
動
車
国
道
の
管

理
に
つ
い
て
法
第
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
高
速
自
動
車

理
に
つ
い
て
法
第
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
す
る
高
速
自
動
車

国
道
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
道
路
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

国
道
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
道
路
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
法
第
二
十
一
条
中
「
協
議
」
と
あ
る
の
は
「
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道

同
法
第
二
十
一
条
中
「
協
議
」
と
あ
る
の
は
「
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道

路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
又
は
会
社
が
協
議

路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
又
は
会
社
が
協
議
」
と
、
同
法
第
三
十
九
条
の
二

」
と
、
同
法
第
三
十
九
条
の
二
第
七
項
中
「
入
札
占
用
指
針
」
と
あ
る
の
は

第
七
項
中
「
入
札
占
用
指
針
」
と
あ
る
の
は
「
機
構
が
入
札
占
用
指
針
」
と

「
機
構
が
入
札
占
用
指
針
」
と
、
同
法
第
三
十
九
条
の
五
第
二
項
中
「
道
路

、
同
法
第
三
十
九
条
の
五
第
二
項
中
「
道
路
管
理
者
は
、
」
と
あ
る
の
は
「

管
理
者
は
、
」
と
あ
る
の
は
「
道
路
管
理
者
は
、
機
構
が
」
と
、
同
法
第
四

道
路
管
理
者
は
、
機
構
が
」
と
、
同
法
第
四
十
五
条
の
二
第
二
項
中
「
道
路
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十
五
条
の
二
第
二
項
中
「
道
路
管
理
者
は
、
」
と
あ
る
の
は
「
機
構
は
、
会

管
理
者
は
、
」
と
あ
る
の
は
「
機
構
は
、
会
社
が
」
と
、
同
法
第
四
十
七
条

社
が
」
と
、
同
法
第
四
十
七
条
の
八
第
二
項
中
「
協
定
を
」
と
あ
る
の
は
「

の
八
第
二
項
中
「
協
定
を
」
と
あ
る
の
は
「
機
構
が
協
定
を
」
と
、
同
法
第

機
構
が
協
定
を
」
と
、
同
法
第
七
十
一
条
第
四
項
中
「
基
づ
く
処
分
」
と
あ

七
十
一
条
第
四
項
中
「
基
づ
く
処
分
」
と
あ
る
の
は
「
基
づ
く
処
分
で
道
路

る
の
は
「
基
づ
く
処
分
で
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
八
条
第
一
項
第
十
三
号

整
備
特
別
措
置
法
第
八
条
第
一
項
第
十
三
号
、
第
十
四
号
、
第
二
十
一
号
、

、
第
十
四
号
、
第
二
十
一
号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
七
号
、
第
三
十
号
若

第
二
十
三
号
、
第
二
十
七
号
、
第
三
十
号
若
し
く
は
第
三
十
二
号
若
し
く
は

し
く
は
第
三
十
二
号
若
し
く
は
第
十
七
条
第
一
項
第
七
号
、
第
九
号
、
第
十

第
十
七
条
第
一
項
第
七
号
、
第
九
号
、
第
十
七
号
、
第
十
九
号
、
第
二
十
三

七
号
、
第
十
九
号
、
第
二
十
三
号
、
第
二
十
六
号
若
し
く
は
第
二
十
八
号
の

号
、
第
二
十
六
号
若
し
く
は
第
二
十
八
号
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代

規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代
わ
つ
て
機
構
若
し
く
は
地
方
道
路
公
社
が
行

わ
つ
て
機
構
若
し
く
は
地
方
道
路
公
社
が
行
う
も
の
若
し
く
は
有
料
道
路
管

う
も
の
若
し
く
は
有
料
道
路
管
理
者
が
行
う
も
の
」
と
す
る
ほ
か
、
次
の
表

理
者
が
行
う
も
の
」
と
す
る
ほ
か
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規

の
第
二
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
を
高
速

定
中
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
字
句
を
高
速
自
動
車
国
道
法
第
二
十
五
条
の

自
動
車
国
道
法
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
た
同
表
の
第
四
欄
に

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
た
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
五
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

読
み
替
え
る
道

読
み
替
え
ら

高
速
自
動
車

読
み
替
え
る
字
句

第
一
欄

第
二
欄

第
三
欄

第
四
欄

路
法
の
規
定

れ
る
字
句

国
道
法
第
二

項

十
五
条
の
規

定
に
よ
り
読

み
替
え
た
字

句

第
二
条
第
二
項

第
十
八
条
第

国
土
交
通
大

道
路
整
備
特
別
措

第
二
条
第
二
項

第
十
八
条
第

国
土
交
通
大
臣

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（

第
二
号

一
項
に
規
定

臣

置
法
（
昭
和
三
十

第
二
号

一
項
に
規
定

昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七

す
る
道
路
管

一
年
法
律
第
七
号

す
る
道
路
管

号
）
第
二
条
第
四
項
に
規

一

理
者

）
第
二
条
第
四
項

理
者

定
す
る
会
社
（
以
下
単
に

に
規
定
す
る
会
社

「
会
社
」
と
い
う
。
）

（
以
下
「
会
社
」

と
い
う
。
）

第
二
条
第
二
項

第
十
八
条
第

国
土
交
通
大
臣

会
社

第
五
号
、
第
七

一
項
に
規
定

第
二
条
第
二
項

第
十
八
条
第

国
土
交
通
大

会
社

号
及
び
第
八
号

す
る
道
路
管

二

第
五
号
、
第
七

一
項
に
規
定

臣

理
者

号
及
び
第
八
号

す
る
道
路
管

理
者

第
十
九
条
の
二

当
該
他
の
道

国
土
交
通
大
臣

会
社

第
一
項

路
の
道
路
管

第
十
九
条
の
二

当
該
他
の
道

国
土
交
通
大

会
社

理
者

三

第
一
項

路
の
道
路
管

臣

理
者

第
二
十
一
条
、

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
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第
二
十
二
条
第

道
路
保
有
・
債
務
返
済
機

第
二
十
一
条
、

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大

機
構

一
項

構

第
二
十
二
条
第

臣

一
項
、
第
三
十

第
二
十
二
条
の

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

会
社
は

二
条
第
一
項
か

二

は

は

ら
第
三
項
ま
で

及
び
第
五
項
、

第
二
十
二
条
の

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

国
土
交
通
大
臣
、
独
立
行

第
三
十
三
条
第

二
、
第
二
十
四

以
外

以
外

政
法
人
日
本
高
速
道
路
保

一
項
、
第
三
十

条

有
・
債
務
返
済
機
構
及
び

四
条
か
ら
第
三

会
社
以
外

十
六
条
ま
で
、

第
三
十
九
条
の

第
二
十
三
条
第

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

会
社

三
第
一
項
、
第

一
項
、
第
三
十

三
十
九
条
の
四

八
条
第
一
項
、

第
一
項
か
ら
第

第
四
十
二
条
第

三
項
ま
で
及
び

一
項
、
第
七
十

第
五
項
、
第
三

条
第
三
項
及
び

十
九
条
の
五
第

第
四
項
、
第
九

一
項
、
第
三
十

十
一
条
第
二
項

九
条
の
六
第
一

、
第
九
十
二
条

項
か
ら
第
三
項

第
四
項

ま
で
、
第
三
十

九
条
の
七
第
二

第
二
十
四
条

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速

項
、
第
三
十
九

の

の

道
路
保
有
・
債
務
返
済
機

条
の
九
、
第
四

構
の

十
条
第
二
項
、

第
四
十
三
条
の

第
三
十
二
条
第

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速

二
、
第
四
十
四

一
項

道
路
保
有
・
債
務
返
済
機

条
第
四
項
及
び

構
（
以
下
「
機
構
」
と
い

第
六
項
、
第
四

う
。
）

四

十
四
条
の
二
第

三
項
、
第
五
項

第
三
十
二
条
第

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

機
構

及
び
第
六
項
、

二
項
、
第
三
項

第
四
十
六
条
、

及
び
第
五
項
、

第
四
十
七
条
第

第
三
十
三
条
第

三
項
、
第
四
十

一
項
、
第
三
十
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七
条
の
二
第
一

四
条
か
ら
第
三

項
及
び
第
五
項

十
六
条
ま
で
、

、
第
四
十
七
条

第
三
十
九
条
の

の
四
、
第
四
十

三
第
一
項
、
第

七
条
の
七
第
一

三
十
九
条
の
四

項
、
第
四
十
八

第
一
項
か
ら
第

条
第
二
項
及
び

三
項
ま
で
及
び

第
四
項
、
第
四

第
五
項
、
第
三

十
八
条
の
二
十

十
九
条
の
五
第

九
の
三
、
第
四

一
項
、
第
三
十

十
八
条
の
三
十

九
条
の
六
第
一

二
、
第
四
十
八

項
か
ら
第
三
項

条
の
三
十
三
、

ま
で
、
第
三
十

第
四
十
八
条
の

九
条
の
七
第
二

五
十
、
第
六
十

項
、
第
三
十
九

六
条
第
一
項
、

条
の
九
、
第
四

第
六
十
八
条
、

十
条
第
二
項
、

第
七
十
一
条
第

第
四
十
三
条
の

一
項
か
ら
第
三

二
、
第
四
十
四

項
ま
で
及
び
第

条
第
四
項
及
び

五
項
、
第
七
十

第
六
項
、
第
四

二
条
の
二
第
一

十
六
条
、
第
四

項
及
び
第
二
項

十
七
条
第
三
項

、
第
九
十
六
条

、
第
四
十
七
条

第
五
項

の
二
第
一
項
及

び
第
五
項
、
第

五

第
二
十
二
条
の

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大

会
社
は

四
十
七
条
の
四

二

は

臣
は

、
第
四
十
七
条

の
七
第
一
項
、

第
二
十
二
条
の

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大

国
土
交
通
大
臣
、

第
四
十
八
条
第

六

二
、
第
二
十
四

以
外

臣
以
外

機
構
及
び
会
社
以

二
項
及
び
第
四

条

外

項
、
第
四
十
八

条
の
三
十
二
、

第
二
十
三
条
第

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大

会
社

第
四
十
八
条
の

一
項
、
第
三
十

臣

三
十
三
、
第
四

八
条
第
一
項
、

十
八
条
の
五
十
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第
四
十
二
条
第

、
第
六
十
六
条

七

一
項
、
第
七
十

第
一
項
、
第
六

条
第
三
項
及
び

十
八
条
、
第
七

第
四
項
、
第
九

十
一
条
第
一
項

十
一
条
第
二
項

か
ら
第
三
項
ま

、
第
九
十
二
条

で
及
び
第
五
項

第
四
項

、
第
七
十
二
条

の
二
第
一
項
及

第
二
十
四
条
、

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大

機
構
の

び
第
二
項
、
第

八

第
九
十
一
条
第

の

臣
の

九
十
六
条
第
五

一
項

項

第
三
十
八
条
第

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大

会
社
が

第
三
十
八
条
第

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

会
社
が

九

二
項
、
第
七
十

が

臣
が

二
項
、
第
七
十

が

が

条
第
一
項

条
第
一
項

第
三
十
八
条
第

当
該
道
路
管

国
土
交
通
大

当
該
会
社

第
三
十
八
条
第

当
該
道
路
管

国
土
交
通
大
臣

当
該
会
社

十

二
項
、
第
九
十

理
者

臣

二
項
、
第
九
十

理
者

三
条

三
条

第
三
十
九
条
の

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大

機
構
は

第
三
十
九
条
の

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

機
構
は

十
一

二
第
一
項
、
第

は

臣
は

二
第
一
項
、
第

は

は

三
十
九
条
の
四

三
十
九
条
の
四

第
四
項

第
四
項

十
二

第
三
十
九
条
の

道
路
管
理
者

国
の

機
構
の

第
三
十
九
条
の

道
路
管
理
者

国
の

機
構
の

二
第
一
項

の

二
第
一
項

の

第
三
十
九
条
の

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大

機
構

第
三
十
九
条
の

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

機
構

二
第
六
項

（
市
町
村
で

臣

二
第
六
項

（
市
町
村
で

十
三

あ
る
道
路
管

あ
る
道
路
管

理
者
を
除
く

理
者
を
除
く

。
）

。
）

十
四

第
三
十
九
条
の

当
該
道
路
管

国
土
交
通
大

機
構

第
三
十
九
条
の

当
該
道
路
管

国
土
交
通
大
臣

機
構

四
第
四
項

理
者

臣

四
第
四
項

理
者
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十
五

第
四
十
一
条

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大

国
土
交
通
大
臣
、

第
四
十
一
条

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

国
土
交
通
大
臣
、
機
構
及

臣

機
構
及
び
会
社

び
会
社

第
四
十
四
条
第

道
路
管
理
者

国

機
構

第
四
十
四
条
第

道
路
管
理
者

国

機
構

五
項
及
び
第
七

五
項
及
び
第
七

項
、
第
六
十
九

項
、
第
六
十
九

条
第
一
項
、
第

条
第
一
項
、
第

十
六

七
十
二
条
第
一

七
十
二
条
第
一

項
及
び
第
三
項

項
及
び
第
三
項

、
第
九
十
一
条

、
第
九
十
一
条

第
三
項

第
三
項

第
四
十
四
条
の

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大

機
構
又
は
会
社

第
四
十
四
条
の

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

機
構
又
は
会
社

三
第
一
項
か
ら

臣

二
第
一
項
か
ら

第
五
項
ま
で
、

第
五
項
ま
で
、

十
七

第
六
十
七
条
の

第
六
十
七
条
の

二
第
二
項
か
ら

二
第
二
項
か
ら

第
五
項
ま
で

第
五
項
ま
で

第
四
十
五
条
第

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大

機
構
及
び
会
社

第
四
十
五
条
第

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

機
構
及
び
会
社

一
項
、
第
四
十

臣

一
項
、
第
四
十

七
条
の
五
、
第

七
条
の
五
、
第

十
八

四
十
七
条
の
八

四
十
七
条
の
八

第
一
項
、
第
四

第
一
項

十
八
条
の
二
十

九
の
四

第
四
十
七
条
の

一
の
道
路
の

国
土
交
通
大
臣

機
構
又
は
一
の
道
路
の
道

二
第
二
項

道
路
管
理
者

又
は
一
の
道
路

路
管
理
者
が
行
う

第
四
十
七
条
の

一
の
道
路
の

国
土
交
通
大

機
構
又
は
一
の
道

が
行
う

の
道
路
管
理
者

二
第
二
項

道
路
管
理
者

臣
又
は
一
の

路
の
道
路
管
理
者

が
行
う

が
行
う

道
路
の
道
路

が
行
う

管
理
者
が
行

当
該
一
の
道

国
土
交
通
大
臣

機
構
又
は
当
該
一
の
道
路

う

路
の
道
路
管

又
は
当
該
一
の

の
道
路
管
理
者

理
者

道
路
の
道
路
管

当
該
一
の
道

国
土
交
通
大

機
構
又
は
当
該
一

理
者

十
九

路
の
道
路
管

臣
又
は
当
該

の
道
路
の
道
路
管
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理
者

一
の
道
路
の

理
者

他
の
道
路
の

他
の
道
路
の
道

他
の
道
路
の
道
路
管
理
者

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者

路
管
理
者
又
は

又
は
機
構

国
土
交
通
大
臣

他
の
道
路
の

他
の
道
路
の

他
の
道
路
の
道
路

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者

管
理
者
又
は
機
構

第
四
十
七
条
の

一
の
道
路
の

国
土
交
通
大
臣

一
の
道
路
の
道
路
管
理
者

又
は
国
土
交

二
第
三
項

道
路
管
理
者

又
は
道
路
整
備
特
別
措
置

通
大
臣

法
第
八
条
第
一
項
第
二
十

八
号
若
し
く
は
第
十
七
条

第
四
十
七
条
の

一
の
道
路
の

国
土
交
通
大

一
の
道
路
の
道
路

第
一
項
第
二
十
四
号
の
規

二
第
三
項

道
路
管
理
者

臣

管
理
者
又
は
道
路

定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に

整
備
特
別
措
置
法

代
わ
つ
て
こ
れ
ら
の
権
限

第
八
条
第
一
項
第

を
行
う
者

二
十
八
号
若
し
く

二
十

は
第
十
七
条
第
一

第
六
十
七
条
の

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

機
構
若
し
く
は
会
社

項
第
二
十
四
号
の

二
第
一
項

規
定
に
よ
り
道
路

管
理
者
に
代
わ
つ

第
七
十
条
第
一

道
路
管
理
者

国
は

会
社
は

て
こ
れ
ら
の
権
限

項

は

を
行
う
者

道
路
管
理
者

国
又
は

会
社
又
は

二
十
一

第
六
十
七
条
の

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大

機
構
若
し
く
は
会

又
は

二
第
一
項

臣

社

第
八
十
七
条
第

国
土
交
通
大

国
土
交
通
大
臣

国
土
交
通
大
臣
及
び
機
構

第
七
十
条
第
一

道
路
管
理
者

国
は

会
社
は

一
項

臣
及
び
道
路

項

は

管
理
者

二
十
二

道
路
管
理
者

国
又
は

会
社
又
は

第
九
十
一
条
第

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

会
社

又
は

一
項

（
国
土
交
通

大
臣
が
自
ら

第
八
十
七
条
第

国
土
交
通
大

国
土
交
通
大

国
土
交
通
大
臣
及

道
路
の
新
設

二
十
三

一
項

臣
及
び
道
路

臣

び
機
構

又
は
改
築
を

管
理
者

行
う
場
合
に

お
け
る
国
土

第
九
十
一
条
第

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大

会
社

交
通
大
臣
を

一
項

（
国
土
交
通

臣

含
む
。
以
下

大
臣
が
自
ら

こ
の
条
及
び
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道
路
の
新
設

第
九
十
六
条

又
は
改
築
を

第
五
項
後
段

行
う
場
合
に

に
お
い
て
同

二
十
四

お
け
る
国
土

じ
。
）

交
通
大
臣
を

含
む
。
以
下

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

機
構
の

こ
の
条
及
び

の

の

第
九
十
六
条

第
五
項
後
段

第
九
十
三
条

当
該
道
路
の

国
土
交
通
大
臣

会
社

に
お
い
て
同

道
路
管
理
者

じ
。
）

二
十
五

第
九
十
三
条

当
該
道
路
の

国
土
交
通
大

会
社

道
路
管
理
者

臣
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○
高
速
自
動
車
国
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
二
百
五
号
）
（
抄
）
（
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
道
路
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
）

（
道
路
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
）

第
十
二
条

法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
法
の
規
定
を
適
用
す
る

第
十
二
条

法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
法
の
規
定
を
適
用
す
る

場
合
に
お
け
る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
の
規
定
の
技
術
的
読
替
え
は

場
合
に
お
け
る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
の
規
定
の
技
術
的
読
替
え
は

、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

項

読
み
替
え
る
道
路
法
の

読
み
替
え
ら
れ
る
字

読
み
替
え
る
字
句

読
み
替
え
る
道
路
法
の
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

規
定

句

第
十
九
条
の
二
第
一
項

当
該
他
の
道
路
の
道
路

国
土
交
通
大
臣

一

第
十
九
条
の
二
第
一
項

当
該
他
の
道
路
の
道

国
土
交
通
大
臣

管
理
者

路
管
理
者

第
二
十
一
条

前
条
及
び
第
三
十
一
条

高
速
自
動
車
国
道
法

第
二
十
一
条

前
条
及
び
第
三
十
一

高
速
自
動
車
国
道
法

（
昭
和
三
十
二
年
法

二

条

（
昭
和
三
十
二
年
法

律
第
七
十
九
号
）
第

律
第
七
十
九
号
）
第

八
条
及
び
第
十
二
条

八
条
及
び
第
十
二
条

第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
第

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

第
二
十
一
条
、
第
二
十

道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

一
項
、
第
二
十
二
条
の
二
、
第

二
条
第
一
項
、
第
二
十

二
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
四

二
条
の
二
、
第
二
十
三

条
、
第
二
十
四
条
の
三
、
第
二

条
第
一
項
、
第
二
十
四

十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、

条
、
第
二
十
四
条
の
三

第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
第

、
第
二
十
八
条
第
一
項

一
項
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三

及
び
第
三
項
、
第
三
十

十
七
条
ま
で
、
第
三
十
八
条
第

二
条
、
第
三
十
三
条
第

一
項
、
第
三
十
九
条
の
二
第
七

一
項
、
第
三
十
四
条
か

項
、
第
三
十
九
条
の
三
第
一
項

ら
第
三
十
七
条
ま
で
、

及
び
第
三
項
、
第
三
十
九
条
の

第
三
十
八
条
第
一
項
、

四
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及

第
三
十
九
条
の
二
第
七

び
第
五
項
、
第
三
十
九
条
の
五

項
、
第
三
十
九
条
の
三

、
第
三
十
九
条
の
六
第
一
項
か

第
一
項
及
び
第
三
項
、

ら
第
三
項
ま
で
、
第
三
十
九
条

第
三
十
九
条
の
四
第
一

の
七
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
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項
か
ら
第
三
項
ま
で
及

三
十
九
条
の
九
、
第
四
十
条
第

び
第
五
項
、
第
三
十
九

二
項
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十

条
の
五
、
第
三
十
九
条

二
条
第
一
項
、
第
四
十
三
条
の

の
六
第
一
項
か
ら
第
三

二
、
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第

項
ま
で
、
第
三
十
九
条

二
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
、

の
七
第
二
項
及
び
第
四

第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
か
ら

項
、
第
三
十
九
条
の
九

第
五
項
ま
で
、
第
四
十
五
条
第

、
第
四
十
条
第
二
項
、

一
項
、
第
四
十
五
条
の
二
第
二

第
四
十
一
条
、
第
四
十

項
、
第
四
十
六
条
、
第
四
十
七

二
条
第
一
項
、
第
四
十

条
第
三
項
、
第
四
十
七
条
の
二

三
条
の
二
、
第
四
十
四

第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
四
十

条
第
一
項
、
第
二
項
、

七
条
の
四
、
第
四
十
七
条
の
五

第
四
項
及
び
第
六
項
、

、
第
四
十
七
条
の
七
第
一
項
及

第
四
十
四
条
の
二
第
一

び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
の
八

項
か
ら
第
三
項
ま
で
、

第
一
項
、
第
四
十
七
条
の
十
一

第
五
項
及
び
第
六
項
、

第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十

第
四
十
四
条
の
三
第
一

八
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第

項
か
ら
第
五
項
ま
で
、

四
十
八
条
の
三
十
、
第
四
十
八

第
四
十
五
条
第
一
項
、

条
の
三
十
二
か
ら
第
四
十
八
条

第
四
十
五
条
の
二
第
二

の
三
十
四
ま
で
、
第
四
十
八
条

項
、
第
四
十
六
条
、
第

の
三
十
六
、
第
四
十
八
条
の
三

四
十
七
条
第
三
項
、
第

十
七
第
一
項
、
第
四
十
八
条
の

四
十
七
条
の
二
第
一
項

三
十
八
第
一
項
及
び
第
二
項
、

及
び
第
五
項
、
第
四
十

第
四
十
八
条
の
四
十
第
一
項
、

七
条
の
四
、
第
四
十
七

第
四
十
八
条
の
四
十
一
、
第
四

条
の
五
、
第
四
十
七
条

十
八
条
の
四
十
六
か
ら
第
四
十

の
七
第
一
項
及
び
第
二

八
条
の
四
十
八
ま
で
、
第
四
十

三

項
、
第
四
十
七
条
の
八

八
条
の
五
十
、
第
五
十
七
条
、

第
一
項
、
第
四
十
七
条

第
六
十
条
、
第
六
十
二
条
、
第

の
十
一
第
一
項
及
び
第

六
十
六
条
第
一
項
、
第
六
十
七

三
項
、
第
四
十
八
条
第

条
の
二
、
第
六
十
八
条
、
第
七

二
項
及
び
第
四
項
、
第

十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第

四
十
八
条
の
二
十
九
の

七
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
五
項

三
、
第
四
十
八
条
の
二

ま
で
、
第
七
十
二
条
の
二
第
一

十
九
の
四
、
第
四
十
八

項
及
び
第
二
項
、
第
九
十
一
条

条
の
二
十
九
の
五
第
一

第
二
項
、
第
九
十
二
条
第
四
項
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項
、
第
四
十
八
条
の
二

、
第
九
十
六
条
第
五
項
、
第
百

十
九
の
六
第
一
項
及
び

三
条
第
二
号
、
第
五
号
及
び
第

第
二
項
、
第
四
十
八
条

六
号
、
第
百
四
条
第
一
号
、
第

の
三
十
、
第
四
十
八
条

三
号
及
び
第
四
号
、
第
百
五
条

の
三
十
二
か
ら
第
四
十

、
第
百
六
条
第
一
号

八
条
の
三
十
四
ま
で
、

第
四
十
八
条
の
三
十
六

第
二
十
四
条

第
十
二
条
、
第
十
三
条

第
二
十
一
条
か
ら
第

、
第
四
十
八
条
の
三
十

第
三
項
、
第
十
七
条
第

二
十
二
条
の
二
ま
で

七
第
一
項
、
第
四
十
八

四
項
若
し
く
は
第
六
項

又
は
高
速
自
動
車
国

条
の
三
十
八
第
一
項
及

か
ら
第
八
項
ま
で
、
第

道
法
第
七
条
の
二
若

び
第
二
項
、
第
四
十
八

十
九
条
か
ら
第
二
十
二

し
く
は
第
八
条

条
の
四
十
第
一
項
、
第

条
の
二
ま
で
、
第
四
十

四
十
八
条
の
四
十
一
、

八
条
の
十
九
第
一
項
又

第
四
十
八
条
の
四
十
六

は
第
四
十
八
条
の
二
十

か
ら
第
四
十
八
条
の
四

二
第
一
項

十
八
ま
で
、
第
四
十
八

条
の
五
十
、
第
五
十
七

第
二
十
四
条
の
二
第
一
項

道
路
管
理
者
（
指
定
区

国

条
、
第
六
十
条
、
第
六

間
内
の
国
道
に
あ
つ
て

十
二
条
、
第
六
十
六
条

は
、
国
。
第
三
項
（
第

第
一
項
、
第
六
十
七
条

四
十
八
条
の
三
十
五
第

の
二
、
第
六
十
八
条
、

三
項
に
お
い
て
準
用
す

第
七
十
条
第
三
項
及
び

る
場
合
を
含
む
。
）
、

第
四
項
、
第
七
十
一
条

第
三
十
九
条
第
一
項
、

第
一
項
か
ら
第
五
項
ま

第
四
十
四
条
第
五
項
及

で
、
第
七
十
二
条
の
二

び
第
七
項
、
第
四
十
四

第
一
項
及
び
第
二
項
、

条
の
二
第
八
項
、
第
四

第
九
十
一
条
第
二
項
、

十
八
条
の
七
第
一
項
、

第
九
十
二
条
第
四
項
、

第
四
十
八
条
の
三
十
五

第
九
十
六
条
第
五
項
、

第
一
項
、
第
四
十
九
条

第
百
三
条
第
二
号
、
第

、
第
五
十
八
条
第
一
項

五
号
及
び
第
六
号
、
第

、
第
五
十
九
条
第
三
項

百
四
条
第
一
号
、
第
三

、
第
六
十
一
条
第
一
項

号
及
び
第
四
号
、
第
百

、
第
六
十
四
条
第
一
項

五
条
、
第
百
六
条
第
一

、
第
六
十
九
条
第
一
項

号

、
第
七
十
条
第
一
項
、

第
七
十
二
条
第
一
項
及
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第
二
十
四
条

第
十
二
条
、
第
十
三

第
二
十
一
条
か
ら
第

び
第
三
項
、
第
七
十
三

条
第
三
項
、
第
十
七

二
十
二
条
の
二
ま
で

条
第
一
項
か
ら
第
三
項

条
第
四
項
若
し
く
は

又
は
高
速
自
動
車
国

ま
で
、
第
八
十
五
条
第

第
六
項
か
ら
第
八
項

道
法
第
七
条
の
二
若

三
項
並
び
に
第
九
十
一

四

ま
で
、
第
十
九
条
か

し
く
は
第
八
条

条
第
三
項
に
お
い
て
同

ら
第
二
十
二
条
の
二

じ
。
）

ま
で
、
第
四
十
八
条

の
十
九
第
一
項
又
は

第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
、
第

道
路
管
理
者

国

第
四
十
八
条
の
二
十

三
十
九
条
第
一
項
、
第
四
十
四

二
第
一
項

条
第
五
項
及
び
第
七
項
、
第
四

十
四
条
の
二
第
八
項
、
第
五
十

第
二
十
四
条
の
二
第
一

道
路
管
理
者
（
指
定

国

八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第

項

区
間
内
の
国
道
に
あ

三
項
、
第
六
十
一
条
第
一
項
、

つ
て
は
、
国
。
第
三

第
六
十
九
条
第
一
項
、
第
七
十

項
（
第
四
十
八
条
の

二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第

三
十
五
第
三
項
に
お

七
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項

い
て
準
用
す
る
場
合

ま
で
、
第
九
十
一
条
第
三
項

を
含
む
。
）
、
第
三

十
九
条
第
一
項
、
第

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項

道
路
（
以
下

高
速
自
動
車
国
道
及

四
十
四
条
第
五
項
及

び
高
速
自
動
車
国
道

び
第
七
項
、
第
四
十

以
外
の
道
路
（
以
下

四
条
の
三
第
八
項
、

第
四
十
八
条
の
七
第

二
以
上
の
道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣
及
び

一
項
、
第
四
十
八
条

は
、
踏
切
道
密
接
関
連

道
路
管
理
者
は
、

の
三
十
五
第
一
項
、

道
路
（
踏
切
道
改
良
促

五

第
四
十
九
条
、
第
五

進
法
（
昭
和
三
十
六
年

十
八
条
第
一
項
、
第

法
律
第
百
九
十
五
号
）

五
十
九
条
第
三
項
、

第
三
条
第
一
項
に
規
定

第
六
十
一
条
第
一
項

す
る
踏
切
道
密
接
関
連

、
第
六
十
四
条
第
一

道
路
を
い
う
。
）
そ
の

項
、
第
六
十
九
条
第

他
の

一
項
、
第
七
十
条
第

一
項
、
第
七
十
二
条

第
三
十
八
条
第
二
項
、
第
七
十

道
路
管
理
者
が

国
土
交
通
大
臣
が

第
一
項
及
び
第
三
項

条
第
一
項

、
第
七
十
三
条
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で

第
三
十
八
条
第
二
項
、
第
三
十

当
該
道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣
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、
第
八
十
五
条
第
三

九
条
の
四
第
四
項
、
第
九
十
三

項
並
び
に
第
九
十
一

条

条
第
三
項
に
お
い
て

同
じ
。
）

第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
、
第

道
路
管
理
者
は

国
土
交
通
大
臣
は

三
十
九
条
の
四
第
四
項
、
第
四

第
二
十
四
条
の
二
第
三

道
路
管
理
者

国

十
七
条
の
八
第
二
項
、
第
四
十

項
、
第
三
十
九
条
第
一

八
条
の
三
十
八
第
三
項

項
、
第
四
十
四
条
第
五

項
及
び
第
七
項
、
第
四

第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
、
第

道
路
管
理
者
の

国
の

十
四
条
の
三
第
八
項
、

六
十
四
条
第
一
項

第
五
十
八
条
第
一
項
、

六

第
五
十
九
条
第
三
項
、

第
三
十
九
条
の
二
第
六
項

道
路
管
理
者
（
市
町
村

国
土
交
通
大
臣

第
六
十
一
条
第
一
項
、

で
あ
る
道
路
管
理
者
を

第
六
十
九
条
第
一
項
、

除
く
。
）

第
七
十
二
条
第
一
項
及

び
第
三
項
、
第
七
十
三

第
三
十
九
条
の
七
第
四
項

同
項
の
条
例
（
指
定
区

同
項
の
政
令

条
第
一
項
か
ら
第
三
項

間
内
の
国
道
に
あ
つ
て

ま
で
、
第
九
十
一
条
第

は
、
同
項
の
政
令
）

三
項

当
該
条
例
又
は
当
該
政

当
該
政
令

第
二
十
八
条
の
二
第
一

道
路
（
以
下

高
速
自
動
車
国
道
及

令

項

び
高
速
自
動
車
国
道

以
外
の
道
路
（
以
下

第
四
十
七
条
の
二
第
二
項

道
路
管
理
者
を
異
に
す

高
速
自
動
車
国
道
及

る
二
以
上
の
道
路
に
係

び
高
速
自
動
車
国
道

二
以
上
の
道
路
管
理

国
土
交
通
大
臣
及
び

る
も
の
で
あ
る
と
き
（

以
外
の
道
路
に
係
る

者
は
、
踏
切
道
密
接

道
路
管
理
者
は
、

国
土
交
通
省
令
で
定
め

も
の
で
あ
る
と
き

七

関
連
道
路
（
踏
切
道

る
場
合
を
除
く
。
）

改
良
促
進
法
（
昭
和

三
十
六
年
法
律
第
百

一
の
道
路
の
道
路
管
理

国
土
交
通
大
臣
又
は

九
十
五
号
）
第
三
条

者
が
行
う

一
の
道
路
の
道
路
管

第
一
項
に
規
定
す
る

理
者
が
行
う

踏
切
道
密
接
関
連
道

路
を
い
う
。
）
そ
の

当
該
一
の
道
路
の
道
路

国
土
交
通
大
臣
又
は

他
の

管
理
者

当
該
一
の
道
路
の
道

路
管
理
者

八

第
三
十
八
条
第
二
項
、

道
路
管
理
者
が

国
土
交
通
大
臣
が
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第
七
十
条
第
一
項

他
の
道
路
の
道
路
管
理

他
の
道
路
の
道
路
管

者

理
者
又
は
国
土
交
通

第
三
十
八
条
第
二
項
、

当
該
道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

大
臣

九

第
三
十
九
条
の
四
第
四

項
、
第
九
十
三
条

第
四
十
七
条
の
二
第
三
項

一
の
道
路
の
道
路
管
理

国
土
交
通
大
臣

者

第
三
十
九
条
の
二
第
一

道
路
管
理
者
は

国
土
交
通
大
臣
は

項
、
第
三
十
九
条
の
四

道
路
管
理
者
（
当
該
許

国

第
四
項
、
第
四
十
七
条

可
に
関
す
る
権
限
を
行

十

の
八
第
二
項
、
第
四
十

う
者
が
国
土
交
通
大
臣

八
条
の
二
十
九
の
六
第

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て

三
項
、
第
四
十
八
条
の

は
、
国
）

三
十
八
第
三
項

第
四
十
七
条
の
七
第
一
項
、
第

第
十
八
条
第
一
項

高
速
自
動
車
国
道
法

第
三
十
九
条
の
二
第
一

道
路
管
理
者
の

国
の

九
十
一
条
第
一
項

第
七
条
第
一
項

十
一

項
、
第
六
十
四
条
第
一

項

第
四
十
七
条
の
八
第
二
項
、
第

道
路
管
理
者
の

関
係
地
方
整
備
局
又

四
十
八
条
の
三
十
八
第
三
項

は
北
海
道
開
発
局
の

第
三
十
九
条
の
二
第
六

道
路
管
理
者
（
市
町

国
土
交
通
大
臣

十
二

項

村
で
あ
る
道
路
管
理

第
四
十
八
条
の
三
十
五
第
一
項

道
路
管
理
者
は

国
は

者
を
除
く
。
）

第
四
十
八
条
の
四
十
二
第
一
項

道
路
管
理
者
（
以
下
「

国
土
交
通
大
臣

第
三
十
九
条
の
七
第
四

同
項
の
条
例
（
指
定

同
項
の
政
令

特
定
道
路
管
理
者
」
と

項

区
間
内
の
国
道
に
あ

い
う
。
）

つ
て
は
、
同
項
の
政

十
三

令
）

第
四
十
八
条
の
四
十
二
第
二
項

特
定
道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

、
第
四
十
八
条
の
四
十
四
、
第

当
該
条
例
又
は
当
該

当
該
政
令

四
十
八
条
の
四
十
五

政
令

第
四
十
八
条
の
四
十
九

国
土
交
通
大
臣
又
は
道

国
土
交
通
大
臣

第
四
十
七
条
の
二
第
二

道
路
管
理
者
を
異
に

高
速
自
動
車
国
道
及

路
管
理
者

項

す
る
二
以
上
の
道
路

び
高
速
自
動
車
国
道

に
係
る
も
の
で
あ
る

以
外
の
道
路
に
係
る

第
六
十
条

こ
の
法
律

こ
の
法
律
及
び
高
速

と
き
（
国
土
交
通
省

も
の
で
あ
る
と
き

自
動
車
国
道
法

令
で
定
め
る
場
合
を

除
く
。
）

第
六
十
四
条
第
一
項

割
増
金
、
第
二
十
五
条

割
増
金
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の
規
定
に
基
づ
く
料
金

一
の
道
路
の
道
路
管

国
土
交
通
大
臣
又
は

十
四

理
者
が
行
う

一
の
道
路
の
道
路
管

道
路
管
理
者
又
は
第
十

国

理
者
が
行
う

三
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
指
定
区
間
内
の
国

当
該
一
の
道
路
の
道

国
土
交
通
大
臣
又
は

道
の
維
持
、
修
繕
及
び

路
管
理
者

当
該
一
の
道
路
の
道

災
害
復
旧
以
外
の
管
理

路
管
理
者

を
行
う
都
道
府
県
若
し

く
は
指
定
市

他
の
道
路
の
道
路
管

他
の
道
路
の
道
路
管

理
者

理
者
又
は
国
土
交
通

第
六
十
四
条
第
二
項

同
項
の
道
路
管
理
者

国

大
臣

第
七
十
条
第
一
項

道
路
管
理
者
は

国
は

第
四
十
七
条
の
二
第
三

一
の
道
路
の
道
路
管

国
土
交
通
大
臣

項

理
者

道
路
管
理
者
又
は

国
又
は

十
五

道
路
管
理
者
（
当
該

国

第
七
十
一
条
第
五
項

、
第
四
十
八
条
第
四
項

又
は
第
四
十
八
条
第

許
可
に
関
す
る
権
限

、
第
四
十
八
条
の
十
二

四
項

を
行
う
者
が
国
土
交

又
は
第
四
十
八
条
の
十

通
大
臣
で
あ
る
場
合

六

に
あ
つ
て
は
、
国
）

第
八
十
七
条
第
一
項

国
土
交
通
大
臣
及
び
道

国
土
交
通
大
臣

第
四
十
七
条
の
七
第
一

第
十
八
条
第
一
項

高
速
自
動
車
国
道
法

路
管
理
者

十
六

項
、
第
九
十
一
条
第
一

第
七
条
第
一
項

項

第
九
十
一
条
第
一
項

道
路
管
理
者
（
国
土
交

国
土
交
通
大
臣

通
大
臣
が
自
ら
道
路
の

第
四
十
七
条
の
八
第
二

道
路
管
理
者
の

関
係
地
方
整
備
局
又

新
設
又
は
改
築
を
行
う

項
、
第
四
十
八
条
の
二

は
北
海
道
開
発
局
の

場
合
に
お
け
る
国
土
交

十
七

十
九
の
六
第
三
項
、
第

通
大
臣
を
含
む
。
以
下

四
十
八
条
の
三
十
八
第

こ
の
条
及
び
第
九
十
六

三
項

条
第
五
項
後
段
に
お
い

て
同
じ
。
）

十
八

第
四
十
八
条
の
三
十
五

道
路
管
理
者
は

国
は

第
一
項

道
路
管
理
者
の

国
土
交
通
大
臣
の

第
四
十
八
条
の
四
十
二

道
路
管
理
者
（
以
下

国
土
交
通
大
臣

第
九
十
三
条

当
該
道
路
の
道
路
管
理

国
土
交
通
大
臣
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十
九

第
一
項

「
特
定
道
路
管
理
者

者

」
と
い
う
。
）

第
九
十
六
条
第
五
項

第
三
十
二
条
第
一
項
若

第
三
十
二
条
第
一
項

第
四
十
八
条
の
四
十
二

特
定
道
路
管
理
者

国
土
交
通
大
臣

し
く
は

又
は

二
十

第
二
項
、
第
四
十
八
条

の
四
十
四
、
第
四
十
八

又
は
第
四
十
八
条
の
五

の
規
定

条
の
四
十
五

第
一
項
若
し
く
は
第
三

項
の
規
定

二
十
一

第
四
十
八
条
の
四
十
九

国
土
交
通
大
臣
又
は

国
土
交
通
大
臣

道
路
管
理
者

第
百
五
条

、
第
四
十
八
条
第
四
項

若
し
く
は
第
四
十
八

、
第
四
十
八
条
の
十
二

条
第
四
項

二
十
二

第
六
十
条

こ
の
法
律

こ
の
法
律
及
び
高
速

若
し
く
は
第
四
十
八
条

自
動
車
国
道
法

の
十
六

第
六
十
四
条
第
一
項

割
増
金
、
第
二
十
五

割
増
金

条
の
規
定
に
基
づ
く

料
金

道
路
管
理
者
又
は
第

国

二
十
三

十
三
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
指
定
区
間

内
の
国
道
の
維
持
、

修
繕
及
び
災
害
復
旧

以
外
の
管
理
を
行
う

都
道
府
県
若
し
く
は

指
定
市

二
十
四

第
六
十
四
条
第
二
項

同
項
の
道
路
管
理
者

国

第
七
十
条
第
一
項

道
路
管
理
者
は

国
は

二
十
五

道
路
管
理
者
又
は

国
又
は

第
七
十
一
条
第
五
項

、
第
四
十
八
条
第
四

又
は
第
四
十
八
条
第

二
十
六

項
、
第
四
十
八
条
の

四
項

十
二
又
は
第
四
十
八
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条
の
十
六

二
十
七

第
八
十
七
条
第
一
項

国
土
交
通
大
臣
及
び

国
土
交
通
大
臣

道
路
管
理
者

第
九
十
一
条
第
一
項

道
路
管
理
者
（
国
土

国
土
交
通
大
臣

交
通
大
臣
が
自
ら
道

路
の
新
設
又
は
改
築

を
行
う
場
合
に
お
け

る
国
土
交
通
大
臣
を

二
十
八

含
む
。
以
下
こ
の
条

及
び
第
九
十
六
条
第

五
項
後
段
に
お
い
て

同
じ
。
）

道
路
管
理
者
の

国
土
交
通
大
臣
の

二
十
九

第
九
十
三
条

当
該
道
路
の
道
路
管

国
土
交
通
大
臣

理
者

第
九
十
六
条
第
五
項

第
三
十
二
条
第
一
項

第
三
十
二
条
第
一
項

若
し
く
は

又
は

三
十

又
は
第
四
十
八
条
の

の
規
定

五
第
一
項
若
し
く
は

第
三
項
の
規
定

第
百
五
条

、
第
四
十
八
条
第
四

若
し
く
は
第
四
十
八

三
十
一

項
、
第
四
十
八
条
の

条
第
四
項

十
二
若
し
く
は
第
四

十
八
条
の
十
六
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○
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
）

（
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
）

第
三
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
で
政
令
で
定
め

第
三
条

法
第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
法
令
に
基
づ
く
制
限
で
政
令
で
定
め

る
も
の
は
、
宅
地
又
は
建
物
の
貸
借
の
契
約
以
外
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
次
に

る
も
の
は
、
宅
地
又
は
建
物
の
貸
借
の
契
約
以
外
の
契
約
に
つ
い
て
は
、
次
に

掲
げ
る
法
律
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
を
含

掲
げ
る
法
律
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
及
び
条
例
の
規
定
を
含

む
。
）
に
基
づ
く
制
限
で
当
該
宅
地
又
は
建
物
に
係
る
も
の
及
び
都
市
計
画
法

む
。
）
に
基
づ
く
制
限
で
当
該
宅
地
又
は
建
物
に
係
る
も
の
及
び
都
市
計
画
法

施
行
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

施
行
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
緑
地
地
域
内
に
お
け
る
建
築
物
又

り
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
緑
地
地
域
内
に
お
け
る
建
築
物
又

は
土
地
に
関
す
る
工
事
若
し
く
は
権
利
に
関
す
る
制
限
（
同
法
第
二
十
六
条
及

は
土
地
に
関
す
る
工
事
若
し
く
は
権
利
に
関
す
る
制
限
（
同
法
第
二
十
六
条
及

び
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
る

び
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
で
当
該
宅
地
又
は
建
物
に
係
る
も
の
と
す
る

も
の
と
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
で
当
該
宅
地
又
は
建
物
に
係
る
も
の
と
す
る

。

。

一
～
二
十
四
の
二

（
略
）

一
～
二
十
四
の
二

（
略
）

二
十
五

道
路
法
第
四
十
七
条
の
九
、
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
七
、
第
四
十

二
十
五

道
路
法
第
四
十
七
条
の
九
、
第
四
十
八
条
の
三
十
九
及
び
第
九
十
一

八
条
の
三
十
九
及
び
第
九
十
一
条
第
一
項

条
第
一
項

二
十
五
の
二

踏
切
道
改
良
促
進
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）

（
新
設
）

第
十
条

二
十
六
～
三
十
七

（
略
）

二
十
六
～
三
十
七

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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○
山
村
振
興
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
三
十
一
号
）
（
抄
）
（
第
五
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
基
幹
道
路
の
指
定
等
）

（
基
幹
道
路
の
指
定
等
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
が
代
わ
つ
て
行
う
権
限
は
、
第
二
項
前
段
の
規

４

前
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
の
権
限
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る

定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
告
示

工
事
の
開
始
の
日
か
ら
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
こ

さ
れ
た
当
該
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
三
十

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
及
び

八
号
及
び
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
完
了
又
は
廃
止

第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
当
該
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に
お

の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

５

都
道
府
県
は
、
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
道
の
道
路
管
理

５

都
道
府
県
は
、
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
道
の
道
路
管
理

者
に
代
わ
つ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
、
第
三
十
二
号
又

者
に
代
わ
つ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
又
は
第
三
十
一
号

は
第
三
十
四
号
（
い
ず
れ
も
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
項
に
お
い

（
い
ず
れ
も
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

て
同
じ
。
）
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該

掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
市
町
村
道
の
道

市
町
村
道
の
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

都
道
府
県
は
、
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
道
の
道
路
管
理

６

都
道
府
県
は
、
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
道
の
道
路
管
理

者
に
代
わ
つ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
六
号
、
第
七
号
、

者
に
代
わ
つ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
六
号
、
第
七
号
、

第
九
号
、
第
十
二
号
（
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十

第
九
号
、
第
十
二
号
（
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十

九
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

九
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
入
札
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
入
札
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

二
十
四
号
、
第
二
十
五
号
（
道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に

二
十
四
号
、
第
二
十
五
号
（
道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
公
募
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
二
号
、
第
三

よ
る
公
募
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
一
号
、
第
三

十
四
号
、
第
三
十
五
号
（
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に

十
二
号
（
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ

よ
る
許
可
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
三
号
（
道

三
十
六
号
（
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が

路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
つ
た
も
の
と

あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
第
四
十
三
号

み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
第
四
十
号
に
掲
げ
る
権
限
を

に
掲
げ
る
権
限
を
行
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
市
町
村
道
の

行
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
市
町
村
道
の
道
路
管
理
者
に
通

道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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○
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
六
十
七
号
）
（
抄
）
（
第
六
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
）

（
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
）

第
一
条

（
略
）

第
一
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
に
規
定
す
る
道
府
県
が
代
わ
つ
て
行
う
権
限
は
、
第
一
項
前
段
の
規
定

３

前
項
に
規
定
す
る
道
府
県
の
権
限
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
工

に
よ
り
告
示
さ
れ
た
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ

事
の
開
始
の
日
か
ら
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
こ
と

れ
た
当
該
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る

が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
三
十
八

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
及
び
第

号
及
び
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の

四
十
二
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
当
該
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い

日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

道
府
県
は
、
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
道
の
道
路
管
理
者

４

道
府
県
は
、
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
道
の
道
路
管
理
者

に
代
わ
つ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
、
第
三
十
二
号
又
は

に
代
わ
つ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
又
は
第
三
十
一
号
（

第
三
十
四
号
（
い
ず
れ
も
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て

い
ず
れ
も
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
掲

同
じ
。
）
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
市

げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
市
町
村
道
の
道
路

町
村
道
の
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

道
府
県
は
、
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
道
の
道
路
管
理
者

５

道
府
県
は
、
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
道
の
道
路
管
理
者

に
代
わ
つ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
六
号
、
第
七
号
、
第

に
代
わ
つ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
六
号
、
第
七
号
、
第

九
号
、
第
十
二
号
（
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
九

九
号
、
第
十
二
号
（
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
九

条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
の
規
定
に
よ
る
入
札
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二

。
）
の
規
定
に
よ
る
入
札
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二

十
四
号
、
第
二
十
五
号
（
道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

十
四
号
、
第
二
十
五
号
（
道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
公
募
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
二
号
、
第
三
十

る
公
募
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
一
号
、
第
三
十

四
号
、
第
三
十
五
号
（
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ

二
号
（
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
つ

る
許
可
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三

た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
三
号
（
道
路

十
六
号
（
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ

法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
つ
た
も
の
と
み

つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
第
四
十
三
号
に

な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
第
四
十
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行

掲
げ
る
権
限
を
行
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
市
町
村
道
の
道

つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
市
町
村
道
の
道
路
管
理
者
に
通
知

路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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○
半
島
振
興
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
一
年
政
令
第
二
百
四
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
七
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
基
幹
的
な
市
町
村
道
等
の
指
定
等
）

（
基
幹
的
な
市
町
村
道
等
の
指
定
等
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
が
代
わ
つ
て
行
う
権
限
は
、
第
二
項
前
段
の
規

４

前
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
の
権
限
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る

定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
告
示

工
事
の
開
始
の
日
か
ら
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
こ

さ
れ
た
当
該
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
三
十

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
及
び

八
号
及
び
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
完
了
又
は
廃
止

第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
当
該
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に
お

の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

５

都
道
府
県
は
、
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
道
の
道
路
管
理

５

都
道
府
県
は
、
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
道
の
道
路
管
理

者
に
代
わ
つ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
、
第
三
十
二
号
又

者
に
代
わ
つ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
又
は
第
三
十
一
号

は
第
三
十
四
号
（
い
ず
れ
も
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
項
に
お
い

（
い
ず
れ
も
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

て
同
じ
。
）
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該

掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
市
町
村
道
の
道

市
町
村
道
の
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

都
道
府
県
は
、
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
道
の
道
路
管
理

６

都
道
府
県
は
、
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
道
の
道
路
管
理

者
に
代
わ
つ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
六
号
、
第
七
号
、

者
に
代
わ
つ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
六
号
、
第
七
号
、

第
九
号
、
第
十
二
号
（
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十

第
九
号
、
第
十
二
号
（
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十

九
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

九
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
入
札
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
入
札
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

二
十
四
号
、
第
二
十
五
号
（
道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に

二
十
四
号
、
第
二
十
五
号
（
道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
公
募
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
二
号
、
第
三

よ
る
公
募
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
一
号
、
第
三

十
四
号
、
第
三
十
五
号
（
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に

十
二
号
（
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ

よ
る
許
可
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
三
号
（
道

三
十
六
号
（
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が

路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
つ
た
も
の
と

あ
つ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
第
四
十
三
号

み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
第
四
十
号
に
掲
げ
る
権
限
を

に
掲
げ
る
権
限
を
行
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
市
町
村
道
の

行
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
市
町
村
道
の
道
路
管
理
者
に
通

道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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○
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
二
号
）
（
抄
）
（
第
八
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
県
道
又
は
市
町
村
道
に
係
る
直
轄
工
事
）

（
県
道
又
は
市
町
村
道
に
係
る
直
轄
工
事
）

第
三
十
三
条

（
略
）

第
三
十
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示

３

前
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示

す
る
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行

す
る
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行

う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第

う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第

四
十
一
号
及
び
第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
完
了
又
は

三
十
八
号
及
び
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
完
了
又
は

廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
百
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
百
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代

わ
っ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
、
第
三
十
二
号
又
は
第
三

わ
っ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
又
は
第
三
十
一
号
（
い
ず

十
四
号
（
い
ず
れ
も
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
権
限
を

れ
も
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る

行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
百
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
百
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代

わ
っ
て
道
路
法
施
行
令
第
六
条
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
っ
た
と
き
は

わ
っ
て
道
路
法
施
行
令
第
六
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
っ
た
と
き
は

、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

（
略
）

６

（
略
）
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○
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
号
）
（
抄
）
（
第
九
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
）

（
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２

機
構
は
、
前
項
第
一
号
（
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
六
号
か
ら
第
九

２

機
構
は
、
前
項
第
一
号
（
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
六
号
か
ら
第
九

号
ま
で
に
係
る
部
分
、
同
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
入
札
占
用
指
針
の
策
定
に

号
ま
で
に
係
る
部
分
、
同
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
入
札
占
用
指
針
の
策
定
に

係
る
部
分
、
同
項
第
二
十
五
号
に
規
定
す
る
公
募
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部

係
る
部
分
、
同
項
第
二
十
五
号
に
規
定
す
る
公
募
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部

分
並
び
に
同
項
第
三
十
五
号
及
び
第
三
十
六
号
に
規
定
す
る
道
路
法
第
三
十
二

分
並
び
に
同
項
第
三
十
二
号
及
び
第
三
十
三
号
に
規
定
す
る
道
路
法
第
三
十
二

条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協

条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協

議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
五
号
、
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
、
第
十
三

議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
五
号
、
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
、
第
十
三

号
、
第
十
四
号
（
意
見
の
聴
取
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
十
六
号
、
第
十

号
、
第
十
四
号
（
意
見
の
聴
取
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
十
六
号
、
第
十

七
号
又
は
第
二
十
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
は
、
道
路
管
理

七
号
又
は
第
二
十
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
は
、
道
路
管
理

者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

機
構
は
、
第
一
項
第
一
号
（
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
、

３

機
構
は
、
第
一
項
第
一
号
（
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
及

第
三
十
二
号
及
び
第
三
十
四
号
に
規
定
す
る
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
に
限
る

び
第
三
十
一
号
に
規
定
す
る
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る

。
）
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
道
路
管
理
者

権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か

の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

機
構
は
、
第
一
項
第
一
号
（
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
、

４

機
構
は
、
第
一
項
第
一
号
（
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
及

第
三
十
二
号
及
び
第
三
十
四
号
に
規
定
す
る
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
並
び
に

び
第
三
十
一
号
に
規
定
す
る
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
並
び
に
同
項
第
四
十
号

同
項
第
四
十
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
号
、
第
七
号
、
第
十
二
号

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
号
、
第
七
号
、
第
十
二
号
、
第
十
四
号
（
意

、
第
十
四
号
（
意
見
の
聴
取
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
十
五
号
、
第
十
八

見
の
聴
取
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
十
五
号
、
第
十
八
号
、
第
二
十
一
号

号
、
第
二
十
一
号
に
掲
げ
る
権
限
又
は
第
二
項
の
権
限
を
行
っ
た
場
合
に
は
、

若
し
く
は
第
二
十
二
号
に
掲
げ
る
権
限
又
は
第
二
項
の
権
限
を
行
っ
た
場
合
に

遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
権
限
の
代
行
の
期
間
）

（
権
限
の
代
行
の
期
間
）

第
十
一
条

第
七
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
特
定
公
共
施
設
の
管

第
十
一
条

第
七
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
特
定
公
共
施
設
の
管

理
者
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
法
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
告

理
者
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
法
第
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
告

さ
れ
た
特
定
公
共
施
設
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
同
条
第
五
項
（
法
第
二
十
条
第

さ
れ
る
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
同
条
第
五
項
（
法
第
二
十
条
第
二
項
に
お
い
て

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
公
告
さ
れ
た
当

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
公
告
さ
れ
る
工
事
の
完
了
又
は

該
特
定
公
共
施
設
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が

廃
止
の
日
ま
で
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
に
掲

で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
当
該
完
了

げ
る
権
限
は
、
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き

又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

る
。

一

第
七
条
第
一
項
第
一
号
（
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
及

一

第
七
条
第
一
項
第
一
号
（
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
三
十
八
号
及
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び
第
四
十
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
号
（
損
失
の
補
償
に
係

び
第
三
十
九
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
三
号
（
損
失
の
補
償
に
係

る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
権
限

る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
権
限

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）
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○
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
二
号
）
（
抄
）
（
第
十
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
貸
付
料
と
併
せ
て
機
構
の
業
務
に
要
す
る
費
用
等
を
償
う
収
入
の
範
囲
）

（
貸
付
料
と
併
せ
て
機
構
の
業
務
に
要
す
る
費
用
等
を
償
う
収
入
の
範
囲
）

第
三
条

法
第
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
収
入
は
、
次
に
掲
げ
る
収
入
と

第
三
条

法
第
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
収
入
は
、
次
に
掲
げ
る
収
入
と

す
る
。

す
る
。

一

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
八
条
第
一
項

一

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
八
条
第
一
項

第
二
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）

第
二
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）

第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の

第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
道
路
管
理
者
の

権
限
を
機
構
が
代
わ
っ
て
行
っ
た
場
合
に
お
け
る
同
条
第
七
項
の
規
定
に
基

権
限
を
機
構
が
代
わ
っ
て
行
っ
た
場
合
に
お
け
る
同
条
第
七
項
の
規
定
に
基

づ
く
負
担
金

づ
く
負
担
金

二
～
九

（
略
）

二

～
九

（
略
）
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○
日
本
道
路
公
団
等
の
民
営
化
に
伴
う
経
過
措
置
及
び
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
三
号
）
（
抄
）
（
第
十
一
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
管
理
有
料
高
速
道
路
に
係
る
新
特
別
措
置
法
等
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の

（
管
理
有
料
高
速
道
路
に
係
る
新
特
別
措
置
法
等
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の

技
術
的
読
替
え
）

技
術
的
読
替
え
）

第
六
条

法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
日
本
道
路
公
団
等
の
民
営
化
に

第
六
条

法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
日
本
道
路
公
団
等
の
民
営
化
に

伴
う
道
路
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

伴
う
道
路
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

の
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
特
別
措
置
法
」
と
い

の
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
特
別
措
置
法
」
と
い

う
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と

う
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と

す
る
。

す
る
。

読
み
替
え
る
新
特
別
措
置
法
の

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

読
み
替
え
る
新
特
別
措
置
法
の

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

規
定

規
定

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
九
条
第
一
項
第
十
号
及
び
第

第
四
十
四
条
の
三
第
一

第
四
十
四
条
の
三
第

第
九
条
第
一
項
第
十
号
及
び
第

第
四
十
四
条
の
二
第
一

第
四
十
四
条
の
二
第

十
項

項
（
同
法
第
九
十
一
条

一
項

十
項

項
（
同
法
第
九
十
一
条

一
項

第
二
項
に
お
い
て
準
用

第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）

す
る
場
合
を
含
む
。
）

同
法
第
四
十
四
条
の
三

同
条
第
四
項

同
法
第
四
十
四
条
の
二

同
条
第
四
項

第
四
項
（
同
法
第
九
十

第
四
項
（
同
法
第
九
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て

一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む

準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）

。
）

同
法
第
四
十
四
条
の
三

同
条
第
五
項

同
法
第
四
十
四
条
の
二

同
条
第
五
項

第
五
項
（
同
法
第
九
十

第
五
項
（
同
法
第
九
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て

一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む

準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）

。
）

第
九
条
第
一
項
第
十
号

同
法
第
四
十
四
条
の
三

同
条
第
二
項

第
九
条
第
一
項
第
十
号

同
法
第
四
十
四
条
の
二

同
条
第
二
項
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第
二
項
（
同
法
第
九
十

第
二
項
（
同
法
第
九
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て

一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む

準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）

。
）

同
法
第
四
十
四
条
の
三

同
条
第
三
項

同
法
第
四
十
四
条
の
二

同
条
第
三
項

第
三
項
（
同
法
第
九
十

第
三
項
（
同
法
第
九
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て

一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む

準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）

。
）

第
九
条
第
一
項
第
十
一
号

前
条
第
一
項
第
二
十
五

道
路
法
第
四
十
五
条

第
九
条
第
一
項
第
十
一
号

前
条
第
一
項
第
二
十
五

道
路
法
第
四
十
五
条

号
の
規
定
に
よ
り
機
構

第
一
項
、
第
四
十
七

号
の
規
定
に
よ
り
機
構

第
一
項
、
第
四
十
七

条
の
五
及
び
第
四
十

条
の
五
及
び
第
四
十

八
条
の
十
一
第
二
項

八
条
の
十
一
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
設
け

の
規
定
に
よ
り
設
け

る
べ
き
も
の
と
し
て

る
べ
き
も
の
と
し
て

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者

道
路
法
第
四
十
五
条
第

こ
れ
ら

道
路
法
第
四
十
五
条
第

こ
れ
ら

一
項
、
第
四
十
七
条
の

一
項
、
第
四
十
七
条
の

五
、
第
四
十
八
条
の
十

五
及
び
第
四
十
八
条
の

一
第
二
項
及
び
第
四
十

十
一
第
二
項

八
条
の
二
十
九
の
四

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
三
十
条
第
一
項
第
五
号
の
二

第
四
十
四
条
の
二
第
一

第
四
十
四
条
の
二
第

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）

項
（
同
法
第
九
十
一
条

一
項

第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
四
十
六
条
第
一
項

機
構
又
は
当
該
会
社
に

当
該
管
理
有
料
高
速

第
四
十
六
条
第
一
項

機
構
又
は
当
該
会
社
に

当
該
管
理
有
料
高
速

対
し
て
、
公
社
管
理
道

道
路
承
継
会
社

対
し
て
、
公
社
管
理
道

道
路
承
継
会
社
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路
（
指
定
市
の
市
道
以

路
（
指
定
市
の
市
道
以

外
の
市
町
村
道
（
指
定

外
の
市
町
村
道
（
指
定

都
市
高
速
道
路
を
除
く

都
市
高
速
道
路
を
除
く

。
以
下
こ
の
項
、
第
四

。
以
下
こ
の
項
、
第
四

十
八
条
第
一
項
及
び
第

十
八
条
第
一
項
及
び
第

五
十
三
条
第
二
項
に
お

五
十
三
条
に
お
い
て
同

い
て
同
じ
。
）
を
除
く

じ
。
）
を
除
く
。
）
に

。
）
に
関
し
当
該
地
方

関
し
当
該
地
方
道
路
公

道
路
公
社
に
対
し
て
、

社
に
対
し
て
、
都
道
府

都
道
府
県
知
事
は
、
公

県
知
事
は
、
公
社
管
理

社
管
理
道
路
（
指
定
市

道
路
（
指
定
市
の
市
道

の
市
道
以
外
の
市
町
村

以
外
の
市
町
村
道
に
限

道
に
限
る
。
）
に
関
し

る
。
）
に
関
し
当
該
地

当
該
地
方
道
路
公
社

方
道
路
公
社

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

２

法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
新
特
別
措
置

２

法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
新
特
別
措
置

法
第
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八

法
第
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八

十
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と

十
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と

す
る
。

す
る
。

読
み
替
え
る
道
路
法
の
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

読
み
替
え
る
道
路
法
の
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
三
十
一
条
第
三
項

当
該
道
路
の
道
路
管
理

管
理
有
料
高
速
道
路

第
三
十
一
条
第
三
項

当
該
道
路
の
道
路
管
理

管
理
有
料
高
速
道
路

者
又
は

承
継
会
社
又
は

者
又
は

承
継
会
社
又
は

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

な
ら
な
い

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

な
ら
な
い

に
お
い
て
、
当
該
道
路

に
お
い
て
、
当
該
道
路

の
道
路
管
理
者
は
、
意

の
道
路
管
理
者
は
、
意

見
を
提
出
し
よ
う
と
す

見
を
提
出
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
指
定
区
間

る
と
き
は
、
指
定
区
間

外
の
国
道
に
あ
つ
て
は

外
の
国
道
に
あ
つ
て
は

当
該
道
路
管
理
者
で
あ

道
路
管
理
者
で
あ
る
都
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る
都
道
府
県
の
議
会
に

道
府
県
の
議
会
に
諮
問

諮
問
し
、
そ
の
他
の
道

し
、
そ
の
他
の
道
路
に

路
に
あ
つ
て
は
当
該
道

あ
つ
て
は
当
該
道
路
管

路
管
理
者
で
あ
る
地
方

理
者
で
あ
る
地
方
公
共

公
共
団
体
の
議
会
の
議

団
体
の
議
会
の
議
決
を

決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら

経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
い

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
か
ら

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
又
は
管

第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
か
ら

道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
又
は
管

第
五
項
ま
で
及
び
第
八
項
、
第

理
有
料
高
速
道
路
承

第
五
項
ま
で
及
び
第
八
項
、
第

理
有
料
高
速
道
路
承

六
十
七
条
の
二
第
二
項
か
ら
第

継
会
社

六
十
七
条
の
二
第
二
項
か
ら
第

継
会
社

五
項
ま
で
、
第
九
十
五
条
の
二

五
項
ま
で
、
第
九
十
五
条
の
二

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）
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○
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
等
に
係
る
工
事
の
国
等
に
よ
る
代
行
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
百
十

四
号
）
（
抄
）
（
第
十
二
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
特
定
災
害
復
旧
等
道
路
工
事
に
係
る
権
限
の
代
行
）

（
特
定
災
害
復
旧
等
道
路
工
事
に
係
る
権
限
の
代
行
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２

法
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
同
条
第
一
項
の
被
災
地

２

法
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
同
条
第
一
項
の
被
災
地

方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政

方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政

令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
並
び
に
道
路
法
（

令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
権
限
並
び
に
道
路
法
（

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
四
条
の
三
第
七
項
、
第
五
十
八
条

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
四
条
の
二
第
七
項
、
第
五
十
八
条

か
ら
第
六
十
二
条
ま
で
及
び
地
方
道
路
公
社
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十

か
ら
第
六
十
二
条
ま
で
及
び
地
方
道
路
公
社
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十

二
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
を
徴
収
す
る
権
限
と
す
る
。

二
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
を
徴
収
す
る
権
限
と
す
る
。

３

前
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
示

３

前
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
示

す
る
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
に
限
り
行
う
こ

す
る
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
に
限
り
行
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
四
十

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
三
十

一
号
及
び
第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
権
限
並
び
に
前
項
に
規
定
す
る
負
担
金
を
徴

八
号
及
び
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
権
限
並
び
に
前
項
に
規
定
す
る
負
担
金
を
徴

収
す
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う

収
す
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
被
災

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
被
災

地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
、
第

地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
又
は

三
十
二
号
又
は
第
三
十
四
号
（
い
ず
れ
も
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
に
限
る
。

第
三
十
一
号
（
い
ず
れ
も
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か

同
じ
。
）
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
被

じ
め
、
当
該
被
災
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

災
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
被
災

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
被
災

地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
六
号

地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
六
号

、
第
七
号
、
第
九
号
、
第
十
二
号
（
道
路
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
（
同
法

、
第
七
号
、
第
九
号
、
第
十
二
号
（
道
路
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
（
同
法

第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
入

第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
入

札
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
四
号
、
第
二
十
五
号

札
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
四
号
、
第
二
十
五
号

（
道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
募
占
用
指
針
の
策

（
道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
募
占
用
指
針
の
策

定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
二
号
、
第
三
十
四
号
、
第
三
十
五
号
（

定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
一
号
、
第
三
十
二
号
（
道
路
法
第
三
十

道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
っ
た
も
の

二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る

と
み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
六
号
（
道
路
法
第
三

協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
三
号
（
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項

十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ

又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る

る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
第
四
十
三
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
っ
た

部
分
に
限
る
。
）
又
は
第
四
十
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
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と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
被
災
地
方
公
共
団
体
に
通
知
し
な
け
れ

く
、
そ
の
旨
を
当
該
被
災
地
方
公
共
団
体
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。
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○
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
百
十
五
号
）
（
抄
）
（
第
十
三
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
復
興
道
路
工
事
に
係
る
権
限
の
代
行
）

（
復
興
道
路
工
事
に
係
る
権
限
の
代
行
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２

法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
同
条
第
一
項
の
地
方

２

法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
同
条
第
一
項
の
地
方

公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令

公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令

第
四
百
七
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
五
十
号
ま
で

第
四
百
七
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
四
十
七
号
ま

に
掲
げ
る
権
限
並
び
に
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十

で
に
掲
げ
る
権
限
並
び
に
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四

四
条
の
三
第
七
項
、
第
五
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
三
項
、
第
六
十
条

十
四
条
の
二
第
七
項
、
第
五
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
三
項
、
第
六
十

た
だ
し
書
、
第
六
十
一
条
第
一
項
及
び
第
六
十
二
条
後
段
並
び
に
地
方
道
路
公

条
た
だ
し
書
、
第
六
十
一
条
第
一
項
及
び
第
六
十
二
条
後
段
並
び
に
地
方
道
路

社
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
負
担

公
社
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
負

金
を
徴
収
す
る
権
限
と
す
る
。

担
金
を
徴
収
す
る
権
限
と
す
る
。

３

前
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示

３

前
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示

す
る
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
に
限
り
行
う
こ

す
る
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
に
限
り
行
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
四
十

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
三
十

一
号
若
し
く
は
第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
権
限
又
は
前
項
に
規
定
す
る
負
担
金
を

八
号
若
し
く
は
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
権
限
又
は
前
項
に
規
定
す
る
負
担
金
を

徴
収
す
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行

徴
収
す
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

う
こ
と
が
で
き
る
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
地

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
地

方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
、
第
三

方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
又
は
第

十
二
号
又
は
第
三
十
四
号
（
い
ず
れ
も
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次

三
十
一
号
（
い
ず
れ
も
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

じ
。
）
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
地
方

め
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
共
団
体
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
地

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
地

方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
六
号
、

方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
六
号
、

第
七
号
、
第
九
号
、
第
十
二
号
（
道
路
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第

第
七
号
、
第
九
号
、
第
十
二
号
（
道
路
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第

九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
入
札

九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
入
札

占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
四
号
、
第
二
十
五
号
（

占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
四
号
、
第
二
十
五
号
（

道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
募
占
用
指
針
の
策
定

道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
募
占
用
指
針
の
策
定

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
二
号
、
第
三
十
四
号
、
第
三
十
五
号
（
道

に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
一
号
、
第
三
十
二
号
（
道
路
法
第
三
十
二

路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と

条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協

み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
六
号
（
道
路
法
第
三
十

議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
三
号
（
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又

二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る

は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
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協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
第
四
十
三
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
っ
た
と

分
に
限
る
。
）
又
は
第
四
十
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く

き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
地
方
公
共
団
体
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

、
そ
の
旨
を
当
該
地
方
公
共
団
体
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
い
。
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○
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
二
百
三
十
七
号
）
（
抄
）
（
第
十
四
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
特
定
災
害
復
旧
等
道
路
工
事
に
係
る
権
限
の
代
行
）

（
特
定
災
害
復
旧
等
道
路
工
事
に
係
る
権
限
の
代
行
）

第
十
七
条

（
略
）

第
十
七
条

（
略
）

２

法
第
四
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
同
条
第
一
項
の
被

２

法
第
四
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
同
条
第
一
項
の
被

災
地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七

災
地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七

年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
並
び
に
道
路

年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
並
び
に
道
路

法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
四
条
の
三
第
七
項
、
第
五
十

法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
四
条
の
二
第
七
項
、
第
五
十

八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
三
項
、
第
六
十
条
た
だ
し
書
、
第
六
十
一
条
第

八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
三
項
、
第
六
十
条
た
だ
し
書
、
第
六
十
一
条
第

一
項
及
び
第
六
十
二
条
後
段
並
び
に
地
方
道
路
公
社
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律

一
項
及
び
第
六
十
二
条
後
段
並
び
に
地
方
道
路
公
社
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律

第
八
十
二
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
を
徴
収
す
る
権
限
と
す
る

第
八
十
二
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
を
徴
収
す
る
権
限
と
す
る

。

。

３

前
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示

３

前
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示

さ
れ
た
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
に
限
り
行
う

さ
れ
た
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
に
限
り
行
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
四

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
三

十
一
号
若
し
く
は
第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
権
限
又
は
前
項
に
規
定
す
る
負
担
金

十
八
号
若
し
く
は
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
権
限
又
は
前
項
に
規
定
す
る
負
担
金

を
徴
収
す
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も

を
徴
収
す
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
四
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
四
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の

被
災
地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号

被
災
地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号

、
第
三
十
二
号
又
は
第
三
十
四
号
（
い
ず
れ
も
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
に
限

又
は
第
三
十
一
号
（
い
ず
れ
も
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
項
に
お

る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ

い
て
同
じ
。
）
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当

ら
か
じ
め
、
当
該
被
災
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

該
被
災
地
方
公
共
団
体
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
四
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
四
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の

被
災
地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第

被
災
地
方
公
共
団
体
に
代
わ
っ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第

六
号
、
第
七
号
、
第
九
号
、
第
十
二
号
（
道
路
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
（

六
号
、
第
七
号
、
第
九
号
、
第
十
二
号
（
道
路
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
（

同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

る
入
札
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
四
号
、
第
二
十

る
入
札
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
四
号
、
第
二
十

五
号
（
道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
募
占
用
指
針

五
号
（
道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
募
占
用
指
針

の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
二
号
、
第
三
十
四
号
、
第
三
十
五

の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
一
号
、
第
三
十
二
号
（
道
路
法
第

号
（
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
っ
た

三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ

も
の
と
み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
六
号
（
道
路
法

れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
三
号
（
道
路
法
第
三
十
二
条
第

第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な

一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協
議
に
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さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
第
四
十
三
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行

係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は
第
四
十
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
っ
た
と
き
は
、
遅

っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
被
災
地
方
公
共
団
体
に
通
知
し
な

滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
被
災
地
方
公
共
団
体
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。
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○
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
令
和
三
年
政
令
第
百
三
十
七
号
）
（
抄
）
（
第
十
五
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
基
幹
道
路
の
指
定
等
）

（
基
幹
道
路
の
指
定
等
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
の
権
限
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

４

前
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
の
権
限
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す

る
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行

る
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
工
事
の
完
了
又
は
廃
止
の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行

う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項

う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項

第
四
十
一
号
及
び
第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
完
了

第
三
十
八
号
及
び
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
完
了

又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

又
は
廃
止
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

５

都
道
府
県
は
、
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
道
の
道
路
管

５

都
道
府
県
は
、
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
道
の
道
路
管

理
者
に
代
わ
っ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
、
第
三
十
二

理
者
に
代
わ
っ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
四
号
又
は
第
三
十

号
又
は
第
三
十
四
号
（
い
ず
れ
も
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
項

一
号
（
い
ず
れ
も
協
定
の
締
結
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

。
）
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
市
町

め
、
当
該
市
町
村
道
の
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

村
道
の
道
路
管
理
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

都
道
府
県
は
、
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
道
の
道
路
管

６

都
道
府
県
は
、
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
道
の
道
路
管

理
者
に
代
わ
っ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
六
号
、
第
七

理
者
に
代
わ
っ
て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
六
号
、
第
七

号
、
第
九
号
、
第
十
二
号
（
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）

号
、
第
九
号
、
第
十
二
号
（
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）

第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
（
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
入
札
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
入
札
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
、
第
二
十
四
号
、
第
二
十
五
号
（
道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
三
第

る
。
）
、
第
二
十
四
号
、
第
二
十
五
号
（
道
路
法
第
四
十
八
条
の
二
十
三
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
公
募
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
公
募
占
用
指
針
の
策
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

三
十
二
号
、
第
三
十
四
号
、
第
三
十
五
号
（
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又

三
十
一
号
、
第
三
十
二
号
（
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規

は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る

定
に
よ
る
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。

部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
六
号
（
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三

）
、
第
三
十
三
号
（
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ

項
の
規
定
に
よ
る
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に

る
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
又
は

限
る
。
）
又
は
第
四
十
三
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く

第
四
十
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該

、
そ
の
旨
を
当
該
市
町
村
道
の
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

市
町
村
道
の
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。
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○
道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
六
十
一
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
）

（
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
）

第
四
条

道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
（
第
一
号
、
第
四
十
二
号
、
第
四
十
五

第
四
条

道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
（
第
一
号
、
第
三
十
九
号
、
第
四
十
二

号
及
び
第
四
十
六
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
第
二
項
並
び
に
第
六
条
第

号
及
び
第
四
十
三
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
及
び
第
二
項
並
び
に
第
六
条
第

一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
五
項
（
第
一
号
（
同
令
第
四

一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
四
項
（
第
一
号
（
同
令
第
四

条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
権
限
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
係
る
部
分
を
除

条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
権
限
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
係
る
部
分
を
除

く
。
）
の
規
定
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定

く
。
）
の
規
定
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定

区
間
外
の
一
般
国
道
の
修
繕
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

区
間
外
の
一
般
国
道
の
修
繕
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
同
令
第
四
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
一
項
（
第
一
号
又
は
第
三
号
に

お
い
て
、
同
令
第
四
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
一
項
（
第
一
号
又
は
第
三
号
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律
の
施
行

係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
関
す
る
政
令
第
三
条
」
と
、
「
同
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
」
と
読

に
関
す
る
政
令
第
三
条
」
と
、
「
同
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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○
踏
切
道
改
良
促
進
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
二
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
密
接
関
連
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
）

（
密
接
関
連
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
）

第
一
条

踏
切
道
改
良
促
進
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
三
項
の
規

第
一
条

踏
切
道
改
良
促
進
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
道
路
管
理
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
踏
切
道
道

定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
道
路
管
理
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
踏
切
道
道

路
管
理
者
」
と
い
う
。
）
が
特
定
道
路
改
良
に
係
る
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
の

路
管
理
者
」
と
い
う
。
）
が
特
定
道
路
改
良
に
係
る
踏
切
道
密
接
関
連
道
路
の

道
路
管
理
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
密
接
関
連
道
路
管
理
者

道
路
管
理
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
密
接
関
連
道
路
管
理
者

」
と
い
う
。
）
に
代
わ
つ
て
行
う
権
限
（
第
四
項
に
お
い
て
「
踏
切
道
道
路
管

」
と
い
う
。
）
に
代
わ
つ
て
行
う
権
限
（
第
四
項
に
お
い
て
「
踏
切
道
道
路
管

理
者
が
代
行
す
る
権
限
」
と
い
う
。
）
は
、
道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年

理
者
が
代
行
す
る
権
限
」
と
い
う
。
）
は
、
道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年

政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
第
四
号
、
第
二
十
号
、
第
二
十
一
号

政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
第
四
号
、
第
二
十
号
、
第
二
十
一
号

（
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
（
第
二

（
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
（
第
二

号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
に
係
る
部

号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
に
係
る
部

分
に
限
る
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
三
十
八
号
、
第
三
十
九
号
、
第

分
に
限
る
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
三
十
五
号
、
第
三
十
六
号
、
第

四
十
一
号
、
第
四
十
二
号
及
び
第
四
十
七
号
（
道
路
法
第
九
十
五
条
の
二
第
一

三
十
八
号
、
第
三
十
九
号
及
び
第
四
十
四
号
（
道
路
法
第
九
十
五
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
又
は
通
知
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る

項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
又
は
通
知
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る

も
の
の
う
ち
、
踏
切
道
道
路
管
理
者
が
密
接
関
連
道
路
管
理
者
と
協
議
し
て
定

も
の
の
う
ち
、
踏
切
道
道
路
管
理
者
が
密
接
関
連
道
路
管
理
者
と
協
議
し
て
定

め
る
も
の
と
す
る
。

め
る
も
の
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

踏
切
道
道
路
管
理
者
が
代
行
す
る
権
限
は
、
法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基

４

踏
切
道
道
路
管
理
者
が
代
行
す
る
権
限
は
、
法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
公
示
さ
れ
た
特
定
道
路
改
良
の
開
始
の
日
か
ら
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
公

づ
き
公
示
さ
れ
た
特
定
道
路
改
良
の
開
始
の
日
か
ら
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
公

示
さ
れ
た
当
該
特
定
道
路
改
良
の
完
了
の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が
で

示
さ
れ
た
当
該
特
定
道
路
改
良
の
完
了
の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
及

き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
三
十
八
号
及

び
第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
当
該
完
了
の
日
後
に
お
い
て
も

び
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
当
該
完
了
の
日
後
に
お
い
て
も

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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○
都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
九
十
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
）

（
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
）

第
二
十
三
条

法
第
五
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
道
路
管
理
者
に

第
二
十
三
条

法
第
五
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
道
路
管
理
者
に

代
わ
っ
て
行
う
権
限
（
第
四
項
に
お
い
て
「
市
町
村
が
代
行
す
る
権
限
」
と
い

代
わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
（

う
。
）
は
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
（
道
路
法
第
二

道
路
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
号
、
第

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
号
、
第
五
号
、
第
二

五
号
、
第
二
十
号
、
第
二
十
一
号
（
道
路
法
第
四
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
規

十
号
、
第
二
十
一
号
（
道
路
法
第
四
十
六
条
第
一
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に

定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
三
十
二
号
（
道
路
法

限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
に
係
る
部
分
に
限
る
。
第
三

第
二
十
四
条
本
文
の
規
定
に
よ
る
承
認
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協
議
に

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
三
十
五
号
（
道
路
法
第
二
十
四
条
本
文
の
規
定
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
三
号
（
道
路
法
第
二
十
四
条
本
文
の
規
定
に

よ
る
承
認
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

よ
る
承
認
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第

三
十
六
号
（
道
路
法
第
二
十
四
条
本
文
の
規
定
に
よ
る
承
認
が
あ
っ
た
も
の
と

三
十
五
号
、
第
三
十
六
号
、
第
三
十
八
号
、
第
三
十
九
号
及
び
第
四
十
四
号
（

み
な
さ
れ
る
協
議
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
三
十
八
号
、
第
三
十
九
号
、

道
路
法
第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
又
は
通
知
に
係

第
四
十
一
号
、
第
四
十
二
号
及
び
第
四
十
七
号
（
道
路
法
第
九
十
五
条
の
二
第

る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
（
道
路
法
第
二
十
二

一
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
又
は
通
知
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に

条
第
一
項
の
規
定
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
号
及
び
第
十
四
号
に
掲
げ

第
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
（
道
路
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
係
る
部

る
も
の
の
う
ち
、
市
町
村
が
道
路
管
理
者
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

分
に
限
る
。
）
、
第
四
号
及
び
第
十
四
号
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
市
町
村
が

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
市
町
村
は
、
成
立
し
た
協
議
の
内
容
を
公
示
し
な

道
路
管
理
者
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

（
新
設
）

そ
の
内
容
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

市
町
村
は
、
法
第
五
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ

２

市
町
村
は
、
法
第
五
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ

て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
十
号
又
は
第
二
十
一
号
に
掲

て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
十
号
又
は
第
二
十
一
号
に
掲

げ
る
権
限
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
道
路
管
理
者
に
通
知

げ
る
権
限
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
道
路
管
理
者
に
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

市
町
村
が
代
行
す
る
権
限
は
、
法
第
五
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
公

３

第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
権
限
は
、
法
第
五
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に

示
さ
れ
た
国
道
の
新
設
等
又
は
国
道
の
維
持
等
の
開
始
の
日
か
ら
同
項
の
規
定

基
づ
き
公
示
さ
れ
る
国
道
の
新
設
等
又
は
国
道
の
維
持
等
の
開
始
の
日
か
ら
国

に
基
づ
き
公
示
さ
れ
た
当
該
国
道
の
新
設
等
又
は
国
道
の
維
持
等
の
完
了
の
日

道
の
新
設
等
又
は
国
道
の
維
持
等
の
完
了
の
日
ま
で
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き

ま
で
の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
三
十
八
号
及
び

令
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
及
び
第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は

第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
国
道
の
新
設
等
又
は
国
道
の
維
持

、
当
該
完
了
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

等
の
完
了
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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○
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
三
百
七
十
九
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
五
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
）

（
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
）

第
二
十
七
条

法
第
三
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
道
路
管
理
者
に

第
二
十
七
条

法
第
三
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
道
路
管
理
者
に

代
わ
っ
て
行
う
権
限
（
第
四
項
に
お
い
て
「
市
町
村
が
代
行
す
る
権
限
」
と
い

代
わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十

う
。
）
は
、
道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
四

九
号
）
第
四
条
第
一
項
第
四
号
、
第
二
十
号
、
第
二
十
一
号
（
道
路
法
第
四
十

条
第
一
項
第
四
号
、
第
二
十
号
、
第
二
十
一
号
（
道
路
法
第
四
十
六
条
第
一
項

六
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
に
係
る
部
分
に
限

（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
に

る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
三
十
五
号
、
第
三
十
六
号
、
第
三
十
八
号

係
る
部
分
に
限
る
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
第
三
十
八
号
、
第
三
十
九

、
第
三
十
九
号
及
び
第
四
十
四
号
（
道
路
法
第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定

号
、
第
四
十
一
号
、
第
四
十
二
号
及
び
第
四
十
七
号
（
道
路
法
第
九
十
五
条
の

に
よ
る
意
見
の
聴
取
又
は
通
知
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
も
の
の
う

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
又
は
通
知
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に

ち
、
市
町
村
が
道
路
管
理
者
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
市
町
村
が
道
路
管
理
者
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す

お
い
て
、
当
該
市
町
村
は
、
成
立
し
た
協
議
の
内
容
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

る
。

な
い
。

２

市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

（
新
設
）

そ
の
内
容
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

市
町
村
は
、
法
第
三
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ

２

市
町
村
は
、
法
第
三
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
に
代
わ
っ

て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
号
又
は
第
二
十
一
号
に
掲
げ
る
権
限

て
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
二
十
号
又
は
第
二
十
一
号
に
掲
げ
る
権
限

を
行
っ
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ

を
行
っ
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

４

市
町
村
が
代
行
す
る
権
限
は
、
法
第
三
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
公

３

第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
権
限
は
、
法
第
三
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に

示
さ
れ
た
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
さ
れ
た
当
該
工

基
づ
き
公
示
さ
れ
る
工
事
の
開
始
の
日
か
ら
工
事
の
完
了
の
日
ま
で
に
限
り
行

事
の
完
了
の
日
ま
で
の
間
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し

う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第

、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
四
十
一
号
及
び
第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
権

三
十
八
号
及
び
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
完
了
の
日

限
に
つ
い
て
は
、
当
該
完
了
の
日
後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

後
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。



令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
令
第
五
十
八
号

踏
切
道
改
良
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
九
号
）
の
一
部
及
び
踏
切
道
改
良
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
令
和
三
年
政
令
第
二
百
六
十
一
号
）
の

施
行
に
伴
い
、
並
び
に
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
三
条
第
二
項
第
五
号
及
び
第
六
号
、
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
、
第
三
項
、
第
四
項
第
一
号
及
び
第
五
項
、
第
四
十
八
条
の
十
五
第
一
項
、
第
四
十
八
条
の
二
十

九
の
二
第
一
項
並
び
に
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
六
第
一
項
及
び
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
四
十
八
条
の
三
十
二
第
一
項
及
び
第
三
項
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年

法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
並
び
に
道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
十
九
条
の
六
第
二
項
及
び
第
十
九
条
の
十
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
令
第
十
九
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び

に
第
三
十
五
条
の
十
一
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
道
路
法
及
び
道
路
法
施
行
令
を
実
施
す
る
た
め
、
道
路
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
九
月
二
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉





道
路
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

道
路
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
建
設
省
令
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線

を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ

て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
に
準
ず
る
者
）

（
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
に
準
ず
る
者
）

第
四
条
の
四
の
九

法
第
三
十
三
条
第
二
項
第
五
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
四
条
の
四
の
九

法
第
三
十
三
条
第
二
項
第
四
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
の
形
成
又
は
物
資
の
流
通
の
確
保
等
を
図
る
活
動
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
法
人
に
準
ず
る
者
）

（
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
の
形
成
又
は
物
資
の
流
通
の
確
保
等
を
図
る
活
動
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
法
人
に
準
ず
る
者
）

第
四
条
の
四
の
十

法
第
三
十
三
条
第
二
項
第
六
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
自
動
車
の
自
動
運
転
に

係
る
技
術
の
活
用
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
の
形
成
又
は
物
資
の
流
通
の
確
保
、
自
動

車
技
術
の
発
達
そ
の
他
安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
の
交
通
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
必
要
と
認
め
ら
れ
る
活
動
を

実
施
す
る
社
団
で
あ
つ
て
、
道
路
管
理
者
が
指
定
し
た
も
の
と
す
る
。

第
四
条
の
四
の
十

法
第
三
十
三
条
第
二
項
第
五
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
自
動
車
の
自
動
運
転
に

係
る
技
術
の
活
用
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
の
形
成
又
は
物
資
の
流
通
の
確
保
、
自
動

車
技
術
の
発
達
そ
の
他
安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
の
交
通
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
必
要
と
認
め
ら
れ
る
活
動
を

実
施
す
る
社
団
で
あ
つ
て
、
道
路
管
理
者
が
指
定
し
た
も
の
と
す
る
。

（
届
出
対
象
区
域
の
指
定
の
公
示
）

第
四
条
の
五
の
八

法
第
四
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
対
象
区
域
の
指
定
の
公
示
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

一

届
出
対
象
区
域
及
び
沿
道
区
域
の
存
す
る
土
地
の
所
在
地

二

届
出
対
象
区
域
に
接
続
す
る
道
路
の
路
線
名

三

工
作
物
（
法
第
四
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
第
四
条
の
五
の
十
第
二
項

及
び
第
四
条
の
五
の
十
一
に
お
い
て
同
じ
。）

四

届
出
対
象
区
域
、
沿
道
区
域
及
び
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
平
面
図
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

２

道
路
管
理
者
は
、前
項
の
公
示
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
縮
尺
千
分
の
一
以
上
の
平
面
図
に
届
出
対
象
区
域
、

沿
道
区
域
及
び
道
路
の
区
域
を
明
示
し
、
関
係
地
方
整
備
局
又
は
北
海
道
開
発
局
の
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の

縦
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
届
出
対
象
区
域
内
に
お
け
る
行
為
の
届
出
）

第
四
条
の
五
の
九

法
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
行
為
の
種
類
、
場
所
、

設
計
又
は
施
行
方
法
、
着
手
予
定
日
及
び
完
了
予
定
日
と
す
る
。

（
新
設
）

第
四
条
の
五
の
十

法
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
又
は
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
記
様
式
第
五
の

三
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

２

前
項
の
届
出
書
に
は
、
届
出
対
象
区
域
内
に
お
け
る
工
作
物
の
位
置
を
表
示
す
る
平
面
図
（
工
作
物
か
ら
届

出
対
象
区
域
に
接
続
す
る
道
路
の
路
端
ま
で
の
最
短
距
離
を
明
記
す
る
こ
と
。）及
び
設
計
図
を
添
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
届
出
対
象
区
域
内
に
お
け
る
届
出
を
要
し
な
い
行
為
）

第
四
条
の
五
の
十
一

法
第
四
十
四
条
の
二
第
四
項
第
一
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
次
に
掲
げ
る

行
為
と
す
る
。

（
新
設
）

一

工
作
物
の
撤
去
、
点
検
、
修
繕
又
は
改
良
の
た
め
に
必
要
な
臨
時
の
工
作
物
を
設
置
す
る
行
為

二

工
作
物
の
倒
壊
を
防
止
す
る
た
め
の
行
為

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



（
変
更
の
届
出
）

第
四
条
の
五
の
十
二

法
第
四
十
四
条
の
二
第
五
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

（
新
設
）

一

場
所

二

設
計
又
は
施
行
方
法
の
う
ち
、
そ
の
変
更
に
よ
り
法
第
四
十
四
条
の
二
第
三
項
の
届
出
に
係
る
行
為
が
同

条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
以
外
の
も
の

（
保
管
違
法
放
置
等
物
件
一
覧
簿
の
様
式
）

（
保
管
違
法
放
置
等
物
件
一
覧
簿
の
様
式
）

第
四
条
の
六

令
第
十
九
条
の
六
第
二
項
（
令
第
十
九
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に

よ
る
保
管
違
法
放
置
等
物
件
一
覧
簿
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
の
四
と
す
る
。

第
四
条
の
六

令
第
十
九
条
の
六
第
二
項
（
令
第
十
九
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に

よ
る
保
管
違
法
放
置
等
物
件
一
覧
簿
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
の
三
と
す
る
。

（
違
法
放
置
等
物
件
の
返
還
に
係
る
受
領
書
の
様
式
）

（
違
法
放
置
等
物
件
の
返
還
に
係
る
受
領
書
の
様
式
）

第
四
条
の
八

令
第
十
九
条
の
十
（
令
第
十
九
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
受

領
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
の
五
と
す
る
。

第
四
条
の
八

令
第
十
九
条
の
十
（
令
第
十
九
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
受

領
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
の
四
と
す
る
。

（
自
転
車
専
用
道
路
等
を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
車
両
）

（
自
転
車
専
用
道
路
等
を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
車
両
）

第
四
条
の
十
五

法
第
四
十
八
条
の
十
五
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
車
両
は
、
自
転
車
以
外
の
軽
車
両

（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
軽
車
両
を
い
う
。）

及
び
道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
七
十
四
号
）
第
二
条
の
小
型
特
殊
自
動
車
で

あ
る
農
耕
作
業
用
自
動
車
と
す
る
。

第
四
条
の
十
五

法
第
四
十
八
条
の
十
五
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
車
両
は
、
道
路
運
送
車
両
法
施
行

規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
七
十
四
号
）
第
二
条
の
小
型
特
殊
自
動
車
で
あ
る
農
耕
作
業
用
自
動
車
及

び
こ
れ
に
牽
引
さ
れ
る
車
両
と
す
る
。

（
災
害
応
急
対
策
）

第
四
条
の
十
六
の
二

法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
二
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
災
害
応
急
対
策
は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

一

緊
急
輸
送
の
確
保

二

消
防
、
水
防
そ
の
他
の
応
急
措
置

三

被
災
者
の
救
難
、
救
助
そ
の
他
保
護

四

施
設
及
び
設
備
の
応
急
の
復
旧

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
災
害
の
拡
大
の
防
止
を
図
る
た
め
実
施
す
べ
き
応
急
の
対
策

（
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
の
公
告
等
）

第
四
条
の
十
六
の
三

法
第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
六
第
一
項
の
公
告
及
び
同
条
第
三
項
の
公
示
（
同
条
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

一

災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
の
名
称

二

協
定
災
害
応
急
対
策
施
設
の
名
称
及
び
そ
の
所
在
地

三

災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
の
有
効
期
間

四

災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
の
縦
覧
又
は
災
害
応
急
対
策
施
設
管
理
協
定
の
写
し
の
閲
覧
の
場
所

（
車
両
の
停
留
の
許
可
手
続
）

（
車
両
の
停
留
の
許
可
手
続
）

第
四
条
の
十
九

法
第
四
十
八
条
の
三
十
二
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
別
記
様
式
第
五
の
六
に
よ
る
申
請
書
を
道
路
管
理
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
の
十
九

法
第
四
十
八
条
の
三
十
二
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
別
記
様
式
第
五
の
五
に
よ
る
申
請
書
を
道
路
管
理
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
道
路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
利
便
の
確
保
に
資
す
る
工
作
物
又
は
施
設
）

（
道
路
の
通
行
者
又
は
利
用
者
の
利
便
の
確
保
に
資
す
る
工
作
物
又
は
施
設
）

第
四
条
の
二
十
一

令
第
三
十
五
条
の
十
一
第
一
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
工
作
物
又
は
施
設
は
、
通
路
に

設
け
ら
れ
た
雨
よ
け
と
す
る
。

第
四
条
の
二
十
一

令
第
三
十
五
条
の
七
第
一
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
工
作
物
又
は
施
設
は
、
通
路
に
設

け
ら
れ
た
雨
よ
け
と
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



様
式
第
五
の
三

（
新
設
）

様
式
第
五
の
四

（
略
）

様
式
第
五
の
三

（
略
）

様
式
第
五
の
五

（
略
）

様
式
第
五
の
四

（
略
）

様
式
第
五
の
六

（
略
）

様
式
第
五
の
五

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



（
開
発
道
路
に
関
す
る
占
用
料
等
徴
収
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

開
発
道
路
に
関
す
る
占
用
料
等
徴
収
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
建
設
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

別
表
（
第
三
条
関
係
）

別
表
（
第
三
条
関
係
）

占

用

物

件

占

用

料

占

用

物

件

占

用

料

単

位

所

在

地

所

在

地

第
一
級
地

第
二
級
地

第
三
級
地

第
四
級
地

第
五
級
地

第
一
級
地

第
二
級
地

第
三
級
地

第
四
級
地

第
五
級
地

（
略
）

（
略
）

ト
ン
ネ
ル
の
上

又
は
高
架
の
道

路
の
路
面
下

（
当
該
路
面
下

の
地
下
を
除

く
。）に
設
け
る

も
の

Ａ
に
〇
・

〇
一
一
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
四
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
六
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
九
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
二
三
を

乗
じ
て
得

た
額

ト
ン
ネ
ル
の
上

又
は
高
架
の
道

路
の
路
面
下

（
当
該
路
面
下

の
地
下
を
除

く
。）に
設
け
る

も
の

Ａ
に
〇
・

〇
一
一
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
四
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
六
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
九
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
二
三
を

乗
じ
て
得

た
額

令
第
七
条

第
八
号
に

掲
げ
る
施

設

上
空
に
設
け
る

も
の

Ａ
に
〇
・
〇
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

令
第
七
条

第
八
号
に

掲
げ
る
施

設

上
空
に
設
け
る

も
の

Ａ
に
〇
・
〇
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

地
下

（
ト

ン
ネ

ル
の

上
の

地
下

を
除

く
。）

に
設

け
る

も
の

階
数
が

一
の
も

の

Ａ
に
〇
・
〇
〇
五
を
乗
じ
て
得
た
額

地
下

（
ト

ン
ネ

ル
の

上
の

地
下

を
除

く
。）

に
設

け
る

も
の

階
数
が

一
の
も

の

Ａ
に
〇
・
〇
〇
五
を
乗
じ
て
得
た
額

階
数
が

二
の
も

の

Ａ
に
〇
・
〇
〇
八
を
乗
じ
て
得
た
額

階
数
が

二
の
も

の

Ａ
に
〇
・
〇
〇
八
を
乗
じ
て
得
た
額

階
数
が

三
以
上

の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
一
を
乗
じ
て
得
た
額

階
数
が

三
以
上

の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
一
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

単

位

令
第
七
条

第
九
号
に

掲
げ
る
施

設

建
築
物

Ａ
に
〇
・

〇
一
一
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
四
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
六
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
九
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
二
三
を

乗
じ
て
得

た
額

令
第
七
条

第
九
号
に

掲
げ
る
施

設

建
築
物

Ａ
に
〇
・

〇
一
一
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
四
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
六
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
九
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
二
三
を

乗
じ
て
得

た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・

〇
〇
八
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
を
乗

じ
て
得
た

額

Ａ
に
〇
・

〇
一
二
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
三
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
六
を

乗
じ
て
得

た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・

〇
〇
八
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
を
乗

じ
て
得
た

額

Ａ
に
〇
・

〇
一
二
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
三
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
六
を

乗
じ
て
得

た
額

占
用
面

積
一
平

方
メ
ー

占
用
面

積
一
平

方
メ
ー

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



令
第
七
条

第
十
号
に

掲
げ
る
施

設
及
び
自

動
車
駐
車

場

建
築
物

Ａ
に
〇
・
〇
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

令
第
七
条

第
十
号
に

掲
げ
る
施

設
及
び
自

動
車
駐
車

場

建
築
物

Ａ
に
〇
・
〇
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・

〇
〇
八
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
を
乗

じ
て
得
た

額

Ａ
に
〇
・

〇
一
二
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
三
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
六
を

乗
じ
て
得

た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・

〇
〇
八
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
を
乗

じ
て
得
た

額

Ａ
に
〇
・

〇
一
二
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
三
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
六
を

乗
じ
て
得

た
額

令
第
七
条

第
十
一
号

に
掲
げ
る

応
急
仮
設

建
築
物

ト
ン
ネ
ル
の
上

又
は
高
架
の
道

路
の
路
面
下
に

設
け
る
も
の

Ａ
に
〇
・

〇
一
一
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
四
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
六
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
九
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
二
三
を

乗
じ
て
得

た
額

令
第
七
条

第
十
一
号

に
掲
げ
る

応
急
仮
設

建
築
物

ト
ン
ネ
ル
の
上

又
は
高
架
の
道

路
の
路
面
下
に

設
け
る
も
の

Ａ
に
〇
・

〇
一
一
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
四
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
六
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
九
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
二
三
を

乗
じ
て
得

た
額

上
空
に
設
け
る

も
の

Ａ
に
〇
・
〇
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

上
空
に
設
け
る

も
の

Ａ
に
〇
・
〇
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

令
第
七
条
第
十
二
号
に
掲
げ

る
器
具

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

令
第
七
条
第
十
二
号
に
掲
げ

る
器
具

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

令
第
七
条

第
十
三
号

に
掲
げ
る

施
設

ト
ン
ネ
ル
の
上

又
は
高
速
自
動

車
国
道
若
し
く

は
自
動
車
専
用

道
路
（
高
架
の

も
の
に
限
る
。）

の
路
面
下
に
設

け
る
も
の

Ａ
に
〇
・

〇
一
一
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
四
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
六
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
九
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
二
三
を

乗
じ
て
得

た
額

令
第
七
条

第
十
三
号

に
掲
げ
る

施
設

ト
ン
ネ
ル
の
上

又
は
高
速
自
動

車
国
道
若
し
く

は
自
動
車
専
用

道
路
（
高
架
の

も
の
に
限
る
。）

の
路
面
下
に
設

け
る
も
の

Ａ
に
〇
・

〇
一
一
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
四
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
六
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
一
九
を

乗
じ
て
得

た
額

Ａ
に
〇
・

〇
二
三
を

乗
じ
て
得

た
額

上
空
に
設
け
る

も
の

Ａ
に
〇
・
〇
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

上
空
に
設
け
る

も
の

Ａ
に
〇
・
〇
二
三
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

令
第
七
条
第
十
四
号
に
掲
げ

る
施
設

Ａ
に
〇
・
〇
三
三
を
乗
じ
て
得
た
額

ト
ル
に

つ
き
一

年

ト
ル
に

つ
き
一

年

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



（
高
速
自
動
車
国
道
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

高
速
自
動
車
国
道
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
建
設
省
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
権
限
の
委
任
）

（
権
限
の
委
任
）

第
十
三
条

法
第
二
章
及
び
第
三
章
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
整
備
局
長
及
び
北
海
道
開
発

局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
十
二
条
第
一
項
本
文
及
び
第
二
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
決
定
並
び
に
法
第

二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
審
査
請
求
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
三
条

法
第
二
章
及
び
第
三
章
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
整
備
局
長
及
び
北
海
道
開
発

局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
十
二
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
決
定
及
び
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
再
審
査
請
求
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
踏
切
道
改
良
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
九
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



改

正

後

改

正

前

（
設
置
者
の
区
分
）

（
設
置
者
の
区
分
）

第
四
条

道
路
標
識
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
道
路
法
に
よ
る
道
路
管
理
者
（
以
下
「
道
路
管
理
者
」
と

い
う
。）が
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条

道
路
標
識
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
道
路
法
に
よ
る
道
路
管
理
者
（
以
下
「
道
路
管
理
者
」
と

い
う
。）が
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

規
制
標
識
の
う
ち
、「
危
険
物
積
載
車
両
通
行
止
め
」、「
最
大
幅
」、「
重
量
制
限
」、「
高
さ
制
限
」、「
自
動
車
専

用
」、「
許
可
車
両
専
用
」、「
許
可
車
両
（
組
合
せ
）
専
用
」
及
び
「
広
域
災
害
応
急
対
策
車
両
専
用
」
を
表
示

す
る
も
の

三

規
制
標
識
の
う
ち
、「
危
険
物
積
載
車
両
通
行
止
め
」、「
最
大
幅
」、「
重
量
制
限
」、「
高
さ
制
限
」、「
自
動
車
専

用
」、「
許
可
車
両
専
用
」
及
び
「
許
可
車
両
（
組
合
せ
）
専
用
」
を
表
示
す
る
も
の

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
内

閣

府

国
土
交
通
省
令
第
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
五
条
第
二
項
及
び
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
四
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
標
識
、
区
画
線
及
び
道
路
標
示
に
関
す
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命

令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
九
月
二
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉

道
路
標
識
、
区
画
線
及
び
道
路
標
示
に
関
す
る
命
令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

道
路
標
識
、
区
画
線
及
び
道
路
標
示
に
関
す
る
命
令
（
昭
和
三
十
五
年
総
理
府

建
設
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。





別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
）

案
内
標
識

案
内
標
識

（
略
）

（
略
）

警
戒
標
識

警
戒
標
識

（
略
）

（
略
）

規
制
標
識

規
制
標
識

種

類

番

号

表

示

す

る

意

味

設

置

場

所

種

類

番

号

表

示

す

る

意

味

設

置

場

所

（
略
）

（
略
）

許
可
車
両
専

用

（325の５Ａ）

特
定
車
両
停
留
施
設
（
道
路
法
第
二

条
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
特
定

車
両
停
留
施
設
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）で
あ
つ
て
、
同
法
第
四
十
八
条

の
三
十
二
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
許
可
に
係
る
車
両
（
道
路

法
施
行
規
則
第
一
条
第
一
号
又
は
第

二
号
に
掲
げ
る
車
両
に
限
る
。）を
停

留
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

特
定
車
両
停
留
施
設
の
入
口
及
び
特

定
車
両
停
留
施
設
内
の
必
要
な
地
点

許
可
車
両
専

用

（325の５Ａ）

特
定
車
両
停
留
施
設
（
道
路
法
第
二

条
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
特
定

車
両
停
留
施
設
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）で
あ
つ
て
、
同
法
第
四
十
八
条

の
三
十
二
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
許
可
に
係
る
車
両
（
道
路

法
施
行
規
則
第
一
条
第
一
号
又
は
第

二
号
に
掲
げ
る
車
両
に
限
る
。）を
停

留
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

特
定
車
両
停
留
施
設
の
入
口
そ
の
他

の
特
定
車
両
停
留
施
設
内
の
必
要
な

地
点

（325の５Ｂ）

特
定
車
両
停
留
施
設
で
あ
つ
て
、
同

法
第
四
十
八
条
の
三
十
二
第
一
項
又

は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係

る
車
両
（
道
路
法
施
行
規
則
第
一
条

第
三
号
に
掲
げ
る
車
両
に
限
る
。）を

停
留
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

特
定
車
両
停
留
施
設
の
入
口
及
び
特

定
車
両
停
留
施
設
内
の
必
要
な
地
点

（325の５Ｂ）

特
定
車
両
停
留
施
設
で
あ
つ
て
、
同

法
第
四
十
八
条
の
三
十
二
第
一
項
又

は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係

る
車
両
（
道
路
法
施
行
規
則
第
一
条

第
三
号
に
掲
げ
る
車
両
に
限
る
。）を

停
留
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

特
定
車
両
停
留
施
設
の
入
口
そ
の
他

の
特
定
車
両
停
留
施
設
内
の
必
要
な

地
点

（325の５Ｃ）

特
定
車
両
停
留
施
設
で
あ
つ
て
、
同

法
第
四
十
八
条
の
三
十
二
第
一
項
又

は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係

る
車
両
（
道
路
法
施
行
規
則
第
一
条

第
四
号
に
掲
げ
る
車
両
に
限
る
。）を

停
留
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

特
定
車
両
停
留
施
設
の
入
口
及
び
特

定
車
両
停
留
施
設
内
の
必
要
な
地
点

（325の５Ｃ）

特
定
車
両
停
留
施
設
で
あ
つ
て
、
同

法
第
四
十
八
条
の
三
十
二
第
一
項
又

は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係

る
車
両
（
道
路
法
施
行
規
則
第
一
条

第
四
号
に
掲
げ
る
車
両
に
限
る
。）を

停
留
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

特
定
車
両
停
留
施
設
の
入
口
そ
の
他

の
特
定
車
両
停
留
施
設
内
の
必
要
な

地
点

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報



許
可
車
両

（
組
合
せ
）

専
用

（325の６）

特
定
車
両
停
留
施
設
で
あ
つ
て
、
同

法
第
四
十
八
条
の
三
十
二
第
一
項
又

は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係

る
車
両
（
標
示
板
の
記
号
に
よ
つ
て

表
示
さ
れ
る
車
両
に
限
る
。）を
停
留

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

特
定
車
両
停
留
施
設
の
入
口
及
び
特

定
車
両
停
留
施
設
内
の
必
要
な
地
点

許
可
車
両

（
組
合
せ
）

専
用

（325の６）

特
定
車
両
停
留
施
設
で
あ
つ
て
、
同

法
第
四
十
八
条
の
三
十
二
第
一
項
又

は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係

る
車
両
（
標
示
板
の
記
号
に
よ
つ
て

表
示
さ
れ
る
車
両
に
限
る
。）を
停
留

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

特
定
車
両
停
留
施
設
の
入
口
そ
の
他

の
特
定
車
両
停
留
施
設
内
の
必
要
な

地
点

広
域
災
害
応

急
対
策
車
両

専
用

（325の７）

緊
急
通
行
車
両
（
災
害
対
策
基
本
法

（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十

三
号
）
第
七
十
六
条
第
一
項
に
規
定

す
る
緊
急
通
行
車
両
を
い
う
。）そ
の

他
の
車
両
で
あ
つ
て
、
広
域
災
害
応

急
対
策
（
道
路
法
第
四
十
八
条
の
二

十
九
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
広
域

災
害
応
急
対
策
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。）の
実
施
に
関
し

道
路
管
理
者
が
必
要
と
認
め
る
も
の

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
広
域
災

害
応
急
対
策
車
両
」
と
い
う
。）以
外

の
も
の
及
び
広
域
災
害
応
急
対
策
車

両
に
係
る
広
域
災
害
応
急
対
策
に
従

事
す
る
者
そ
の
他
の
者
で
あ
つ
て
、

広
域
災
害
応
急
対
策
の
実
施
に
関
し

道
路
管
理
者
が
必
要
と
認
め
る
者
以

外
の
者
の
利
用
を
禁
止
す
る
こ
と
。

防
災
拠
点
自
動
車
駐
車
場
（
道
路
法

第
四
十
八
条
の
二
十
九
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
防
災
拠
点
自
動
車
駐
車

場
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。）の
入
口
及
び
防
災
拠
点
自
動

車
駐
車
場
内
の
必
要
な
地
点

（
略
）

（
略
）

指
示
標
識

指
示
標
識

（
略
）

（
略
）

補
助
標
識

補
助
標
識

（
略
）

（
略
）

備
考

備
考

（
略
）

（
略
）

別
表
第
二
（
第
三
条
関
係
）

別
表
第
二
（
第
三
条
関
係
）

案
内
標
識

案
内
標
識

（
略
）

（
略
）

警
戒
標
識

警
戒
標
識

（
略
）

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 



規
制
標
識

規
制
標
識

（
略
）

（
略
）

許
可
車
両
（
組
合
せ
）
専
用

（325の６）

広
域
災
害
応
急
対
策
車
両
専
用

（325の７）

許

可

車

両

（
組

合

せ
）

専

用

（325の６）

（
略
）

（
略
）

指
示
標
識

指
示
標
識

（
略
）

（
略
）

補
助
標
識

補
助
標
識

（
略
）

（
略
）

備
考

備
考

一

本
標
識
板
（
本
標
識
の
標
示
板
を
い
う
。）

一

本
標
識
板
（
本
標
識
の
標
示
板
を
い
う
。）

・

（
略
）

・

（
略
）

色
彩

色
彩

１
・
２

（
略
）

１
・
２

（
略
）

３

規
制
標
識

３

規
制
標
識

・

（
略
）

・

（
略
）

「
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
取
り
付
け
て
い
な
い
車
両
通
行
止
め
」、「
指
定
方
向
外
進
行
禁
止
」、「
時

間
制
限
駐
車
区
間
」、「
自
動
車
専
用
」、「
自
転
車
専
用
」、「
自
転
車
及
び
歩
行
者
専
用
」、「
歩
行
者
専

用
」、「
許
可
車
両
専
用
」、「
許
可
車
両
（
組
合
せ
）
専
用
」、「
広
域
災
害
応
急
対
策
車
両
専
用
」、「
特

定
の
種
類
の
車
両
の
通
行
区
分
」、「
牽け

ん

引
自
動
車
の
高
速
自
動
車
国
道
通
行
区
分
」、「
専
用
通
行

帯
」、「
普
通
自
転
車
専
用
通
行
帯
」、「
路
線
バ
ス
等
優
先
通
行
帯
」、「
牽け
ん

引
自
動
車
の
自
動
車
専
用

道
路
第
一
通
行
帯
通
行
指
定
区
間
」、「
進
行
方
向
別
通
行
区
分
」、「
原
動
機
付
自
転
車
の
右
折
方
法

（
二
段
階
）」、「
環
状
の
交
差
点
に
お
け
る
右
回
り
通
行
」、「
平
行
駐
車
」、「
直
角
駐
車
」、「
斜
め
駐

車
」、「
警
笛
鳴
ら
せ
」
及
び
「
警
笛
区
間
」
を
表
示
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
文
字
、
記
号
及
び

縁
を
白
色
、
地
を
青
色
と
す
る
。

「
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
取
り
付
け
て
い
な
い
車
両
通
行
止
め
」、「
指
定
方
向
外
進
行
禁
止
」、「
時

間
制
限
駐
車
区
間
」、「
自
動
車
専
用
」、「
自
転
車
専
用
」、「
自
転
車
及
び
歩
行
者
専
用
」、「
歩
行
者
専

用
」、「
許
可
車
両
専
用
」、「
許
可
車
両
（
組
合
せ
）
専
用
」、「
特
定
の
種
類
の
車
両
の
通
行
区
分
」、

「
牽け
ん

引
自
動
車
の
高
速
自
動
車
国
道
通
行
区
分
」、「
専
用
通
行
帯
」、「
普
通
自
転
車
専
用
通
行
帯
」、

「
路
線
バ
ス
等
優
先
通
行
帯
」、「
牽け
ん

引
自
動
車
の
自
動
車
専
用
道
路
第
一
通
行
帯
通
行
指
定
区

間
」、「
進
行
方
向
別
通
行
区
分
」、「
原
動
機
付
自
転
車
の
右
折
方
法
（
二
段
階
）」、「
環
状
の
交
差
点

に
お
け
る
右
回
り
通
行
」、「
平
行
駐
車
」、「
直
角
駐
車
」、「
斜
め
駐
車
」、「
警
笛
鳴
ら
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令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 





 

 

国 道 政 第 ５ ０ 号 

令和３年９月２４日 

各地方整備局長 殿 

北海道開発局長 殿 

沖縄総合事務局長 殿                 

                 

   

 

     国 土 交 通 省  道 路 局 長     

                             （ 公 印 省 略 ） 

 

踏切道改良促進法等の一部を改正する法律の一部の施行について 

 

踏切道改良促進法等の一部を改正する法律（令和３年法律第９号。以下「改正法」とい

う。）は令和３年３月３１日に公布され、このうち、踏切道改良促進法（昭和３６年法律第

１９５号）等における踏切道の改良、道路と鉄道の交差部分の的確な管理の促進等関係の

改正規定については同年４月１日から、道路法（昭和２７年法律第１８０号）における都

道府県による指定市以外の市町村が管理する道路の災害復旧工事等の代行関係の改正規定

については同年６月２０日から施行されているところである。 

今般、改正法附則第１条第２号の規定に基づき、踏切道改良促進法等の一部を改正する

法律の施行期日を定める政令（令和３年政令第２６０号）が定められ、上記以外の道路法

の改正規定の施行期日を同年９月２５日とすることとされた。 

また、これに伴い、踏切道改良促進法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う関係

政令の整備等に関する政令（令和３年政令第２６１号）及び道路法施行規則等の一部を改

正する省令（令和３年国土交通省令第５８号）が制定され、これらについても同日に施行

することとされた。 

ついては、改正後の道路法（以下「法」という。）、道路法施行令（昭和２７年政令第４

７９号。以下「令」という。）及び道路法施行規則（昭和２７年建設省令第２５号。以下「規

則」という。）、道路整備特別措置法（昭和３１年法律第７号）等の運用に当たっては、別

紙の事項に十分留意して、その適切な運用に努められるようお願いする。 

なお、本通知の内容については、関係省庁及び関係部局と調整済みであることを申し添

える。 
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別紙 

 

第１ 沿道区域及び届出対象区域関係 

 

１ 沿道区域における損害予防義務の対象となる工作物等の限定（法第４４条） 

これまで沿道区域における損害予防義務の対象は、沿道区域内にある土地、竹木又

は工作物とされ、沿道区域が指定されれば、そのいずれの管理者にも損害予防義務が

課せられていたところ、今般の改正により、道路管理者が、個別の道路及びその沿道

の状況に応じて、必要な範囲で規制を講じ、きめ細やかな管理を行うことができるよ

う、沿道区域の指定に当たっては、損害予防義務の対象となる土地、竹木又は工作物

を個別に定めることとした。 

また、今般の改正を踏まえ、令第３５条の３に規定する指定区間内の国道に係る沿

道区域の指定の基準について、道路の構造に損害を及ぼし、又は交通に危険を及ぼす

事象の例示として「竹木の倒伏」及び「工作物の倒壊」を追加することとした。 

なお、上記の運用については、別途通知する。 

 

２ 届出区域における工作物の設置に関する届出・勧告制度の創設（法第４４条の２） 

近年、台風等の災害により沿道民地に存する工作物が倒壊し、緊急輸送道路等にお

ける安全で円滑な交通に支障が生じる事例が頻発していることを踏まえ、道路管理者

が、沿道区域の全部又は一部を届出対象区域として指定することができることとし、

当該指定をしようとする場合においては、あらかじめ、その旨及びその区域を公示し

なければならないこととした。具体的には、届出対象区域及び沿道区域の存する土地

の所在地等を公示することを定めた（規則第４条の５の８第１項）。  

また、届出対象区域内において工作物の設置に関する行為をしようとする者は、当

該行為に着手する日の３０日前までに、行為の種類、場所、設計又は施行方法、着手

予定日及び完了予定日を道路管理者に届け出なければならないこととした（規則第４

条の５の９）。 

なお、道路管理者は、届出があった場合において、当該届出に係る行為が、災害が

発生した場合において道路の構造に損害を及ぼすおそれ又は交通に危険を及ぼすおそ

れがあると認めるときは、当該届出をした者に対し、場所又は設計の変更等の必要な

措置を講ずべきことを勧告することができることとした。 

なお、上記の運用については、別途通知する。 

 

 

第２ 防災拠点自動車駐車場関係 

 

１ 防災拠点自動車駐車場の指定制度の創設（法第４８条の２９の２） 

災害時において、重要物流道路等の全国的・広域的な道路ネットワークにおける道路

啓開等による緊急輸送の確保、被災者の円滑な避難・救助、被災自治体の支援等の広域

的な災害応急対策を迅速に実施するための拠点を確保することが重要である。  



2 

 

これを踏まえ、国土交通大臣は、「道の駅」や高速道路のＳＡ・ＰＡ等の道路の附属物

である自動車駐車場のうち、その規模、その接する道路の構造及び交通の状況等の事情

を勘案して、災害が発生した場合における円滑な避難及び緊急輸送の確保を図るため、

広域災害応急対策の拠点としての機能の確保を図ることが特に必要と認められるものに

ついて、防災拠点自動車駐車場として指定することができることとした。 

また、国土交通大臣は、防災拠点自動車駐車場を指定しようとするときは、あらかじ

め道路管理者に協議し、その同意を得なければならないとともに、指定したときは、そ

の旨を公示しなければならないこととした。 

  なお、上記の運用については、別途通知する。 

 

２ 防災拠点自動車駐車場内に設けられる災害応急対策に資する工作物又は施設について

の占用許可の基準の特例（法第３３条第２項） 

  防災拠点自動車駐車場の防災機能を強化するためには、備蓄倉庫、通信設備、非常用

電気等供給施設等の災害応急対策に資する工作物又は施設が備えられることが望ましい。   

そのためには、道路管理者だけでなく、道路管理者以外の者による設置を促すことが

有効であることから、防災拠点自動車駐車場内に設けられる備蓄倉庫、非常用電気等供

給施設等を新たに占用物件として追加するとともに（令第７条第１４号）、これらの施設

のほか、災害情報を伝達する広告塔や通信設備、物資の保管等の機能を有するベンチ、

太陽光発電設備等に係る占用については、占用許可の無余地性要件を除外する特例を適

用することとした（令第１６条の３）。 

  なお、上記の運用については、別途通知する。 

 

３ 災害時における防災拠点自動車駐車場の利用の禁止又は制限（法第４８条の２９の３

及び第４８条の２９の４） 

  防災拠点自動車駐車場については、災害発生時には、道路の啓開や災害復旧工事等の

広域災害応急対策の拠点としての機能を最大限発揮させることが求められていることか

ら、道路管理者は、災害が発生した場合における被害の拡大を防ぎ、又は災害の速やか

な復旧を図るため、防災拠点自動車駐車場の広域災害応急対策の拠点としての機能を緊

急に確保することが特に必要であると認めるときは、当該防災拠点自動車駐車場につい

て、広域災害応急対策の拠点としての利用以外の利用を禁止し、又は制限することがで

きることとした。 

また、上記禁止又は制限を行おうとする場合には、一般の利用者に対して防災拠点自

動車駐車場の利用の禁止・制限を知らせてその効力を及ぼすため、道路管理者は、防災

拠点自動車駐車場の入口及び防災拠点自動車駐車場内の必要な場所に、禁止又は制限の

対象を明らかにした道路標識を設けなければならないこととした。 

なお、上記の運用については、別途通知する。 

 

４ 災害応急対策施設管理協定制度の創設（法第４８条の２９の５から法第４８条の２９

の７まで） 

  全国に整備されている「道の駅」においては、道路管理者が管理する自動車駐車場に
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隣接して、道路管理者以外の者が備蓄倉庫、通信設備等の災害応急対策の実施に有用な

施設等を設置している場合があり、災害の規模等によってはこれらの隣接施設等を一体

として活用できるようにすることが効果的である。 

そのため、防災拠点自動車駐車場の広域災害応急対策の拠点としての機能の確保を図

るため、あらかじめ、当該防災拠点自動車駐車場に隣接する土地の区域に存する災害応

急対策に必要な施設等（以下「道路外災害応急対策施設」という。）の所有者等と道路管

理者との間で協定（以下「災害応急対策施設管理協定」という。）を締結し、当該道路外

災害応急対策施設を道路管理者が一体的に管理することができることとした。 

  災害応急対策施設管理協定については、当該協定の目的となる道路外災害応急対策施

設、当該施設の管理の方法、当該協定の有効期間、当該協定に違反した場合の措置等に

ついて定めることとし、当該協定の締結に当たっては道路外災害応急対策施設の所有者

等の全員の合意がなければならないこととした。 

なお、上記の運用については、別途通知する。 

  

５ 都道府県公安委員会との調整（法第９５条の２） 

  道路管理者は、防災拠点自動車駐車場の利用を禁止し、又は制限しようとするときは、

道路管理者の道路管理と都道府県公安委員会の行う交通規制との間で連携を図るため、

当該防災拠点自動車駐車場の存する地域を管轄する都道府県公安委員会の意見を聴かな

ければならないこととした。 

なお、上記の運用については、別途通知する。 

 

 

第３ 罰則及び過料の新設関係（法第１０３条及び第１０６条） 

 

１ 法第４４条の２第３項又は第５項の規定に違反して、届出をせず、又は虚偽の届出を

して、同条第３項又は第５項に規定する行為をした者に対する罰則を設けることとした。 

２ 法第４８条の２９の３の規定による禁止又は制限に違反して防災拠点自動車駐車場を

利用した者に対する罰則を設けることとした。 

 

 

第４ 独立行政法人日本道路保有・債務返済機構等による道路管理者の権限の代行関係（道

路整備特別措置法第８条、第９条、第１７条、第３０条及び第３１条） 

  今般、法に創設した権限のうち、道路整備特別措置法が適用される高速道路又は地方

道路公社（以下「公社」という。）が管理する道路においては、届出対象区域における届

出に係る行為に対する勧告、及び防災拠点自動車駐車場の利用の制限については独立行

政法人日本道路保有・債務返済機構（以下「機構」という。）又は公社が、防災拠点自動

車駐車場における利用の禁止又は制限の対象を明らかにした標識の設置については機構

及び高速道路会社（以下「会社」という。）又は公社が、それぞれ代行することとした。

また、道路管理者が、有料道路に係る権限のうち届出対象区域の指定及び国土交通大臣

が行う防災拠点自動車駐車場の指定に当たっての協議に係る権限を行使するに当たって
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は、機構、公社及び会社へ事前の意見聴取及び事後の通知をしなければならないことと

した。 

 

 

第５ その他 

この通知は、令和３年９月２５日から施行する。 
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国 道 政 第５４ 号 
国 道 交 第４５ 号 
国 道 国 技 第１２３号 
国 道 環 第６２ 号 
国 道 高 第１５９号 
令和３年９月２４日 

 
 
各地方整備局道路部長 宛 
北海道開発局建設部長 宛 
内閣府沖縄総合事務局開発建設部長 宛 
 
 

国土交通省 道路局 
 

路  政  課  長 
（ 公 印 省 略 ） 

 
道路交通管理課長 
（ 公 印 省 略 ） 

 
国 道 ・ 技 術 課 長 
（ 公 印 省 略 ） 

 
環境安全・防災課長 
（ 公 印 省 略 ） 

 
高 速 道 路 課 長 
（ 公 印 省 略 ） 

 
沿道区域制度の運用について 

 
 
 踏切道改良促進法等の一部を改正する法律（令和３年３月法律第９号。以下「改正

法」という）が、令和３年３月３１日に公布され、その一部が同年９月２５日から施

行することとされた。 
このうち道路法においては、沿道区域の指定に当たって、損害予防措置の対象とな

る土地、竹木又は工作物を個別に定めることとする（道路法第４４条第２項及び第３

項関係）改正を行ったところである。 
ついては、「沿道区域制度の運用について」（令和２年６月３日付 国道政第２３

号、国道交第２４号、国道国技第７６号、国道環第３１号、国道高第４１号）を改

正したので、別紙の事項に十分留意して、その適切な運用に努められるようお願い

する。 
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第１ 沿道区域制度について 

 

道路管理者は、道路の区域に対して、道路法（昭和２７年法律第１８０号。以下

「法」という。）第４２条に基づき、道路を常時良好な状態に保つように維持し、

修繕し、もって一般交通に支障を及ぼさないように努めなければならない。しかし、

一般交通に支障を及ぼさないようにするためには、道路の区域を常時良好な状態に

保つように維持し、修繕するだけでは十分ではなく、道路の区域に隣接する土地か

らの影響も考慮する必要がある。このため、これまで道路防災点検等を実施し、危

険となる事象に対して危険度に応じた対策を行ってきたが、近年、道路の区域の外

からの落石や土砂の崩壊、倒木などにより、道路の構造や交通に支障を及ぼす災害

が発生している。これまでの判例等において、道路の区域の外からの落石や土砂の

崩壊、倒木などにより、道路を通行する車両や人に危害が及んだ場合、道路管理者

の責任が問われることがあるが、本来は道路の区域の外の地権者が自らの責任で対

策を実施すべきであるにもかかわらず、地権者が対策を実施しない、あるいは当該

地権者が不明で対策が未実施のまま放置されているなど、対策が十分進んでいない

ことが大きな課題となっている。このため、損害を予防するための措置について、

道路管理者と道路の区域の外の地権者が一体となって迅速な対応を図ることが急

務となっている。 

法第４４条の沿道区域制度は、このように本来なら道路管理者の直接的な管理責

任が及ばない、道路の区域に接続する土地、竹木又は工作物の管理者（以下「土地

等の管理者」という。）に対し、道路への損害予防の観点から一定の義務を課し、

道路管理者が対策等の措置が特に必要と認める場合には、損害予防の措置を講ずべ

きことを命令することができる制度である。 

 

第２ 沿道区域の指定について 

 

（１）沿道区域指定の考え方 

指定区間内の国道及び高速自動車国道の沿道区域の指定基準については、道路

法施行令第３５条の３（高速自動車国道法施行令第１３条により読み替えて適用

する場合を含む。）により、「指定区間内の国道（高速自動車国道）に係る沿道区

域の指定は、道路の沿道における地形、地質その他の状況を勘案して、落石、土

砂の崩壊、竹木の倒伏、工作物の倒壊、その他の道路の沿道の土地、竹木又は工

作物が道路の構造に損害を及ぼし、又は交通に危険を及ぼす事象が発生するおそ

れがある土地の区域について行うこと。」とされている。 

道路の構造に損害を及ぼし、又は交通に危険を及ぼす事象として、具体的に

は、自然現象に起因する危険事象と人為的な行為に起因する危険事象とに分けら

れる。前者については、落石や土砂の崩壊、倒木などの事象を想定しており、対

策として、危険箇所の対象物を除却する対策、又は落石防護ネットや固定ワイヤ
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ーなどの防護施設により危険箇所を固定化・安定化させる一定の規模の対策が考

えられる。後者については、沿道における掘削、盛土及び工作物の倒壊等によ

り、道路の構造に損害を及ぼし、又は交通に危険を及ぼす事象を想定している。 

①  対策を行うために必要な範囲について 

指定の範囲は、対策を実施すべき危険箇所を含むものとする。 

なお、沿道区域は道路区域と接する必要があり、取り得る最大幅員は法第４４

条第１項に基づき、道路の区域との境界から水平距離で２０メートルを超えない

範囲としなければならない。 

②  必要な最小限度について 

沿道区域制度は、沿道区域内の土地等の管理者に対して損害予防義務を課し、

また必要に応じて損害予防義務の履行を命じるなど、財産権に一定の制限をかけ

る性質のものであることから、道路法施行令第３５条の３第２号のとおり、沿道

区域の指定範囲及び個別に定める土地、竹木又は工作物の対象については、道路

構造の損害予防又は道路交通の危険防止のため必要な最小限度のものとする。 

 

（２）沿道区域指定の方法 

① 沿道区域指定に必要な図書の作成 

指定する沿道区域の位置図（1/25,000 程度）、沿道区域を示した平面図（1/1,000

以上のもの）を作成する。平面図には、道路区域境界及び道路区域境界から水平

距離で２０メートルの範囲も記載するものとする。また、必要に応じて沿道区域

内での代表的な地点での横断図も併せて図示することが望ましい。 

③  沿道区域指定の公示 

法第４４条第２項の規定による沿道区域の指定又は当該指定の変更の公示は、

次に掲げる事項について行うものとする。 

  一 道路の種類 

  二 路線名 

  三 沿道区域における区間、最大幅員及び延長 

  四 損害予防措置の対象となる土地、竹木又は工作物 

  五 図面を閲覧する場所 

※四 予防措置の対象については、落石、土砂の崩壊等の自然斜面に関する場合は「土地」、 

倒木等の立木に関する場合は「竹木」、工作物を対象とする場合は「種類（電柱、看板等）」 

を記載すること。 

 

（３）沿道区域指定に当たっての留意事項 

道路管理者は、沿道区域の指定に際し、土地等の管理者に対して、次の点につい

て説明を行い、同意を得ておくことが望ましい。なお、土地等の管理者が多数にわ

たる場合などは、縦覧に供するなどの手段をとることも考えられる。 
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 危険事象と対象となる危険箇所 
 沿道区域指定予定の土地の範囲（図示） 
 法第４４条第３項の規定による損害予防措置の対象（図示） 
 必要となる損害予防措置（対策工の詳細） 

 損失補償の有無 

 

第３ 措置命令について 

 

（１）措置命令の内容 

措置命令に記載すべき事項は、原則として、次に示すとおりとする。 

 措置命令を行う理由（緊急性、切迫性） 
 損害予防措置を講ずべき危険箇所 
 損害予防措置の具体的な内容（対策工の詳細） 
 損害予防措置の履行期限 
 損失補償の有無（有る場合は、その内容） 

なお、法第４４条第４項にある「特に必要と認められる場合」とは、そのまま放

置すれば、危険箇所において風化、劣化又は崩壊が進行し、比較的発生頻度の高い

異常気象（大雨、大雪、暴風）や地震により、対象物の崩落、倒壊などが発生し、

その結果として、道路の構造に損害を及ぼし、又は道路の交通に危険を及ぼすこと

が予見される場合をいうものと解される。 

 

（２）措置命令の手順 

道路管理者が沿道区域を指定した後、土地等の管理者が損害予防措置を速やかに

講じない場合、道路管理者は、土地等の管理者に対して、損害予防措置を命ずる旨

の勧告を行うなど、土地等の管理者に損害予防措置の履行を促すものとする。これ

にもかかわらず、土地等の管理者が損害予防措置を履行しないことが明確になった

場合には、道路管理者は措置命令を行うものとする。 

① 土地等の管理者への通知 

勧告又は損害予防措置を命令すべき沿道区域の土地等の管理者が複数存在する

場合、それらすべての者に措置命令の通知を行うことを基本とするが、一部の者

しか確知できない場合は、その確知している土地等の管理者すべてに通知するも

のとする。 

② 土地等の管理者の意思確認 

土地等の管理者へ勧告や措置命令の通知を行った後、直ちに、損害予防措置の

履行の可否について土地等の管理者の意思を確認することが望ましい。 

 

③ 損害予防措置の履行者の確認 
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措置命令に従うことに同意した場合、土地等の管理者自らが損害予防措置を履

行するか、又は道路管理者に履行を委託することを希望するか確認するものとす

る。すなわち、土地等の管理者が損害予防措置を自ら履行できない場合には、道

路管理者に委託することができる。この場合、道路管理者は、土地等の管理者の

合意を得た上で、損失補償について委託費と相殺することができるものとする。 

④ 損害予防措置の完了までの安全対策 

損害予防措置が完了するまでの間、道路管理者は、当該危険箇所について、大

雨などの異常気象時において、必要に応じて事前通行規制などを行うなど、安全

管理を徹底することが望ましい。 

 

（３）措置命令に当たっての留意事項 

措置命令は文書によって通知するものとする。なお、土地等の管理者に直接手交

することができない場合、命令は相手方に到達することによって効力を生じ、相手

方が現実に受領しなくとも相手方が当該命令の内容を了知し得るべき場所に送達

されたら到達したとみなされるため、的確な送達の方法を選択するものとする。郵

送の場合は、より慎重を期す観点から、配達証明郵便又は配達証明かつ内容証明の

郵便とすることが望ましい。 

 

第４ 損失補償について 

（１）損失補償の基本的考え方 

① 損失補償しない措置命令 

民法第２０９条から第２３８条で規定される相隣関係に類する損害予防措置の

措置命令に関しては、土地等の管理者が本来自らの負担で行うべきものであり、

所有権の内在的制約に基づくものとして、損失補償は行わないものとする。具体

的には次のものが該当する。 

・ 民法第２１６条 水流に関する工作物の修繕等 

・ 民法第２３３条 竹木の枝の切除及び根の切取り 

・ 民法第２３８条 境界線付近の掘削に関する注意義務 

また、工作物や人為的行為に対する措置命令に関しては、民法第２０６条（所

有権）によって派生する「危険予防請求権」、民法第７０９条（不法行為）、民法

第７１７条（工作物責任）に準じて、沿道の土地等の管理者が法的義務や責任を

負うものと考えられる場合、又は個別法に基づく指定等により沿道の土地等につ

いて管理者による適正な維持管理が期待されている場合、道路管理者に責がない

限り、原則として損失補償は行わないものとする。なお、措置命令の対象が建築

物及び工作物の場合、建築基準法の対象物件であれば、危険箇所の抽出段階から、

特定行政庁との連携が必要であることに留意するものとする。 
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② 損失補償する措置命令 

(イ) 竹木の場合 

傾倒した又は幹に朽ちた部分のある竹木を安定化させるため、ワイヤー、ロ

ープ、支持などを設置する場合、それに要する費用を補償する。ただし、植樹

されたことが明らかな竹木が対象の場合、管理者責任として損失補償の対象と

しないものとする。なお、ワイヤー等の施設の維持管理費についても損失補償

の対象とする。また、当該施設の設置により土地利用制限が生じる可能性があ

るが、従前の土地利用状況などを勘案して、損失補償の対象とするかどうか、

合理的に判断するものとする。 

除却の場合、「公共用地の取得に伴う損失補償基準要綱（昭和 37 年 6 月 29 日

閣議決定）」を準用して、移植又は伐採に要する費用を補償する。ただし、竹木

を伐採、処分する場合、伐採により発生する材料の価格を控除するものとする。 

(ロ) 岩石の場合 

浮き石や転石、亀裂の入った岩盤など不安定な岩石を固定・安定化させるた

め、落石防護ネットやワイヤー、ロープなどを設置する場合、それに要する費

用を補償する。なお、落石防護ネット等の施設の維持管理費についても損失補

償の対象とする。また、当該施設の設置により土地利用制限が生じる可能性が

あるが、従前の土地利用状況などを勘案して合理的に判断するものとする。 

除却の場合は、運搬に要する費用（必要に応じて小割の作業などを含む。）及

び処分費を補償する。なお、岩石については、一般に財産的価値は極めて小さ

いものと考えられるため、その財産的価値が認められる場合に限り、「公共用地

の取得に伴う損失補償基準要綱」を準用して、補償するものとする。 

(ハ) 工作物の場合 

切土、盛土、石積み、石垣、電柱又は看板などの工作物の場合、民法の工作

物責任（民法第７１７条）の考え方に照らし、損害予防義務が本来的にその所

有者又は管理者にあるものとみなすことができることから、道路管理者に責が

ある場合を除き、損失補償の対象としないものとする。 

 

（２）損失補償の支払い 

措置命令を受けた土地等の管理者が道路管理者に損害予防措置の履行を委託し

た場合を除き、土地等の管理者による損害予防措置が完了し、道路管理者が損害予

防措置の適切な履行を確認した後に、損失補償の金額を支払うものとする。 

 

（３）損失補償についての協議 

① 損失を受けた者と協議する場合について 

損失補償については、法第４４条第６項の規定に基づき、損失を受けた者と道

路管理者とで協議を行わなければならない。ここで損失を受けた者とは、措置命
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令を受けた土地等の管理者だけでなく、措置命令を受けなくとも損害予防措置の

履行に伴い損失を受ける者も含まれる。協議の結果、合意を得た事項については、

文書にて取り交わすものとする。 

② 損失補償の金額の算出について 

道路管理者は、必要な項目と適切な見積りにより、損失補償の金額を算出した

上で、協議するものとする。 

 

（４）収用委員会による裁決 

① 収用委員会による裁決を求める場合について 

法第４４条第７項の規定に基づき、損失補償についての道路管理者と損失を受

けた者との協議が成立せず、かつ、道路管理者が提示した金額について、損失を

受けた者が不服の場合、損失を受けた者は収用委員会に裁決を求めることができ

ることとなっている。 

② 裁決への対応について 

損失補償の金額について損失を受けた者から不服申立てが出されたことにより

下された収用委員会の裁決について、原則として、道路管理者は従うものとする。 

 

 

第５ 行政代執行について 

 

（１）行政代執行の実施判断基準 

措置命令を受けた土地等の管理者（以下「義務者」という。）が、措置命令を不服

として履行しない意思を明確に表した場合、又は義務者が完了期限までに損害予防

措置を履行しなかった場合、道路管理者は、措置命令に違反したものとみなし、行

政代執行等、必要な手続に速やかに移行するものとする。 

 

（２）行政代執行の手順 

① 戒告文書の通知 

義務者に命令した損害予防措置の履行の意思がないものと道路管理者が判断し

た場合、行政代執行法第３条第１項に基づき、代執行をなすべき旨を文書で戒告

するものとする。 

② 代執行の実施について 

義務者が戒告を受けて、指定の期限までに命じた措置を履行しない時は、道路

管理者は、行政代執行法第３条第２項の代執行令書をもって義務者に通知した上

で、損害予防措置を代執行するものとする。 

 



 

- 7 - 
 

③ 代執行の費用の徴収について 

道路管理者は、行政代執行法第５条に基づき、義務者に対して代執行に要した

費用を請求し、徴収するものとする。 

 

（３）行政代執行に当たっての留意事項 

措置命令に違反した場合、法第１０６条に基づき、道路管理者は証拠書類ととも

に、義務者を警察機関に告発するものとする。 

 

第６ 略式代執行について 

 

（１）略式代執行の実施判断基準 

① 土地等の管理者の確知について 

沿道区域の土地等の管理者の特定方法としては、一般的には、不動産登記簿情

報による登記名義人の確認、住民票情報や戸籍謄本等による登記名義人や相続人

の存否及び所在の確認の調査等を行うものとする。 

② 過失がなくて確知することができない場合について 

「過失がなくて」とは、道路管理者がその職務行為において通常要求される注

意義務を履行したことを意味する。また、「確知することができない」とは、措置

を命ぜられるべき者の氏名及び所在をともに確知しえない場合及び氏名は知りえ

ても所在を確知しえない場合をいうものと解される。 

どこまで追跡すれば「過失がなくて」、「確知することができない」と言えるか

についての定めはないが、少なくとも、不動産登記簿情報など、一般に公開され

ている情報や住民票情報など、市町村が保有する情報を活用せずに所有者等を特

定しようとした結果、所有者等を特定することができなかった場合にあっては、

「過失がない」とは言い難いと考えられる。 

 

（２）略式代執行の手順 

① 措置命令の公告について 

土地等の管理者が確知できない場合、措置命令を通知することができない。そ

の場合、官報告示、現地での立て看板による掲示、新聞広告の掲載、地方公共団

体の広報誌への掲載などにより公告することをもって、措置命令を行ったものと

同等の効果が与えられ、道路管理者による代執行が可能となる。 

公告する事項については、場所、代執行を行う者、代執行する予定日時、代執

行の内容等である。 

② 代執行の実施について 

道路管理者は、自ら又は委託した者により、土地等の管理者に代わって措置命
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令の内容である損害予防措置を講じるものとする。 

 

（３）略式代執行に当たっての留意事項 

① 代執行の費用負担について 

略式代執行の場合、当該土地等の管理者が確知できず不明であることから、代

執行に要した費用を相手先に請求することが直ちにはできない。しかし、費用負

担すべき者は当該土地等の管理者であるため、道路管理者は請求内容を保存し、

当該土地等の管理者が確知できた段階で改めて請求するものとする。 
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                       国土交通省道路局 
                       環境安全・防災課課長補佐 

 
 

沿道区域制度における届出対象区域の運用について 

 
 
 踏切道改良促進法等の一部を改正する法律（令和３年法律第９号）が令和３年３月

３１日に公布され、このうち、道路法の改正規定の施行期日を同年９月２５日とする

こととされました。また、これに伴い、省令についても同日に施行されたところです。 
 この改正後の道路法、道路法施行令及び道路法施行規則等の運用に当たっては、令

和３年９月２４日付国道政第５０号「踏切道改良促進法等の一部を改正する法律の一

部の施行について」を通知したところです。 
上記通知のうち、第１沿道区域及び届出対象区域関係１、２の運用について、令和

３年９月２４日国道政第５３号、国道交第４４号、国道国技第１２４号、国道環第６

１号、国道高第１５８号「沿道区域制度における届出対象区域の運用について」を別

紙のとおり通知します。 
 なお、上記「沿道区域制度における届出対象区域の運用について」の通知に対して

具体な運用の解説（ガイドライン）を関係機関と協議の上、別途発出予定である旨申

し添えます。また、都道府県、政令市にもこの旨周知頂くようお願いします。 
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国 道 政 第 ５ ３ 号 

国 道 交 第 ４ ４ 号 

国道国技第１２４号 

国 道 環 第 ６ １ 号 

国道高第１５８号 

令和３年９月２４日 

 

 

各地方整備局 道路部長 宛 

北海道開発局 建設部長 宛 

内閣府沖縄総合事務局 開発建設部長 宛 

 

 

国土交通省 道路局 

路 政 課 長 

（ 公 印 省 略 ） 

道路交通管理課長 

（ 公 印 省 略 ） 

国 道 ・ 技 術 課 長 

（ 公 印 省 略 ） 

環境安全・防災課長 

（ 公 印 省 略 ） 

高 速 道 路 課 長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

沿道区域制度における届出対象区域の運用について 

 

 

 踏切道改良促進法等の一部を改正する法律（令和 3年 3月法律第９号。以下「改正法」

という）が令和 3年 3月 31 日に公布され、このうち道路法（昭和 27 年法律第 180 号。以

下「法」という。）の一部改正について、同年 9月 25 日から施行することとされた。 

 この改正では、沿道区域制度において、区域指定に当たって損害予防義務の対象となる

工作物等を個別に定めることとする（法第 44 条第 2項及び第 3項）とともに、届出対象
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区域の指定による当該区域における工作物の設置に関する届出・勧告制度（法第 44 条の

2）を創設したところである。 

 このたび、本改正について、倒壊により道路の構造に損害を及ぼし又は交通に危険を及

ぼす工作物のうち柱状の工作物を対象として沿道区域制度における届出対象区域の運用方

法等を定めたことから、下記の事項に留意の上、その運用に遺漏のないようにされたい。 

 

 

記 

 

第１  沿道区域制度における届出対象区域の創設について 

道路の区域内においては、道路管理者以外の者が、工作物、物件又は施設を設ける

場合には、道路管理者の占用許可を要するなど制限が講じられている。 

一方で、平成 30 年 9 月台風 21 号や令和元年 9月台風 15 号では、沿道に設置され

た電柱、看板、ゴルフ練習場の支柱等道路の区域外の隣接する土地に設けられた工作

物の倒壊により道路が閉塞し、災害復旧活動に支障を来すなど大きな課題となった。 

 法第 44 条に規定する沿道区域及び法第 44 条の 2に規定する届出対象区域は、本来

なら道路管理者の直接的な管理責任が及ばない、道路の区域外の工作物について、工

作物が倒壊した際の道路閉塞を防止する観点から設けられた制度であるところ、届出

対象区域制度については、工作物の設置に当たり設置者から届出を受け、その届出に

係る行為が災害が発生した場合において道路の構造に損害を及ぼすおそれ又は交通に

危険を及ぼすおそれがあると道路管理者が認めるときは、その届出をした者に対し、

その届出に係る行為に関し場所又は設計の変更その他の必要な措置を講ずべきことを

勧告することができる制度である。 

このように、届出対象区域において柱状の工作物の設置を届け出させ、場所の変更

等の事前調整の機会を設けることにより、道路の区域外の沿道民地の工作物が倒壊

し、道路の防災機能が低下する事態を防止することが可能となる。 

 

第２ 対象の工作物について 

本通知で対象とする工作物は、当該工作物が他の法令等に定める技術基準を満たし

ているものの、過去の災害等において倒壊した事例のある電柱、広告塔、看板、運動

施設の支柱などの工作物を想定している。 

具体的な指定に当たっては、工作物の高さ、地形（工作物と道路までの距離や道路

幅員等）、地質、過去の倒壊事例など現場条件等を勘案して指定するものとする。 

 

第３ 沿道区域指定に係る留意事項 
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  柱状の工作物を対象とする沿道区域の指定に当たっては、「沿道区域制度の運用に

ついて」（令和 3年 9月 24 日付け国道政第 54 号、国道交第 45 号、国道国技第 123

号、国道環第 62 号、国道高第 159 号）（以下「沿道区域制度の運用通知」という）

に従うほか、以下についても留意されたい。 

① 沿道区域指定の考え方 

沿道に設置されている工作物の倒壊により、緊急輸送道路のネットワーク機能が

著しく阻害されるおそれのある区間であって、例えば、過去に工作物が倒壊した事

例がある場合に、地形、地質、工作物の設置状況など現地状況を勘案し、工作物及

び区域の範囲を指定するものとする。 

具体的には、道路上の工作物の設置が制限※されている区間、過去の台風等によ

り工作物が倒壊した区間などが想定される。 

※電柱では、法第 37 条の占用制限区域、無電柱化の完了又は事業中の区間等 

   

② 土地等の管理者への説明 

道路管理者は、沿道区域の指定に際し、道路の区域に接続する土地、竹木又は

指定される工作物の管理者（以下「土地等の管理者」という。）に対して、次の

点について説明※を行うこと。また、沿道区域の指定に当たって河川区域、海岸

区域及び国有林などが関係する場合は、必要に応じ関係者と事前調整を行うもの

とする。なお、土地等の管理者が多数にわたる場合などは、縦覧に供するなどの

手段をとることも考えられる。 

・指定する工作物 

・沿道区域指定予定の土地の範囲（図示） 

※なお、法第 44 条第 4項の措置が必要となった場合は、沿道区域制度の運用に準じ

た対応を行うこと。 

  ③ 届出の対象工作物 

届出対象区域を指定し、工作物の設置予定者から設置に係る届出を受理する必

要がある工作物については、沿道区域の指定時に当該工作物を指定しておく必要

があるので留意されたい。 

 

第４ 届出対象区域の指定について 

（１）届出対象区域の指定の考え方 

① 指定の考え方 

法第 44 条の 2第１項の規定に基づく届出対象区域の指定は、法第 44 条第１項

の規定に基づく沿道区域の指定時に定められた工作物のうち、倒壊により道路が
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閉塞するおそれがあり、道路管理者と工作物設置予定者の調整を図る必要がある

工作物及び区域の範囲について指定するものとする。 

② 必要な指定範囲 

沿道区域の全部又は一部について、指定する工作物が倒壊した場合に道路閉塞※

が生じるおそれのある範囲を指定する。 

※道路閉塞とは、指定された工作物が道路側に倒壊した際に、車両の通行等を考慮した幅

（４ｍ以上※）を確保できない場合 

※建築基準法第 42条第 1項に規定する最小幅員 

道路構造令第 5条第 5項に規定する第 3種第 5級及び第 4種第 4級の最小道路幅員 

 

（２）届出対象区域の指定の方法 

① 届出対象区域の指定に必要な図書の作成 

指定する届出対象区域、沿道区域及び道路の区域を表示した平面図（1/1,000 以

上のもの）を作成する。 

また、必要に応じて沿道区域内での代表的な地点での横断図も併せて作成する

ことが望ましい。 

② 届出対象区域指定の公示 

届出対象区域の指定を行った際は、速やかに法第 44 条の 2第 2項及び道路法施

行規則（昭和 27 年建設省令第 25 号。以下「施行規則」という。）第 4条の 5の 8

に基づき公示を行わなければならない。公示の方法は法第 44 条第２項の規定に基

づく沿道区域の指定の公示手続に準ずるものとし、届出対象区域の存する土地の

所在地及び届出対象区域に接続する道路の路線名、届出の対象となる工作物並び

に平面図を縦覧する場所及び期間を公示する。官報告示を行う場合は、手続には

時間的余裕を持つことが望ましい。 

③ 届出対象区域の公表 

届出者に対する周知のために、全国の届出区域指定状況一覧について道路局の

ホームページで公表することとしている。指定を行う際は事前に（公示日の 2週

間程度前までに）国土交通省道路局環境安全・防災課へ上記①において作成する

図書を提出するものとする。  

 

（３）届出対象区域の指定に当たっての留意事項 

  ① 土地等の管理者への説明 

道路管理者は、届出対象区域の指定に際し、土地等の管理者に対して、次の点

について説明を行うこと。また、河川区域、海岸区域及び国有林などが関係する



- 5 -  

場合は必要に応じ関係者と事前調整を行うものとする。なお、土地等の管理者が

多数にわたる場合などは、縦覧に供するなどの手段をとることも考えられる。 

・届出の対象となる工作物の種類について 

・届出対象区域指定予定の区域の範囲（図示） 

※「沿道区域制度の運用通知」では、措置命令にいたる場合があることから、「土地等

の管理者に対して、説明を行い、同意を得ておくことが望ましい」とされている。 

一方、工作物の倒壊による道路閉塞を防止するための沿道区域及び届出対象区域の指

定に当たっては、土地等の管理者にかかる義務が措置命令にいたる場合とで異なるこ

とから説明を行うことで足りるとしている。 

  ② 指定後における対応 

道路管理者は、指定後であっても届出に係る行為等を起因として土地等の管理

者から説明を求められた場合は、都度理解を得られるよう努めること。 

 

第５ 届出・勧告について  

（１）工作物の設置の届出 

① 届出の内容・時期 

道路管理者は、勧告の必要を判断するに当たって、施行規則第４条の５の 10 に

規定する届出書及び添付書類のほかに必要な資料があるときは、その旨を届出者

に説明し、提出を求めること（ただし、提出を求めるものは必要最小限とし、届

出者に過度な負担をかけることのないよう留意すること。）。 

なお、複数の工作物を同時期に設置する場合は、必要な書類を添付すること

で、一件の届出として受け付けることは差し支えない。 

また、工作物の新設にあたり、新設後に撤去される臨時の工作物が伴う場合

は、届出にその旨を記載し、所定の資料を添付することで、一件の届出として受

け付けることは差し支えない。 

届出書については、法第 44 条の 2第 3項に定めるとおり、着手予定日の 30 日

前までに提出されていることを確認すること。 

② 変更の届出について 

届出に係る事項のうち施行規則第４条の５の 12 に規定する事項に変更があっ

た場合は、法第 44 条の 2第 5項に定めるとおり、変更する事項についての届出

をさせることとする。変更の届出の方法については届出の際の手順に準じるもの

とする。 
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変更の届出を行う際、着手予定日を変更しない場合は、当初の着手予定日を法

第 44 条の 2第 5項の規定における「変更に係る行為に着手する日」とし、届出

を行うことができるものとする。これは、着手予定日に影響しない軽微な変更に

ついて、工事着手までの間に更に 30 日間を確保する必要はないという趣旨であ

る。 

③ 届出を要しない行為 

法第 44 条の 2第 4項第１号及び第２号に規定する届出を要しない行為は以下

のような行為を想定している。 

・ 工作物の撤去、点検、修繕又は改良のために必要な臨時の工作物を設置する行為

(施行規則第 4条の 5の 11 第１号)。 

例：足場、仮囲いなどの設置 

・工作物の倒壊を防止するための行為 (施行規則第 4条の 5の 11 第２号)。 

例：工作物の強度を高める支線、支柱、支線柱の設置 

・災害又は事故が原因で、現に供給されていた電力・通信サービスが途絶えた場合

の復旧、又は災害による道路その他の復旧に係る電力の確保を目的とする電柱の

設置 (法第 44 条の 2第 4項第 2号)。 

 

（２）必要な措置の勧告 

  ① 勧告する場合  

道路管理者が届出対象区域における工作物の設置に係る届出を受理した後、受

理した届出の内容や現地の状況などから、届出に係る工作物が倒壊した場合に道

路を閉塞させるおそれがあると判断※される場合は、設置場所の変更などを求め

るものとする。当該求めに対し、届出者が速やかに応じない場合は、届出に係る

行為に関し場所又は設計の変更その他の必要な措置を講ずべきことを、法第 44

条の 2第 6項の規定に基づき書面により勧告することができる。 

勧告に従わずに工作物が設置され、法第 44 条第４項に規定する特に必要があ

ると認める場合に該当する際は、「沿道区域制度の運用通知」に従い対応するも

のとする。 

※判断に当たっては第４（１）①に準じる 

② 勧告の留意事項 

 勧告の内容は、届出に係る行為に関し、工作物が倒壊した場合に道路を閉塞さ

せるおそれのない位置への設置場所の変更、道路を閉塞させるおそれのない高さ

への設計変更などを想定しているが、道路管理者の判断により、設置の中止その

他必要な措置を勧告できるものとする。 
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（３）届出・勧告に当たっての留意事項 

① 電磁的方式による受理 

事務手続の簡素化や電子化を図るため、届出（変更の届出を含む。）につい

て、担当窓口のメールアドレスを公表（国土交通省ホームページにおいても公表

予定）し、電子メールでの届出を認めるものとする。 

② 変更の届出 

変更の届出を受理する場合において、当初の工事着手日を変更しない場合、当

該変更の届出から着手日までに、勧告の要否の判断を行うために必要な期間が確

保できないことが想定されることから、着手後の勧告もあり得ることを届出者に

伝えること。 

③ 届出に対する勧告の有無の連絡 

道路管理者は、届出に対して、勧告を行わない場合においても、結果を速やか

に届出者に連絡をすることとする。 

なお、勧告を行わない旨の連絡を届出者に行った場合であっても、当初の届出

日から 30 日以内の工事の着手を認めるものではない。 

 

第６ 電柱の取扱いについて 

（１） 電柱の指定 

近年の地震・台風などによって電柱が倒壊することにより、道路閉塞が発生

し、緊急車両の通行や地域住民等の避難に支障を来した事例が見られる。また、

電柱及び電線は、外観では通電の有無が判断できず感電の危険性があり、道路啓

開に当たっては電線管理者等の指示に従う必要があるなど、他の工作物と異な

り、倒壊等が生じた場合には、道路管理者が自ら除去等することが極めて困難で

あることから、迅速な対応に支障が生ずる。このため、沿道区域及び届出対象区

域の指定に当たって電柱を指定する工作物として定めていくことを検討された

い。 

 

（２） 電柱を指定する場合の沿道区域の指定の対象となる道路の条件 

電柱を工作物として指定する沿道区域は、法第 37 条第 1項の規定に基づき電柱

の占用制限を行っている道路又は電線共同溝の整備等に関する特別措置法第 3条

の規定による指定がされている道路など、道路の区域において電柱が占用制限さ

れている道路又は無電柱化が完了し、又は予定されている道路に接続する区域を

対象とする。 

法第 37 条第 1項に基づく占用制限が解除された場合、従前指定されていた沿道
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区域及び届出対象区域を引き続き指定するかについては、現地状況により個々に

判断することとする。 

 

（３） 留意事項 

① 届出がされた場所への設置がやむを得ない場合 

以下のように届出がされた場所への設置がやむを得ない場合は、勧告しないも

のとする。 

・地権者の同意が得られない等、道路を閉塞するおそれのない位置に設置する

用地を確保することが困難な場合（届出にあたって、道路閉塞のおそれがあ

る範囲外への設置を検討したが、地権者の同意が得られなかった旨の記載を

求めること）。 

・地形や土地利用状況などにより、物理的に道路を閉塞するおそれのない位置

に設置することが困難な場合。 

・仮連系柱など無電柱化や電柱の移設により届出対象区域から電柱が除かれる

ことが予定されており、その時期が明確であるときは、電柱を仮設のものと

して扱い、届出の際に届出書に予定時期を記載した上で、勧告の対象とはし

ないこととする。 

② 既設電柱の取扱い 

届出対象区域を道路管理者が公示した日以前に設置された電柱を更新又は移

設する場合における法第 44 条第６項の規定に基づく勧告の取扱いについては、

道路閉塞のリスクが増大するような場合を除き、当面の間※、勧告の対象とはし

ないこととする。 

※道路法第 37 条の改正に伴う道路の占用禁止又は制限に係る取扱い（平成 31 年 4

月 1 日付け国道利第 44号、国道メ企第 32 号、国道環第 125 号）に準拠し、既

に道路占用の許可等がなされた既存の電柱の更新又は移設については、当面の

間、認めることとしている。 

このため、届出対象区域における既存の電柱の更新又は移設についても道路上

における道路占用の取扱いに併せて運用するものとする。 

③ 引込柱の取扱い 

既設の電柱又は地中から、建築物への電力・通信サービスの供給を目的として

設置する引込柱については、建築物と同一の取扱とし、届出の対象とはしないこ

ととする。 

④ 電柱を届出対象区域内に設置する場合の前提条件 
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届出対象区域内に電力・通信サービスの供給を目的として建柱する場合、届出

対象区域外から別ルートで供給することができないか、届出者に検討を求めるこ

と。 

⑤ 電線共同溝の整備等に関する特別措置法第 3条の規定による道路指定の検討 

届出対象区域における電柱の設置に対して勧告を行った場合であって、複数の

電線管理者から電線共同溝の整備等に関する特別措置法第 3条の規定による道路

指定の申出があった場合、道路管理者は当該道路指定の検討を行うこと。 
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国 道 利 第 ２ ６ 号 

国 道 交 シ 第 ６ ２ 号 

国 道 評 第 ３ ３ 号 

国 道 環 第 ５ ８ 号 

国 道 高 第 １ ５ ３ 号 

令和３年９月２４日 

 

各地方整備局道路部長 殿 

北海道開発局建設部長 殿 

沖縄総合事務局開発建設部長 殿 

 

 

国土交通省道路局      路政課長  

（公印省略） 

道路交通管理課長  

（公印省略） 

企画課長  

（公印省略） 

環境安全・防災課長  

（公印省略） 

高速道路課長  

（公印省略） 

 

 

防災拠点自動車駐車場の指定制度の取扱いについて 

 

踏切道改良促進法等の一部を改正する法律（令和３年法律第９号。以下「改正法」とい

う。）は令和３年３月３１日に公布され、このうち、防災拠点自動車駐車場の指定制度の創

設等を内容とする改正規定が同年９月２５日に施行することとされた。また、踏切道改良

促進法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備等に関する政令（令和３年政

令第２６１号）及び道路法施行規則等の一部を改正する省令（令和３年国土交通省令第５

８号）が制定され、これらについても同日に施行することとされた。「踏切道改良促進法等

の一部を改正する法律の一部の施行について」（令和３年９月２４日付け国道政第５０号）

において示されたとおり、本改正により、防災拠点自動車駐車場の指定制度が創設された

ところであるが、その取扱いについては、下記のとおりとするので、その対応に遺憾のな

いようにされたい。 

なお、本通知の内容については、関係省庁及び関係部局と調整済みであることを申し添

える。 
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記 

 

第１ 防災拠点自動車駐車場の指定に際し勘案する事情について（道路法（昭和２７年法

律第１８０号。以下「法」という。）第４８条の２９の２第１項関係） 

国土交通大臣は、道路の附属物である自動車駐車場を防災拠点自動車駐車場に指定

する際は、その規模、その接する道路の構造及び交通の状況並びにその近傍における

災害応急対策に係る施設の立地その他の事情を勘案することとされている。 

防災拠点自動車駐車場の指定に際しては、地域防災計画に位置付けられた「道の駅」

や高速道路のサービスエリア・パーキングエリア（以下「道の駅等」という。）の自動

車駐車場を中心に、災害時に広域災害応急対策の拠点が十分に確保できるよう、以下

の目安を参考としつつ、各自動車駐車場が広域災害応急対策の拠点として支障がない

ものであることを確認するものとする。 

 

 【勘案する事情の目安】 

①規模 

自動車駐車場に隣接する土地の区域に存する駐車場と合わせて 2,500 m2以上の広

さを有しているなど、広域災害応急対策の拠点として十分な規模であること。 

②接する道路の構造 

２車線以上の道路に接しているなど、広域災害応急対策の拠点を利用することが

想定される車両の通行に支障がないこと。 

③接する道路の交通の状況 

緊急輸送道路に接していること、又は近傍にアクセスしやすい緊急輸送道路があ

ること。 

④近傍における災害応急対策に係る施設の立地 

地域防災計画等に位置付けられた災害応急対策の拠点を構成するものであること。 

⑤その他 

道の駅等が、耐震化、無停電化され、水・通信が確保されているとともに、業務

継続計画（BCP）の作成がなされているなど、広域災害応急対策の拠点として必要な

機能及び体制を備えていること。 

 

第２ 防災拠点自動車駐車場の指定等における協議について（法第４８条の２９の２第２

項関係） 

国土交通大臣は、防災拠点自動車駐車場の指定、変更、又は廃止（以下「指定等」と

いう。）をしようとするときは、あらかじめ、当該指定等に係る自動車駐車場の道路管

理者に協議し、その同意を得なければならないとされている。 

当該指定等に係る自動車駐車場の道路管理者は、国土交通大臣から協議があった場

合には、地域防災計画への位置付け等について自動車駐車場が存する都道府県や市町

村に十分な確認を行うとともに、当該地域を管轄する都道府県公安委員会等の関係機

関（港湾計画に土地利用計画の定めのある土地において防災拠点自動車駐車場を指定
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しようとする場合は港湾管理者を含む。）と必要な調整を行うものとする。なお、会社

管理高速道路及び公社管理道路においては、道路整備特別措置法（昭和 31 年法律第 7

号）第 30 条及び第 31 条により、当該指定等に係る自動車駐車場の道路管理者は国土

交通大臣にあって、あらかじめ、機構及び会社、地方道路公社の意見を聴かなければ

ならないとされているところ、これらの確認や必要な調整については、機構及び会社、

地方道路公社が行うものとする。 

 

第３ 防災拠点自動車駐車場内に設けられる災害応急対策に資する工作物又は施設の占用

者との事前調整について（法第３３条第２項関係） 

防災拠点自動車駐車場の防災機能強化を目的として、道路管理者以外の者による災

害応急対策に資する工作物又は施設の設置を促すため、防災拠点自動車駐車場内に設

けられる備蓄倉庫、非常用電気等供給施設等を新たに占用物件として追加するととも

に、これらの施設のほか、災害情報を伝達する広告塔や通信設備、物資の保管等の機

能を有するベンチ、太陽光発電設備等（以下「災害応急対策施設等」という。）に係る

占用については、占用許可の無余地性要件を除外する特例を適用することとされてい

る。 

道路管理者は、占用許可の基準の特例により占用許可を与えようとする場合は、災

害時における占用物件の活用(占用者が災害時に自ら活用する場合を含む。)が、防災

拠点自動車駐車場の広域災害応急対策の拠点としての利用と齟齬を生じないよう、道

の駅等の管理者や地域防災計画等の策定主体である都道府県や市町村等と連携し、あ

らかじめ、占用者と調整するものとする。 

なお、特例の対象となる物件の占用許可をするに当たっては上記調整により締結さ

れた占用希望者と関係地方公共団体との合意文書等を確認すること、占用の場所、構

造及び占用主体等の占用許可の基準に関すること、占用料の取扱いに関すること等に

ついては、「災害応急対策施設等の道路占用の取扱いについて」(令和３年９月２４日

国道利第２７号)のとおり。 

 

第４ 災害時における防災拠点自動車駐車場の利用の禁止又は制限について（法第４８条

の２９の３関係） 

道路管理者は、災害時において、防災拠点自動車駐車場の広域災害応急対策の拠点

としての利用以外の利用を禁止又は制限(以下「利用制限」という。)することができ

るとされている。 

利用制限の実施にあたっては、道路管理者は、地域住民や道路利用者(以下「一般利

用者」という。)の避難場所としての利用に支障とならないよう、あらかじめ、災害時

に防災拠点自動車駐車場の利用制限を行う区域(以下「制限区域」という。)の概ねの

範囲について、広域災害応急対策の実施予定者等の関係機関と調整しておくこととす

る。 

また、利用制限の実施時には、道路管理者は、防災拠点自動車駐車場の一部範囲を

利用制限の対象とする場合、その範囲が一般利用者にも明らかとなるよう現地におい

て適切に明示するものとする。また、一般利用者の混乱を招かないよう、道の駅等の
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管理者や地域防災計画等の策定主体である都道府県や市町村等と連携しつつ、一般利

用者の避難のための駐車スペースの確保や周辺の避難場所への案内等を行うものとす

る。 

なお、道路管理者は、平時から、広域災害応急対策の実施予定者から利用予定の車

両情報を収集し、利用制限の実施時には、広域災害応急対策の実施者から利用する車

両情報の報告を受け、疑義があれば個別に調整を行うなど、広域災害応急対策の拠点

としての利用者を一般利用者と区別して適切に確認するよう努めるものとする。 

加えて、観光シーズンなど防災拠点自動車駐車場に多数の一般利用者がいる状況で

災害が発生する場合も想定し、いつ災害が起きても広域災害応急対策の拠点としての

機能が発揮されるよう、都道府県や市町村等と連携しつつ、防災拠点自動車駐車場を

含む道の駅等の BCP において、一般利用者の誘導等の対応方法について定め、防災訓

練等を通じて実効性を高めるよう努めるものとする。 

 

第５ 標識の設置について（法第４８条の２９の４及び道路標識、区画線及び道路標示に

関する命令（昭和３５年総理府・建設省令第３号。以下「標識令」という。）第４条関

係） 

防災拠点自動車駐車場の利用制限をしようとする場合においては、道路管理者は、

当該防災拠点自動車駐車場の禁止又は制限の対象を明らかにした道路標識を設けなけ

ればならないとされている。このため、道路管理者は、利用制限の実施時には、標識

令において新設した「広域災害応急対策車両専用（325 の 7）」を、防災拠点自動車駐

車場の入口及び制限区域の前面など防災拠点自動車駐車場内の必要な地点に設置する

ものとする。 

なお、当該標識は、可搬型の標識を用いるなど、利用制限を行う時のみ表示するも

のとする。 

また、道路管理者は、防災拠点自動車駐車場の一部範囲を利用制限の対象とする場

合、当該防災拠点自動車駐車場の入口に設置する「広域災害応急対策車両専用（325 の

7）」には、補助標識「距離・区域（501）」として「この先制限区域」を附置し、入口で

は利用制限が生じていないことを明らかにした上で、制限区域の前面に「広域災害応

急対策車両専用（325 の 7）」を表示するものとする。 

加えて、道路管理者は、平時から、都道府県や市町村等の協力を得つつ、一般利用

者に対して、災害時に利用制限が行われる場合があることや、一般利用者の避難のた

めの駐車スペースを確保していることを周知するものとする。 

また、道路管理者は、利用制限の実施時には、道路情報板やホームページ等での周

知を十分に行うものとする。 

 

第６ 災害応急対策施設管理協定制度について（法第４８条の２９の５、道路法施行令第

３５条の７関係） 

道路管理者は、自らが管理する自動車駐車場に隣接して、道路管理者以外の者が備

蓄倉庫、通信設備等の災害応急対策の実施に有用な施設等を設置している場合には、

あらかじめ、当該施設等の所有者等と協定を締結し、災害時には当該施設等を一体的
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に管理することができることとし、当該施設等として、災害情報の伝達の用に供する

広告塔、看板及び街灯や物資の保管機能等を有するベンチ、支援物資の供給の用に供

する食事施設及び購買施設、災害応急対策従事者の利用又は支援物資の保管の用に供

する事務所、店舗、広場及び公園等が規定されている。 

道路管理者は、提供される災害情報の内容等について、事前に都道府県公安委員会

との間で調整を行うものとする。 

 



 

国 道 利 第 27 号  

国 道 評 第 34 号  

国 道 環 第 59 号  

国道高第 154 号  

令和３年９月 24 日  

 

各地方整備局道路部長  殿 

北海道開発局建設部長  殿 

沖縄総合事務局開発建設部長 殿 

（独）日本高速道路保有・債務返済機構総務部長  殿 

  

 

国土交通省道路局   路 政 課 長  

（ 公 印 省 略 ） 

企 画 課 長  

（ 公 印 省 略 ） 

環境安全・防災課長  

（ 公 印 省 略 ） 

高 速 道 路 課 長  

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

災害応急対策施設等の道路占用の取扱いについて 

 

 

踏切道改良促進法等の一部を改正する法律（令和３年法律第９号）が令和３年３月

31 日に公布され、このうち、道路法（昭和 27 年法律第 180 号。以下「法」という。）

における防災拠点自動車駐車場の指定制度の創設等を内容とする改正規定が、同年９

月 25 日に施行することとされた。また、踏切道改良促進法等の一部を改正する法律

の一部の施行に伴う関係政令の整備等に関する政令（令和３年政令第 261 号。以下「整

備政令」という。）が同日に施行することとされた。 

 「踏切道改良促進法等の一部を改正する法律の一部の施行について」（令和３年９

月 24 日付け国道政第 50 号）において示されたとおり、改正後の法第 33 条第２項第

４号においては、防災拠点自動車駐車場内に設けられる災害応急対策に資する工作物

又は施設についての占用許可の基準の特例が設けられ、また、整備政令による改正後

の道路法施行令（昭和 27 年政令第 479 号。以下「令」という。）第７条第 14 号にお

いては、防災拠点自動車駐車場に設ける備蓄倉庫、非常用電気等供給施設その他これ

らに類する施設で、災害応急対策の的確かつ円滑な実施のため必要であると認められ



 

るもの（以下「備蓄倉庫等」という。）が占用許可対象物件として追加されるととも

に、第 16 条の３においては、これを含む当該特例の対象物件が規定された。 

防災拠点自動車駐車場内に設けられる工作物又は施設で、災害応急対策に資するも

のとして令第 16 条の３で定めるもの（以下「災害応急対策施設等」という。）の道路

占用等については、下記のとおりとするので、その対応に遺憾のないようにされたい。 

 なお、本通知の内容については、警察庁交通局交通規制課と調整済みであることを

申し添える。 

 

記 

 

１ 備蓄倉庫等の占用許可対象物件への追加について 

(1) 改正の概要 

従前、令第７条第９号及び第 10 号において規定された場所（トンネルの上や高

架下等）以外の場所に設けられる倉庫や、同条第２号に規定された太陽光発電設

備及び風力発電設備以外の発電設備については、その占用が認められていなかっ

たところ、道路管理者以外の者によるこれらの施設の設置を促すため、防災拠点

自動車駐車場に設けられる場合に限り、災害応急対策に資するこれらの施設によ

る占用を認めるとともに、災害応急対策施設等として占用許可の基準の特例の対

象とした。 

また、占用料については、備蓄倉庫等が大量一括処理が必要な施設ではないこ

とから、定率物件とした。 

占用の場所、構造については、一般工作物等と同様の基準を適用して問題ない

ことから、令第 10 条等を適用することとした。 

 (2) 定義 

備蓄倉庫等は、法第 48 条の 29 の２第１項の規定により国土交通大臣が指定し

た防災拠点自動車駐車場に設ける備蓄倉庫、非常用電気等供給施設（非常用の電

気又は熱の供給施設をいう。以下同じ。）その他これらに類する施設であって、災

害応急対策（災害対策基本法（昭和 36 年法律第 223 号）第 50 条第１項に規定す

る災害応急対策をいう。以下同じ。）の的確かつ円滑な実施のため必要であると認

められるものをいう。なお、具体的に想定される施設については、２(2)記載の別

紙１(1)ウのとおり。 

 

２ 災害応急対策施設等の道路占用について 

 (1) 概要 

法第 33 条第２項第４号の規定により、災害応急対策施設等の占用許可につい

ては、法第 33 条第１項に規定するいわゆる無余地性の基準の適用を除外するこ

とができることとされた。 

 (2) 基本方針 



 

災害応急対策施設等の占用許可に当たっては令第 16 条の３の規定により、法

第 33 条第２項第４号の占用許可の基準の特例が適用されることに留意の上、令

で規定された基準及び別紙「災害応急対策施設等の占用許可の基準について」に

従い、厳正に取り扱われたい。 

 (3) 占用料の取扱い 

災害応急対策施設等の道路占用に係る占用料については、令で定める額の 90％

を減額することとする。ただし、この減額率を適用する場合においては、別に定

める減額率を適用しない。 

 

  



 

別紙 

 

  災害応急対策施設等の占用許可の基準について 

 

１ 災害応急対策施設等 

(1) 定義 

令第 16 条の３の規定による災害応急対策施設等は、法第 32 条第１項第１号、

第５号又は第７号に掲げる工作物、物件又は施設のうち、防災拠点自動車駐車場

内に設けられる次のものをいう。 

  ア 広告塔、通信設備、街灯その他これらに類する工作物又は看板であって、災

害時において住民その他の者（以下「住民等」という。）に対する災害情報の伝

達の用に供することができるもの 

    具体的には、防災情報を提供する案内表示板やデジタルサイネージ等のほか、

災害時においても利用可能な無線基地局、非常用照明設備等が想定される。 

イ 次に掲げるもので、災害時において住民等に対する物資又は電力の供給の用

に供することができるもの 

(ｱ) ベンチその他これに類する工作物であって、物資の保管その他災害応急対

策の実施に資する機能を併せ有するもの（以下「ベンチ等」という。） 

  具体的には、物資を保管する機能や災害時における調理台としての機能を

有するベンチ等が想定される。 

(ｲ) 貯水槽その他これに類する施設（以下「貯水槽等」という。） 

  具体的には、地下におけるタンク貯蔵所、防火用水槽等が想定され、地下

に設置されるものに限らない。 

(ｳ) 太陽光発電設備及び風力発電設備（以下「発電設備」という。） 

  発電設備により変換された電力が、災害時に、防災拠点自動車駐車場を拠

点として実施される災害応急対策に利用されることが予定されているものが

想定される。 

(ｴ) 高速自動車国道及び自動車専用道路以外の道路における防災拠点自動車

駐車場又は高速自動車国道若しくは自動車専用道路の連結路附属地におけ

る防災拠点自動車駐車場に設ける食事施設、購買施設その他これらに類する

施設（高速自動車国道又は自動車専用道路に設ける休憩所、給油所及び自動

車修理所を除く。）でこれらの道路の通行者又は利用者の利便の増進に資す

るもの（以下「食事施設等」という。） 

  具体的には、防災拠点自動車駐車場における避難所の住民等に対する炊き

出しや物品提供等に協力することが予定されているレストラン、売店等が想

定される。 

ウ 備蓄倉庫等 

  具体的には、災害時に備えて食糧、医薬品等を保管する備蓄倉庫、災害時に



 

おける電気供給を目的として設置される発動発電機、負傷者の救護活動を行う

ための医療用コンテナ等が想定される。 

 (2) 災害応急対策施設等の該当性の判断 

災害応急対策施設等の占用の許可を行うに当たっては、災害時において当該災

害応急対策施設等を用いて実施される活動等に関する事項を内容とした、占用希

望者と関係地方公共団体等との合意文書等によって、当該災害応急対策施設等が

災害応急対策に資する機能を有することを確認すること。 

なお、「防災拠点自動車駐車場の指定制度の取扱いについて」（令和３年９月 24

日付け国道利第 26 号ほか）記第３に記載のとおり、防災拠点自動車駐車場の道路

管理者は、災害時における災害応急対策施設等の活用が、防災拠点自動車駐車場

の広域災害応急対策の拠点としての利用と齟齬を生じないよう、道の駅等の管理

者や地域防災計画等の策定主体である都道府県や市町村等と連携し、あらかじめ、

占用希望者と調整することとされている。 

 

２ 占用の場所 

(1) 災害応急対策施設等が地面に接する場合には、原則として、その部分が車路以

外の部分であること。 

  車路以外の部分であっても、交通の輻輳する場所、他の占用物件の多い場所等

防災拠点自動車駐車場の構造又は利用に著しい支障を及ぼすおそれのある場所

を避けるものとする。 

(2) 地下に設ける場合においては、次のいずれにも適合する場所であること。 

ア 路面をしばしば掘削し、又は他の占用物件と錯そうするおそれのない場所で

あること。 

イ 道路の構造又は地上にある占用物件に支障のない限り、頂部が地面に接近し

ていること。 

(3) 原則として車路等の交差する部分等の地上に設けないこと。 

防災拠点自動車駐車場の構造又は利用に著しい支障を及ぼすおそれのない場合

を除き、車路又は歩行者用通路の交差し、接続し、又は屈曲する部分の地上に設

けないものとする。 

(4) 道路の上空に設けられる部分の最下部と路面との距離を確保すること。 

 災害応急対策施設等を道路の上空に設ける場合には、路面から適切な離隔距離

を確保させるものとする。 

(5) 近傍に視覚障害者誘導ブロックが設置されている場合には、当該ブロックとの

間に十分な離隔を確保すること。 

 

３ 構造 

(1) 防災拠点自動車駐車場の利用に及ぼす支障をできる限り少なくするものであ

ること。 



 

災害応急対策施設等の構造を工夫して、防災拠点自動車駐車場の利用に及ぼす

影響をできる限り少なくするため必要最小限度の規模とする。 

また、災害応急対策施設等の意匠、構造及び色彩は、道路標識等の効用を妨げ、

又は車両の運転に危険若しくは妨害を生じさせないものとする。 

(2) 車両の運転者の視野を妨げないものであること。 

災害応急対策施設等の設置により新たに防災拠点自動車駐車場内に死角を生じ

させないものとする。やむを得ず死角が生ずる場合には、死角から車路又は駐車

ますへの飛び出し事故を防止するため必要と認められる安全策が講ぜられたもの

とする。 

(3) 維持、更新等の作業に際して、防災拠点自動車駐車場の利用に支障を及ぼすお

それのないものであること。 

(4) 広告塔及び看板については、次の構造であること。 

ア 車両の運転者が注視することでその運転や速度に影響を及ぼし、防災拠点自

動車駐車場の利用に支障を生じさせるおそれのないものであること。 

イ 表示部分を車両の運転者から見えにくくするための措置が講ぜられたもので

あること。 

 車路寄りの場所に設置する場合（設置場所と車路との間に駐車ます等がある

場合を除く。）、表示部分は、車路から正対して正面の車路側及び左側面以外と

し、明らかに運転者に対して訴求し、その視線を誘導して脇見運転を惹起させ

るものではないこと。 

ウ 倒壊、落下、剥離、汚損、火災、荷重、漏水その他の事由（以下「倒壊等」

という。）により防災拠点自動車駐車場の構造又は利用に支障を及ぼすことがな

いと認められるものであること。 

 災害発生時においても倒壊等を防止するための措置が講ぜられているものと

する。 

 また、次の事項に該当するベンチ等、貯水槽等、食事施設等及び備蓄倉庫等

の占用は、許可しないものとする。 

(ｱ) 易燃性又は爆発性の物件その他危険と認められるものを搬入、貯蔵又は 

使用するためのもの（災害応急対策のために必要な物件であって必要最小限

度の量を搬入等する場合を除く。） 

(ｲ) 悪臭、騒音等を発する物件を保管又は設置するもの 

 

４ 占用主体 

災害応急対策施設等の占用は、防災拠点自動車駐車場の構造、保全又は利用に支

障を生ずることのないよう、災害応急対策施設等の設置及び管理により道路管理者

による道路区域内の日常的な点検、清掃等が行いにくくなる場合には、占用区域内

における点検、清掃等を的確に行うことができる者に限り認めるものとする。 

 



 

５ 占用許可の条件 

災害応急対策施設等の占用許可を行うに当たっては、一般的な条件のほか、必要

に応じて次に掲げる条件を付すこととする。 

(1) 災害応急対策施設等の倒壊等のないように定期的に点検等を実施するととも

に、倒壊等が生じた場合には速やかに改修等の措置を行うこと。 

(2) 広告塔、看板については、表示内容が公序良俗に反するものではないこと。 

(3) 食事施設等については、多数の来客が見込まれる場合には、防災拠点自動車駐

車場の利用又は構造に支障を及ぼさないよう、行列の整序その他必要な措置を講

ずること。 

 

６ その他 

災害応急対策施設等の占用の許可を行うに当たっては、次の点に留意することと

する（(1)及び(2)にあっては、食事施設等の場合に限る。）。 

(1) 広く一般に対して物品の販売又はサービスの提供を行うものであって、特定の

者のみを対象としたものではないこと。 

(2) 公序良俗に反し、社会通念上不適当と認められるものを売買し、又はサービス

を提供するものではないこと。 

(3) 夜間や強風時には、いたずらや強風により、占用許可を受けた区域外に当該災

害応急対策施設等を構成する物件、商品等が散乱したり、落下、倒壊等による事

故が発生したりすることのないよう、屋内への収納や一時的な撤去等の適切な管

理がなされるものであること。 

 

７ 一般的な占用許可基準の適用除外 

  災害応急対策施設等の占用許可に当たっては、それぞれ次に掲げる通知の規定は

適用しないこととする。 

(1) 広告塔又は看板 

「指定区間内の一般国道における路上広告物等の占用許可基準について」 （昭

和 44 年８月 20 日付け建設省道政発第 52 号）別紙「指定区間内の一般国道にお

ける路上広告物等の占用許可基準」のうち、第４(2)及び(3)イ（分離帯に限る。）、

第５、第６(2)後段及び(3)（反射材料式に係る部分を除く。）並びに第７(3)及び

(4) 

(2) ベンチ等 

「ベンチ及び上屋の道路占用の取扱いについて」（平成６年６月 30 日付け建設

省道政発第 32 号）のうち、記Ⅰ４(1)及びⅡ４(1) 

(3) 発電設備 

「道路法施行令の一部改正について」（平成25年３月１日付け国道利第10号）

別紙１「発電設備の占用許可基準について」のうち７(3) 

(4) 食事施設等 



 

「都市再生特別措置法の一部を改正する法律の施行等に伴う道路法施行令の

改正について」（平成 23 年 10 月 20 日付け国道利発第 20 号）別紙「食事施設等

の占用許可基準等について」のうち、２(1)、５及び７(3) 
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洪水、高潮又は津波からの一時的な避難場所としての機能を有する堅固な施

設の道路占用の取扱いについて 

 

踏切道改良促進法等の一部を改正する法律の一部の施行に伴う関係政令の整備

等に関する政令（令和３年政令第261号。以下「整備政令」という。）が令和３年

９月24日に公布され、令和３年９月25日に施行することとされた。 

整備政令においては、道路法施行令（昭和27年政令第479号。以下「施行令」と

いう。）第７条第３号を改正し、占用許可対象物件として、津波からの一時的な避

難場所としての機能を有する堅固な施設（以下「津波避難施設」という。）に加え、

洪水又は高潮からの一時的な避難場所としての機能を有する堅固な施設（以下「洪

水等避難施設」という。）を規定するなどしたところである。 

津波避難施設及び洪水等避難施設（以下「津波等避難施設」という。）の道路占

用については、別紙のとおり許可基準を定めたので、下記事項に留意の上、その取

扱いに遺憾のないようにされたい。 

なお、本通知の内容については、警察庁交通局交通規制課と調整済みであるこ

とを申し添える。 

本通知は、令和３年９月25日から施行する。 

 

記 

 

１ 津波等避難施設の道路占用について 

(1) 施行令改正の概要等 

   津波避難施設については、平成23年３月に発生した東日本大震災における

津波被害等を受け、当時、道路区域内への設置を検討している地方公共団体が

あったことを踏まえ、占用許可対象物件として規定されていたものであるが、

近年、頻発化・激甚化する豪雨災害を踏まえ、洪水被害や高潮被害に備えるた

めの緊急避難施設を道路区域内に設置するニーズが高まっていることから、



今般、津波避難施設に加え、洪水等避難施設についても、占用許可対象物件と

することとした。 

   また、津波等避難施設の占用の場所によっては、道路利用者の安全で円滑な

通行に支障を与えることがあることから、施行令第11条の７において、津波避

難施設の占用の場所の基準が規定されていたところ、洪水等避難施設の占用

の場所については、津波避難施設と同様の基準を適用して問題ないことから、

同条の規定を適用することとした。 

   占用料について、津波避難施設は、大量一括処理が必要な施設ではないこと

から、定率物件としており、洪水等避難施設についても、同様の扱いとした。 

 

(2) 津波等避難施設の定義 

津波等避難施設とは、洪水、高潮又は津波からの一時的な避難場所としての

機能を有する堅固な施設であり、災害対策基本法（昭和36年法律第223号）の

規定に基づいて都道府県防災会議又は市町村防災会議が作成する都道府県地

域防災計画又は市町村地域防災計画その他の地方公共団体が作成する洪水、

高潮又は津波からの避難に関する計画において、整備することとされている

もの、又は整備することとされる蓋然性が高いものを主に想定する。 

 

(3) 基本方針 

   津波等避難施設の占用の許可に当たっては、施行令で規定された基準及び

別紙１「津波等避難施設の占用許可基準について」に従い、厳正に取り扱われ

たい。 

 

２ 関係通達の改正について 

  「道路法施行令の一部改正について」（平成25年３月１日付け国道利第10号）

を別紙２のとおり改正する。 

 

  



別紙１ 

 

津波等避難施設の占用許可基準について 

 

１ 趣旨 

津波避難施設については、平成23年３月11日の東日本大震災における津波被

害等を受け、当時、地形、土地利用状況等の制約から道路区域内への津波避難施

設の設置を検討している地方公共団体等があったことを踏まえ、占用許可対象

物件に追加されたものである。 

これに加え、近年、頻発化・激甚化する豪雨災害を踏まえ、河川の氾濫等に起

因する洪水被害や海岸付近における高潮被害が想定される地域において、これ

らの被害に備えるための緊急避難施設の整備が進められているところ、津波避

難施設と同様に、地形、土地利用状況等の制約から、道路の高架下等、道路区域

内に当該緊急避難施設を設置するニーズが高まっていることを踏まえ、今般、洪

水等避難施設についても、占用許可対象物件に追加されたところである。 

津波等避難施設を道路区域内に設置するに当たって、その占用の場所や構造

によっては、車両の運転者の視界を妨げるなど、道路の構造又は交通に支障を及

ぼすおそれがあることを踏まえ、津波等避難施設の占用許可に当たっては、本紙

に規定する基準により行い、道路管理の適正を期するものとする。 

 

２ 占用の場所 

津波等避難施設の占用の場所については、次のとおり取り扱うものとする。 

(1) 地面に接する部分が車道以外の道路の部分にあること。 

津波等避難施設は、ある程度の期間継続的に設置されるものであるため、車

道に設けることとすると道路交通に著しい支障を及ぼすことから、地面に接

する部分は車道以外の道路の部分であることとする。 

また、占用許可に当たっては、交通の輻輳する場所や他の占用物件の多い場

所等、道路の構造又は交通に著しい支障を及ぼすおそれのある場所を避ける

ものとする。 

(2) 歩行者等が通行することができる歩道等の幅員を確保すること。 

道路が交通の用に供するものである以上通行に必要なスペースを確保する

ことが不可欠であるため、道路の通行部分たる歩道、自転車道又は自転車歩行

者道に津波等避難施設を設ける場合には道路構造令に規定する幅員が確保さ

れなければならないこととする。 

(3) 道路の上空に設けられる部分の最下部と路面との距離を確保すること。 

津波等避難施設の路面からの高さは、道路の見通しを確保し、かつ、電線、

電話線等を道路上空に設ける場合に支障を及ぼさない高さとすること。 

(4) 原則として交差点等の上空に設けないこと。 

道路の視認性の確保、その他道路交通の安全の確保を図る措置等により、道

路の構造又は交通に著しい支障を及ぼすおそれのない場合を除き、道路の交



差し、接続し、又は屈曲するなど、通行上、特に注意を要する場所以外の場所

であること。 

(5) 洪水、高潮又は津波からの避難に適した場所であること。 

地域住民や道路通行者などが洪水、高潮又は津波からの避難場所として把

握しやすく、かつ、避難に当たっての経路が確保されている場所であること。 

 

３ 構造 

津波等避難施設の構造等については、次のとおり取り扱うものとする。 

(1) 倒壊、落下、剥離、汚損、火災、荷重、漏水その他の事由により道路の構造

又は交通に支障を及ぼすことがないと認められるものであること。 

(2) 津波等避難施設としての効用を発揮するための必要最小限度の規模とし、

かつ、道路の交通に及ぼす支障をできる限り少なくするものであること。 

(3) 信号機、道路標識等の視認性、又は道路の見通しを妨げないこと。やむを得

ず視認性等に支障を生ずる場合は、都道府県公安委員会と調整の上、道路標識

の付け替え等の措置を占用主体に指示し、その責任により講じさせること。 

(4) 施設等の下面には、必要に応じて照明設備、換気設備その他の設備を備える

ものであること。 

(5) 必要に応じて雨どい及び多雪地にあっては雪止めの設備を備えるものであ

ること。 

(6) 人の転落又は物の落下を防止するために必要な防護柵の設置その他の措置

が講ぜられたものであること。 

(7) 津波等避難施設には、広告物、装飾物その他これらに類するものを添加し、

又は広告の用をなす塗装をしないこと。 

(8) 津波等避難施設の意匠等は、都市美観に十分配慮すること。 

 

４ 占用主体 

津波等避難施設の占用主体については、次のとおり取り扱うものとする。 

(1) 道路の保全に支障を生ずることのないよう、津波等避難施設を的確に管理

することができると認められる者であること。 

(2) 道路管理者による監督処分その他の指示を適切に履行する能力を有する者

であること。特に津波等避難施設の撤去、大規模修繕を行うことのできる者で

あること。 

(3) 暴力団又はその構成員の統制下にある法人等及び暴力団員その他の反社会

的勢力に属する者は占用主体となることができないものとする。 

 

５ 占用の期間 

津波等避難施設の占用の期間については、５年以内の範囲で適正に定めるも

のとする。 

なお、占用の期間が終了した場合において許可の更新が求められた際には、当

該占用を継続させることができない特別の事由がない限り更新を許可すること



とする。占用許可の更新を認めない特別の事由とは、津波等避難施設が老朽化し

て道路に施設の一部が落下するおそれが生じているにもかかわらず適切な対応

がとられない場合等とする。 

 

６ 占用の許可の条件 

一般的な条件のほか、必要に応じて、次に掲げる条件を付すこととする。 

(1) 道路に関する工事に伴う津波等避難施設の移転、改築、除却等の費用につい

ては占用主体が負担すること。 

(2) 道路管理上必要を生じた場合において、道路管理者が施設等内に立ち入る

ことを妨げないこと。 

(3) 占用主体は定期的に点検等を行い、津波等避難施設の適切な維持管理に努

めること。 

(4) 道路の構造又は交通に支障を及ぼす改修等を行う場合には、事前に道路管

理者と協議し、必要に応じ変更の許可を受けること。 

 

７ その他 

津波等避難施設の建築に際しては、道路交通の支障にならないように指導す

ること。なお、やむを得ず道路交通に支障が生じてしまう場合には、道路交通へ

の影響が必要最小限度となるような措置を講じさせること。 



別紙２

〇道路法施行令の一部改正について（平成25年３月１日付け国道利第10号）

（下線部分が改正部分）
改 正 後 現 行

道路法施行令及び道路整備特別措置法施行令の一部を改正する政令 道路法施行令及び道路整備特別措置法施行令の一部を改正する政令
（平成24年政令第294号。以下「改正政令」という ）が、平成24年12月 （平成24年政令第294号。以下「改正政令」という ）が、平成24年12月。 。
12日に公布され、平成25年４月１日から施行されることとなった。 12日に公布され、平成25年４月１日から施行されることとなった。
改正政令においては、道路法施行令（昭和27年政令第497号）を改正 改正政令においては、道路法施行令（昭和27年政令第497号）を改正

し、太陽光発電設備及び風力発電設備（以下「発電設備」という ）並 し、太陽光発電設備及び風力発電設備（以下「発電設備」という ）並。 。
びに津波からの一時的な避難場所としての機能を有する堅固な施設（以 びに津波からの一時的な避難場所としての機能を有する堅固な施設（以
下「津波避難施設」という ）を占用許可対象物件として追加するなど 下「津波避難施設」という ）を占用許可対象物件として追加するなど。 。
したところである。改正政令による道路法施行令の改正の概要は下記の したところである。改正政令による道路法施行令の改正の概要は下記の
とおりであるので、その運用に遺憾のないようにされたい。 とおりであるので、その運用に遺憾のないようにされたい。
なお、本通知の内容については、警察庁交通局交通規制課と調整済み なお、本通知の内容については、警察庁交通局交通規制課と調整済み

であることを申し添える。 であることを申し添える。
（削除） 本取扱いの実施状況を把握するため、発電設備又は津波避難施設の占

用許可を行った場合には、平成26年３月31日までの間、本省道路局路政
課へ報告願いたい。

本通知は、平成25年４月１日から施行する。 本通知は、平成25年４月１日から施行する。

記 記

１ 発電設備の道路占用許可対象物件への追加等 １ 発電設備の道路占用許可対象物件への追加等
(1) 改正の概要 (1) 改正の概要

(略) (略)
(2) 発電設備の定義 (2) 発電設備の定義

(略) (略)
(3) 基本方針 (3) 基本方針

発電設備の占用の許可に当たっては、道路法施行令で規定された 発電設備の占用の許可に当たっては、道路法施行令で規定された
基準及び別紙「発電設備の占用許可基準について」に従い、厳正に 基準及び別紙１「発電設備の占用許可基準について」に従い、厳
取り扱われたい。 正に取り扱われたい。

２ 津波避難施設の道路占用許可対象物件への追加等 ２ 津波避難施設の道路占用許可対象物件への追加等
「洪水、高潮又は津波からの一時的な避難場所としての機能を有す (1) 改正の概要

る堅固な施設の道路占用の取扱いについて （令和３年９月24日付け 津波避難施設については、平成23年３月に発生した東日本大震災」



国道利第29号）のとおり。 における津波被害等を受け、道路区域内への設置を検討している
地方公共団体があったことを踏まえ、占用許可対象物件とするこ
ととした。
また、津波避難施設の占用の場所によっては、道路利用者の安全
で円滑な通行に支障を与えることがあることから、その占用の場
所の基準を規定することとした。
占用料については、津波避難施設が大量一括処理が必要な施設で
はないことから定率物件とした。

(2) 津波避難施設の定義
津波避難施設とは、津波からの一時的な避難場所としての機能を
有する堅固な施設であり、かつ、災害対策基本法（昭和36年法律
第223号）の規定に基づいて都道府県又は市町村防災会議が作成す
る都道府県又は市町村地域防災計画その他の地方公共団体が作成
する津波からの避難に関する計画において、整備することとされ
ているもの、若しくは整備することとされる蓋然性が高いものと
する。

(3) 基本方針
津波避難施設の占用の許可に当たっては、道路法施行令で規定さ
れた基準及び別紙２「津波避難施設の占用許可基準について」に
従い、厳正に取り扱われたい。

３ その他 ３ その他
道路占用許可対象物件の追加等に伴う条文の整理等を行った。 道路占用許可対象物件の追加等に伴う条文の整理等を行った。

別紙 別紙１
発電設備の占用許可基準について 発電設備の占用許可基準について

（略） （略）

（削除） 別紙２
津波避難施設の占用許可基準について

１ 趣旨
、 、平成23年３月11日の東日本大震災における津波被害等を受け 地形

土地利用状況等の制約から道路区域内への津波避難施設の設置を検
討している地方公共団体等があったことを踏まえ、今般、津波避難
施設について占用許可対象物件への追加をしたところである。
津波避難施設を道路区域内に設置するに当たって、その占用の場
所や構造によっては、車両の運転者の視界を妨げるなど、道路の構



造又は交通に支障を及ぼすおそれがあることを踏まえ、津波避難施
設の占用許可に当たっては、本紙に規定する基準により行い、道路
管理の適正を期するものとする。

２ 占用の場所
津波避難施設の占用の場所については、次のとおり取り扱うものと
する。
(1) 地面に接する部分が車道以外の道路の部分にあること。

津波避難施設は、ある程度の期間継続的に設置されるものであ
るため、車道に設けることとすると道路交通に著しい支障を及ぼ
すことから、地面に接する部分は車道以外の道路の部分であるこ
ととする。
また、占用許可に当たっては、交通の輻輳する場所や他の占用

物件の多い場所等、道路の構造又は交通に著しい支障を及ぼすお
それのある場所を避けるものとする。

。(2) 歩行者等が通行することができる歩道等の幅員を確保すること
道路が交通の用に供するものである以上通行に必要なスペース

を確保することが不可欠であるため、道路の通行部分たる歩道、
自転車道又は自転車歩行者道に津波避難施設を設ける場合には道

。路構造令に規定する幅員が確保されなければならないこととする
(3) 道路の上空に設けられる部分の最下部と路面との距離を確保す
ること。
津波避難施設の路面からの高さは、道路の見通しを確保し、か

つ、電線、電話線等を道路上空に設ける場合に支障を及ぼさない
高さとすること。

(4) 原則として交差点等の上空に設けないこと。
道路の視認性の確保、その他道路交通の安全の確保を図る措置

等により、道路の構造又は交通に著しい支障を及ぼすおそれのな
い場合を除き、道路の交差し、接続し、又は屈曲するなど、通行
上、特に注意を要する場所以外の場所であること。

(5) 津波からの避難に適した場所であること。
地域住民や道路通行者などが津波からの避難場所として把握し

やすく、かつ、避難に当たっての経路が確保されている場所であ
ること。

３ 構造
、 。津波避難施設の構造等については 次のとおり取り扱うものとする

(1) 倒壊、落下、剥離、汚損、火災、荷重、漏水その他の事由によ



り道路の構造又は交通に支障を及ぼすことがないと認められるも
のであること。

(2) 津波避難施設としての効用を発揮するための必要最小限度の規
模とし、かつ、道路の交通に及ぼす支障をできる限り少なくする
ものであること。

(3) 信号機、道路標識等の視認性、又は道路の見通しを妨げないこ
と。やむを得ず視認性等に支障を生ずる場合は、都道府県公安委
員会と調整の上、道路標識の付け替え等の措置を占用主体に指示
し、その責任により講じさせること。

(4) 施設等の下面には、必要に応じて照明設備、換気設備その他の
設備を備えるものであること。

(5) 必要に応じて雨どい及び多雪地にあっては雪止めの設備を備え
るものであること。

(6) 人の転落又は物の落下を防止するために必要な防護柵の設置そ
の他の措置が講ぜられたものであること。

(7) 津波避難施設には、広告物、装飾物その他これらに類するもの
を添加し、又は広告の用をなす塗装をしないこと。

(8) 津波避難施設の意匠等は、都市美観に十分配慮すること。
４ 占用主体

津波避難施設の占用主体については、次のとおり取り扱うものとす
る。
(1) 道路の保全に支障を生ずることのないよう、津波避難施設を適
確に管理することができると認められる者であること。

(2) 道路管理者による監督処分その他の指示を適切に履行する能力
を有する者であること。特に津波避難施設の撤去、大規模修繕を
行うことのできる者であること。

(3) 暴力団又はその構成員の統制下にある法人等及び暴力団員その
他の反社会的勢力に属する者は占用主体となることができないも
のとする。

５ 占用の期間
津波避難施設の占用の期間については、５年以内の範囲で適正に定

めるものとする。
なお、占用の期間が終了した場合において許可の更新が求められた

際には、当該占用を継続させることができない特別の事由がない限り
更新を許可することとする。占用許可の更新を認めない特別の事由と
は、津波避難施設が老朽化して道路に施設の一部が落下するおそれが



生じているにもかかわらず適切な対応がとられない場合等とする。
６ 占用の許可の条件

一般的な条件のほか、必要に応じて、次に掲げる条件を附すことと
する。
(1) 道路に関する工事に伴う津波避難施設の移転、改築、除却等の
費用については占用主体が負担すること。

(2) 道路管理上必要を生じた場合において、道路管理者が施設等内
に立ち入ることを妨げないこと。

(3) 占用主体は定期的に点検等を行い、津波避難施設の適切な維持
管理に努めること。

(4) 道路の構造又は交通に支障を及ぼす改修等を行う場合には、事
前に道路管理者と協議し、必要に応じ変更の許可を受けること。

７ その他
津波避難施設の建築に際しては、道路交通の支障にならないように

指導すること。なお、やむを得ず道路交通に支障が生じてしまう場合
には、道路交通への影響が必要最小限度となるような措置を講じさせ
ること。



（参考）

〇洪水、高潮または津波からの一時的な避難場所としての機能を有する堅固な施設の道路占用の扱いについて 別紙１

（下線部分が改正部分）
（参考 「道路法施行令の一部改正について （平成25年３月１日付け国道利第10号）別表２新 設 ） 」

別紙１ 別紙２
津波等避難施設の占用許可基準について 津波避難施設の占用許可基準について

１ 趣旨 １ 趣旨
、 、津波避難施設については、平成23年３月11日の東日本大震災におけ 平成23年３月11日の東日本大震災における津波被害等を受け 地形

る津波被害等を受け、当時、地形、土地利用状況等の制約から道路区 土地利用状況等の制約から道路区域内への津波避難施設の設置を検
域内への津波避難施設の設置を検討している地方公共団体等があった 討している地方公共団体等があったことを踏まえ、今般、津波避難
ことを踏まえ、占用許可対象物件に追加されたものである。 施設について占用許可対象物件への追加をしたところである。
これに加え、近年、頻発化・激甚化する豪雨災害を踏まえ、河川の
氾濫等に起因する洪水被害や海岸付近における高潮被害が想定される
地域において、これらの被害に備えるための緊急避難施設の整備が進
められているところ、津波避難施設と同様に、地形、土地利用状況等
の制約から、道路の高架下等、道路区域内に当該緊急避難施設を設置
するニーズが高まっていることを踏まえ、今般、洪水等避難施設につ
いても、占用許可対象物件に追加されたところである。
津波等避難施設を道路区域内に設置するに当たって、その占用の場 津波避難施設を道路区域内に設置するに当たって、その占用の場
所や構造によっては、車両の運転者の視界を妨げるなど、道路の構造 所や構造によっては、車両の運転者の視界を妨げるなど、道路の構
又は交通に支障を及ぼすおそれがあることを踏まえ、津波等避難施設 造又は交通に支障を及ぼすおそれがあることを踏まえ、津波避難施
の占用許可に当たっては、本紙に規定する基準により行い、道路管理 設の占用許可に当たっては、本紙に規定する基準により行い、道路
の適正を期するものとする。 管理の適正を期するものとする。

２ 占用の場所 ２ 占用の場所
津波等避難施設の占用の場所については、次のとおり取り扱うもの 津波避難施設の占用の場所については、次のとおり取り扱うものと

とする。 する。
(1) 地面に接する部分が車道以外の道路の部分にあること。 (1) 地面に接する部分が車道以外の道路の部分にあること。

津波等避難施設は、ある程度の期間継続的に設置されるものであ 津波避難施設は、ある程度の期間継続的に設置されるものであ
るため、車道に設けることとすると道路交通に著しい支障を及ぼす るため、車道に設けることとすると道路交通に著しい支障を及ぼす
ことから、地面に接する部分は車道以外の道路の部分であることと ことから、地面に接する部分は車道以外の道路の部分であることと
する。 する。
また、占用許可に当たっては、交通の輻輳する場所や他の占用物 また、占用許可に当たっては、交通の輻輳する場所や他の占用

件の多い場所等、道路の構造又は交通に著しい支障を及ぼすおそれ 物件の多い場所等、道路の構造又は交通に著しい支障を及ぼすお
のある場所を避けるものとする。 それのある場所を避けるものとする。



。(2) 歩行者等が通行することができる歩道等の幅員を確保すること。 (2) 歩行者等が通行することができる歩道等の幅員を確保すること
道路が交通の用に供するものである以上通行に必要なスペースを 道路が交通の用に供するものである以上通行に必要なスペース

確保することが不可欠であるため、道路の通行部分たる歩道、自転 を確保することが不可欠であるため、道路の通行部分たる歩道、
車道又は自転車歩行者道に津波等避難施設を設ける場合には道路構 自転車道又は自転車歩行者道に津波避難施設を設ける場合には道

。造令に規定する幅員が確保されなければならないこととする。 路構造令に規定する幅員が確保されなければならないこととする
(3) 道路の上空に設けられる部分の最下部と路面との距離を確保する (3) 道路の上空に設けられる部分の最下部と路面との距離を確保す
こと。 ること。
津波等避難施設の路面からの高さは、道路の見通しを確保し、か 津波避難施設の路面からの高さは、道路の見通しを確保し、か
つ、電線、電話線等を道路上空に設ける場合に支障を及ぼさない高 つ、電線、電話線等を道路上空に設ける場合に支障を及ぼさない
さとすること。 高さとすること。

(4) 原則として交差点等の上空に設けないこと。 (4) 原則として交差点等の上空に設けないこと。
道路の視認性の確保、その他道路交通の安全の確保を図る措置等 道路の視認性の確保、その他道路交通の安全の確保を図る措置
により、道路の構造又は交通に著しい支障を及ぼすおそれのない場 等により、道路の構造又は交通に著しい支障を及ぼすおそれのな
合を除き、道路の交差し、接続し、又は屈曲するなど、通行上、特 い場合を除き、道路の交差し、接続し、又は屈曲するなど、通行
に注意を要する場所以外の場所であること。 上、特に注意を要する場所以外の場所であること。

(5) 洪水、高潮又は津波からの避難に適した場所であること。 (5) 津波からの避難に適した場所であること。
地域住民や道路通行者などが洪水、高潮又は津波からの避難場所 地域住民や道路通行者などが津波からの避難場所として把握し
として把握しやすく、かつ、避難に当たっての経路が確保されてい やすく、かつ、避難に当たっての経路が確保されている場所であ
る場所であること。 ること。

３ 構造 ３ 構造
、 。津波等避難施設の構造等については、次のとおり取り扱うものとす 津波避難施設の構造等については 次のとおり取り扱うものとする

る。
(1) 倒壊、落下、剥離、汚損、火災、荷重、漏水その他の事由により (1) 倒壊、落下、剥離、汚損、火災、荷重、漏水その他の事由によ
道路の構造又は交通に支障を及ぼすことがないと認められるもので り道路の構造又は交通に支障を及ぼすことがないと認められるも
あること。 のであること。

(2) 津波等避難施設としての効用を発揮するための必要最小限度の規 (2) 津波避難施設としての効用を発揮するための必要最小限度の規
模とし、かつ、道路の交通に及ぼす支障をできる限り少なくするも 模とし、かつ、道路の交通に及ぼす支障をできる限り少なくする
のであること。 ものであること。

(3) 信号機 道路標識等の視認性 又は道路の見通しを妨げないこと (3) 信号機、道路標識等の視認性、又は道路の見通しを妨げないこ、 、 。
やむを得ず視認性等に支障を生ずる場合は、都道府県公安委員会と と。やむを得ず視認性等に支障を生ずる場合は、都道府県公安委
調整の上、道路標識の付け替え等の措置を占用主体に指示し、その 員会と調整の上、道路標識の付け替え等の措置を占用主体に指示
責任により講じさせること。 し、その責任により講じさせること。

(4) 施設等の下面には、必要に応じて照明設備、換気設備その他の設 (4) 施設等の下面には、必要に応じて照明設備、換気設備その他の
備を備えるものであること。 設備を備えるものであること。

(5) 必要に応じて雨どい及び多雪地にあっては雪止めの設備を備える (5) 必要に応じて雨どい及び多雪地にあっては雪止めの設備を備え
ものであること。 るものであること。



(6) 人の転落又は物の落下を防止するために必要な防護柵の設置その (6) 人の転落又は物の落下を防止するために必要な防護柵の設置そ
他の措置が講ぜられたものであること。 の他の措置が講ぜられたものであること。

(7) 津波等避難施設には、広告物、装飾物その他これらに類するもの (7) 津波避難施設には、広告物、装飾物その他これらに類するもの
を添加し、又は広告の用をなす塗装をしないこと。 を添加し、又は広告の用をなす塗装をしないこと。

(8) 津波等避難施設の意匠等は、都市美観に十分配慮すること。 (8) 津波避難施設の意匠等は、都市美観に十分配慮すること。
４ 占用主体 ４ 占用主体

津波等避難施設の占用主体については、次のとおり取り扱うものと 津波避難施設の占用主体については、次のとおり取り扱うものとす
する。 る。
(1) 道路の保全に支障を生ずることのないよう、津波等避難施設を的 (1) 道路の保全に支障を生ずることのないよう、津波避難施設を適
確に管理することができると認められる者であること。 確に管理することができると認められる者であること。

(2) 道路管理者による監督処分その他の指示を適切に履行する能力を (2) 道路管理者による監督処分その他の指示を適切に履行する能力
有する者であること。特に津波等避難施設の撤去、大規模修繕を行 を有する者であること。特に津波避難施設の撤去、大規模修繕を
うことのできる者であること。 行うことのできる者であること。

(3) 暴力団又はその構成員の統制下にある法人等及び暴力団員その他 (3) 暴力団又はその構成員の統制下にある法人等及び暴力団員その
の反社会的勢力に属する者は占用主体となることができないものと 他の反社会的勢力に属する者は占用主体となることができないも
する。 のとする。

５ 占用の期間 ５ 占用の期間
津波等避難施設の占用の期間については、５年以内の範囲で適正に 津波避難施設の占用の期間については、５年以内の範囲で適正に定

定めるものとする。 めるものとする。
なお、占用の期間が終了した場合において許可の更新が求められた なお、占用の期間が終了した場合において許可の更新が求められた

際には、当該占用を継続させることができない特別の事由がない限り 際には、当該占用を継続させることができない特別の事由がない限り
更新を許可することとする。占用許可の更新を認めない特別の事由と 更新を許可することとする。占用許可の更新を認めない特別の事由と
は、津波等避難施設が老朽化して道路に施設の一部が落下するおそれ は、津波避難施設が老朽化して道路に施設の一部が落下するおそれが
が生じているにもかかわらず適切な対応がとられない場合等とする。 生じているにもかかわらず適切な対応がとられない場合等とする。

６ 占用の許可の条件 ６ 占用の許可の条件
一般的な条件のほか、必要に応じて、次に掲げる条件を付すことと 一般的な条件のほか、必要に応じて、次に掲げる条件を附すことと

する。 する。
(1) 道路に関する工事に伴う津波等避難施設の移転、改築、除却等の (1) 道路に関する工事に伴う津波避難施設の移転、改築、除却等の
費用については占用主体が負担すること。 費用については占用主体が負担すること。

(2) 道路管理上必要を生じた場合において、道路管理者が施設等内に (2) 道路管理上必要を生じた場合において、道路管理者が施設等内
立ち入ることを妨げないこと。 に立ち入ることを妨げないこと。

(3) 占用主体は定期的に点検等を行い、津波等避難施設の適切な維持 (3) 占用主体は定期的に点検等を行い、津波避難施設の適切な維持
管理に努めること。 管理に努めること。

(4) 道路の構造又は交通に支障を及ぼす改修等を行う場合には、事前 (4) 道路の構造又は交通に支障を及ぼす改修等を行う場合には、事
に道路管理者と協議し、必要に応じ変更の許可を受けること。 前に道路管理者と協議し、必要に応じ変更の許可を受けること。

７ その他 ７ その他



津波等避難施設の建築に際しては、道路交通の支障にならないよう 津波避難施設の建築に際しては、道路交通の支障にならないように
に指導すること。なお、やむを得ず道路交通に支障が生じてしまう場 指導すること。なお、やむを得ず道路交通に支障が生じてしまう場合
合には、道路交通への影響が必要最小限度となるような措置を講じさ には、道路交通への影響が必要最小限度となるような措置を講じさせ
せること。 ること。



〇 道路法施行令の一部改正について（平成 25 年３月１日付け国道利第 10 号） 

 

 

最終改正：令和３年９月 24 日付け国道利第 29 号 

 

道路法施行令及び道路整備特別措置法施行令の一部を改正する政令（平成 24 年政

令第 294 号。以下「改正政令」という。）が、平成 24 年 12 月 12 日に公布され、平

成 25 年４月１日から施行されることとなった。 

 改正政令においては、道路法施行令（昭和 27 年政令第 497 号）を改正し、太陽光

発電設備及び風力発電設備（以下「発電設備」という。）並びに津波からの一時的な

避難場所としての機能を有する堅固な施設（以下「津波避難施設」という。）を占用

許可対象物件として追加するなどしたところである。改正政令による道路法施行令の

改正の概要は下記のとおりであるので、その運用に遺憾のないようにされたい。 

 なお、本通知の内容については、警察庁交通局交通規制課と調整済みであることを

申し添える。 

 本通知は、平成 25 年４月１日から施行する。 

 

記 

 

１ 発電設備の道路占用許可対象物件への追加等 

 (1) 改正の概要 

   発電設備については、当該施設を道路区域内に設置したいとの要望が寄せられ

ていたほか、規制・制度改革に係る方針（平成 23 年４月閣議決定）において「太

陽光発電設備について、道路構造及び交通の安全に与える影響を勘案し、道路占

用許可対象物件への追加を検討し、結論を得る」こととされたことを踏まえ、占

用許可対象物件とすることとした。 

   また、発電設備の占用の場所によっては、道路利用者の安全で円滑な通行に支

障を与えることがあることから、その占用の場所の基準を規定することとした。 

   占用料については、発電設備が大量一括処理が必要な設備であることから、定

額物件とした。なお、占用料の算定に用いる占用面積は、発電設備の設置によっ

て占用者が継続して使用することとなる道路の部分がある場合は、当該部分を含

めた面積とする。 

 (2) 発電設備の定義 

   発電設備は、太陽光及び風力を電気に変換する設備であって、パネル部分、ブ

レード部分のほか、これらと一体となって発電設備としての機能を果たす接続箱

等を含むものとする。 

 (3) 基本方針 

発電設備の占用の許可に当たっては、道路法施行令で規定された基準及び別紙

（参考） 



「発電設備の占用許可基準について」に従い、厳正に取り扱われたい。 

 

２ 津波避難施設の道路占用許可対象物件への追加等 

  「洪水、高潮又は津波からの一時的な避難場所としての機能を有する堅固な施設

の道路占用の取扱いについて」（令和３年９月 24 日付け国道利第 29 号）のとお

り。 

  

３ その他 

  道路占用許可対象物件の追加等に伴う条文の整理等を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙 

 

   発電設備の占用許可基準について 

 

１ 趣旨 

  太陽光又は風力をはじめとした再生可能エネルギーについては、電気事業者によ

る再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法（平成 23 年法律第 108 号）

において利用の促進が法目的とされているものであり、発電設備は再生可能エネル

ギーの導入拡大に資するものである。一方で、その占用の場所や構造によっては、

発電設備が太陽光等を反射して車両の運転者に影響を与えたり、法面を一定範囲に

わたって被覆することにより道路管理者による法面の目視点検を妨げたりするな

ど、道路の構造又は交通に支障を及ぼすおそれがあること等を踏まえ、発電設備の

占用許可に当たっては、本紙に規定する基準により行い、道路管理の適正を期する

ものとする。 

 

２ 占用の場所 

  発電設備の占用の場所については、次のとおり取り扱うものとする。 

 (1) 地面に接する部分が車道以外の道路の部分にあること。 

   発電設備は、ある程度の期間継続的に設置されるものであるため、車道に設け

ることとすると道路交通に著しい支障を及ぼすことから、地面に接する部分は車

道以外の道路の部分であることとする。このため、発電設備の占用については、

連結路附属地、待避所の空きスペース等への設置、アーケード、上空通路等の占

用物件への添加等が想定される。 

   また、占用許可に当たっては、交通の輻輳する場所や他の占用物件の多い場所

等、道路の構造又は交通に著しい支障を及ぼすおそれのある場所を避けるものと

する。 

 (2) 歩行者等が通行することができる歩道等の幅員を確保すること。 

   道路が交通の用に供するものである以上、通行に必要なスペースを確保するこ

とが不可欠であるため、道路の通行部分たる歩道、自転車道又は自転車歩行者道

に発電設備を設ける場合には道路構造令に規定する幅員が確保されなければな

らないこととする。この場合、食事施設等と異なり、発電設備は道路通行者の利

便の増進に資するものではないため、有効幅員や植栽機能を減少させてもなお設

置しなければならない理由を精査し、交通の用に供される部分など道路空間とし

て必要なスペースが安易に狭められることのないよう留意すること。 

 (3) 道路の上空に設けられる部分の最下部と路面との距離を確保すること。 

   発電設備を道路の上空に設ける場合には、路面からの適切な距離を確保するこ

ととする。 

 (4) 原則として交差点等の地上に設けないこと。 



   道路の構造又は交通に支障を及ぼすおそれのない場所を除き、道路の交差し、

接続し、又は屈曲する部分の地上に設けないこととする。 

 (5) 橋脚、橋桁、高欄等の道路構造物又は道路照明、道路標識、遮音壁、道路情報

提供装置等の道路附属物への添加は行わないこと。 

   道路構造物又は道路附属物は、そもそも発電設備の添加を想定して設計されて

おらず、添加により破損・減耗するおそれがあることから、これらに添加する形

態の占用は原則として認めないこととする。 

 (6) アーケード、上空通路等の占用物件に添加する場合には、既存の占用物件の構

造及び設置目的を害さない場所であること。 

   アーケード、上空通路等の占用物件に発電設備を添加する場合には、当該占用

物件の耐荷重の範囲内であるとともに、既存の占用物件の設置目的を害さない場

所で、かつ、当該施設等の占用者が安全と認めた場所であること。 

 (7) 発電設備の設置工事又は維持管理作業を行う場合において道路交通に支障を

及ぼすおそれの少ない場所であること。 

   発電設備の設置工事又は維持管理作業を行う場合において道路交通への支障

の少ない場所に限って占用を認めることとする。特に、高速自動車国道や自動車

専用道路については、これら道路の本線上への車両の駐停車が規制され、かつ、

最低制限速度が定められていることを踏まえ、発電設備の設置場所に本線以外か

らアクセスできる場所に限って占用を認めることとする。 

 (8) 周辺環境に支障を及ぼすおそれのない場所であること。 

   発電設備のうち、太陽光発電設備にあっては景観の悪化等のおそれがあり、風

力発電設備にあっては騒音等の発生により周辺住民の生活や野鳥をはじめとし

た生態系への影響等が想定されるところ、発電設備の設置に当たっては、関係法

令等の基準に照らし、周辺環境に支障がないことが占用希望者から疎明された場

所に限って占用を認めることとする。 

 

３ 構造 

  発電設備の構造等については、次のとおり取り扱うものとする。 

 (1) 発電設備の設置により道路通行者等の視界を妨げたり、発電設備が太陽光等を

反射して車両の運転を妨げたりすることにより道路交通に支障を及ぼすおそれ

のないこと。 

 (2) 発電設備には、広告物の添加及び広告のための塗装を一切行わないこと。 

 (3) 発電設備の意匠、構造及び色彩は周辺の環境と調和するものであり、信号機、

道路標識等の効用を妨げないものであること。 

 (4) 倒壊、落下、剥離、汚損、火災、荷重、漏水その他の事由により道路の構造又

は交通に支障を及ぼすおそれがないと認められるものであること。 

   道路区域に設けられる発電設備は、長期間にわたって占用されることが想定さ

れ、かつ、設置場所の特性として一定の振動に継続的にさらされることを踏まえ、



例えば太陽光パネルと架台との接合部分の強度等に特段の注意を払い、強風等に

より倒壊し、道路構造又は道路通行者に危害を加えることのないことが確認され

た場合に限って占用を認めるものとする。また、架台を強化した結果、荷重によ

り道路構造に支障を来すことのないよう留意すること。 

 (5) 道路面を被覆することにより道路の構造又は維持管理に支障を来すものでな

いこと。 

   道路の法面をはじめとした点検が必要な場所に設ける場合にあっては、原則と

して、道路面が被覆されて点検を妨げることのない構造の発電設備に限って占用

を認めるものとする。やむを得ず道路面を被覆する場合にあっては、道路管理者

による点検を補うために占用主体による点検を実施させること。また、道路面を

被覆することにより法面の強化のために設ける植栽の発育に支障を来すおそれ

がある場合には、法面の強化措置を占用主体に採らせること。さらに、道路面を

被覆した結果、雨水等が地下に浸透せずに通行面に流入する、あるいは積雪が通

行面に滑落するおそれがある場合には、側溝、雨水枡等の整備又は除雪作業その

他必要な措置を占用主体に行わせること。 

 

４ 占用主体 

 (1) 発電設備の占用主体は、発電設備の継続的な設置により道路の構造又は保全に

支障を生ずることのないよう、占用物件を適確に管理することができると認めら

れる者であること。また、発電設備の占用により、道路の点検等を道路管理者が

行いにくくなるため、次に掲げる点検等を適確に行うことができる者であるこ

と。 

  (ｱ) 法面、舗装、防護柵、排水施設等の損傷、亀裂、剥離、変形等の有無の点検 

  (ｲ) 不法占用、不法投棄、落書き等の有無の点検 

  (ｳ) 路面、排水施設等の清掃、除草、除雪等の維持管理 

  (ｴ) その他、当該道路の管理上必要と認められる事項 

 (2) 暴力団又はその構成員の統制下にある法人等及び暴力団員その他の反社会的

勢力に属する者は占用主体となることができないものとする。 

 (3) 地方公共団体の名義貸しによる主体は占用主体になり得ないものとする。 

 

５ 占用の許可の条件 

  一般的な条件のほか、必要に応じて、次に掲げる条件を附すこととする。 

 (1) 道路に関する工事に伴う発電設備の移転、改築、除却等の費用については占用

者が負担すること。また、災害等により道路管理者が緊急に必要と認めた場合に

は、占用者は、発電設備の移転、除却等に速やかに応じるとともに、その費用に

ついて負担すること。 

 (2) 道路に関する維持管理又は工事を行うために道路管理者が占用区域内に立ち

入ることを妨げないこと。 



 (3) 発電設備の落下、剥離、老朽、汚損等がないように定期的に点検等を実施する

とともに、落下等が生じた場合には速やかに改修等の措置を行うこと。 

 (4) 特段の事情のない限り占用許可の更新回数に限定を課すなどの措置により道

路区域への物件の設置が既得権益化しないよう担保すること。 

 (5) 必要に応じ、当該占用区域内の清掃、除草、除雪その他の管理を行うこと。 

 (6) さらに、占用主体が行う点検等については、以下に掲げる事項を条件として附

すものとする。 

  (ｱ) 占用者は、あらかじめ、点検要領を道路管理者に提出するとともに、点検等

の結果について定期的に報告すること。 

  (ｲ) 点検要領には次に掲げる事項のうち、道路管理者が必要と認めるものを定め

ること。 

   ①  点検等の範囲に関する事項 

   ②  点検等の対象に関する事項 

   ③  点検等の内容に関する事項 

    ㈠  点検項目 

    ㈡  点検時期 

    ㈢  点検方法 

    ㈣  清掃、除草等の時期 

    ㈤  清掃、除草等の方法 

   ④  点検等の体制に関する事項 

   ⑤  点検等の記録に関する事項 

   ⑥  点検等の結果の報告に関する事項 

   ⑦  その他当該道路の管理上必要と認められる事項 

  (ｳ) 占用者は、点検要領に従い、当該占用区域及びその近傍における道路構造物

等の点検等を行うとともに、異常等を発見した場合には、速やかに道路管理者

に報告し、その指示に従うこと。 

  (ｴ) 点検要領に定める事項のうち、道路管理に影響を及ぼす内容若しくは点検等

の体制の変更をしようとするときは、道路管理者に届け出ること。 

 

６ 占用の期間 

  発電設備の占用の期間については、５年以内の範囲で適正に定めるものとする。 

 

７ その他 

 (1) 発電設備を既設の占用物件に添加する場合には、道路法第 41 条の規定により

取り扱うこと。 

 (2) 発電設備と構造上一体となる占用物件の許可に当たっては、発電設備とそれ以

外の占用物件を各々の許可として取り扱うこと。 

 (3) 発電設備の設置により近隣の住居、店舗等に影響を与えるおそれがあることか



ら、原則として、これらの施設の居住者、所有者、経営者等からの設置に係る同

意書が占用許可申請書に付されていること。 

 (4) 道路と河川等、道路と効用を兼ねる場所への占用希望があった場合には、関係

する管理者と十分な調整を図ること。 


	05_（別添２－２）新旧（改正令）.pdfから挿入したしおり
	○道路法施行令（昭和二十七年政令第四百七十九号）（抄）（第一条関係）
	/
	○道路整備特別措置法施行令（昭和三十一年政令第三百十九号）（抄）（第二条関係）
	○高速自動車国道法施行令（昭和三十二年政令第二百五号）（抄）（第三条関係）
	○宅地建物取引業法施行令（昭和三十九年政令第三百八十三号）（抄）（第四条関係）
	○山村振興法施行令（昭和四十年政令第三百三十一号）（抄）（第五条関係）
	○豪雪地帯対策特別措置法施行令（昭和四十六年政令第三百六十七号）（抄）（第六条関係）
	○半島振興法施行令（昭和六十一年政令第二百四十三号）（抄）（第七条関係）
	○沖縄振興特別措置法施行令（平成十四年政令第百二号）（抄）（第八条関係）
	○独立行政法人都市再生機構法施行令（平成十六年政令第百六十号）（抄）（第九条関係）
	○独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構法施行令（平成十七年政令第二百二号）（抄）（第十条関係）
	○日本道路公団等の民営化に伴う経過措置及び関係政令の整備等に関する政令（平成十七年政令第二百三号）（抄）（第十一条関係）
	○東日本大震災による被害を受けた公共土木施設の災害復旧事業等に係る工事の国等による代行に関する法律施行令（平成二十三年政令第百十
	四号）（抄）（第十二条関係）
	○福島復興再生特別措置法施行令（平成二十四年政令第百十五号）（抄）（第十三条関係）
	○大規模災害からの復興に関する法律施行令（平成二十五年政令第二百三十七号）（抄）（第十四条関係）
	○過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法施行令（令和三年政令第百三十七号）（抄）（第十五条関係）
	/
	○道路の修繕に関する法律の施行に関する政令（昭和二十四年政令第六十一号）（抄）（附則第二条関係）
	○踏切道改良促進法施行令（昭和三十七年政令第三百二号）（抄）（附則第三条関係）
	/
	○都市再生特別措置法施行令（平成十四年政令第百九十号）（抄）（附則第四条関係）
	○高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行令（平成十八年政令第三百七十九号）（抄）（附則第五条関係）


